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　　　プロローグ　もう一人の巡た礼びの始まり




　父の背中には、歪いびつな勲くん章しようがある。

　アッシュの父、アレクサンダー・アルバーンは角つの守もりだった。この大陸を西へ東へ奔ほん走そうし、「害がい獣じゆう」を退治して「異い端たん者しや」を捕つかまえる。そうしてエイル正教を世に広めるのが父の仕事であり、父が不在の間に家を守るのが、長男たるアッシュの役目だった。

　長い巡じゆん礼れいを経て帰宅すると、父は必ずアッシュを風ふ呂ろへ連れていった。

『おお、《向こう見ずラツシユアレックス》のお帰りだ！』

『モイズの英えい雄ゆうの凱がい旋せんだ！』

　父の周囲にはいつも人の輪ができる。おかげで親子水入らずの時間はほとんどない。

　けれど、人々が自分のことのように誇ほこらしげに語る父の武ぶ勇ゆう伝でんを、アッシュは何度聞いても飽あきることがなかった。

『あれはその時の傷なんだぜ。アレックスの勲くん章しようさ』

　湯船の人々が指さす父のたくましい背中。そこには三本の深い溝みぞが走っている。

　突とつ如じよモイズの地に飛来した翼よく竜りゆうワイバーンから民たみを守るべく、父はたった一人で害がい獣じゆうの群れと戦った。

『本当に化け物じみた強さでな。アレックスは三日間寝ねずにワイバーンと戦った。そしてとうとうあいつらとの根比べに勝っちまった。おまえの親父はたった一人で、何十匹ぴきという飛ひ竜りゆうどもの群れを追い返したんだ。普ふ通つうは、すぐにでも角ク笛ラのリ騎オ士ンに抜ばつ擢てきされる大だい活かつ躍やくさ』

　角ク笛ラのリ騎オ士ンは角つの守もりの上じよう級きゆう職しよくだ。その名めい誉よと待たい遇ぐうに憧あこがれない角つの守もりはいない。

　だが、アッシュの父はその生しよう涯がいを角つの守もりのまま終えている。

『騎き士しはいつでも人の盾たてになる存在ってな。だから敵に背中を見せる、まして傷を受けるのはご法度はつとなんだとよ。たとえ地面に倒たおれた子供を庇かばうためでもな』

　背中の深い傷を、父は誇ほこりも悔くいもしていなかった。

　アッシュはそんな父の背中を見て育ち、自らもまた角つの守もりになった──。




「『父さんと違ちがって、僕ぼくの体には傷がありません。なぜなら』……」

　そこまで書いて、アッシュは机にペンを置いた。ふうと軽く息をつき、右手でこめかみを揉もみほぐす。

　小さな村の小さな宿屋にいた。

　旅連れがさっさと寝ね入いってしまったので、いまは文ふ机づくえに向かって手紙を書いている。蠟ろう燭そくの明かりを頼たよりに妹へ綴つづる返事は、どうにも筆が進まない。

　角つの守もりになってそろそろ一年が経たつ。その間アッシュはコカトリスや人魚、そして山より巨きよ大だいなアースドラゴンといった幻げん獣じゆうたちと遭そう遇ぐうしてきた。

　彼かれらはみなエイル教会から「滅ほろぼすべし」と指定された害がい獣じゆうだったが、アッシュはただの一度も討とう伐ばつできていない。

　戦いを避さけたわけではなかった。どころか時には父のように身を挺ていし、毒の息から子供を守ったこともある。全身に竜の炎を吹きつけられたことだってあるし、聖せい獣じゆうの角つので幾いく度ども体を貫つらぬかれたことまであった。

　にもかかわらず、アッシュの体に歪いびつな勲くん章しようは一つもない。

「『なぜなら、どんな致ち命めい傷しようを負っても、連れのフィジカが治してくれるからです』──とは書けないよなあ……」

　再び嘆たん息そくし、椅い子すに背をもたせたまま室内を振ふり返かえる。

　机き上じようの蠟ろう燭そくが照らす室内には、小さなベッドが一つあった。

　そこにはこじんまりした寝ね場ば所しよにふさわしい、こじんまりした少女がすうすう寝ね息いきを立てている。羽は織おった白いローブのフードを、すっぽりと額ひたいまで被かぶって。

　ひょんなことからアッシュの旅連れとなったこの少女──フィジカの素す性じようは、たとえ信しん頼らいできる妹への手紙にも書くことができない。

　というより、「書けなくなった」というべきだろう。

「しかたない。こうしよう」

　アッシュは机に向き直ると、『なぜなら』と書いた部分に打ち消し線を引いた。

「『父さんと違ちがって、僕ぼくの体には傷がありません。もっと人々のためになれるよう、これからも精せい一いつ杯ぱい努力します。ロッテもくれぐれも気をつけて。害がい獣じゆうの追つい跡せき中に、油断して吊つり橋ばしから落ちたりしないように』……っと」

　文末に署名を施ほどこして、手紙を入れた封ふう筒とうを燭しよく台だいの蠟ろうで封ふうじる。

　そうして首から下げた角つの守もりの証あかし──三角と盾たての紋もんが彫ほられた銀ぎん製せいのアミュレット──を取り出すと、封ふう蠟ろうの上に押しつけた。

　その刻印を眺ながめながら、アッシュは本日三度目のため息をつく。

「それにしても、ロッテが僕ぼくと同じ角つの守もりになるなんてなあ……」

　アッシュが角つの守もりになると宣言した時、ロッテは手を変え品を変え、兄に思い留まるようにと説得してきた。いまになって妹の気持ちがよくわかる。身内が危険な職しよくに就つこうとしているのを後あと押おしする家族はいない。こうして巡じゆん礼れいの旅に出ていなければ、アッシュも妹を角つの守もりにさせまいと策を弄ろうしたことだろう。

　それを見み越こしてか、ロッテは訓練場を卒業するまで近きん況きようを報しらせてこなかった。

　おかげでアッシュは妹が角つの守もりを志こころざした理由がさっぱりわからない。危険の割に給金が安いとか、労働時間の割に給金が安いとか、ロッテは散々文句を言っていたはずなのに──。

　そんなわけで、妹からきた就しゆう職しよく報ほう告こくへの返事はずいぶん難航した。

　その理由の筆頭はもちろん、いまもベッドでくーくーと眠ねむっている少女だ。

　フィジカが教会に認にん定ていされた異い端たん者しやでなければ──。

　あるいはロッテが異い端たん者しやを捕とらえる角つの守もりでなければ──。

　家族へ手紙を書くというアッシュ唯ゆい一いつの趣しゆ味みの時間は、もっと楽しいものだったろう。

「まあ……いつかきちんと説明できる日がくるよ。いまはロッテの巡じゆん礼れいの無事を祈いのろう」

　アッシュは胸の前で三角を切り、無む邪じや気きな寝ね顔がおを横目に蠟ろう燭そくの火を吹ふき消けした。
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　朝には耳たぶがしんと冷える時節になったが、天候にも恵めぐまれて昼の旅路は清すが々すがしい。

　緑萌もえる丘おかで羊と戯たわむれ、遠くからこちらをうかがうトナカイに手を振ふり、アッシュは旅連れとともにトラパット丘きゆう陵りよう地ち帯たいを横断していた。

「おお……？　おお……！」

　見晴らしのよい高台で思わず足を止める。眼下に広がっているのは、赤や金色の巨きよ大だいな方形の集合体──見み渡わたす限りに連綿と続く、極大のモザイク模様だ。

「すごい。あれ全部ブドウ棚だななのか」

　収しゆう穫かく期きを過ぎたブドウ畑が、思い思いに色づいて形成する自然のステンドグラス。この雄ゆう大だいな景色を眺ながめられるのは、きっとこの時期のこの土地だけだろう。

「素す晴ばらしい景けい観かんだね。フィジカは見たことあった？」

　感動を分かち合うべく声をかけたが、連れの少女は反応を示さない。

　さては花よりマンゴーの年とし頃ごろかと、話題をそちらに変えてみる。

「ほら、あそこに村があるよ。泊とまればおいしいワインが飲めるんじゃないかな。きっとフィジカの好きなパイプワインもたくさんあるよ」

「私に話しかけないで！」

　いきなりの拒きよ絶ぜつに面食らった。

「ど、どうしたのフィジカ？」

「別にどうもしない。私とキミは敵同士。私は教会の犬となんて話したくないから」

　つんとそっぽを向いたアッシュの旅連れ──フィジカが言ったことは確かに正しい。

　この大陸で、フィジカは《悪い薬くす師し》だ。

　人を癒いやす薬くす師しであるのに、まったくもって人を診みない。どころか教会が定めた悪あしき害がい獣じゆうばかりを治ち療りようする、数多あまたの悪名を持つ異い端たん者しやだ。おまけにそんな呼ばれ方を嫌い、《美少女すぎる薬くす師し》なんて二つ名を自分から吹ふい聴ちようする図ずう々ずうしさも併せ持つ。

　エイル教会所属の巡じゆん礼れい戦せん士し──角守つのもりであるアッシュからすれば、フィジカは本来即そく時じ拘こう束そくしなければならない相手だ。

「何をいまさら……。僕ぼくはきちんとフィジカの『真実』を知ってるよ」

　自然の摂せつ理りを担になう女め神がみパナケイアの使し徒と──それがフィジカの正体だ。

　害がい獣じゆうを倒たおすべしという教会の教えは間ま違ちがっていないが、すべてを滅ほろぼそうとすれば巡めぐり巡めぐって人も滅ほろぶ。大陸の末永い繁はん栄えいには、《摂理の担い手フイジカ》の存在が必要不可欠だ。

　しかしエイル正教が遍あまねく広まるこの大陸では、フィジカはただの異い端たん者しやでしかない。ゆえにアッシュは角つの守もりでありながら、フィジカとともに旅をしている。

　この大陸で、自分だけがフィジカを守れる存在と信じて。

　その決意はもちろんフィジカも知っているはずだ。なのにこの期ごに及およんで『敵』なんて言葉を持ち出す理由は一つしかない。

「あ、そうか。お腹なかが空すいて機き嫌げん悪いんだね。じゃあ急いで村を目指そう」

　神の使し徒とたる役目であっても、所しよ詮せんフィジカは見た目通りの子供だ。

　アッシュは大人の余よ裕ゆうで苦く笑しようしつつ、ぽんと子供の頭に手を置いた。

　すると、「ふわぁあぁ」と素すつ頓とん狂きような声を上げ、フィジカがわたわたと後ずさる。

「ご、ごめん。痛かった？　強く叩たたいたつもりはなかったんだけど……」

「さっ、触さわんないでよスケベニンゲン！　頭ぽんぽんしたら女の子は誰だれでも喜ぶと思ってんの？　好きでもない相手にやられても逆効果だから！　二度とやんないで！」

　やけにはあはあと息を荒あらくしてアッシュを罵ののしると、フィジカは足早に丘おかを降り始めた。

　わけがわからない。まるで出会った当初の敵対関係に戻もどったような反応だ。

　元よりフィジカは気まぐれなところがあるけれど、概おおむねはアッシュを子供扱あつかいし、いつでも鼻で笑っていた。少々体に触ふれた程度で、これほど動どう揺ようする手合いではない。

「体調でも悪いのかな？　そういえば、ちょっと頭が熱っぽかった気もする……」

　すぐさま追いかけ体を気遣うと、「話しかけるな教会人間！」と、けんもほろろにあしらわれた。とりあえず次の目的地を教えてくれと尋たずねると、ぶんぶん振り回された杖つえでごちんと頭を殴られる。

「いったいなんなんだ……」

　取りつく島のない反応に手を焼いていると、ふいに背中に温かさを感じた。

「うふふ。アッシュくん、お困りね～」

　首だけ動かし振ふり返かえると、思った通り一枚筒衣キトンをまとった女性が胸を押おし当あてている。

「あ、パナキアさん、どうも」

　アッシュは何事もなかったようにすっと身を引いた。

「……おねえさん悲しい。ついこの間までアッシュくんわたしを崇あがめてくれたのに。顔赤らめてたじろいでくれたのに」

　現れ早々しょげている女性は、確かに崇あがめられるべき存在ではある。

　かつて人類の敵だった悪魔エルフたちが信しん仰こうしていた邪じや神しん、《すべてを癒いやすもの》を自じ称しようする女め神がみパナケイアとは、この人のことだ。過去にアッシュはうっかりエイル神と勘かん違ちがいし、恭うやうやしく傅かしずいてしまった経けい緯いがある。

　しかし邪じや神しんというにはこの通りふんわりした物もの腰ごしで、悪意は微み塵じんも感じられない。そのためアッシュはこの女め神がみを、「たまに出てくる不ふ思し議ぎなおねえさん」として扱あつかっていた。名前もフィジカが呼び間ま違ちがえた「パナキア」というあだ名で呼んでいる。

「パナキアさんも一応神だとは思うんですけど、なにぶん僕ぼくもエイル教徒なので」

「アッシュくんは頭が固いね～。わたしのおっぱいを見習えばいいのに！」

　ぐいと背を反そらしたパナキアの胸むな元もとが、注いだワインのようにたっぷんと揺ゆれた。

　慣れたアッシュが素す早ばやく目をそらすと、女め神がみが「不健全！　つまんない！」と口を尖とがらせる。

「そんなことよりパナキアさん。フィジカの様子がおかしいんですけど」

「そう？　フィジカちゃん、いつもあんなものじゃない？」

「まあそうですけど……せめて次の目的地くらいは聞いておかないと」

「ん～？　アッシュくん、フィジカちゃんの旅の目的は知ってるでしょう？」

　知っている。薬くす師しの技わざを用いて幻げん獣じゆうや亜あ人じんの命を救い、この大陸の未み来らいを繫つないでいく。それが女め神がみとフィジカが交かわした《摂理の担い手フイジカ》の契けい約やくだ。

　しかし、フィジカにとって《摂理の担い手フイジカ》でいることは、単なる手段でしかない。

「フィジカの旅の目的は、志こころざし半ばで倒たおれた先代の『フィジカ』──クロカさんから引ひき継ついだ契けい約やくをまっとうし、彼かの女じよをよみがえらせることです」

　荒こう唐とう無む稽けいに思われるこの話は、そこに悲しい「真実」が秘められている。

　クロカはフィジカの実母だ。そしてこの大陸の「外」からきた異い邦ほう人じんでもある。クロカは『フィジカ』として契けい約やくを終えた暁あかつきには、自分の住む世界へ帰らねばならなかった。エルフの夫との間に生まれた娘むすめを、この地に置き去りにせねばならなかった。

　だからクロカは自分が母だと娘むすめに伝えなかった。名前すらもつけなかった。

　エルフはこの大陸で悪魔エルフと呼ばれている。自分が帰郷した後にもハーフエルフの娘むすめが強く生きていけるよう、クロカは愛ゆえにフィジカを突つき放はなしたのだ。

　けれど、フィジカはその真実を知っている。知っていてなお《摂理の担い手フイジカ》の契けい約やくを成じよう就じゆさせ、クロカをよみがえらせて「外」へ送り返そうとしている。

　たった一言、「私は一人で大だい丈じよう夫ぶ」と伝えるためだけに。

「そ、そうね。フィジカちゃんが契けい約やくを履り行こうした暁あかつきには、わたしが女め神がみ的てきな力でクロカちゃんをぽこぺーんって反はん魂ごんさせられるからね～」

　パナキアがやけに仰ぎよう々ぎようしくぶんぶんうなずいた。

「ええ。だからこそ、フィジカが目指している場所をきちんと知っておきたいんです。色んな意味でフィジカを正しい方へ導くのが、僕ぼくの役目ですから」

　言いながら先行く白いローブの背中をうかがう。

　常なら「は？　キミは何様のつもり？」くらいの罵ば倒とうをよこしそうなものだが、今日のフィジカはひたすらにブドウ畑を邁まい進しんしていた。悪態もつけぬほどに体調が悪いのだろうかと心配になってしまう。

「それなら代わりにおねえさんが教えてあげましょ～。フィジカちゃんの目的地はたぶん『クロップス地方』。手持ちが減ってきた薬の補ほ充じゆうをしたいんだと思うよ～」

「クロップス地方で補ほ充じゆうって……まさか『魔ま女じよの郷さと』ですかっ!?」

「ご名答～。『フィヨトル大たい樹じゆ』の下に広がる、異い端たん者しやの魔ま女じよたちが集まる場所で～す」

　にこにこと嬉うれしそうなパナキアとは逆に、アッシュは額ひたいを押おさえて天を仰あおいだ。

　フィヨトル大たい樹じゆは聖フィヨトルが自ら望んで取とり込こまれたという、世界爺セコイヤの巨木だ。長大な枝が屋根する土地は広く、周辺地域は何なん人ぴとたりとも立ち入ってはならない神聖な場所──「聖せい域いき」として教会に認にん定ていされている。

　が、立ち入り禁止の規則はエイル教徒にも適用されるため、それを逆手に取った異い端たん者しやの魔ま女じよたちが、大たい樹じゆの下に集落を作ってしまったのだ。

「なんでフィジカはそんな厄やつ介かいなところにばかり用があるんですか……」

「まあまあ。フィジカちゃんの旅はもうすぐ終わるんだから、アッシュくんもなんでも楽しむようにしないともったいないよ～？」

　フィジカが女め神がみとの契けい約やくを終えるためには、百年《摂理の担い手フイジカ》を続けるか、千の種しゆを次代に繫つなぐか、万の命に救いを施ほどこすという条件がある。各おの々おのの達たつ成せい状じよう況きようは定さだかでないが、契けい約やく主ぬしであるパナキアが言うのだから、フィジカの旅はもうすぐ終わるのだろう。

「あれ、どうしたのフィジカ？」

　ふと気づくと、先行していたフィジカが足を止めていた。

　沈しずみゆく太陽が照らす銀色の髪かみが、風もないのに小さく揺ゆれている。

「フィジカ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「……」

　アッシュが声をかけると、ローブの後ろ姿は再び無言で歩き出した。

　旅の終わりの感かん慨がいに耽ふけっていたのだろうか。それにしては嬉うれしげな様子もない。

　パナキアに意見を尋たずねようとすると、神しん出しゆつ鬼き没ぼつの女め神がみはすでにどこかに消えていた。

「もしかしたら、本当にどこか悪いんじゃないか……？」

　夕ゆう闇やみに包まれた畑道に、フィジカの影かげが溶とけ込こんでいく。

　置いてけぼりをくったアッシュを、黒い野鳥がカァカァとあざ笑う──。

「……フィジカ、待って！」

　得体のしれない不安に襲おそわれ、アッシュは慌あわてて小さな影かげを追いかけた。




「すみません。この村に宿はありますか？　民宿で構わないんですけど──」

　アッシュが声をかけると、村人は家屋に逃にげ込こみバタンと戸を閉めた。

「これでかれこれ五人目か……」

　フィジカと旅を続ける道中で、こういう経験は何度かあった。

　田舎いなかの農村は概おおむね閉へい鎖さ的てきで、旅人を歓かん迎げいすることはあまりない。まして村全体で「ワイン醸じよう造ぞう」という一つの事業に取り組んでいる場合、よそ者はみな盗人ぬすつととして扱あつかいがちだ。

「仕方ない。もう日が沈しずむし、今夜は野宿するしかないかな」

　肩かたを落として隣となりを見ると、フィジカがすっぽりとフードを被かぶってうつむいていた。いよいよ体調が悪いらしく、背中が小刻みに震ふるえている。

　──いや、ダメだ。フィジカだけでも清せい潔けつな場所で寝ねかせないと。

　ならば片かたっ端ぱしから民家の戸を叩たたこうと決意した時、女が声をかけてきた。

「坊ぼうやたち、泊とまるところを探してるんだろう？」

　闇やみに同化しそうな、真っ黒い染め絹のローブ。

　薄うすいヴェールで覆おおわれた、妖あやしく艶つややかな口元。

　女は搦からめとるような視線をアッシュに向け、しなを作って手招きしている。

「あたしはジャスティーン。ボロ小屋でよければついておいで」

　いかにも怪あやしげな女だったが、いまは他に頼たよれる宛あてもない。

　アッシュはいつでも剣けんを抜ぬけるよう用心しつつ、ジャスティーンの後を歩いた。

「着いたよ」

　しばらく進んだ後、女がふっと足を止める。どうやら村の外れに連れてこられたらしい。街かい道どうへ続くであろう小こ径みちの左右に、廃はい屋おくじみた木造の家がぽつぽつ建っている。

「ここに建ってるのは全部空き家さ。ほとんど馬小屋みたいなもんだけどね。あたしは昨日の夜ここへきて勝手に泊とまったけど、別に文句も言われなかったよ」

　どうしたものかと考える間もなく、フィジカがさっさと手近の一軒けんへ向かっていた。

　取り急ぎジャスティーンに礼を言い、待って待ってと連れの後を追う。

「ついてこないで！　こんだけ空き家があるんだから、一いつ緒しよの場所に寝ねる必要ないでしょ！」

　怒いかりとともに戸を閉められ、アッシュはぽかんとしてしまった。

　その言い分はもっともではある。アッシュとフィジカの間あいだ柄がらは、血の繫つながった家族でも男女のそれでもない。しかしこれまでずっと同じ屋根の下に寝ね泊とまりしてきたのだ。嵐あらしの夜には木のうろで体を寄せ合い眠ねむったのだ。いまさら不都合なこともないだろうに。

「ククッ……坊ぼうや、フラれたね。あたしが慰なぐさめてやろうか？」

　街頭に立つ遊女のような上うわ目め遣づかいで、ジャスティーンがアッシュの頰ほおを撫なでてくる。

　その色いろ香かにどぎまぎしていると、ヴェールの向こうでけたけたと笑われた。

「あんたかわいいね。気に入ったよ。取って食やしないからお茶飲みにおいで」

「え、いや、ちょっと、あっ」

　断りきれぬまま手を引かれ、アッシュは斜はす向むかいの小屋に連つれ込こまれた。

　戸をくぐるなり、複雑な香かおりが鼻び孔こうをくすぐる。

　室内には粗そ末まつなベッドと小さなテーブル、それと二脚きやくの古びた椅い子すがあるだけだった。なるほど、馬小屋と言って差さし支つかえないあばら屋ではある。

　少し変わっているのは、板いた壁かべの間に紐ひもが張はり巡めぐらされており、そこに乾かん燥そうした草花が洗せん濯たく物もののように吊つるされていることだ。おそらくこれが匂においの源みなもとだろう。

「ここで座すわって待ってな。いまあったかいのを入れたげる」

　椅い子すを引いてアッシュを座すわらせると、ジャスティーンはそこらの石でこしらえたような竈かまどで湯を沸わかし始はじめた。

「坊ぼうやたち、ワケありの関係だろう？」

　出だし抜ぬけに言われ、はっと息を吞のむ。

　そんなアッシュの気配を察したように、黒衣の背中がくすくすと笑った。

「あんたたちは恋こい人びとでも兄きよう妹だいでもない。そうだね……仕事上の敵対関係に近い感じかな。けれども大いなる運命に導かれて、やむなく一いつ緒しよに旅を続けてる。そんなところじゃない？」

「な、なんでわかるんですか」

「あたしはね、『フィヨトル大たい樹じゆ』へ行くところなんだ。もうすぐ宴サバトが始まるからね」

　昼間にパナキアと話していた通り、フィヨトル大たい樹じゆの下に広がっているのは魔ま女じよの郷さとだ。そんなところに用がある人間は──。

「『この女、魔ま女じよか？』って顔だね。その通り。あたしは魔ま女じよさ」

　振ふり返かえったジャスティーンが、微び笑しようを浮うかべてテーブルの上にカップを置いた。

　魔ま女じよは毒や呪まじないで人を惑まどわすため、エイル教会から異い端たんの者として認にん定ていされている。角つの守もりであるアッシュからすれば、当然すぐさま拘こう束そくすべき相手だ。

「でも知ってるかい？　エイル教会が台頭する前は、魔ま女じよは賢けん女じよって呼ばれてたんだ。あたしらはただ草花から薬を煎せんじ、貧しい人たちに安く分けてるだけ。昔から村に一人はいた、『物知りおばあちゃん』の末まつ裔えいさ。教会が触れ回ってるみたいに、呪まじないで疫えき病びようを蔓まん延えんさせたり、他人の亭てい主しゆを寝ね取とったりなんてしないよ」

　フィジカからも同じ話を聞いたことがある。魔ま女じよは「薬やく草そう魔ま女じよ」と呼ばれることもあるように、多くの薬効を発見してきた存在だ。そんな魔ま女じよたちの知ち識しきを発展させて薬剤を作ったのが錬れん金きん術じゆつ士しであり、その薬を用いて人を癒いやすのがエイル教会に所属する薬くす師したちとなる。

　ゆえに薬くす師しは魔ま女じよに敬意を抱いだくべきであり、教会のように異い端たん視しした上に弾だん圧あつするなど、論外を通とおり越こしてド外げ道どうであると、フィジカはたいそう立腹していた。

「ま、信じなくたっていいけどね」

　ジャスティーンが向かいの席に座すわり、湯気の向こうでアッシュを見み据すえる。

　その目つきは山の中で偶ぐう然ぜん出くわした狼おおかみを見るそれだった。

　武器を構えて警けい戒かいしつつも、争うことは互たがいに理がないと諭さとそうとする目──。

「……僕ぼくとフィジカの関係を見破ったのは、呪まじないではないのですか？」

「呪まじないと占まじないは違ちがうさ。あたしは人にん間げんを観かん察さつした結果と、統計を元にした判定にちょっぴり乙女おとめ心ごころを足しただけ。これが世間の恐おそれる魔ま女じよの正体だよ」

　ヴェールを持ち上げカップの中身をすすり、魔ま女じよは「おいし」と甘あまい息を吐はいた。

「本当は今け朝さ出発するつもりだったんだけどね。裏手の森にいい花が咲さいているのを見つけたんだ。このお茶を飲めば、あたしが滞たい在ざいを伸のばした理由がわかるよ」

　フィジカと旅を続けるうち、アッシュは自分が持つ害がい獣じゆうや異い端たん者しやに対する認にん識しきが、誰だれかの都合で切り取られた「事実」だと知った。事実は「真実」というダイスの一面でしかない。真実にはよい目もあれば悪い目もある。

　ジャスティーンは見た目こそ怪あやしさたっぷりだが、困っていたアッシュに空き家を紹しよう介かいしてくれる程度には親切だ。茶から漂ただよう香かおりも芳かぐわしく、体に悪そうな感じもない。

「ほら、せっかくの淹いれたてが冷めるよ」

　一面しか知らない真実を知るには、とりあえずダイスを転がすしかないだろう。

　さりとてすぐに信用もできず、アッシュは舌先でこわごわカップの液体をつついてみる。

「……甘あまい」

　毒物特有の刺し激げきはない。ならばと一口ずずっとすすると、自然な甘あまみとスープに似た香こうばしさが鼻を抜ぬけていった。人によって反応は異なるだろうが、アッシュは好む類たぐいの味だ。

「……不ふ思し議ぎな味ですね。これはなんという飲み物ですか？」

「魔ま女じよの特とく製せい惚ほれ薬ぐすり」

　飲みかけていた液体が、全部鼻から吹ふき出だした。

　ゲホゴホとむせるアッシュを見て、ジャスティーンがくすくす笑う。

「冗じよう談だんだよ。主原料は乾かん燥そうさせたバラの茎くきだけど、他の材料は聞かない方がいいかもね」

　人がいいのか悪いのか。ジャスティーンは平時のフィジカに似た雰ふん囲い気きがあった。

「最近、魔ま女じよの間で新しいお茶を作るのがはやっててね。この甜てん茶ちやはあたしの自信作さ」

「ひどい冗じよう談だんはともかく、味はすごくおいしかったです。うまく言えないですけど、ジャスティーンさんのことが少しわかった気がしました」

「あら嬉うれしい。じゃあもっとあたしを味わって」

　ジャスティーンがテーブルから身を乗り出しておかわりを注ぎ始めた。ふいに視界に飛とび込こんできた胸むな元もとから慌あわてて目をそらす。

「ふふ。坊ぼうやは本当にかわいいね。あの男たちとは大おお違ちがい」

「あの男たち？」

「坊ぼうやたちより先にきて、ボロ小屋に泊とまってる旅人さ。今け朝さきた吟ぎん遊ゆう詩し人じんは、あたしが声をかけるといやらしい目でじろじろ見てきた。昨日空き家のことを教えてくれた中年は、お茶に誘さそうとゾッとするような目を向けてきた。虫の死し骸がいを見るような冷たい目をね。どっちもお茶の感想を聞きたい相手じゃなかったよ」

　思い返して腹が立ったのか、ジャスティーンがぐびりとカップを煽あおる。

　男たちは誘さそえなかったし、村人たちは旅人と関わろうとしない。どうやらこの意地の悪い魔ま女じよは、本当にアッシュとお茶を飲みたかっただけのようだ。

「いまさ、『この魔ま女じよ、実はいい人かも』って思った？」

「すみません。ちょっと思いました」

「うん、効き目が早い。この惚ほれ薬ぐすりは売れるね」

「冗じよう談だんじゃなかったんですかっ！」

　アッシュが勢いで席を立つと、ジャスティーンのヴェールがふわふわと揺ゆれた。

　またからかわれただけかもしれないが、長居をしたら何をされるかわからない。フィジカを放っておくのも心配だし、そろそろ退散すべきだろう。

「あの子が気になってるんだろう？　でも察してあげな。女の子には色々あるからね」

「色々って……なんでしょう？」

「色々は色々さ。今度はあの子も連れといで。二人がうんと仲よくなれるようにしてあげる」

「け、結構です。ごちそうさまでしたっ」

　魔ま女じよの館やかたをあたふた逃にげ出だし、アッシュは再びフィジカの小屋へ向かった。




「フィジカ、大だい丈じよう夫ぶかな……」

　ベッドに寝ねそべり天てん井じようを見上げ、会えずじまいだった旅連れのことを想おもう。

　よほど体調が悪いのか、あの後アッシュが戸を叩たたいても、フィジカは「ほっといて！」と顔も見せてくれなかった。

　やむなく隣となりの小屋に潜もぐり込こんでいまに至るが、どうにも気になって眠ねむれない。

「なんか怒らせるようなことしちゃったのかな……」

　アッシュとフィジカの関係は兄きよう妹だい、あるいは姉し弟ていに近かった。ケンカするのはいつものことだが、うっかり着替えを見たくらいでは、「キミも年とし頃ごろだしねぇ」と冷たい笑みを向けられるだけでフィジカは怒らない。同宿を拒否される理由に心当たりがまったくなかった。

「もしくは、ジャスティーンさんが言ってた『女の子の色々』か」

　ロッテ──妹と暮らしていた頃ころはどうだったかと思い返す。同じく避さけられたことがあった気もするし、なかった気もする。どのみちフィジカは見た目と違ちがい、実際は『女の子』という歳としでもない。妹との比ひ較かくは参考にならないだろう。

「そういえば、フィジカって僕ぼくのことどう思ってるんだろう」

　文句を言いつつも一緒にいるのだから、憎くてしょうがないというわけではないと思う。そもそも嫌っている相手とはあんなことをしないはずだ。

「……っ！　なるべく考えないようにしてるのに」

『冬の洞どう窟くつ』で一度だけ交わした口づけを思い出し、頰ほおがじんわり熱を持った。

　どうもおかしい。最初は健康状態を気き遣づかっていただけなのに、いつの間にかフィジカと自分の関係についてばかり考えている。やたらとまぶたの裏に顔も浮うかぶし、何かこう、体のあちこちがもぞもぞする。

「わかった。これジャスティーンさんに飲まされた惚ほれ薬ぐすりのせいだ。まったくあの人はなんてものを……」

　魔ま女じよへの恨うらみをつぶやきつつ、アッシュはしばらく悶もん々もんと寝ね床どこを転がった。

　やがて小さな換かん気き窓まどを月が塞ふさいだ頃ころになって、ようやく眠ねむ気けが訪おとずれる。

　が、寝ね入いってすぐに妙みような「重苦しさ」を感じて目が覚めてしまった。

　悪夢にうなされていたわけではない。純じゆん粋すいに体を圧あつ迫ぱくされる感覚が下腹部にある。

「んー……？」

　寝ねぼけたまま腹に手を伸のばすと、自分のものではない柔やわらかい肌はだの感かん触しよくがあった。

「え、なんだこれ」

　驚おどろきまぶたをこじ開けると、闇やみの中にフィジカの顔が浮うかんでいる。

「うわあ！　フィジカ、なんで僕ぼくの小屋にいるの！」

「はぁ……はぁ……」

　アッシュの上にまたがったまま、フィジカが苦しげに喘あえいでいる。

　胸に置かれた小さな手が熱い。

　窓から差さし込こむ月の光が、ギラついた青い瞳ひとみを照らしている。

「はぁ……はぁ……。キミが……」

　唾だ液えきで濡ぬれた唇くちびるから、切なげな声が漏もれてきた。

「ぼ、僕ぼくが？　僕ぼくが何かした？」

「はぁ……はぁ……。キミが……キミがっ──」

　続く言葉を搔かき消けすよう、誰だれかが小屋の扉とびらをノックした。

「ねえ、あたしー。夕方に会ったジャスティーンだよー。なんか寝ねつけなくてさー。まだ起きてるならお酒つきあってよー」

　やけに陽気な魔ま女じよの声を聞いた途と端たん、フィジカは身を翻ひるがえして小さな換かん気き窓まどから飛び出した。

　アッシュも急いでベッドから跳はね起おき、狭せまい窓まど枠わくから首だけ外に出す。

「待ってフィジカ！」

「くるなスケベニンゲン！」

　フィジカは月明かりの下を裸足はだしで駆かけていた。

　よく見ると、素す肌はだにローブを羽は織おっただけの格好であることがわかる。自分の方がよっぽどスケ……扇せん情じよう的てきな格好だ。寝ねぼけるにしても限度がある。

　そのまま目で追っていると、フィジカは自分の小屋に戻もどっていった。

「ねえ、なんか物音がしたけど大だい丈じよう夫ぶー？　なんもしないから構ってよー」

　既すでにいくらか飲んでいるのか、ジャスティーンが戸の向こうではしゃいでいる。

　フィジカの行動は気になるが、おそらくいま訪ねても話はできないだろう。

　幸い隣となりの小屋は換かん気き窓まどから見える。今夜はジャスティーンの相手をしながら、あからさまに様子のおかしいフィジカを見張った方がいいかもしれない。

「は、はーい。いま開けます」

　催さい促そくに応こたえて戸を開けると、千鳥足の魔ま女じよが倒たおれかかってきた。

「ねえねえ。ひょっとして、いまお取とり込こみ中だった？　じゃあ偽ぎ薬やく効こう果かが効いたみたいね」

　酒さか瓶びんを抱かかえたジャスティーンが、くふといたずらっぽく笑っている。

「お取とり込こんでませんけど、偽ぎ薬やくってなんのことですか？」

「あのお茶に、惚ほれ薬ぐすりの成分なんて入ってないってこと」

　その事実はアッシュを複雑な思いにさせ、常より酒の量を増やすのに貢こう献けんした。




「起きてください、旅の方」

　鈴すずの音のような声とともに、アッシュの体がぐらぐらと揺ゆすられる。

　顔が痛かった。どうやら昨夜ジャスティーンと飲みながら、そのままテーブルに突つっ伏ぷして寝ねてしまったらしい。

「う……いま起きまふ」

　よだれを拭ぬぐって顔を上げると、目の前に修道服を着た少年が立っている。

「へ？　あなたは……誰だれですか？」

「えと、ぼくはアンダーソンと言います。この村に滞たい在ざいしているエイル教会の説教師です」

　たちどころに眠ねむ気けがふっとんだ。

　──まさか、フィジカが異い端たん容よう疑ぎで捕つかまったのか？

　それで同行していた自分に事情を聞きにきた？　あるいはかつてアッシュが行った聖せい域いき侵しん入にゆうがバレた？　それともフィジカの詐さ欺ぎ紛まがいの件？　もしくはいつぞやの不ふ払ばらいが発覚──。

　疚やましいことが多すぎる。何か一つでも表おもて沙ざ汰たになれば、フィジカは元よりアッシュも異い端たん者しやとして拘こう束そくされてしまうことばかりだ。

　だが、そんな懸け念ねんは少年説教師が告げた事実に比べれば、ずっとかわいいものだった。

「昨晩、村で殺人事件が起きました。あなたは容疑者の一人です。速すみやかにご同行願います」




　　　　　２




「えと、被ひ害がい者しやはジャービス・クニイエさん。半月前から村に滞たい在ざいしている角つの守もりの男性で、昨晩はワイン貯蔵庫の用心棒をしていました。つまり、彼かれはこの場所で殺されています。ここまで大だい丈じよう夫ぶですか？」

　少年説教師が手元の紙を読み上げ、村長に間ま違ちがいがないか確かく認にんを求めた。

　アッシュたちは現在、岩がん盤ばんを掘ほり下さげて造られた地下のワイン貯蔵庫にいる。

　その形状は横から見たヒョウタンのような空くう洞どうで、雰ふん囲い気きは以前訪おとずれた漁師町にあった「白の洞どう窟くつ」に近かった。石せつ灰かい質しつの壁かべはところどころが瓶びんの形にくり抜ぬかれ、そこにすっぽりワインが収納されている。空気はひんやりと冷たくて、夏なら居い心ごこ地ちがよいだろうと思えた。

　アッシュたちがいるのはヒョウタン型の「奥おく」の方で、空間の中央にはこれまた岩がん盤ばんを削けずり出だして造った試飲台があり、それを円えん卓たく代わりに五人の人間が囲んでいる。

　アッシュの左にフィジカ、右にジャスティーン。正面に場を仕切るアンダーソンがいて、その左には人相の悪い男が座すわっていた。

「昨晩のクニイエさんは、ここでワインの番をしていました。通ってきたのでわかると思いますが、貯蔵庫の入り口は床ゆか扉とびらを開けてハシゴを昇のぼり降おりする形です。クニイエさんが殺されていたのは、村のみなさんがいる辺りです」

　アッシュの背後、細い通路を挟はさんだ向こうにヒョウタン型「手前」の空くう洞どうがある。そこからこちらを見守る村人たちの足元には、血消しの砂が大量に撒まかれていた。

「いま試飲台に座すわっているぼく以外の方……すみません、一人遅おくれていますが、みなさんはクニイエさんを殺害した容疑者ということになります」

「は？　これだけ村人がいて、なんで容疑者を絞しぼれるわけ？」

　アッシュの隣となりでフィジカが不服を申し立てた。

　教会関係者に横おう柄へいな態度をとるのはいつものフィジカだ。見れば顔色も悪くない。おそらく一晩寝ねて体調がよくなったのだろう。

　いきなり事件に巻まき込こまれて落ち着かなかったが、アッシュは少しだけほっとした。

「この村には独居者がいません。みなが家族で暮らしているため、お互たがいの行動を把は握あくしています。クニイエさんが殺された晩に不ふ審しんな行動をしたものはいませんでした。そして村外れの空き家に勝手に宿しゆく泊はくしているみなさんは、信用に足る人物ではありません」

　そんな横暴な──という訴うつたえは取り合ってもらえないだろう。

　昨今事件が起こった場合は、地方の領主がすべてを取り仕切る権限を持つ。領主が不在の場合は代理権限者に一任され、村の場合は村長だ。

　ゆえに裁判は権限者の胸一つ、たとえば容疑者の財産次し第だいで判決が変わる。自じ己こ弁べん護ごの機会が与あたえられている分だけ、今回はましな方だろう。

「ご理解いただけたでしょうか？　それでは作法に則のつとって自じ己こ紹しよう介かいをお願いします。まずはぼくから。えと、この場の進行役を仰おおせつかった、説教師のアンダーソンと言います」

　あどけない説教師が席を立ち、ぺこりとかわいらしく一礼した。

「ずいぶんお若い説教師様ね。おいくつ？　できたら階級も」

　アッシュの右みぎ隣どなりで、魔ま女じよが少年に妖あやしい眼差まなざしを送っている。

「ま、まだ十二です。すみません、言い忘れましたが下級の侍じ祭さいです」

　アンダーソンは頰ほおを赤くしてうつむいた。

　昨日アッシュが村を歩いた限りでは、屋根に三角を頂いた建物は見当たらなかった。おそらく正式な教会堂はまだ建設されていないのだろう。

　布教の行き届いていない地には、まずいたいけな少年を説教師として派は遣けんする。健気けなげな働きぶりを見て、人々は慈じ善ぜんの気持ちで寄付をする。そうして教会堂が建てられた暁あかつきには、司祭や助祭などの上級説教師が赴ふ任にんする……というのがエイル教会のやり方だ。

「でも、信心に年ねん齢れいは関係ありません！　次の方、お願いします」

　アンダーソンがきりと表情を引ひき締しめ、フィジカへ片手を差し向けた。

「私はフィジカ。旅の羊飼いです。羊が狼おおかみに食べられ途と方ほうに暮れていたら、こんな事件に巻まき込こまれてしまって……。おまけに弟はスケベニンゲンだし、どうして私ばかりこんなつらい目に遭あうのでしょう……うう」

　握にぎった杖つえを牧ぼく杖じようとばかりに掲かかげ、涙なみだを浮うかべてフィジカがとくとくと騙かたる。

　その見た目だけはかわいらしいため、普ふ段だんは誰だれもが幼い少女に同情し、全面的に信しん頼らいしてくれた。

　しかし被ひ疑ぎ者しやとして怪あやしまれているこの場ではまるで効果がない。「お辛つらいですね」と悔くやみの言葉をくれたのは、アンダーソンだけだった。

　いまひとつな聴ちよう衆しゆうの反応に、フィジカがチッと聞こえよがしに舌打ちする。

「ではお隣となりの……弟さん、ということになるのでしょうか」

　アンダーソンがいささか困こん惑わくした様子でアッシュに立席をうながした。

　アッシュはどこから見ても成人だが、フィジカは少年説教師と大差ないちびっこだ。フィジカの方が姉と言われれば、大半の目には奇き異いに映る。

「アッシュです。若作りの姉と二人で旅をする羊飼い……いたっ、痛い痛い！」

　いきなり尻しりをつねられた。フィジカが眉まゆを吊つり上あげ無言で睨にらみ、奥おくの間で村人たちが失しつ笑しようする。咳せき払ばらいをしたアンダーソンの目は、自重しろと言わんばかりに冷たい。

　姉し弟ていの違い和わ感かんを繕つくろおうと言ったつもりが、完全にお調子者と思われてしまったようだ。

「では、次の方どうぞ」

　恥はずかしさに縮ちぢこまるアッシュをよそに、少年説教師が淡たん々たんと場を進める。

「あたしはジャスティーン。見ての通りのいい女ってくらいで、他に話すことはないね」

　席も立たずに言い終えると、ジャスティーンはアッシュの耳に口を寄せてきた。

「ふーん。角つの守もりと異い端たん者しやの逃とう避ひ行こうだと思ったのに、羊飼いの姉し弟ていね。ま、そういうことにしといたげる。お互たがい痛くない腹を探さぐられても面めん倒どうなだけだしね」

　魔ま女じよは訳知り顔で目配せすると、アッシュの小指をきゅっと一度握にぎった。

　関係性を探さぐられはしたが、アッシュとフィジカの正体は知られていないはずだ。しかし魔ま女じよはその「占まじない」で、おおよその見当をつけているのかもしれない。

　フィジカは異い端たん者しやであるため、事件とは関係なくそれを公おおやけにできない。

　そして今回のように怪あやしまれそうな状じよう況きようの場合、アッシュも一いつ緒しよに羊飼いのふりをすることにしている。角つの守もりと異い端たん者しやがともに旅をしていると、アッシュの方が職しよつ権けんを濫らん用ようする卑ひ劣れつ漢かんと勘かん繰ぐられるためだ。

　話を戻もどすと、ジャスティーンも自身が魔ま女じよとは告知しなかった。

　早い話、「互たがいの正体を黙もく秘ひする」という協定を結んだ形だろう。昨晩飲み明かした角つの守もりと魔ま女じよは、少なくとも「互たがいが事件の犯人ではない」という点においては信しん頼らい関かん係けいにある。

「では、遅おくれている方を飛ばして……お願いします」

　アンダーソンが自分の右みぎ隣どなりの若い男へ手を向けた。

「ギャズだ。吟ぎん遊ゆう詩し人じんをやってる。村には昨日着いたんだが、ここの陰いん気きなクソどもは、『よそ者は酒場に入れねぇ』なんてぬかしやがる。それじゃ商売にならねぇってんで、さっさと出発しようと思ったらこのザマよ。言っとくが俺おれは犯人じゃねぇぞ。角つの守もりなんて殺してもなんの得にもならねぇからな」

　ギャズと名乗った男は、荷に袋ぶくろを背負った旅装のままだった。その供述通り、出発しようとしていたところを引き止められたのだろう。袋ふくろがずいぶん大きいのは、リュートか何か大物の楽器が入っているのかもしれない。

「ギャズさん、自じ己こ弁べん護ごは後にしてください。それからもう少し言葉を上品に」

「あぁ？　なんだとこのガキ。俺おれに説教垂れようってのか？」

　それが説教師の仕事ですとは言えず、アンダーソンが青ざめた時だった。

「遅おくれてすまない。実験の後処理をしていたものでな」

　入り口の人波をかき分け、大おお柄がらな中年男が大おお股またで歩いてくる。

「我わが輩はいはバトラー。錬れん金きん術じゆつ士しをしている。短い間だが想ロ像マ力ンを楽しもう」

　バトラーと名乗った男は、時間を惜おしむようにさっさと席に座すわった。

　しかし審しん議ぎはすぐに始まらない。男が口にした言葉に誰だれもが動どう揺ようしている。

「あ、あの、バトラーさん。いま『錬れん金きん術じゆつ士し』とおっしゃいましたか？」

　アンダーソンの問いかけに、バトラーが口ひげの下で「いかにも」と短く応じた。

「つ、つまり、あなたは『異い端たん者しや』なのですか？」

「くだらん。我わが輩はいは殺人事件の容疑を晴らすためにここにいる。異い端たん審しん問もんを始める気なら帰らせてもらおう」

　錬れん金きん術じゆつ士したちが異い端たんに認にん定ていされる理由は、効果も定さだかでない薬を濫らん造ぞうして世を惑まどわせるためだ。ゆえに彼かれらもまた、アッシュたち角つの守もりによって拘こう束そくされる存在になる。

　しかるに角つの守もり殺人犯を探すこの場においては、バトラーは「自分には動機がある」と宣言したに等しい。村人が当とう惑わくするのも当然だ。

　──そんな、バカな……。

　バトラーを見て、アッシュは愕がく然ぜんとしていた。

　男が自ら錬れん金きん術じゆつ士しを名乗ったことに、ではない。

　アッシュはいま、目まの当あたりにした事実そのものに衝しよう撃げきを受けている。




　錬れん金きん術じゆつ士しバトラーは、アッシュの父に生き写しだった。




「……そうですね。いま優ゆう先せんされるべきは、殺人事件の犯人を探すことです。バトラーさんの審しん問もんについては、本件が解決した後に当たらせていただきます」

　アンダーソンが冷静な判断を下し、村人たちが感心と安心の息を漏もらす。

「では諸君。時間も惜おしい。早さつ速そく事件の解決編を始めよう」

　バトラーが試飲台を囲む面々を見回した。アッシュを見ても特に反応はない。

　──他人の空似……なのか？

　角つの守もりだったアッシュの父は、数年前に他界している。害がい獣じゆうと戦せん闘とう中に足を滑すべらせ谷に落ちたと、剣けんや手紙などの遺品を届けてくれた同どう僚りように聞かされていた。

「おや……？」

　バトラーは、アッシュよりむしろフィジカに関心を示した。知り合いなのかと小声で尋たずねると、フィジカは「どこかで会った気がするけど覚えてない」と首を傾かしげる。

　アッシュはあらためて錬れん金きん術じゆつ士しを観かん察さつした。

　バトラーは試飲台の上に両りよう肘ひじをつき、現在の状じよう況きようをアンダーソンから聞いている。顔の前で組んだ手には、すべての指に異なった指輪が嵌はめられていた。それらは蛇へびを象かたどったものや赤黒い石のついた不気味なもので、高価な宝ほう飾しよく品ひんという印象はない。

　──別人だ。絶対に。

　父は平和を守る角つの守もりだった。仮に記き憶おくを失って生きていたとしても、世を乱す異い端たん者しやになどなるはずがない。アッシュはそう結論づけた。

　しかしバトラーを見れば見るほど、盛り上がった筋肉や引ひき締しまった顔つきに、父の面おも影かげを感じてしまう。

「お待たせしました。それでは審しん議ぎを再開します」

「ちょっと待てガキ」

　アンダーソンが仕切り直そうとしたところ、吟ぎん遊ゆう詩し人じんから横よこ槍やりが入った。

「俺おれにはもう犯人がわかったぜ。そこのおっさん、バトラーとか言ったか？　あんた異い端たん者しやなんだろ。なら角つの守もりを殺す動機がある。俺おれにはない。すなわちあんたが犯人だ」

　誰だれもが気づいている事実を、ギャズが得意顔で披ひ露ろうする。

　ジャスティーンが『痛くない腹を探さぐられたくない』と言っていたが、まさにこういう展開を危き惧ぐしていたのだろう。フィジカが常から身分を詐さ称しようするのも同じ理由だ。

「ギャズさん、残念ですが今回の殺人事件に、動機はおそらく関係ありません」

　詩人に哀あわれみの目を向けて、少年説教師が首を振ふる。

「なわけねーだろ！　理由もなく人間を殺すのは、悪魔エルフみたいな亜あ人じんだけだ！」

「えと、説明するより見てもらった方がよいかもです」

　貯蔵庫のあちこちに積まれている木箱の一つに歩み寄り、アンダーソンが手招きした。

「お、おい、ガキ。まさかその箱の中に死体が入ってるなんて言わないよな？」

　威い勢せいのよかったギャズが怯ひるむのもうなずける。というのも、ワインを収めると思おぼしき木箱は正方形で、一片ぺんの長さは子羊一頭分にも満たないのだ。

「どうぞ。ご覧になってください」

　木箱の蓋ふたが開き、篭こもっていた臭しゆう気きがむんと溢あふれ出だす。

　明らかな血の臭においに戸と惑まどいながらも、容疑者の面々は立ち上がって箱を覗のぞいた。

「うっ」

　アッシュの前にいたジャスティーンが、ヴェールの上から口を押おさえて壁かべ際ぎわに走る。

「これは……！」

　角つの守もりという職しよく業ぎよう柄がら、アッシュも人の死体は見慣れている。それでも正視に耐たえないものがたまにあるが、クニイエ氏の亡骸なきがらがまさにそれだった。

「これはまるで……狼おおかみに食われた跡あとじゃないか！」

　腹、太もも、二にの腕うで──そういった柔やわらかい部位の肉はほとんど残っていない。四し肢しはぐじゃぐじゃに損そん壊かいし、腰こしや肩かたの骨は外されてバラバラになっていた。

　人に比べて木箱が小さかったのではなく、収めるべき骸むくろが少なかったのだとわかる。

「違ちがいますよ、アッシュさん。狼おおかみは床ゆか扉とびらを開けてハシゴを昇のぼり降おりはできません。そして人間はこんな風に人を捕ほ食しよくしたりしません。ギャズさんが言ったように、クニイエさんを殺したのは亜あ人じん──狼おおかみと人の特とく徴ちようを併あわせ持もつ『ワーウルフ』です」

　アンダーソンがどうぞと【ラズの書】を差し出してきた。

　この書物はエイル正教の一いつ般ぱん教きよう典てんであり、神の教えやその解かい釈しやく、はては異い端たん者しや目もく録ろくに、角つの守もりが討とう伐ばつすべき害がい獣じゆう図ず鑑かんまで掲けい載さいされている。アッシュも布教用に数冊携けい帯たいしているが、この場で出すのも怪あやしまれるためちょうどよかった。

「ワーウルフ、ワーウルフ……あった」









　名めい称しよう：ワーウルフ（別名　人じん狼ろう、ライカンスロープ）　危険度：高　等級：四

　狼おおかみの姿をした亜あ人じん。昼間は人の姿をしているが、月の出る夜になると狼おおかみに変身し、その爪つめと牙きばで人じん畜ちくを襲おそって喰くらう。その肉体は強固であり、銀の武器以外では傷つけられない。然しかるべき手段で夜のうちに体に傷をつけておき、翌朝同じ箇か所しよを怪け我がした人間がいれば彼かれがワーウルフである。

　人である時に煮に立たったタールを頭からかけるか、ウルフズベインを飲ませると死ぬ。











　人じん狼ろう伝説は人魚の民話と同じく、大陸各地のあらゆる場所で聞くことができる。大おお雑ざつ把ぱに言えば、ワーウルフはどこにでもいる害がい獣じゆうだ。

「バカバカしい。ワーウルフなんているわけないでしょ」

　フィジカがふんと鼻を鳴らして、少年説教師を睨にらみつける。

「そもそも人じん狼ろう伝説の発ほつ端たんは、皮ひ膚ふ病びようで体毛が抜ぬけ落おちた狼おおかみや、狂きよう犬けん病びようを発はつ症しようした人間を見て創つくられたもの。狂きよう犬けん病びよう患かん者じやはよだれを垂らして光を嫌きらい、やたらめったら攻こう撃げき的てきになるからね。その他にも狩しゆ猟りよう民みんの精せい霊れい信しん仰こうが結びついたりもしてる。強さの象しよう徴ちようである狼おおかみの毛皮を被かぶり、自分は狼おおかみだって自己暗示をかける戦士たちが、ワーウルフと同一視されたわけ。そうした勘違いや太古の風習に、面おも白しろおかしい尾おひれがついたのが今日こんにちの人じん狼ろう伝説だよ。だからワーウルフはこれからもどんどん愉ゆ快かいな存在になっていく。だって存在しないからね」

「そんなバカな！　ワーウルフのことは【ラズの書】にこんなに詳くわしく書いてあるじゃないですか！　捕つかまって処しよ刑けいされたのだって大勢いる。フィジカさんは教会が噓うそをついていると言うんですか！」

　かつてのアッシュのような純じゆん粋すいさで、少年説教師が反論する。

　フィジカがこちらを見てニヤリと笑った。「まったく信者というのは、どいつもこいつも教義を盲もう信しんするバカばかりだ」とでも言いたいのだろう。

「じゃ、説教師様に真相を教えてあげるよ。教会はね、自分たちに不都合な人間を排はい除じよするために人じん狼ろう伝説を利用してるってこと。相手がワーウルフである証しよう拠こなんていらない。『怪あやしきは罰ばつせよ』のキミたちは、煮に立たったタールを頭からぶっかけて人間を殺してるだけ」

　少年説教師がぐっと唇くちびるを嚙かんでフィジカを睨にらみつけた。

　おそらく今のアンダーソンはこう思っている。

『おかしい。この人が言っていることは絶対噓なのに、反論ができない』

　敬けい虔けんな教徒の頭には、そもそも教会を疑うという思考が存在しない。フィジカと出会うまでのアッシュもそうだった。

　その固い頭に変化が訪おとずれたのは、実際に自分の目で「真実」を目もく撃げきした時だ。

　──とはいえ、フィジカは容よう赦しやがなさすぎるよ……。

　アンダーソンはぐずぐずと鼻をすすり始めている。立派に務めを果たしていても、所しよ詮せんはまだ十二歳さいの子供だ。口ゲンカに負ければどうしたって感情が先走ってしまう。

　そんな少年に救いの手を差さし伸のべたのは、意外にも錬れん金きん術じゆつ士しバトラーだった。

「お嬢じようさんの理り屈くつは正しかろう。しかしそれはただの実証主義だ」

「は？　何言ってんのこのヒゲ人間」

　こらと小声でフィジカをたしなめる。

「じゃ、キミはワーウルフが実在するっていうわけ？　いままで誰だれも見たことないのに」

「その表現は正しくない。お嬢じようさんには想ロ像マ力ンが足りないのだよ。我わが輩はいならこう考える。ワーウルフという生き物は、いままで存在しなかった」

　場がしんと静まり返った。おそらく錬れん金きん術じゆつ士しの言葉を理解できた人間は少ないだろう。

　アッシュも同じだった。つかみかねている真意は直接問うしかない。

「バトラーさん。それはつまり……架か空くうの生き物だったワーウルフが、新しん種しゆの生物として現れたということですか？」

「素晴らしいアメージング！　アッシュくんと言ったな。錬れん金きん術じゆつに興きよう味みはないかね？　君のように想像力で真実を補える人間には才能がある」

　父の面おも影かげを持つ男に「くん」づけで呼ばれるのは、笑え顔がおの人間に殴なぐられるような不気味さだった。バトラーにかすかに感じていた親しみが、急きゆう激げきに不快感へと変わっていく。

「じゃ、キミはワーウルフの実在を証明できるっていうわけ？」

「もちろんだ。狼おおかみに喰くい千ち切ぎられた死体。狼おおかみには昇のぼり降おりできないハシゴ。状じよう況きようのすべてがワーウルフの存在を示し唆さしている」

「角つの守もりに恨うらみを持つ人間が、夜中に床ゆか扉とびらを開けて狼おおかみを二、三匹びき放ほうり込こむ。朝になる前に狼おおかみを回収する。はい、この状じよう況きようのできあがり」

「我わが輩はいがその方法でクニイエ氏を殺害するなら、わざわざ狼おおかみを回収するなんて面めん倒どうはしないだろう。そも狼おおかみを手て懐なずけられるものがいるなら、村人は真っ先にその人物を疑う」

　ワーウルフの存在証明議ぎ論ろんは、フィジカの方が押おされ気味だった。

　キーキー悔くやしがる「姉」に命じられ、アッシュはいったん外に出て保管庫の入り口周辺を調査させられる。

　しかし地面には人の靴くつ跡あとしかなかった。狼おおかみやそれに類する動物の痕こん跡せきもない。

　犯人が狼おおかみ以外の肉食動物を用いた可能性は、フィジカ自身が否定した。ずっと大陸の生き物を診みてきたフィジカは、嚙かみ跡あとからその加害者を容易に割り出せる。

　それすなわち、フィジカ自身が「犯人はワーウルフ以外にありえない」と言っているのと同義だった。

「もういいでしょう、フィジカさん。時間は有限です。これから容疑者のみなさんで話し合っていただき、誰だれがワーウルフなのかを決めていただきます」

　アンダーソンの声に全員が顔を上げる。

　取り立てて目立つことがなかった羊飼いの弟、アッシュ。

　必死にワーウルフの存在を否定したことで心象を悪くした羊飼いの姉、フィジカ。

　死体を見て嘔おう吐とし、か弱き女を演じた魔ま女じよのジャスティーン。

　全方位に攻こう撃げき的てきで、味方をしたいとは思えない吟ぎん遊ゆう詩し人じんのギャズ。

　そしてアッシュの父に瓜うり二ふたつな、錬れん金きん術じゆつ士しバトラー。

　たまたま同じ時に村を訪おとずれた五人のうち、エイル教会に認にん定ていされた異い端たん者しやが三人。それを捕とらえる角つの守もりが一人。うちの半数以上は身分を詐さ称しようしている。

「先ほど言ったように、村に怪あやしい人物はいません。クニイエさんを殺害した人物は、必ずこの中にいます。いなければなりません」

　ワーウルフが本当に存在するかはいまだ定さだかではない。

　確かなのは、この村で殺人事件が起こったという「事実」だけだ。

　村人たちは怯おびえた目で試飲台の五人を見守っている。その不安を祓はらうには贄にえが必要だ。

　ワーウルフがいるかいないかは関係ない。誰だれがワーウルフでも構わない。人々が求めているのは「真実」ではない。

　アッシュたちは、容疑者の中から贖しよく罪ざいの山や羊ぎを差し出すことを余よ儀ぎなくされたのだ。

「待てよ。話し合いなんて必要ないぜ。俺おれには一つ心当たりがある」

　憐あわれな犠ぎ牲せい者しやを決める裁判は、吟ぎん遊ゆう詩し人じんの告発で始まった。




　　　　　３




「昨夜の話さ。俺おれは寝ねつけず散歩してたんだ。空を見上げると月がやけにバカでかくてよ。まるで筒つつの中から覗のぞいているみてぇに、月しか目に入らねぇ夜だった」

　口調は下品だが、詩人を自じ称しようするだけあってギャズの言い回しは独特だった。聴ちよう衆しゆうも粗そ野やな外見に目を背そむけながら、その語りに聞き入っている。

「しばらく月を見ていたら、やっぱり酒が欲ほしくなった。そもそも寝ねつけねぇ原因がそれだからな。何しろこのクソ村の連中は、旅人を酒場に入れやがらねぇ。おかげで月夜の散歩だなんて、これじゃまるで詩人だぜ」

　興きようが乗ったのか、ギャズはとうとう笑いまで取り出した。アンダーソンが咳せき払ばらいしたが、歌い始めた詩人はまるで意に介かいさない。

「そこで俺おれは、昼間出会った色っぺぇねえちゃんを訪ねることにした。あのヴェールの女、好きものの目ぇしてやがったから酒の一本くらい持ってるだろう。ことによっちゃあ、あっちの方も……なんて具合になるかもしれねぇ。俺おれは勢いよく小屋のドアを叩たたいたぜ。『おい、ねえちゃん。酒のつまみに雄鶏コツクはどうだ』ってな！」

　ゲラゲラ笑うギャズを見ても、ジャスティーンは無表情だった。フィジカとバトラーも顔色一つ変えていない。露ろ骨こつに顔をしかめているのは、アンダーソンとアッシュだけだ。

「だが返事がねぇ。クソ小屋に鍵かぎなんてねぇから俺おれは堂々と戸を開けた。そしたら中はもぬけの殻からでよ。俺おれは思ったね。あのクソ女、すでに他の男をたらしこんでよろしくやってるに違ちがいねぇ。クソ惜おしいことをしたぜ。なら慰なぐさみに酒だけでもいただくかって、俺おれはねえちゃんの荷を漁あさった。そしたらよ、出るわ出るわ──」

　ギャズはそこで間を取って、聴ちよう衆しゆうの興きよう味みをぐっと引きつけた。

「炭みてぇに黒くろ焦こげたカエル、小こ袋ぶくろいっぱいのバラの棘とげ、それから妙みように魚臭くせぇ粉末に、赤い液体の瓶びんに入った生きた銀ぎん魚ぎよ。俺おれは即そく座ざにピンときたぜ。『あの女、魔ま女じよだ』ってな」

　ギャズの行いは立派な犯罪だ。しかし残念ながらこの場で追及されることではない。

「わかったか？　魔ま女じよが夜中に姿を消した。その晩角つの守もりが殺された。俺おれの話は終わりだ」

　詩人は醜しゆう悪あくな笑えみを浮うかべたままゆっくり着席した。直接的な言げん及きゆうこそなかったが、これではジャスティーンがワーウルフと言っているも同然だ。

　後方の空間で、村人たちが早さつ速そくざわつき始めている。

　魔ま女じよに対する世間の偏へん見けんは強い。家か畜ちくの乳の出が悪い時は、魔ま女じよが体の中から盗ぬすんでいるから。収める税が上がったなら、魔ま女じよが領主を唆そそのかしたから。

　そんな風に、人々はやり場のない不満を魔ま女じよのせいにして日々を過ごしている。亜あ人じんのエルフが概がい念ねんとして悪あく魔まになったように、魔ま女じよは不条理の象しよう徴ちようだ。

　そして絶ぜつ滅めつした悪魔エルフと違ちがい、魔ま女じよはいまも存在している。

「魔ま女じよならクニイエさんを殺してもおかしくねぇ」

「魔ま女じよと人じん狼ろうは人の姿で契ちぎるというわ。あの女、狼おおかみ憑つきでもあるのよ」

　村人たちの間から、そんなひそひそ声が聞こえてきた。

「待ってください。その頃ころジャスティーンさんは僕ぼくと酒を飲んでいました。彼かの女じよはクニイエさんを殺していません」

　アッシュが立ち上がると、すぐにアンダーソンが口を挟はさむ。

「一晩中ずっとですか？　用足しに外へ出ることも、うとうとすることもなく」

「それは……」

「ぼくが今け朝さ起こしにいった際、アッシュさんはぐっすり眠ねむっていましたよ。その場にジャスティーンさんはいませんでした」

「そうさ。テメェはクソ眠ねむり薬ぐすりを飲まされたんだよ。何せその女は魔ま女じよだからな」

　余計なことを言うなと警けい告こくするよう、ギャズがギロリと睨にらんでくる。

「えと、ジャスティーンさん。何か言いたいことはありますか？　あなたが魔ま女じよであるという疑いはひとまず置いて、夜中の行動について補足があればおっしゃってください」

　アンダーソンが問うと、ジャスティーンは興きよう味みなさそうに肩かたをすくめた。

「別に。大体その泥どろ棒ぼう男おとこが言った通り」

「てっ、テメェ！　誰だれが泥どろ棒ぼうだ！　俺おれは何も盗とってねぇぞ！」

　それは盗ぬすむべきものがなかったからで、ギャズが強ごう盗とうである事実は変わらない。しかしそんなことは誰だれも気にしていなかった。

　恐おそれ、忌き避ひ、怒いかり──込こめられた感情は様々だが、人々の視線はみな魔ま女じよに向いている。

「諸君。いいかね」

　それまで沈ちん黙もくしていたバトラーが注目をうながした。

「殺人者はワーウルフだ。動機や証しよう拠こで推理するのがそもそも無意味な相手なのだよ。このまま朝まで話し合っても、おそらく結論は出せまい」

「えと……そうかもしれませんね。何か案があるならお願いします」

　アンダーソンに請こわれ、バトラーがいかめしくうなずく。

「伝承によれば、ワーウルフは月の夜に人じん畜ちくを襲おそうという。おそらく今こ宵よいも誰だれかが喰くい殺ころされるだろう。だが誰だれがワーウルフかはいまだ不明だ。そこで我わが輩はいたち容疑者の五人に、村の代表としてアンダーソンくんを加えた六名で投票を行いたい」

「投票……ですか？　ぼくも含ふくめて」

「左様。投票で選ばれた人間は、この貯蔵庫に一晩閉とじ込こめられる。もしも今晩誰だれも殺されなければ、閉とじ込こめていた人物がワーウルフということだ」

「そいつはいい。とっとと犯人を決めちまって、こんなクソ村からおさらばしようぜ」

　自分が選ばれないという確信があるのか、すぐにギャズが同意した。

「待ってください！　それじゃ無実の人が裁かれる可能性があるじゃないですか！」

　その案はワーウルフが実在し、かつ今晩も人を襲おそうという前提を元にしたものだ。人であれ人じん狼ろうであれ、もしもこの場に殺人犯がいた場合、『今晩誰だれも殺さなければ、自分の代わりに誰だれかが犠ぎ牲せいになる』とほくそ笑えむことになる。

「アッシュくん。それの何が問題あるのかね？　エイル教会が魔ま女じよを裁く時には、神しん明めい裁さい判ばんを行うというじゃないか。重りをつけた被ひ疑ぎ者しやを水に突つき落おとし、浮ういてきたら魔ま女じよ、沈しずんだら人間と。そうだろう、アンダーソンくん」

　魔ま女じよには重さがないと考えられているため、そうした方法が取られることもある。もちろん重りの大きさは権限者の胸一つだ。

「ええ。人の手で決断が下せない時は、エイル様にお導き願うのが正しい方法です」

　信じられないことに、ジャスティーンとフィジカまでも投票に同意した。

「それでは賛成多数でしたので、こちらに容疑者の名前を記入願います」

　アンダーソンが古書を裁断したと思おぼしき紙の切きれ端はしを配る。

「一番多く票を得た方は、今晩この貯蔵庫に残っていただきます。最多得票者が複数いる場合は、一人になるまで投票を繰くり返かえしましょう」

　平然とうなずいた一同に、アッシュはぞっとした。

　──みんな、状じよう況きようがわかってるのか？

　こんなもの、誰だれに投票してもされても、納なつ得とくのいく結果は得られない。

　誰だれがワーウルフか判断する情報は皆かい無むで、頭に残っているのはギャズによって操そう作さされたジャスティーンへの悪い印象だけだ。

　このままいけばジャスティーンが選ばれるだろう。その後のことは決められていないが、まず間ま違ちがいなくワーウルフは処しよ刑けいされるはずだ。

　それを防ぐ手立ては、おそらく一つしかない。

　──代わりに、誰だれかを……。

　みなが早々と投票を終える中、アッシュは最後まで悩なやんでその名を書いた。




「では、開票しますね」

　回収した紙し片へんから、アンダーソンが最初の名を読み上げる。

「まずは……『アッシュ』さん、一票」

　いきなり名を呼ばれたが、アッシュは驚おどろかなかった。

　角つの守もりである以上、異い端たん者しやを捕とらえるのがアッシュの仕事になる。バトラーも、ジャスティーンも、フィジカでさえも、必要とあらばアッシュは教会に連行できるだろう。

　だが、証しよう拠こもなく人を裁くのはアッシュの役目ではない。裁きを自分で行うならば、この目で悪事を確かく認にんしない限り無理だ。

　だからアッシュが茶飲み友達を救うには、自分で自分の名を書くしかなかったのだ。

「自じ己こ犠ぎ牲せいは何も生まないよ。バカ」

　隣となりでフィジカが吐はき捨すてる。アッシュに動どう揺ようがないことから、自分で自分に投票したと見み抜ぬいたのだろう。だったら他にジャスティーンを救う方法を教えてくれと言いたい。

「続いて……『アッシュ』さん、一票です。これで二票目ですね」

　さらりと言われた説教師の言葉に、今度はどくんと心しん臓ぞうが鳴った。

　それは結果として望んでいたものだ。ジャスティーンを救うためには、代わりに誰だれかがワーウルフに選ばれなければならない。それゆえアッシュは自分の名を書いた。

　しかしこうも早く自分が票を得るとは思っていなかった。

　議ぎ論ろんで目立ったわけでもない。怪あやしい行動をしていたわけでもない。なのに、なぜ──。

「次は……『アンダーソン』。名前を書き間ま違ちがえたのでしょうか？　ぼくは容疑者ではないので無効とさせていただきます」

　少年は淡たん々たんと開票作業を続ける。

「『ジャスティーン』さん、一票です」

　この時点で四票が明らかにされた。得票はアッシュが二、ジャスティーンが一。残る二票がどちらもジャスティーンでない限り、アッシュがワーウルフに決定される。

「次は……『男』。申し訳ありませんが、名前をはっきり書いていないものは無効とさせていただきます」

　これでジャスティーンが処しよ刑けいされることを免まぬがれた。

　よかったと胸を撫なで下おろした瞬しゆん間かん、アッシュはその意味に気づいて背筋を凍こおらせる。

　──違ちがう！

　自身が吊つるされることに怯おびえたわけではない。その可能性は最初から考えていなかった。

　刑けいが執しつ行こうされる前に身元を調べられれば、アッシュはおそらく放ほう免めんされる。この裁判の世話役は説教師のアンダーソンで、アッシュは同じエイル教会所属の角つの守もりだ。

　問題はそこではない。

　アッシュが貯蔵庫に閉とじ込こめられるということは、村に殺人者が残るということだ。

　仮に今晩殺人を行わなくとも、犯人は明晩以降に決行を企たくらむかもしれない。

　ジャスティーンを救うことに執しゆう着ちやくしたあまり、アッシュは自ら殺人者を村に放はなったのだ。

「では最後の票ですが──」

「ま、待ってください、ブラザー・アンダーソン！　僕ぼくは誤って自分の名を書いてしまったんです！」

「そうでしたか。ではアッシュさんの投票は無効にしましょう」

　思いのほかあっさり意見が通り、アッシュは「えっ」と間ま抜ぬけた声を出す。

「どのみち、結果は変わりませんからね」

　アンダーソンが広げた最後の紙には、アッシュの自筆が並んでいた。




『これでこんな村とはおさらばだぜ！』

『いいえ、犯人が判明するまではこの村に滞たい在ざいしてもらいます』

　そんな風にギャズが村人に取とり押おさえられる場面はあったが、ワーウルフが羊飼いの弟に決定すると、全員が速すみやかに貯蔵庫を去った。

　いまのアッシュは剣けんを取り上げられ、薄うす暗ぐらい空くう洞どうに置き去りにされている。与あたえられたのはランプと火ひ打うち金がねだけで、異い議ぎを唱える権利も剝はく奪だつされていた。

「僕ぼくは、なんて浅はかなんだ……！」

　自じ己こ嫌けん悪おを乗せた拳こぶしで、白い石せつ灰かいの壁かべを叩たたく。本当の意味で人を救うには、犯人を捕つかまえなければならなかった。その判断を誤った自分が許せない。

「これじゃ、クニイエさんにも申し訳が立たないじゃないか……！」

　面めん識しきこそなかったが、クニイエ氏も正義を守る角つの守もりだった。同どう僚りようの無念を晴らせなかったことが心の底から悔くやまれる。情けなさに涙なみだが止まらない。

　嗚お咽えつ混じりに壁かべの向こうの自分を殴なぐりつけていると、ふいに貯蔵庫に光が差さし込こんだ。

「クニイエさんの埋まい葬そうが終わりました」

　地上の床ゆか扉とびらを開けて、アンダーソンと思おぼしき影かげがこちらを覗のぞき込こんでいる。

「聞いてくださいブラザー！　僕ぼくはワーウルフじゃない！　犯人は他にいるんだ！」

「ええ。こんなこと言ってはいけないんでしょうけど、ぼくはアッシュさんがワーウルフとは思っていません。アッシュさんからは……どこか清せい廉れんな匂においがしているんです。虫や木の葉を色々含ふくんでいるのに、清らかに透すき通とおって見える沢さわの水みたいな匂においが」

　言った少年の表情は、逆光になっていてよく見えない。

「だったら……だったら僕ぼくを出してください！　このままじゃ誰だれかが殺されてしまう！」

「それはできません。でもこの扉とびらの鍵かぎはぼくが責任をもって保管します。だから……アッシュさんは絶対に安全ですよ」

　アンダーソンは慈じ悲ひもなく床ゆか扉とびらを締しめた。頭上でがちゃりと鍵かぎのかかる音がする。

「くっ……！」

　アッシュはその場に崩くず折おれた。人は危険を隔かく離りするために檻おりを用いるが、その危機が未知である場合、一番安全な場所は檻おりの中になる。アンダーソンの皮肉が胸に刺ささった。

「……弱音を吐はいている場合じゃない。いまからでも冷静に考えるんだ」

　床ゆか扉とびらの隙すき間まからわずかに差さし込こむ夕日が、空間に漂ただよう埃ほこりをきらきらと輝かがやかせている。その光は少なくともいまが夜でないことを教えてくれた。まだ時間は残されている。

「なぜ、僕ぼくが選ばれたんだろう」

　アッシュは格別目立っていたわけではなかった。人から恨うらみを買うたちでもない。ならば人じん畜ちく無む害がいに見えたゆえに、逆に怪あやしいと思われたのだろうか？

「でも、場はジャスティーンさんを訝いぶかる空気だった」

　その流れを作ったのはギャズだ。仮に彼かれがジャスティーンに投票したとしよう。

　すると薬くす師しのフィジカ、魔ま女じよのジャスティーン、錬れん金きん術じゆつ士しのバトラー、説教師のアンダーソンのうち、二人がアッシュに票を投じたことになる。

　四人の中で味方と言えるのはフィジカだけだ。しかし《悪い薬くす師し》は普ふ段だんから何を考えているのかわからない。何か思うところあってアッシュに票を入れたかもしれないし、茶番はうんざりと八つ当たりで名を書いた可能性もある。

　ならば『男』と書いたのはジャスティーンだろうか？　ではアンダーソンが自身の名を書いて無効票にした？　となるとバトラーがアッシュに票を投じたと考えていいのか？

　決め手がない。考えてわかることではないのだから当たり前だ。

　考えるべきは「誰だれが」投票したかではなく、「なぜ」アッシュが選ばれたかだ。

「僕ぼくが、角つの守もりだからか……？」

　被ひ害がい者しやのクニイエ氏は角つの守もりだった。そしてこの場で殺された。現在のアッシュの境きよう遇ぐうと一いつ致ちするし、村から角守を隔離したという見方もできる。偶然とは考えにくい。

　だが、アッシュが角つの守もりであるということは誰だれにも知られていないはずだ。ジャスティーンにだって確証はないだろう。

　しかし「角つの守もりを隔かく離りする」という考えは間ま違ちがっていない気がする。もしもワーウルフに選ばれていなければ、アッシュは夜間に村を警けい備びするつもりでいた。殺人者なら予あらかじめ除いておきたい障害だろう。ならばアッシュの正体に感づいているジャスティーンが投票者か──。

「……違ちがう。僕ぼくは『二人』の人間に投票された」

　一人が本物の殺人者であり、その上アッシュが角つの守もりだったと知っていても、もう一人が投票したのは別の理由であるはずだ。そうでないなら二人は内通していることになる。

　フィジカとアッシュ以外、容疑者間に面めん識しきはなさそうに見えた。ジャスティーンの振ふる舞まいも、男二人と一度顔を合わせただけのように思える──。

　やはり、「誰だれが」を考えると途と端たんに推理が行ゆき詰づまってしまう。

　周囲に漂ただよう埃ほこりは、もうほとんど見えなくなっていた。夜は徐じよ々じよに近づいている。

　完全な闇やみに包まれる前に、アッシュは火ひ打うち金がねを打ってランプに火を入れた。

「影かげ……か」

　ワイン貯蔵庫の白しら壁かべに、自分の影かげが大映しになって揺ゆれている。

　闇やみの中に影かげはない。光があって初めて影かげは生まれる。

　この貯蔵庫は闇やみの中だ。光のない空間だ。ここに影かげは存在しない。アッシュがワーウルフでないことは、自分が一番よく知っている。

　影かげ──ワーウルフの可能性を持つ殺人者は、月明かりの下にこそ現れるのだ。

「僕ぼくがこんなところにいちゃだめだ。急いでここから出ないと」

　身分を偽いつわってもアッシュは角つの守もりだ。人々の平和を脅おびやかす害がい獣じゆうを討うつのが使命だ。いま村を守れる人間は、アッシュをおいて他にない。

　手始めにハシゴを登って床ゆか扉とびらを押おしてみた。

　びくともしない。仮に破は壊かいしたとしても、すぐに人を呼ばれてしまうだろう。

　他に出口はないかと、ランプを掲かかげて貯蔵庫内を歩き回る。

　村外れのボロ小屋には換かん気き用の小こ窓まどがあった。この貯蔵庫も岩がん盤ばんを掘くつ削さくして試飲台まで作っているくらいで、かつての開かい拓たく者しやたちは高い技術を持っていたことがうかがえる。ならば貯蔵庫にも同じようなものがあるはずだ。

　はたしてそれはすぐに見つかった。昼間に議ぎ論ろんを繰くり返かえした試飲台の部屋の隅すみ、ジャスティーンが嘔おう吐としていた壁かべの天てん井じように、ようやく肩かた幅はばが通るといった程度の換かん気き孔こうがある。

「いけるのか……？」

　ひとまず辺りの木箱で足場を作り、換かん気き孔こうを間近で見た。

　板で四方を養生された孔あなの径はやはり狭せまい。だが外へ出るにはここを通るしかなさそうだ。

「行こう」

　覚かく悟ごを決めて板に指をかけ、体をゆっくり引き上げる。

「くっ……肩かたが入るときついな……」

　たとえるなら、脇わきを閉めた状態で腕うでだけ使ってハシゴを登るようなものだ。

　それでも孔あなの狭せまさが幸いし、いくらか進めば途と中ちゆうで手を離はなしても落ちることがない。

「このくらい、角つの守もりの訓練に比べたらどうってことない」

　文字通り血の滲にじむ努力をした日々を思い返し、アッシュは手首にすべての力を込こめた。

　板を一枚上って目にしみる汗あせを拭ぬぐい、また一枚上って口に入った砂じや利りを吐はき出だす。

　そうしてゆっくりと確実に、アッシュは腕うでの力だけで自分を引き上げ続けた。

「……ふう。ここまでこればもうすぐだ」

　とうとう足の爪つま先さきが木板にかかった。首を反そらして換かん気き孔こうを見上げる。

　月が見えた。まさにギャズが言った『筒つつの中から月を覗のぞいている』状態に少し笑う。

「急ごう。いまならまだ間に合う」

　足も使えるようになったため、上る速度は増していた。

　その後しばらく奮ふん闘とうし、アッシュは荒あらい息を吐はきながらようやく地上に出る。

「まだ……何も起こってない、みたいだ」

　呼吸を整え辺りを見回すと、村はしんと静まり返っていた。明かりが灯ともった家もない。

　まずどうすべきかと考えて、フィジカの小屋に向かうことにした。昼間はほとんど話せなかったため、知ち恵えの回る《悪い薬くす師し》が事件をどう見ているか知りたい。

　疲つかれた体に鞭むち打うって、下草のない小こ径みちを歩き進む。

　そろそろ村外れに差さし掛かかるというところで、鼻がひくりと刺し激げきを嗅かぎ取とった。

「血の臭におい……。まさか……！」

　昼間にも嗅かいだ鉄てつ臭くささに反応し、体が勝手に走り出す。

　フィジカの小屋の前を通り過ぎた。臭においはもっと奥から漂ただよっている。

　そのまま立ち並ぶボロ小屋を横目に、街かい道どうと合流する道の奥おくまで突つき進すすんだ。

「──っ！」

　月が照らす草原くさはらに人ひと影かげを見つけ、アッシュはその場で足を止めた。

　草の中にうずくまった影かげは、湖面の水でも飲むようにゆっくり体を上下させている。

「そこで何をしている！」

　アッシュが発した声に応じ、影かげの主がゆっくり二本の足で立ち上がった。

　狼おおかみだ。

　狂きよう犬けん病びようの発はつ症しよう者しやでもない。毛皮を被かぶった戦士でもない。

　全身を灰色の毛で覆おおった巨きよ大だいな狼おおかみが、月を背にしてアッシュと向き合っている。

「ワーウルフ……！」

　おそらく体格はアッシュより二回りは大きい。ちょうどバトラーくらいだろう。

　人が思おもい描えがくワーウルフの姿をまったく逸いつ脱だつすることなく、それでいて誰だれも目にしたことのない架か空くうの生き物は、確かにそこに存在していた。

「おまえがクニイエさんを殺したのか！」

　返事の代わりに、ワーウルフは牙きばの間から唸うなりを上げた。やにわに四つ足になって、アッシュめがけて突とつ進しんしてくる。

　角つの守もりが討とう伐ばつする機会の最もつとも多い害がい獣じゆうが狼おおかみだ。しかし普ふ通つうは罠わなで捕とらえるため、近きん接せつ戦せん闘とうをする機会はない。もしも野山で遭そう遇ぐうしたなら、角つの守もりであっても逃にげることが推すい奨しようされている。

　狼おおかみと渡わたり合あえる人間などいないからだ。

　素す早ばやく賢かしこく群れをなす狼おおかみは、人間がまともにやりあって勝てる相手ではない。武器を持っていてそうなのだから、剣けんを取り上げられたアッシュはなおさら勝ち目がない。

「ヴォン！」

　犬に似た吠ほえ声ごえを上げ、巨きよ狼ろうが牙きばを剝むき出だし飛びかかってくる。

「このっ……！」

　アッシュは倒たおれざまにブーツを脱ぬぎ、大きく開いた口をめがけて押おし込こんだ。

　組くみ敷しかれる形になったが、狼おおかみ最大の武器は腕うでに嵌はめたブーツでなんとか防いでいる。

　喉のどから唸うなりを上げるワーウルフと目が合った。そこに人の理性は感じない。

　ワーウルフは狼おおかみそのものの威い圧あつを発し、力を込こめた顎あごを左右に揺ゆさぶって、アッシュの腕うでを喰くい千ち切ぎろうとしている。

「ぐっ……ああああっ！」

　鋭するどい牙きばが革かわのブーツを貫かん通つうし、めりめりと腕うでに食くい込こんでいく。

　苦くるし紛まぎれにワーウルフの腹に膝ひざ蹴げりを放った。

　しかし寝ねそべった体勢のせいか、相手の強きよう靭じんさのせいか、効果がまったく見受けられない。

　ならばと拳こぶしで顔を打ったが、巨大な狼おおかみは瞬まばたきさえしなかった。

　──ダメだ、体に力が入らない……。でも、どこかに、傷を……。

　アンダーソンが見せてくれた【ラズの書】にはこうあった。

『然しかるべき手段で夜のうちに体に傷をつけておき、翌朝同じ箇か所しよを怪け我がした人間がいれば彼かれがワーウルフである』

　だが、ワーウルフは『銀の武器以外では傷つけられない』ともあった。

　せめて最さい期ごは角つの守もりらしく、命を賭としてでも手がかりを残したい。しかし銀の武器どころか、いまのアッシュは鉄の剣けんすら持っていない。

　──いや、ある。たった一つだけ、僕ぼくは銀の武器を持っている。

　自由な左手を、自分の襟えり元もとに突つっ込こんだ。

　そうして盾たてと角つのの三角が記された角つの守もりの証あかし、銀のアミュレットを引き千切り、ワーウルフの眼球めがけて突つき刺さそうとする──。

　が、寸前でワーウルフはアッシュの腕うでを口から離はなし、さっと後ろへ飛とび退のいた。

「くそっ……！」

　すぐに起き上がろうとしたが体が動かない。

　そんなアッシュを一いち瞥べつし、ワーウルフは草むらの中へ飛とび込こんだ。

　狼おおかみが獲え物ものをみすみす見み逃のがすなどありえない。明らかに「銀」を嫌きらっての行動だ。

「ワーウルフは、狼おおかみじゃ、ない……。きちんと、人間の理性も、備え、て……」

　意い識しきが急速に遠のいていく。もう声も出せない。

　──フィジカ、みんな、どうか、無事で……。

　閉じかかったまぶたの向こうには、月以外何も見えなかった。




　　　　　４




「キミはバカなの？　週一で死にかけないと死んじゃう病やまいのバカなの？」

　目が開いた時、アッシュの前にはフィジカの呆あきれ顔がおがあった。

「フィジカ……！　フィジカ！」

　寝ねかされていたベッドから飛び起き、小さな体を抱だきしめる。それが幻まぼろしでないと確かめるように。幻まぼろしならば捕つかまえて逃にがさないように、強く。

「ななな、何ちょっと！」

　フィジカはきちんとそこにいた。小さな体に熱があった。香かおる髪かみの匂においが懐なつかしい。なんだかずいぶん離はなれ離ばなれになっていた気がする。

「さっ、さわらさわさわ、さわらないでスケベニンゲン！」

　真っ赤になったフィジカに突つき飛とばされ、アッシュは再びベッドの人となった。

「ご、ごめん。ずっと心配してたから、つい」

　自分でも自身の行動に驚おどろいた。普ふ段だんのアッシュは体で意思を伝えたりなどしない。実は放ほって置おかれて寂さびしかった……ということはないと思いたい。
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　そんな思いを知ってか知らずか、フィジカはぎゃあぎゃあ喚わめきながら戸を開け出ていく。

　この段になってようやく、アッシュはいまいる場所が自分の小屋だと気づいた。

「お二人は、仲がよいのですね」

　声にギクリと体が固まる。ベッドの傍かたわらでアンダーソンがにこにこと微笑ほほえんでいた。

「み、見てました……？」

「はい。ずっとここにいましたから」

　アッシュが頭を抱かかえると、少年説教師がくすりと笑う。

「いまはお昼です。アッシュさんは朝に発見されて半日ほど眠ねむっていました。フィジカさんに手当てをされて」

　体を見ると、ワーウルフに嚙かまれた腕うでにはきちんと包帯が巻かれていた。打だ撲ぼくもしていたのか、体のあちこちに熱を下げる「湿しつ布ぷ」が貼はられている。

「あいつは……？　ワーウルフはどうなりました？」

「誰だれもその姿を見ていません。ですが、状じよう況きようからアッシュさんが村を救おうとしてくれたことは把は握あくしています。詳くわしくは貯蔵庫で話し合いましょう」

　床ゆかに畳たたまれていた服をアッシュに手て渡わたし、少年はにっこり微笑ほほえんだ。

「やっぱり、アッシュさんは同どう胞ほうだったんですね。どうりで清せい廉れんな匂においがするわけです。議ぎ論ろんの時に一度ぼくを『ブラザー』と呼んだので、もしやと思っていたんですよ」

　服のそばには角つの守もりの証あかし、銀のアミュレットも置かれていた。もうごまかしようがない。

「すみません、ブラザー・アンダーソン。僕ぼくが身分を隠かくしていたのには事情があるのです」

「《悪い薬くす師し》──フィジカさんのことでしょう？　治ち療りようの手て際ぎわを見てただの羊飼いではないと思いました。【ラズの書】を調べたら案の定です。でも……そんなことは、いいん、です」

　アンダーソンは声を震ふるわせ、いきなりアッシュに抱だきついてきた。

「ぼく、ずっと怖こわかったんです。クニイエさんも殺されちゃったし、ワーウルフに一人で立ち向かうなんて本当は嫌いやだった。でも、ぼく以外に誰だれもいないから……」

　少年の目から涙なみだがぽろぽろ溢あふれ出だす。

「お願いです、アッシュさん。フィジカさんが異い端たん者しやだということは、決して口外しないよう村長さんに頼たのみます。ですから、どうか、ぼくを助けてください！」

　その言葉で、アッシュは少年の置かれた状じよう況きようを理解した。

　アンダーソンはまだ齢よわい十二の少年だ。普通はこれほどの責を負わせるべき歳としではない。それでいてその立場上、アンダーソンは誰だれにも頼たよることができない。

　たとえ悩なやみを抱かかえていても、説教師はいつでも相談される側なのだ。

「……うん。辛つらかったね。もう大だい丈じよう夫ぶだよ。これからは二人で一いつ緒しよにワーウルフと戦おう」

「アッシュさん……わあああ！」

　いよいよ大声で泣き始めたアンダーソンの頭をそっと撫なでる。

　すると、背後に神こう々ごうしい、それでいて歪ゆがんだ情欲を漂ただよわせる気配を感じた。

「ああ……！　裸はだかで抱だき合あう十二歳さいと十八歳さいの男子……！」

　開け放たれた戸の外に、女め神がみパナキアが興こう奮ふんした様子で立っている。しかしなぜかいつもの筒衣キトンと違ちがい、コルセットなど巻いて季節外れのブドウ踏ふみ娘むすめのようないでたちだ。

　アッシュと目が合うと、女め神がみはいまさらのように咳せき払ばらいをした。

「えー、お二人ともお取とり込こみ中のところすみませんが、いえ、わたし的にはもっとお取とり込こんでいただいてもよいのですが、一応貯蔵庫でみなさんがお待ちですよ～」

「わかりました。すぐにうかがいます。アッシュさん、急ぎましょう」

「う、うん」

　なぜパナキアが伝令役をと不ふ思し議ぎがりつつ、アッシュは身み支じ度たくを整えた。




「──以上が、僕ぼくが見たワーウルフです」

　アッシュが貯蔵庫に幽ゆう閉へいされてからの出来事を語ると、その反応は様々だった。

　バトラーは満足気にうなずき、ジャスティーンはそんな錬れん金きん術じゆつ士しを鋭するどく睨にらみ、フィジカはむすっとしているが顔色はよく、村人たちはアッシュの勇気を盛せい大だいに讃たたえてくれた。

「ところで、ギャズさんの姿が見当たらないようですが」

　アッシュがなんの気なしに疑問を口にした瞬しゆん間かん、場の空気がさっと凍こおる。

　アンダーソンの方を見やると、部屋の隅すみに置かれた木箱に目を落としていた。

「まさか……」

　昨夜の状じよう況きようを思い返す。月夜に見つけたワーウルフは、草むらに突つっ込こんだ頭を上下に動かしていた。あれは──喰くっていたのではないか。

「ギャズさんは、そうなるべくあったのかもしれません。彼かれの荷物を調べたところ、荷に袋ぶくろの中に入っていたのは楽器ではなくワインでした。村の熟成室から盗ぬすまれたものです」

　ギャズがやたらと村を去りたがったのは、ワーウルフを恐おそれたわけではなかったようだ。ジャスティーンの小屋に酒を調達しにいった話も、自分がワイン泥どろ棒ぼうと怪あやしまれぬための予防策だったのかもしれない。

　しかし悪党だからといって、こんな風に殺されていいわけがない。

「えと、フィジカさんによると、えと、彼かの女じよは害がい獣じゆうの生態に詳くわしい薬くす師しなのですが、ギャズさんの遺体とアッシュさんの腕うでについた嚙かみ跡あとは一いつ致ちしたそうです。ですからこの場において唯ゆい一いつワーウルフでないと断言できるのが、アッシュさんになります。わけあって身分を隠かくしていましたが、アッシュさんはぼくと同じエイル教会所属の角つの守もりです」

　あらためて行われたアッシュの紹しよう介かいに、村人たちから拍はく手しゆが湧わき起おこる。

　喜ぶ気にはなれなかった。アッシュを襲おそったワーウルフは、いまもこの空間にいるかもしれないのだ。

「村の人たちは昨晩誰だれも外に出ていません。なので容疑者は引き続き──フィジカさん、バトラーさん、ジャスティーンさんのお三方ということになります」

「怪あやしい人間はみな異い端たん者しや。裁くのはエイル教会。いよいよ裁判らしくなってきたな」

　バトラーがくっくと愉ゆ快かいそうに笑う。

「あたしはさ、どうもあんたが気に入らないんだよね」

　錬れん金きん術じゆつ士しを睨にらみつけながら、ジャスティーンが議ぎ論ろんの口火を切った。

「よかろう。我わが輩はいは寛かん大だいだ。魔ま女じよ風情ふぜいの戯ざれ言ごとも聞いてやるさ」

　バトラーがジャスティーンを見下す理由には心当たりがある。フィジカに『薬くす師しは魔ま女じよを尊ぶべき』という話を聞かされた時、併あわせて錬れん金きん術じゆつ士しの価か値ち観かんも知った。

　錬れん金きん術じゆつ士したちは薬を煎せんじるだけの魔ま女じよを「探求を拒こばむ愚おろか者もの」と見下し、錬れん金きん術じゆつの成果物だけを用いる薬くす師しを「哲てつ学がくなき無脳集団」と蔑さげすむものらしい。ジャスティーンとバトラーが険悪なのは、そういった背景もあると考えていいだろう。

「最初の日、あんたは死体を見ても眉まゆ一つ動かさなかった。おまけに『ワーウルフという存在はいままでいなかった』なんて、まるで用意してきたようなセリフをぺらぺら言ってさ」

　語っているジャスティーンは、バトラーと逆の反応だった。魔ま女じよはクニイエ氏の遺体を見て壁かべ際ぎわで嘔おう吐とし、その後はずっと口を利きいていない。

「しまいには『投票しよう』なんて話を持ち出して。どうにもこうにもうさんくさい。だからあたしはこう考えた。あんたは既に死体を見ていたんだってね。もっと言うと、あんたがあの死体を作ったのさ」

　バトラーは不敵な笑えみを浮うかべている。焦あせりの様子は見受けられない。

「死体は狼おおかみに喰くい千ち切ぎられていた。けれど狼おおかみはハシゴを登れない。それをあんたは『わざわざ狼おおかみを回収しない』なんて話に置おき換かえたけど、そもそも根本が違ちがうのさ。あんたはあの角つの守もりを外に誘さそい出だし、飼いならした狼おおかみに喰くわせたんだよ。そうして死体を貯蔵庫に放ほうり込こみ、合あい鍵かぎを使ってさもここで喰くわれたように見せかけた。死者の冒ぼう瀆とくと金属いじりは、錬れん金きん術じゆつ士しの得とく意い技わざだからね」

　ジャスティーンの推理に、場は水を打ったように静まり返る。

　その静せい寂じやくを最初に破ったのは、やはりバトラーだった。

「素晴らしいアメージング！　魔ま女じよにしておくにはもったいない想ロ像マ力ンだ。錬れん金きん術じゆつに興きよう味みはないかね？」

「あたしが興きよう味みあるのは、お茶と十八歳さい以下の男の子だけ」

　ジャスティーンが鼻であしらうと、そこへフィジカが加勢する。

「ジャス子の意見は一理あるね──キミが襲おそわれたのも、言うならばでっかい狼おおかみでしょ？」

　フィジカに尋たずねられ、アッシュは言葉を失った。

「つまり、淑しゆく女じよ諸君はいまだワーウルフの存在を信じていないということかね？」

「『食欲』で人を殺すのは動物だけだからね」

「ていうかジャス子ってあたしのこと？」

　飛とび交かうのんきな言葉たちに、アッシュは信じられない思いだった。

　──ワーウルフがいるとかいないとか、いまそんなことを言ってる場合じゃないんだ！

　異い端たん者しやたちは己おのれの主義主張が大事なのだろうが、角つの守もりが優ゆう先せんすべきは人の命だ。こんな不毛な議ぎ論ろんには参加していられない。

　──僕ぼくだけでも冷静に考えるんだ。どうすればみんなをワーウルフから守れるかを。

　アッシュは雑音を遮しや断だんして、頭の中に地図を描えがいた。

　村を中央に配置した場合、西側がアッシュたちのきたトラパット丘きゆう陵りようで、東が小屋の建っている村外れになる。そのまま道を東へ進めばやがては街かい道どうだ。

　いまいるワイン貯蔵庫は村の北側に位置しており、他にも熟成室や加工所など、ワイン醸じよう造ぞうに関係した施し設せつが集まっている。おそらく夜は誰だれもいないだろう。

　となると、村と小屋が並ぶ通りの境に陣じん取どれば、人がいる範はん囲いを一通り見張れるはずだ。

　──警けい戒かい方法はそれでいいとして、次は……。

　誰だれが「ワーウルフ」なのかを考えるべきだろう。もちろん完全な解が導けるはずもないので、仮定で最悪の状じよう況きようを潰つぶしていくことにする。

　現状ワーウルフの可能性を持っているのは四組──容疑者であるフィジカ、バトラー、ジャスティーン、そして村人の誰だれかだ。

　まずフィジカは除外する。もしもフィジカがワーウルフだった場合、アッシュはいままでの旅でとっくにおいしくいただかれているはずだ。

　次いで村人の可能性も置いておこう。彼かれらは投票の対象にないため、対策を施ほどこしようがない。部外者が村の外に潜ひそんでいた場合も同様だ。

　そしていままでの被ひ害がい者しやの傾けい向こうから、ワーウルフに狙ねらわれるのは単独行動をしているものと言える。今後を考えると、「投票されなかった容疑者」が被ひ害がいに遭あう見み込こみが高い。

　それらを踏ふまえると、投票結果は以下のようになる。





　１．バトラーがワーウルフで、バトラーが幽ゆう閉へいされる

　２．バトラーがワーウルフで、フィジカが幽ゆう閉へいされる

　３．バトラーがワーウルフで、ジャスティーンが幽ゆう閉へいされる

　４．ジャスティーンがワーウルフで、ジャスティーンが幽ゆう閉へいされる

　５．ジャスティーンがワーウルフで、フィジカが幽ゆう閉へいされる

　６．ジャスティーンがワーウルフで、バトラーが幽ゆう閉へいされる






　１と４は、投票でワーウルフを閉とじ込こめた場合だ。後に真しん偽ぎの議ぎ論ろんを要するが、現時点では最もつとも理想的な解決と言えるだろう。

　３と６は、投票でワーウルフではない人間を閉とじ込こめてしまった場合だ。この場合はフィジカが村はずれにいることになり、アッシュが気を配るべき対象が一人に限定される。

　問題は２と５、フィジカが貯蔵庫に入れられた状じよう況きようだ。この時は村外れに残る容疑者のどちらがワーウルフか判断できない。できる限り避さけたい事態と言えるだろう。

　ならばアッシュが投票すべきは、ジャスティーンかバトラーだ。夜にワーウルフが現れなければ冤えん罪ざいの可能性が残るが、想定される「最悪」よりは時間的な余よ裕ゆうがある。

「えと、アッシュさん。そろそろ投票に移りたいのですが……」

　アンダーソンが不安げに尋たずねてきた。思考に没ぼつ頭とうして話が聞こえていなかったらしい。

　了りよう承しようするとすぐに用紙が配られる。今回は容疑者三人に対し、投票者が五人だ。

「フィジカは、誰だれがワーウルフかわかってるの？」

　念ねんの為ために小声で尋たずねてみると、「私は占うらない師しでも霊れい能のう者しやでもない」と、妙みような答えが返ってきた。意味ありげだが、たぶん持って回った「わからない」だろう。

　アッシュは慎しん重ちように慎しん重ちようを重ねて熟考し、用紙にバトラーの名を記入した。

　ジャスティーンがワーウルフだった場合、最初の晩にクニイエ氏ではなく泥でい酔すいした自分を喰くうだろうと考えた。

「それでは開票します。まずは……『アンダーソン』。ぼくですね。無効です。誰だれの名前も書きたくない場合は、白紙で構いませんよ」

　そんな風に言っているが、その名を書いているのは当の本人だろう。

「次は……『ジャスティーン』さん。一票です。次……『バトラー』さん、一票」

　残るは二票だ。このままいけば再投票の可能性もあるかもしれない。

「これは……『男』。バトラーさんのことでしょうか。申し訳ありませんが、名前が書かれていないので無効とさせていただきます」

　この期ごに及およんで無効票があることにアッシュは落らく胆たんする。これはダイスやカード遊びではないのだ。賭かけから降りることは誰だれかの死を意味する。

「最後の票は……『ジャスティーン』さんです。投票の結果、ジャスティーンさんがワーウルフに決定されました。このままここに残っていただきます」

　フィジカが貯蔵庫に残るという最悪の状じよう況きようは免まぬがれた。しかし投票結果に疑問が残る。

　バトラーに投票したのはアッシュだけだった。

　あれほど敵視していたのに、ジャスティーンはバトラーに投票しなかった。そして代わりに『男』、あるいは自分の名を書いて提出した。

　──そんなことが、ありえるのか？

　不安がぽたり、ぽたりと、臓ぞう腑ふに溜たまっていく。

　──もしかしたら、ずっと前からボタンを掛かけ違ちがえているのか……？

　次々湧わき上あがってくる恐おそれを、アッシュは吐はき気けとともに飲み下した。




　今夜も月が出ている。

　村と小屋通りを見み渡わたせる位置から、アッシュは星空を見上げていた。

　──頼たよれるのは、自分だけだ。

　ジャスティーンを貯蔵庫に置いて外に出ると、アッシュはまずフィジカに声をかけた。投票前に考えたことを伝え、二人でバトラーを見張ろうと持ちかける。

　が、「夜は忙いそがしいから！」と、フィジカはさっさと自分の小屋へ入ってしまった。

　夜眠ねむる以外に何をするというのか。話し合い中は普ふ通つうに見えたが、日が沈しずむとまた様子のおかしいフィジカに戻もどっていた。

　そして悩なやみは街頭のゴミ箱と同じで、片づかないままどんどん溢あふれていく。

　ワーウルフと戦うために銀の武器が欲しかった。アンダーソンに銀のナイフか燭しよく台だいでもないかと尋たずねると、この村ではまだ祭事を行っていないため用意がないという。

　それなら見張りを手伝ってもらおうと考えたが、少年の怯おびえた様子を見ると誘さそうのはためらわれた。貯蔵庫の鍵かぎも持て余しているようだったので、代わりに預かってやる。

　結局、アッシュは昨夜と同じく、一人で小こ径みちに立っていた。

　頼たよれるのは自分だけと心で繰くり返かえすのは、自身を勇気づけるためだけでなく、思い通りにならない愚ぐ痴ちも含ふくまれている。

「……この臭におい！」

　ふっと血の臭においを嗅かいだ気がして、腰こしの剣けんに手をかける。

　しかし視野に異変はない。辺りに物音も聞こえない。おそらく通りの先にあるギャズの血けつ痕こんを風が運んだのだろう。たぶんそうだ。そうに違ちがいない。きっと──。

「……念のため、行ってみよう」

　通りの端はしにはバトラーの小屋もある。どのみち巡じゆん回かいは必要だ。

　アッシュは覚かく悟ごを決めて夜道を歩き始めた。

　すぐにフィジカの小屋の前を通る。明かりはついていない。

　その隣となりはアッシュの小屋で、向かいはジャスティーンだ。いまはどちらも人はいない。

　しばらく進むと、通りの左右に暗い森が広がっていた。よく見ると茂しげみの中に赤いバラが咲さいている。ジャスティーンが言っていた『滞たい在ざいを伸のばした理由』はこれだろうか。

　花に見み惚とれぬように注意しつつ歩いていると、やがて通りの端はしに着いた。

　もう少し行けば昨夜アッシュが襲おそわれた場所、すなわちギャズが喰くわれた現場がある。

　目下のところは人ひと影かげもないし物音もしない。やはりさっきの血の臭においは、哀あわれな詩人のものだったようだ。

「ふむ。我わが輩はいが怪あやしいと思っているわけか」

　声に振ふり返かえると、奥おくまった小屋の窓からバトラーがこちらを見ていた。

「……脅おどかさないでくださいよ。僕ぼくはただ巡じゆん回かいしているだけです」

「取り乱した様子もない。意外に肝きもが据すわっているな。結構だ」

　バトラーがきびきびとした動きで小屋の外に出てくる。

「アッシュくん、少し散歩をしないかね」

　言いながらマントを羽は織おったバトラーに、殺意や緊きん張ちようは感じない。しかしこの錬れん金きん術じゆつ士しもフィジカと同じく何を考えているかわからない相手だ。警けい戒かいを怠おこたるべきではない。

「そう怖こわい顔をするな。我わが輩はいは何も企たくらんでおらんよ。本当にただの散歩だ」

「外は危険です。小屋に戻もどってください」

「ワーウルフが出現した時、二人の方が心強いと思わんかね？　どうせアッシュくんは村への道を戻もどるのだろう。そこまで話し相手になってくれればいい」

「僕ぼくは全員を疑う立場にあります」

「我わが輩はいからすれば、アッシュくんの方が余よ程ほどワーウルフに思える。何しろかの亜あ人じんは、君しか目もく撃げきしていないのだからな」

　アッシュ以外から見れば、そういうことになるのだろう。だからフィジカもジャスティーンも、いまだにワーウルフが存在しないと思っているのだ。

　だが、アッシュの推理ではバトラーが最もつともワーウルフに近い人物になる。考えなしに同行するわけにはいかない。

「ならばここは年の功だ。我わが輩はいが前を歩くから、アッシュくんは安全と思える距きよ離りをとってついてきたまえ。こう言った以上は、いつ嚙かみついてくれても構わんよ」

　かっかと大声で笑いながら、バトラーは先に立って歩き始めた。

「バトラーさん、本当に戻もどってください」

「運命は数すう奇きだ。時には流れに身を任せるのも想ロ像マ力ンの糧かてになる。我わが輩はいも不ふ思し議ぎだが、君の顔を見た途と端たん、一いつ緒しよに歩きたくなったのだよ」

　父と同じ顔をした男が、父の背中を見せて言う。

　いつの間にか──本当にいつの間にか──アッシュは吸い寄せられるようにバトラーの後方を歩いていた。

「時にアッシュくん。ワーウルフの件が片づいたら、君は我わが輩はいを拘こう束そくするのかね」

「……いいえ。確かに【ラズの書】にはバトラーという名の錬れん金きん術じゆつ士しが載のっていました。しかし背格好も似顔絵も、あなたとはまったくの別人です」

　教会が追っているバトラーは、《無む縁えんの錬れん金きん術じゆつ士し》という二つ名を持っていた。その理由はかなり特とく殊しゆで、彼かれは同族──つまりは錬れん金きん術じゆつ士しばかりを薬殺するらしい。

　もう一つ、《死し霊りよう術じゆつ師しの錬れん金きん術じゆつ士し》という呼び名もあった。これは殺した人物の死体を実験か何かに用いたためだろう。

　その内容はともかく、【ラズの書】に掲けい載さいされたフードを被かぶった人物の似顔絵は、前を行く男の人相とは完全に別人だ。そもそも異い端たん者しや目もく録ろくに父と瓜うり二ふたつの顔があれば、アッシュは絶対に見み逃のがさない。

　ただ、目もく録ろくの中の細身のバトラーも、確かにどこかで見たような感じがあった。整った容よう貌ぼうである以外これといった特とく徴ちようはないが、その青い瞳ひとみが幼い頃ころの記き憶おくの中にうっすら見みえ隠かくれしている。

「『怪あやしきは罰ばつせよ』。それがエイル教会の方針ではないのかね？」

「僕ぼくは優ゆう秀しゆうな角つの守もりではありません」

　バトラーは面おも白しろいと笑って、機き嫌げんよく月を見上げている。

「アッシュくん。錬れん金きん術じゆつとは知の探求だ。ゆえに我わが輩はいたちの目標は不老不死になる」

　それは時々耳にする話だ。実際【ラズの書】の異い端たん者しや目もく録ろくを眺ながめていると、九十歳さい、百二十歳さいなどと、ありえないほどに長ちよう寿じゆな錬れん金きん術じゆつ士しが散見される。

「しかしそれも過程でしかない。永遠に知を追い求めることこそが、錬れん金きん術じゆつの目的であり手段なのだよ。卑ひ金きん属ぞくを黄金に変える、薬物の製せい造ぞう、そういったものはただの副産物だ」

「その副産物が人を惑まどわし、殺あやめることもあるでしょう。悪意がなければ何をしてもいいわけではない。生み出したものに責任を負わないなら、錬れん金きん術じゆつは存在そのものが悪だ」

　こんな議ぎ論ろんをするつもりはなかった。しかし父の背中で錬れん金きん術じゆつを肯こう定ていされると、無む性しように腹が立って仕方がない。

「エイル教会を善とするならそうだろう。教会はエルフを滅ほろぼし、いまは幻げん獣じゆうを駆く逐ちくしようとしている。意思にそぐわぬものは異い端たんと決めつけ、やがては教徒以外のすべてを抹まつ殺さつするのだ。善これすなわち多数であり、少数に生きる権利はない」

「それはあなたの妄もう想そうだ。想像力だけでなく現実を見てください」

「角つの守もりなら嫌いやというほど現実を見ているのではないか？　保ほ護ごにかこつけユニコーンを絶ぜつ滅めつに追おい込こむのは誰だれだ？　なぜ財なき老ろう婆ばに薬を煎せんじる魔ま女じよを捕つかまえる？　どうして聖せい域いきは放置されたままなのだ？　その方が教会にとって都合がいいからではないか？」

「それは……」

　以前なら反論もできた。しかしフィジカとの旅で真実を見たいまでは、アッシュも時々バトラーと同じことを思う。

「アッシュくんは過あやまちに気づいている。しかし人間は大それた改革などしない。なぜなら人の命はあまりに短いのだ。一代でことを成し得るのは不可能で、自分の死後のことなど誰だれも考えない。ゆえに多数が少数を滅ほろぼす構図は延々繰くり返かえされる。そんな滅びの運命を止める方法は──一つだ」

　バトラーがパチンと指を鳴らしてゆっくり振ふり返かえった。

「村が見えてきた。我わが輩はいはそろそろ戻もどるとしよう。アッシュくん、想ロ像マ力ンを求めたまえ」

　こちらに向かってきたバトラーの体が、アッシュの肩かたにかすかに触ふれた。

　──父さん……。

　ふっと香かおった体たい臭しゆうは、子供の頃ころに鼻をこすりつけた背中と同じ匂においがした。




　どれくらいぼんやりしていたのだろう。

　アッシュが我に返ったのは、遠くでかすかな悲鳴を聞いた時だった。

「しまった！」

　即そく座ざに地面を蹴けって駆かける。静せい寂じやくの村を走りながら、悲鳴の主を探して回る。

　しかし村に人の気配はない。明かりがついている家もない。

　だが声は確かに聞こえた。他に人のいる場所は──貯蔵庫しかない。

「ジャスティーンさん！」

　貯蔵庫入り口の床ゆか扉とびらが見えた。持ち手に飛びつく。しかし開かない。

　はっと思い出し、アンダーソンから預かった鍵かぎ束たばを懐ふところから出す。

「くっ……どれだ！」

　手て当あたり次し第だいに鍵かぎ穴あなへ挿さすが回らない。鉄輪かんなわにぶら下がった鍵かぎは十数本ある。

　焦あせりが手元を狂くるわせた。がちゃんと鍵かぎ束たばを取り落とした時、背後で誰だれかが叫さけぶ。

「どいて！　【モーニングスター】」

　いきなり飛び出てきたフィジカが、手にした杖つえを床ゆか扉とびらめがけて振ふり下おろす。

　この歩あるき杖づえ──『アスクレピオス』は、フィジカが母から譲ゆずり受うけた異い邦ほうの品だ。時に患かん畜ちくの自己回復力を高める薬液を散布し、時に雨あめ露つゆを凌しのぐ傘かさとなる。

　今回は【モーニングスター】の呪じゆ言ごんで、アスクレピオスの杖つえは先せん端たんを棘とげのついた鉄球に変化させた。

　バキッと雷らい鳴めいのような音を立て、床ゆか扉とびらの鍵かぎが砕くだけ散ちる。

　アッシュは扉とびらをこじ開けて、ハシゴを降りるのももどかしく貯蔵庫へ飛び降りた。

「ジャスティーンさん！」

　手前の空間、昼間に村人がいた辺りに黒いローブの女性が倒たおれている。

　息はあった。しかし首筋に開いた二本の穴から、赤黒い血がごぽごぽと吹ふき出だしている。

「坊ぼうや……」

「喋しやべらないで！　フィジカ、早く治ち療りようを！」

　ジャスティーンをフィジカに任せ、アッシュは剣けんを構えて試飲台の間へ向かった。

　背後でフィジカが「【ヒーリングワンド】、【トーチ】」と、立て続けにアスクレピオスに命じているのが聞こえる。

【トーチ】の効果で貯蔵庫内は淡あわい光で照らされていた。しかしワーウルフの姿はどこにも見当たらない。

　隅すみ々ずみまで探したが、この空間にはアッシュたち以外、誰だれもいなかった。

「……バカな！　鍵かぎはかかっていたのに！」

　残る逃とう走そう経けい路ろは、アッシュが何時間もかけて脱だつ出しゆつしたあの小さな換かん気き孔こうしかない。しかしあの巨きよ大だいな狼おおかみが、狭せまい筒つつの中を通るのは絶対に無理だ。

「ワーウルフは……違ちがうよ……」

　呻うめき声ごえに振ふり返かえると、ジャスティーンが苦しげにアッシュを見つめていた。

　倒たおれた魔ま女じよの傍かたわらでは、フィジカが治ち療りようの用具を並べている。よく見ると今夜もローブの内側には何も着ていない。よほど急いできたのか、うなじが汗あせに塗まみれている。

「坊ぼうや……『ウルフズベイン』を……使って……」

「『ウルフズベイン』……？　……ジャスティーンさん！　ジャスティーン！」

　どこかで聞いたことのある言葉を残し、アッシュの茶飲み友達は静かに目を閉じた。
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「このお茶は、ジャスティーンさんが調合したものです」

　試飲台に集まった面々を前に、アッシュは茶器から湯を注ぐ。

「彼かの女じよは近く行われる魔ま女じよの郷さとの宴サバトで、このお茶を仲間に披ひ露ろうするのを楽しみにしていました。よければ飲んであげてください」

　薄うすく色のついた液体を一口飲み、同席者にも勧すすめた。魔ま女じよの作った茶などと文句が上がることもなく、フィジカも、バトラーも、アンダーソンも口にする。

「昨晩ジャスティーンさんは、この貯蔵庫の中で襲おそわれました。その傷口から犯人はワーウルフと断定できます」

「だが、アッシュくんが突とつ入にゆうした時、ワーウルフは既すでにいなかった」

　バトラーの言う通り、ワーウルフどころか現場には誰だれもいなかった。

「そうです。だからこそ、犯人はワーウルフでしかありえないんです」

「ほう。するとアッシュくんは、もう誰だれがワーウルフか見当がついているのかね？」

「はい。ですが、もう悠ゆう長ちように証しよう拠こをあげつらっている時間はありません。やむをえず強きよう硬こう手しゆ段だんを執とらせていただきました」

　場の全員が顔を上げた。

「いまみなさんが口にしたお茶には、『ウルフズベイン』という名前がついています。フィジカは知ってるよね？」

　フィジカはびくりと肩かたを震ふるわせ、椅い子すをずずっとアッシュから離はなした。

「……『ウルフズベイン』はその名の通り、狼おおかみだけに破は滅めつをもたらす薬。ワーウルフに飲ませれば確実に殺せるから、エイル教会で人じん狼ろう裁さい判ばんをする時に使われてる。『これを飲んで死んだらワーウルフだ』ってね」

【ラズの書】にも載のっていたように、かつてはそうした裁判が行われていたらしい。

「もちろん、そんな便利な薬は存在しない。ウルフズベインはトリカブトの別名だよ。トリカブトは生薬として優ゆう秀しゆうだけど、扱あつかいを間ま違ちがえると人を死に至らしめる劇薬にもなる。飲めばワーウルフじゃなくたって死ぬんだよ。魔ま女じよ裁さい判ばんで魔ま女じよを水中に沈しずめるのと同じ。『怪あやしきは罰ばつせよ』な教会のやり口だね」

　だから一部の人はトリカブトのことを、『修道士の頭巾モンクズフード』という名で呼ぶのだと言う。紫むらさき色いろの花びらが修道士の頭ず巾きんに似ているという理由は後づけで、毒か薬かは信しん心じん次し第だいというのがその真意らしい。

　フィジカに解説の礼を言い、アッシュはそのまま話を継ついだ。

「このお茶の名前はウルフズベインですが、もちろんトリカブトは含ふくまれていません。その代わり、ワーウルフにだけ効く有毒成分──『銀』がたっぷり含ふくまれています。そろそろ効果が表れるでしょう」

　全員の顔を順に見回す。

　ジャスティーンが襲おそわれた晩、バトラーは直前までアッシュと散歩していた。しかし狼おおかみとなって駆かけていけば、アッシュがぼんやりしていた間に貯蔵庫の魔ま女じよに嚙かみつくことはできただろう。

　だが、バトラーはワーウルフではない。

　ワーウルフは鍵かぎのかかった貯蔵庫に侵しん入にゆうした。その入退室の経路はアッシュが何時間もかけて這はい上あがったあの換かん気き孔こうしかない。ワーウルフの巨きよ軀くではあの狭せまさを通れないし、巨きよ漢かんのバトラーは人間の状態でも無理だろう。

　村の人間も含ふくめ、あの換かん気き孔こうを移動できる「小こ柄がら」な人間は限られている。

「うっ……ううううっ……」

　アッシュの前で、ワーウルフが苦しみ出した。

「いままで平和だった村に、突とつ如じよおぞましいワーウルフが現れた。それならみなさんが旅人を怪あやしむのは当然です。ただし、最近村にやってきたのは僕たちだけじゃない」

　その人物に指をつきつける。

「アンダーソン、君も僕ぼくたちと大差ない時期にこの村にきた人間だったんだ」

　この村には教会堂が建設されていない。とはいえ教会の人間が滞たい在ざいしているなら、聖人の祝祭を司つかさどるのは説教師の仕事だ。にもかかわらず、アンダーソンは祭事用のナイフを持っていなかった。それはこの村でまだ祭事を行っていない、すなわちアンダーソンが入村して間もない説教師ということを意味する。

　思い返せば最初の日にも、アンダーソンは被ひ害がい者しやの報告をするのに紙を読み上げ村長に確かく認にんをとっていた。

　そして何より、アンダーソンは昨日アッシュを呼びにきたパナキアを、まるで村人のように扱あつかった。さして人数のいる村ではない。一週間もいれば顔ぶれは把は握あくできる。

「エイル教会の人間というだけで、僕ぼくも含ふくめて人々は君を盲もう信しんした。こんないたいけな子供があんな恐おそろしいことをするわけがないと、最初から頭数に入れなかった」

「ぼくは、死ぬのですか……？」

　アンダーソンが腹を押おさえながらアッシュを見上げる。

「ジャス子がそのお茶に『ウルフズベイン』なんて名前をつけたのは、材料の魚粉や銀ぎん魚ぎよに銀が含ふくまれてるからだよ。でも、そもそもワーウルフに銀が有効なんて話自体が迷めい信しん。なのにキミに効果があったのは、いわゆる偽薬効果プラシーボってやつだね。『信者』はみんな思おもい込こみが激はげしいから」

　フィジカが答えながら、軽けい蔑べつするような眼差まなざしをアッシュに向けてきた。

　あの晩、気を失ったジャスティーンを二人で小屋へ運んだ際、そこに残されていた茶の配合を見て、フィジカはすぐに『ウルフズベイン』の意味に気づいた。おそらくその時に書き置きか何かで、『入っていない惚ほれ薬ぐすり成分』が効いたアッシュの失態も知ったのだろう。

「ここからは推測だけど、キミはこの村にきてからそんな体になったんじゃないの？　夜になると狼おおかみに変身する体質に」

　アンダーソンがうなずいた。その目には涙なみだが溢あふれている。

「ぼくがこの村に着いたのは、アッシュさんたちがきた前の日です。最初の晩はなんともなかったんですが、次の夜には突とつ然ぜん体が熱くなって……」

　アンダーソンの告白は、概おおむね以下のようなものだった。

　体の様子がおかしくなった少年説教師は、怖こわくなって同じ教会の人間である角つの守もりのクニイエ氏を訪ねに貯蔵庫へ降りた。すると突とつ然ぜん体の自由が効かなくなった。

　次の日の朝、クニイエ氏が無残な姿で発見された。

　二日目の夜は、まるで誰だれかに呼び寄せられるように外へ出ていたという。気づくと村の外れにいて、目の前には逃とう亡ぼうを企くわだてているギャズがいた。

「今日の夜は、貯蔵庫に残されたジャスティーンさんに呼び止められたんです。何か辛つらいことがあったら話してみろって。『あたしは魔ま女じよだから誰だれにも信用されない。秘密を打ち明けるには格好の相手だよ』って。でも、その場では言えませんでした」

　けれども夜が近づくにつれ怖こわくなり、結局は小さな換かん気き孔こうを通って少年は魔ま女じよに会いにいった。鍵かぎをアッシュに預けてしまったためだ。

　そこで投票用紙にアンダーソンの名を書いていたのがジャスティーンだと聞き、少年はすべてを打ち明ける。

　が、突とつ然ぜん体が制御できなくなり、ジャスティーンの首に嚙かみついてしまった。しかし不ふ思し議ぎとその晩はすぐに人間に戻もどったため、急いで換かん気き孔こうから自分の家へ帰った──。

　それが、この一連の凶きよう事じの真相だという。最後の晩だけすぐに人間に戻もどった理由が腑ふに落ちないが、一応すべての謎なぞは解けたといっていいだろう。

「もういやだ！　このままどんどん自分が自分でなくなるなんて耐たえられない！　ぼくは迷える人々を救うために説教師になったのに！」

　アンダーソンは、ずっと孤こ独どくにワーウルフと戦っていたのだ。アッシュに助けてくれとすがったのは、自分が狼おおかみと化す恐きよう怖ふから救ってほしかったのだろう。

「フィジカ、なんとかできないのか？」

　尋たずねると、《悪い薬くす師し》は「できるよ」とあっさり肯こう定ていした。

「結論から言うとキミは病気。でも、これを飲めば簡かん単たんに治るよ」

　太もものベルトに差した細長い薬くすり瓶びんを抜ぬき、フィジカが少年に手て渡わたす。

　そんな薬があるのなら、最初から全員に配ればよかったのではないか。

　なぜそうしなかったのかと考え、アッシュはフィジカの意図に気づいた。

「本当ですか？　いますぐ飲みます！」

　アンダーソンが目を輝かがやかせ、紫むらさきの液体が入った瓶びんの栓せんを抜ぬく──。

　パリンと、ガラスの割れる音が貯蔵庫に響ひびいた。

「その中身は本物のウルフズベインだ。飲めば誰だれでも死ぬ」

　指輪で埋うまった手で瓶びんをはたき落とし、錬れん金きん術じゆつ士しバトラーが言った。

「紫むらさきだからトリカブトだと思った？　残念でした。すみれの花の絞しぼり汁じるだよ。ま、だからこそキミは叩たたき落おとしたんだろうけどね」

　あの頼たのもしき《悪い薬くす師し》の顔で、フィジカがニタァと笑う。

「キミはこの薬の正体がわからなかった。大事な副産物を毒で殺されても困るし、まして本当に病気を治されたりしたらもっと困る。だから、割るしかなかった」

　懐ふところからパイプワインを出してちうと一口すすると、勝負は終わったとばかりにフィジカはくるりと背を向けた。

「あなたが……あなたがアンダーソンをこんな病気にしたのか！」

　アッシュは剣けんを抜ぬいて叫さけんだ。バトラーが高笑いしながら大げさに手を打つ。

「素晴らしいアメージング！　諸君らは類たぐいまれなる夢想家ロマンチストだ」

「錬れん金きん術じゆつ士しバトラー！　その発言を異い端たん行こう為いの自白と認め、直ただちに拘こう束そくする！」

「いいとも。ただしその前にアッシュくんの間ま違ちがいを指し摘てきさせてもらおう」

　バトラーが昨夜の散歩の別れ際でしていたように、パチンと指を鳴らした。

「覚えておきたまえ。いまより強くなることを病気とは言わない」

　突とつ然ぜんアンダーソンが胸を押おさえて叫さけび始はじめた。

「うううう、ああああああああああ！　逃にげて……逃にげてください！　早くぼくから離はなれて！　うううううう、わああああああ！」

　試飲台に頭を打ちつけながら、アンダーソンの体が徐じよ々じよに変化していく。

　着ていた修道服が弾はじけ飛とび、その全身が灰色の毛で覆おおわれた。

「実験は成功した。さらばだアッシュくん。君とはまたいずれ会うかもしれないな。それまでせいぜい想ロ像マ力ンを探したまえ」

　マントを翻ひるがえしてバトラーが席を立ち、大おお股またで出入り口に近づく。

　ワーウルフとなったアンダーソンが、その背中を守るように立たち塞ふさがった。

「アンダーソン、そこをどいてくれ！」

　狼おおかみと化した少年は、牙きばの間からぐるぐると唸うなり声ごえを上げている。アッシュの言葉が耳に届いていないのは明らかだ。

　ワーウルフと睨にらみ合あっている間に、バトラーがハシゴを登って外へ出る。

　アンダーソンが後に続き、アッシュもすぐに追いかけた。外へ出ると、どこからともなく一頭の馬が走ってくる。

　馬に跨またがったバトラーが、四本足で走るアンダーソンを伴ともない去っていった。

「待て、バトラー！」

　追いかけようとすると、アッシュの行く手を塞ふさぐように、羊やトナカイがぞろぞろと道に集まってくる。

「なんだ……？　なんで急に動物が……」

　動物たちに道を阻はばまれ、アッシュは走り去る父に似た背中を見送るしかなかった。
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　バトラーの行動は謎なぞのままだが、村にはひとまず平和が訪おとずれた。

　しかし人々の不安は拭ぬぐいきれていない。今後はよりよそ者に厳きびしい村になるだろう。

　だからといって、悲しい話ばかりでもない。

「治ち療りよう費ひは魔ま女じよの郷さとにツケとくから。じゃ、つつがなく」

「はいはい。坊ぼうや、フィジカのえげつなさに疲つかれたら、あたしが癒いやしてあげるからね」

「ええ。またいつかお茶を飲みにうかがいます」

　ジャスティーンはかろうじて一命を取り留めた。予後不良の可能性は低いらしいが、フィジカの診しん断だん結果はしばらく絶対安静で、なおかつ看病を要するものだという。

　しかし魔ま女じよは薬くす師しと同じく病や薬に造ぞう詣けいが深い。自分の面めん倒どうは自分で見られるから二人は旅を続けろと言われ、アッシュたちは小屋を追い出された。

「フィジカ、意外とジャスティーンさんとウマが合ったみたいだね」

　野バラの咲さく道を並んで歩きながら、ちょっと旅連れをからかってみる。

　人にん間げん嫌ぎらいで誰だれかれ構かまわず『キミ』としか呼ばないハーフエルフが、『ジャス子』なんてあだ名をつけるのはとても珍めずらしい。

「別にそんなんじゃないから。魔ま女じよの悪口を言うと仕入れでぼったくられるだけ」

　こんな風にうそぶく時だけは、フィジカも本当にかわいらしいとしみじみ思う。

「それにしても、ジャスティーンさんの占うらないって本当にすごいね。最初からアンダーソンがワーウルフだって見み抜ぬいていたんだから。ギャズさんも結局『泥どろ棒ぼう男おとこ』だったし」

「ジャス子のあれは占うらないじゃないよ」

「え、そうなの？」

「相手が言ってほしいことをまず聞かせて、徐じよ々じよに信用を得ていくのが占うらない師し。ジャス子みたいに最初から相手が一番嫌いやがることを言うのはむしろ探たん偵ていだよ」

　それはどちらかと言えばフィジカだと苦く笑しようしつつ、街かい道どうに出て目的地を目指す。

　しばらくは普ふ段だん通りの道中だったが、日が落ちるにつれフィジカの口数は減ってきた。

　途と中ちゆうで見つけた宿屋に入ると、やはり部屋を別々に取る。

　いいかげん自分を避さける理由を教えてくれとアッシュが問とい詰つめると、フィジカは「どスケベニンゲン！」とひどい侮ぶ辱じよくを吐はいて自室に篭こもった。




　そして一人の夜がくる。

　考かんがえ抜ぬいた結果、やはりきちんと話し合うべきだとアッシュはベッドから身を起こした。

　すると、いきなり戸が開いてフィジカが現れる。

「ああ、ちょうどよかった。いまからフィジカの部屋へ行こうとしてたんだよ」

　フィジカは返事もせず、迷いのない足取りでやってきた。そうしてドンと、アッシュの肩かたを突つき飛とばす。

「えっ」

　ベッドに倒たおれて啞あ然ぜんとしていると、フィジカがワーウルフのように腹の上に跨またがってきた。

「なっ、何を」

　組くみ敷しかれた下から見上げる少女の顔は赤い。口元は流れた唾だ液えきで濡ぬれている。

　普ふ段だんはひた隠かくしにしているハーフエルフの耳が、乱れた髪かみからにょっきり飛び出していた。

　──まさか、フィジカもあの『病気』なのか……？

　アンダーソンが村にきて冒おかされた、体が狼おおかみになる病。

　バトラーが関かん与よしているらしいその病を、もしもフィジカも罹り患かんしていたら──。

「くっ……！　フィジカ、ごめん！」

　汗あせばんだ手を取って体を横転させると、軽い少女はあっけなくベッドから転げ落ちた。

「……？　……！　……っ！」

　我に返ったような顔でアッシュを見て、フィジカは猛もう烈れつな勢いで部屋を飛び出していく。

「フィジカ、待て！　うわっ！」

　とっさにベッドから立ち上がろうとすると、何か柔やわらかいもので顔を塞ふさがれた。

「アッシュく～ん、いまはフィジカちゃんをほっといてあげて～」

　柔やわらかい何かの上で、パナキアの間延びした声がする。

「パナキアさん胸をどけてください！　フィジカが誰だれかを傷つけてしまう！」

「よ～く聞いてね、アッシュくん。フィジカちゃんはワーウルフじゃありません」

「えっ……？」

「そしてフィジカちゃんは人間でもありません。あの子は体の半分にエルフの血を引いているから、人間にはない発情期があるの」

　それは、以前にもパナキアから聞いたことがあった。

「発情期は繁はん殖しょく期きっていうくらいで、『この時期に生せい殖しよくしておくと、暖かくて餌えさの豊富な時期に子供が生まれるよ～』って本能が体に命令している期間でね。これを理性で抑おさえるのは本当に大変。ましてすぐそばに、こんなかわいい男の子がいる状態だとね」

　パナキアが指先でちょんとアッシュの鼻を押おす。

「じゃ、じゃあ……フィジカはずっとそれで苦しんでいたんですか……？」

「そうよ～。体が熱を持って大変だから、着ているものを全部脱ぬいで。でも人間としての理性があるから、最低限ローブだけは羽は織おって。湿しつ布ぷで冷やせば少し楽になるんだけど、それは患かん畜ちくのためのものだからって、フィジカちゃんはいつも自分に薬を使わないの」

　パナキアがちらとアッシュの腕うでを見る。これみよがしに二度見る。そこには打だ撲ぼくを冷やすための湿しつ布ぷが何枚も貼はられていた。

「そんなわけで、フィジカちゃんは毎晩外を走って、疼うずきを発散させていたのです」

　フィジカが肌はだに触ふれられるのを嫌きらった意味がやっとわかった。なるべく同じ空間にいることを避さけたのも、夜が忙いそがしいという謎なぞの発言も。

「だからね、アッシュくんはフィジカちゃんを温かく見守ってあげてください。あるいは積極的に襲おそっちゃってください。むしろわたしは夜よ這ばいを推すい奨しよう。壁かべにドーンって追おい込こんでからのお姫ひめ様さま抱だっこ、そしてそのままベッドにぽいーっして、『噓うそつきな羊飼いめ。おまえは狼おれに食べられたかったんだろう？』なんて言いながら激はげしく愛し合って──」

「なっ、なんてこと言うんですか！」

「フヒ。じゃあ邪じや魔ま者ものは消えるから。諸もろ々もろつつがなく～」

　ぐふふと卑ひ猥わいな笑えみを浮うかべ、パナキアは光の中に消え去った。

「邪じや神しんだ。やっぱりあの人は邪じや神しんだ……」

　ばたりとベッドに寝ね転ころびながらぼやく。

　胸が激はげしく脈打っていた。腹にフィジカが跨またがっていた感覚が残っている。

　腕うでの湿しつ布ぷは冷たいのに、そこから人の温ぬくもりが感じ取れる──。

「と、とりあえずフィジカがワーウルフでないことが判明したんだ。問題が一つ片づいたんだから、他のことを考えよう。うん」

　無理やり頭を切きり替かえようとすると、最初にあの男の顔が浮うかんだ。

　──バトラーは、いったい何を企たくらんでいるのか。

　なんの目的があって、アンダーソンをワーウルフにしたのか。

　どうして動物たちは、バトラーを守ろうとしたのか。

　その真意は定さだかではないが、事件は教会に報告しておくべきだろう。

　しかし一番気にかかっている謎なぞを、どう伝えたものかが悩なやましい。

　──なぜ、バトラーは死んだ父さんと同じ顔をしているのか。

　父が記き憶おくを失なくしている可能性は、なるべく考えないようにした。







　■アッシュの更こう訂てい









名めい称しよう：ワーウルフ（別名　人じん狼ろう、ライカンスロープ）

現状、人が狼おおかみと化す病ということしか判明していない。

















　　　パナケイアブレイク４




　フィジカの場合、発情の兆ちよう候こうとして最初にくるのは体の火ほ照てりだ。とにかく全身が熱くて熱くてどうしようもなくなり、着ているものを脱ぬがずにはいられなくなる。

　一度パナキアの助言を取り入れ、体中に湿しつ布ぷ用ようの軟なん膏こうを塗ぬったことがあった。あの時は冗じよう談だんでなく死ぬかと思った。邪じや神しんの甘かん言げんには二度と耳を貸すまいと誓ちかう。

　そんなわけで、フィジカは裸はだかになったら床ゆかに転がることにしている。しばらくすると床ゆかも人ひと肌はだに温まってくるため、冷たい場所を探してごろごろする。ごろごろごろごろする。

「逆らってるねえ、本能に」

　もんどり打つフィジカを見下ろし、パナキアが同情混じりの目で笑う。

　無視してごろごろを続けていると、やがて熱が下腹部に集中し始めた。次し第だいに疼うずきが四し肢しの先せん端たんに行ゆき渡わたり、誰だれかに体を支配されたような感覚に陥おちいる。

　ここからは精神力だ。

「くぅ……私は人間。私は人間。私は人間……」

　人間の母から生まれたのだから、フィジカが人の倫りん理りを持つのは当たり前だ。

　しかし、体の半分に流れる父エルフの血はどうしようもなく──。




「くっ……！　フィジカ、ごめん！」

　気がつくと、フィジカは床ゆかに転がってアッシュを見上げていた。

　また無む意い識しきに少年の部屋に侵しん入にゆうしてしまったのだと気づく。相手がバカ真ま面じ目めな角つの守もりゆえに純じゆん潔けつは安あん泰たいだが、少なくともこの場に留まるわけにはいかない。

　勢いよく部屋を飛び出し、裸足はだしのまま土の上をがむしゃらに走る。

「ふおおおおお！」

　こうして体力を使い果たし、睡すい眠みん欲よくで本能をねじ伏ふせる。

　それができるまで、フィジカは毎晩外を駆かけ回まわっていた。アッシュとバトラーが散歩していた晩も、森で二人の会話を拾い聞きつつ、あちこち爆ばく走そうしていた。

「はぁ……はぁ……もう無理……私がんばった……」

　ぐったりと自室のベッドに倒たおれ込こむと、隣となりにふわりとパナキアが現れる。

「ねえフィジカちゃん。さっきアッシュくんと話してきたらね、『僕ぼくに何か手伝えることはないか、パナキアさんから聞いてもらえませんか』、だって」

「あっ、あるわけないでしょ！　何考えてんのあのスケベニンゲン！　……ああもう！」

「ふふ。素す直なおになったら楽になるのにねぇ。いってらっしゃい」

　再び外へと駆かけ出でたフィジカに、パナキアの声せい援えんが優やさしくいかがわしく聞こえた。







[image: 第八話　ケルピーは内臓を食べない]
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　ゴトゴトざばりと水車が回転する音。

　連動して建物から漏もれ聞きこえる、ざりざりと重い粉こな挽ひき臼うすの響ひびき。

　ぴちぴちと水面を跳はねたのは、卵を抱かかえた銀ぎん魚ぎよだろうか。続くえいやとバサバサは、漁師が網あみを投げたに違ちがいない。じゃぶじゃぶという水音に重なる鼻歌は、きっと洗せん濯たく女おんなのものだ。どぷん、どぷんと、近くで二度何かが沈しずんだから、子供は二人いるだろう。

　その光景を目にする前から、川の暮らしは音だけでおおよそが把は握あくできる。

　林を抜ぬけて川岸に出ると、アッシュは大いに感動した。

「おお……！　これがかの有名な、聖フィヨトルが『水の奇き跡せき』を起こしたモウ川……！」

　目の前に広がる雄ゆう大だいな流れを見て、心の底から感かん嘆たんが漏もれる。

　旅連れの少女と歩き続け、アッシュはようやく目的地のクロップス地方に入った。

　この地の名物と言えばもちろん、大陸を縦断するモウ川だ。

　川の水は命を育はぐくみ、その流れはすべてを海へと運んでいく。古来より人はモウ川流域に拠きよ点てんを築き、水の恵みとともに暮らしてきた。おそらくアッシュの先祖たちも、この大河で身を清め、魚を獲とって暮らしていただろう。

　そう考えると、まるで自分が歴史を遡さかのぼってきたような感かん慨がいを覚える。

「モウ川の『モウ』は『始まり』を意味するらしいよ。生命と文明はここで生まれたという意味で、人々はこの川を『母なる流れ』と呼ぶんだってさ」

　手元の【ラズの書】をめくりつつ、アッシュは連れの少女に話しかけた。

　エイル教会が発行しているこの書物は、教義や聖人の言葉だけでなく、危険な害がい獣じゆうや異い端たん者しや目もく録ろく、果ては見やすい地図に観かん光こう案あん内ないまで記き載さいされている。アッシュのような教きよう会かい所属の巡じゆん礼れい戦せん士し──角つの守もりは、害がい獣じゆうを退治しつつ布教も行うため、常に数冊携けい帯たいしている教典だ。

　それはともかく、連れの少女は相あい槌づちすらうってくれなかった。まあこの娘むすめの教会嫌ぎらいはいつものことと、アッシュはそのまま【ラズの書】を読よみ耽ふける。

　近きん隣りんの生態系を調べると、どうやらモウ川流域には害がい獣じゆうがいないようだ。この辺りは川に沿って街や旅宿が散在しているため、害がい獣じゆうにとっては逆に暮らしにくい環かん境きようであるらしい。彼かれらはもっぱら支流の方を棲すみ家かとしていると、観かん光こう案あん内ないの章に書いてあった。

　そうした状じよう況きようが関係あるのか、近きん隣りんの林にはちょっと面おも白しろい幻げん獣じゆうがいる。









　名めい称しよう：カーバンクル（別名：森の預よ言げん者しや）

　よき隣りん人じんにエイル神の声を伝える聖せい獣じゆう。朝には五本足、昼には二本足、夕べには三本足の姿を取る。顔の中央に二つの瞳ひとみがあり、額ひたいには熱した鉄の如ごとくに紅あかい第三の目を持つ。鼬いたちのように目にも留まらぬ早さで走り、人のように他者の死を嘆なげく。

　悟さとりを求めんとするものは、いずれその姿を目にするだろう。











　この文を読んだ大半の者が、「なんのこっちゃ」と首をひねるだろう。アッシュも言うに及およばずだ。

　角つの守もりの仕事は害がい獣じゆう討とう伐ばつや異い端たん者しやの拘こう束そくだけではない。ユニコーンのように教会が保ほ護ご指し定ていした「聖せい獣じゆう」を守る役目も担になっている。

　しかしこの内容では、守るべきカーバンクルの姿がさっぱり想像できない。どこかの性格の悪い小こ娘むすめに『この子がカーバンクルだよ』と唆そそのかされたら、アッシュはうっかり危険なドラゴンでも保ほ護ごしてしまいそうだ。

「ちょっとキミ、聞いてるの？」

　気がつくと、どこかの性格の悪い小こ娘むすめがアッシュを睨にらんでいた。

「ごめん、なんの話？」

「キミが話しかけてきたんでしょ！　生命と文明は川で生まれたって。だから私は生命と文明を滅ほろぼしたのも川だって言ったの！」

「川が生命と文明を滅ほろぼした？　そんなバカな」

　ありえない話だ。現にモウ川流域にはいまも多くの暮らしがある。

「大雨後の洪こう水ずいから立ち直れなかった街はいくつもある。疫えき病びようの流行にだって川は一役買ってた。そうやって川は生と死、両方の概がい念ねんを備えてる。だからインチキ宗教と結びつきやすかったわけ。さっきキミが言ってたでしょ。『ヒョードルの右の軌き跡せき』だっけ？」

「フィヨトルの『水の奇き跡せき』だ！」

　この娘むすめは、本人曰いわく『耳が甘あまい』。都合が悪いことはいつもわざとらしく聞きき間ま違ちがう。教会に関する言葉は特にそうだ。

「そうそれ。『耳の歯石』」

　アッシュはむっとしながら問い返す。

「君は聖フィヨトルの『水の奇き跡せき』がペテンだって言いたいのか？」

　かつて聖人フィヨトルは、原因不明の病に冒おかされた子供五百人を連れてモウ川を訪おとずれた。そうして自分が川上に立ち、子供たちには川下で三日間体を清めさせたところ、四日目には病の症しよう状じようを訴うつたえるものは一人もいなくなったという。

　モウ川は広大すぎるため聖せい域いきには認にん定ていされていない。しかし聖フィヨトルの伝説により、教徒にとっては聖せい域いきに準じた神聖な場所となっている。由ゆい緒しよ正しき聖地をインチキ呼ばわりされたのだから、アッシュが腹を立てるのも当然だ。

「医い療りようという概がい念ねんが生まれたのも川からだよ。昔の病気は大半が不衛生であることが原因。だから水浴びして体を清せい潔けつに保つことが、健康を維い持じする唯ゆい一いつの方法だったわけ。そういう意味ではフィなんとかさんの行動は理りに適かなってる。奇き跡せきなんておおげさなこと言わなければ、教会らしくないちゃんとした薬くす師しだって言ってんの！」

「あ、そうだったんだ。僕ぼくはてっきり──」

「キミはさ、頭が固いんじゃなくて頭を使ってないんだよ。私が言うのは教会の悪口ばかりって決めつけて、脳へ情報を伝達する前に脊せき髄ずい反はん射しやみたいに嚙かみついてくる。もしくは後天的な学習で獲かく得とくした条件反射だろうね。教会の犬は考えない。異い端たん者しやを見たら、イタンシャ、ツカマエル、オイシーって、口の中に唾つばが湧わくように調教されちゃってるんだよ。まさに無脳集団。ああおぞましい、汚けがらわしい！」

　大げさに身を搔かき抱いだきながら、少女──フィジカは矢や継つぎ早ばやにまくし立てた。ところどころに聞こえた耳慣れない言葉は、きっと医い療りよう用よう語ごだろう。

　この大陸で、フィジカは《悪い薬くす師し》だ。

　年とし端はもいかない少女に見えるが、うっかり治ち療りようを頼たのんだら報ほう酬しゆうは金貨千枚ではきかない守しゆ銭せん奴どぶり。おまけに聖木曜日にも肉食を控ひかえないわ、教会認にん定ていの害がい獣じゆうを治ち療りようするわで、実に許しがたい異い端たん者しやだ。

　角つの守もりであるアッシュからすれば、いますぐとっつかまえて悔くい改あらためよと尻しりをぺんぺん打うち据すえるべき相手になる。

　だが、《悪い薬くす師し》の真の顔は、女め神がみと契けい約やくを交かわした《摂理の担い手フイジカ》だ。幻げん獣じゆうたちを救うことで未み来らいを繫つなぐ、大陸そのものの薬くす師しなのだ。

　その真実を知っているからこそ、アッシュは小こ癪しやくで小生意気な小こ娘むすめとも旅をしていける。我が慢まんできる。耐たえ忍しのべる。罵ば詈り雑ぞう言ごんはモウ川の水に流してやれる──。

「……うん。確かにいまのは僕ぼくが大人気なかったね。謝あやまるよ」

「『大人気なかった』……ね」

　フィジカは憐あわれむような視線をよこし、やれやれと肩かたをすくめた。

「キミさ、いいかげん私の上に立とうとするのやめたら？　無理に背せ伸のびしないで、素す直なおに子供らしく振ふる舞まってる方がキミはかわいいよ。わんわん」

　フィジカは相手の言こと葉ば尻じりをつついて揚あげ足あしを取るのを好む。そういうところにこそ人の本心が出ると言ってはばからない。

　それはあながち間ま違ちがいでもなかった。アッシュはフィジカに敬意を払はらっていないわけではないが、自分が主導権を握にぎるべきだと感じている。

　その理由は、主にフィジカの外見に起因していた。

　フィジカはどう見ても十代前半の少女だ。背が小さい大人でもなく、こまっしゃくれた子供でもない。この小こ娘むすめがごくごくまれに見せる心からの笑え顔がおは、まったくもって無む垢くな子供のそれなのだ。

　だから男女間のそれのように、アッシュはフィジカに自じ我がを押おしつけたいわけではない。

　アッシュはただ、人よりちょっぴり庇ひ護ご欲よくが旺おう盛せいなだけなのだ。人よりちょっぴりお兄ちゃん気質であるに過ぎない。

「そうだね。どこから見てもおしゃまな女の子にしか見えないけど、実は百歳さい以上なハーフエルフのフィジカさんからすれば、僕ぼくはいつまでたっても子供だろうね。いや、ひょっとしたら孫くらいに思われてるのかも」

　とはいえこうして反論してしまうのは、フィジカが指し摘てきした内容もまた遠からじということだ。自分は大人だと胸を張れるほど、十八歳さいは人生経験を積んでいない。

「……キミ、《万年に一人の逸いつ材ざい》と呼ばれたこの美少女を、おばあちゃん扱あつかいするわけ？」

　フィジカがひくひくと頰ほおを痙けい攣れんさせている。

「だって実際そうじゃないか。フィジカより年上の人間なんていないよ」

　いまも『百歳さい以上』を否定しなかったのが何よりの証あかしだ。「それに耳も遠いしね」と言わなかっただけ、アッシュは自分が大らかとさえ思う。傲ごう慢まんすぎる自じ称しようの二つ名だって聞こえないふりをしてやった。

「都合が悪くなるとすぐに歳としの話にすり替かえる！　私はキミのそういうところがガキだって言ってんの！」

「僕ぼくは子供じゃない！　とっくに成人した十八歳さいだ！」

「残念でした。世間では年ねん齢れいを重ねただけじゃ大人って言わないから」

「知ってるよ。年ねん齢れいを重ねただけの子供が目の前にいるから」

　しばしギリギリと睨にらみ合あい、やがてふんと互たがいに鼻を鳴らした。

　双そう方ほうふくれ面つらのままぷりぷりと川岸を歩く。

　こんなケンカはいつものことだ。この後は八割方アッシュがごめんと頭を下げ、残り二割はフィジカが怒おこっていた理由を忘れる。

　しかし今回はちょっと違ちがっていた。アッシュには謝あやまる気がさらさらない。

　珍しくアッシュが拗すねている原因は、昨夜のケンカに端たんを発する──。




　夜に洗せん濯たく物ものを干したければ、風通しのいい場所に吊つるすのが鉄則だ。

　いつもなら下衣や下着を木の枝などに引ひっ掛かけて干すが、あいにくアッシュたちが昨晩野宿した林の木々には、「けさらんぱさらん」と呼ばれる毛虫がたかっていた。

　そこでフィジカはあろうことか、地面に突つき立たてたアッシュの剣けんに下着を干したのだ。

「大事な剣けんになんてことを！」

　アッシュが濡ぬれた下着を突つき返かえすと、フィジカはふふんと鼻先で笑った。

「へー。『大事な剣けん』ね。一度も『害がい獣じゆう』を倒たおしてない角つの守もりに、剣けんなんて必要なの？」

　アッシュは角つの守もりとしていまだに害がい獣じゆうを討とう伐ばつできていない。どころか異い端たん者しやフィジカと行動をともにすることで、結果的に彼かれらの命を救っている。

「そういう問題じゃない。剣けんは角つの守もりの証あかし──正義そのものだ」

「何の役にも立てず錆さびつく正義より、かわいい女の子のパンツを干せた方がましってこの子も思ってるよ。ほら、こうして見ると心なしか伝説の剣けんっぽい風格が──」

　再び剣けんに下着が干された。すぐさま「ないよ！」と投げ返す。

　痛いところを突つかれて意地になっていた。

　害がい獣じゆうを救うことは時に人々の平和に貢こう献けんし、ゆくゆくはこの大陸の未み来らいに繫つながる。それはアッシュが「正しいこと」と考え、自ら選んだ結果だ。

　だが、アッシュには夢があった。剣けんを振ふるって害がい獣じゆうを倒たおし、やがては角ク笛ラのリ騎オ士ンになって母に楽をさせたいという願望があった。

　正しく生きているつもりでも、夢見る少年が夢を諦あきらめるのは簡かん単たんではない。フィジカとともに害がい獣じゆうの命を救う度たび、アッシュは心の内にわだかまりが残っているのを感じる。

　剣けんなど不要と言われれば、それは角つの守もりとしてのアッシュを否定されたも同然だ。フィジカと一緒じゃなければ自分だってと考えてしまうのも仕方がない──。




　回想の中にいたアッシュは、ふいに聞こえた怒ど号ごうに顔を上げた。

　いつの間にか結構な距きよ離りを歩いていたらしい。流れるモウ川を挟はさんだ向こう岸に、街の囲い壁へきが見えている。

「なんか……ずいぶん混んでるな」

　巨きよ大だいな市門の前には、それに比例した大きな橋が一本かかっていた。橋の上では何やら人がごった返し、やたらにがやがやと騒さわがしい。

　行列に並んで喧けん騒そうに耳を傾かたむけると、どうやら街の中で事件があったようだ。

「持ち物検査をしてるみたいだ。身分調査も念入りにやって……あっ！」

　門前で、守衛の一人が裸はだかの女をモウ川に放ほうり込こんだ。

　おそらく魔ま女じよと判断されたのだろう。一番簡かん単たんに魔ま女じよを見つける方法は、服を脱ぬがせて体に「魔ま女じよの印」を見つけることだ。何をもって印とするかは、観かん察さつ者しやによって異なる。

「まずいな……」

　角つの守もりであるアッシュはまったく問題ないが、フィジカは叩たたけば体中から埃ほこりが飛び出す異い端たん者しやだ。普ふ段だんは「羊はみんな食べられてしまい……」などと憐あわれな牧童を装よそおっているが、街が警けい戒かい態たい勢せいにあるいまはそうもいかない。

　どうしたものかと隣となりを見ると、当のフィジカが見当たらなかった。

　はてと背せ伸のびして前方を確かめる。

　白いローブの小さな背中が、ひょい、ひょいと、器用に人波をくぐって進んでいた。

　そうして先頭にたどりつくと、《悪い薬くす師し》はそっと守衛に何かを握にぎらせる。

「……あっ、賄わい賂ろ！　待てフィジカ！」

　急いで追いかけようとすると、苛いら立だった行列が「順番を守れ！」と道を塞ふさいだ。

「す、すみません」

　謝しや罪ざいをしつつ考える。贈ぞう収しゆう賄わいは悪事といえ、急を要する罪でもない。あとでフィジカを捕つかまえて、たっぷり説教してやればいいだろう。

　それならいまは規則には従うべきだと、アッシュは生き真ま面じ目めに行列に並んだ。

　やがて教会の鐘かねが正午を伝えた頃ころ、ようやく検査の番が回ってくる。

　しかしきちんと順番を守ったはずなのに、アッシュは守衛にどやされた。

「巡じゆん礼れいご苦労さまです……って、あんた角つの守もりのくせに、なに律りち儀ぎに並んでるんですか！　害がい獣じゆう事じ件けんですよ！　早く教会へ出頭してください！」




　　　　　２




　アッシュは体中に緊きん張ちようをみなぎらせ、街を走っていた。

　──どこだ。害がい獣じゆうはどこにいる？

　門の外とは打って変わり、街の中は至し極ごく穏おだやかな雰ふん囲い気きだ。広場は人で賑にぎわっているし、昼の市も威い勢せいのいい物売りの掛かけ声ごえと、それをひやかす市民の笑いで溢あふれている。害がい獣じゆうは街の中に現れたわけではないのかもしれない。

　しかし性しよう分ぶんゆえに気を抜ぬかずに捜そう索さくしていると、やがて屋根に二等辺の三角を頂いた巨きよ大だいな建物が見えてきた。

　大きな街にはいくつも教会があるが、薬くす師しによる診しん療りよう、祝祭日の典礼、そして角つの守もりの事務手続きを行う大教会は五教区に一つしかない。この規模の建物は教区教会ではないはずだ。

　アッシュは素早く教会広場を突つっ切きり、大おお扉とびらを叩たたいた。

「はいはーい。持つべきものは友であり、またその数は少ない方がよいです。エイル教会にどのようなご用件ですかー？」

　日に焼けたシスターが元気よく扉とびらを開けてくれた。彼かの女じよが着ているのは古ぼけた茶色のローブで、胸にはちょこんと三角と手の模様が刺し繡しゆうされている。それは薬くす師しの象徴アイコンだったが、おそらくまだ見習いであるため、正式な修道服が支給されていないのだろう。

「角つの守もりのアッシュ・アルバーンと申します。害がい獣じゆう事じ件けんが起こったとうかがいました」

「そうなんですよー。いま角ク笛ラのリ騎オ士ン様がお見えになって、司教様とお話になっています」

「角ク笛ラのリ騎オ士ンが……？　大きな事件なのですか」

「いえいえ。角ク笛ラのリ騎オ士ン様は別の目的で巡じゆん礼れい中に立ち寄ったそうです。すぐに指示があると思いますので、それまでこちらでお待ちくださいなー」

　シスターに案内され、アッシュは施せ療りよう院いんの待合に座すわらされた。

　周囲の長なが椅い子すには顔色の悪い男女が座すわり、薬くす師しに呼ばれるのを待っている。まったくもっていつもの教会のいつもの光景だ。害がい獣じゆうが現れた街の空気ではない。

「黄おう疸だんが出てますねー。肝かん臓ぞうが悪いようです。とりあえず瀉しや血けつしましょー」

「うむ。あとは手当てで十分じゃろう。今日からしばらくは魚の肝きもを喰くうといい」

　戸が半分開いた治ち療りよう室しつから、そんな会話が聞こえてきた。

　見るともなしに目を向けると、ベッドに寝ねかされた男のそばで、先ほどのシスターと老いた薬くす師しが治ち療りようの準備をしている。

「じゃあ始めまーす。ちょっとチクッとしますよー」

　シスターが患かん者じやに告げ、足あし下もとの桶おけから黒々とした蛭ひるをつまみあげた。そうして男の腹にぺたりと貼はりつける。

「ササヤキン、イノリィ、エッシオ、ネッヂーロ……」

　患かん者じやに次々蛭ひるを吸いつかせるシスターの横では、老ろう薬くす師しが聖人の名を列挙しながら、手のひらを患かん者じやの胸や腹にあてがっていた。

　これがエイル神や、その使し徒との力を手に宿して行う癒いやしの奇き跡せき──「手当て」だ。

　一いつ般ぱん的てきに、病の大半は体から悪い血を抜ぬけば治ると言われている。施せ療りよう院いんは無料で治ち療りようを行うことになっているが、実際は喜き捨しやをしないものは健康と見なされる。それゆえ富めるものは教会に寄付をして蛭ひる吸すいと手当てを請こい、貧しきものは魔ま女じよから安価で薬草を買うか、広場の床とこ屋や医い師しに頼たのんで文字通り身を切るのだ。

　──いつ見ても、フィジカがやっている治ち療りようと全然違ちがう……。

　刃は物ものを用いて患かん畜ちくの体を切り開き、病びよう巣そうを特定して適切な処置を施ほどこす──。

　アッシュには何をしているのかさっぱりだが、フィジカが「手術」と呼ぶ特異な治ち療りようを受けた幻げん獣じゆうは、確かにみなが快方へ向かう。何より何度も死にかけたアッシュ自身が、フィジカの手にかかったおかげでいまもこうしてピンピンしている。

　フィジカの手術が最新の治ち療りよう法ほうであるとすれば、教会の薬くす師しが行っている手当ては川で水を浴びさせる最古のそれだ。やっていることがあまりにも違ちがうため、手当ての延長線上に手術があるとは想像しにくい。

　だからこそ、フィジカは同じ薬くす師しであるのに教会から異い端たん認にん定ていされているのだろう。

　薬くす師し事じ業ぎようにおける競合相手の魔ま女じよや錬れん金きん術じゆつ士したちとはまた違ちがう。教会にとっては、フィジカはそれこそ悪魔エルフのように度どし難がたい存在なのだ。

　──おまけに実際エルフなんだから、皮肉を通とおり越こしてもはや悲劇だよ。

　そう考えると、あの小こ癪しやくで小生意気な小こ娘むすめが健気けなげに思えてくる。

　フィジカはこの大陸の誰だれにも理解されていない。命がけで命を救っても、《悪い薬くす師し》の患かん畜ちくはみな幻げん獣じゆうだ。感かん謝しやも対価もないどころか、恩にも仇あだで報むくいてくる。

　にもかかわらず、フィジカが旅を続けているのは自分自身のためだ。先代の『フィジカ』である母クロカの契けい約やくを引ひき継つぎ、「あなたの娘むすめはもう立派にやっていけます」と独り立ちを証明する。そのためだけにフィジカは『フィジカ』をやっている。

　けれど、結果は違ちがう。小さな薬くす師しの小さな願いは、大いなる大陸の未み来らいを救っている。直接間接を問わず、フィジカが守った命の数は計り知れない。

　──僕ぼくは、ダメだな……。

　フィジカの境きよう遇ぐうに比べたら、少し思い通りにいかないだけでくよくよ悩なやむ自分は、本当に子供だと反省した。きっとフィジカだって百年の間に悩なやみや迷いはあっただろう。それに屈くつせずひたすら前に進んだからこそ、いまのフィジカがあるはずだ。

　フィジカが大人の姿であれば、アッシュはきちんと尊敬できたと思う。しかし見た目が子供であったために、嫉しつ妬とが先に出てしまった。それは自分の幼さの裏返しに他ならない。

　まだまだ「事実」で物事を判断してしまう自分の未熟さを恥じ、アッシュはエイル神の像に向かって深く頭を垂たれた。

「お待たせしましたー。司教様のお話が終わったようですので、どうぞこちらへー」

　アッシュが悔くい改あらためている間に、シスターは治ち療りようの手伝いを終えたらしい。このちっちゃなシスターときたら、まるで家いえ住ずみ妖よう精せいのブラウニーみたいにくるくるとよく働く。









　名めい称しよう：ブラウニー（別名：レプラホーン？）　危険度：低？　等級：八とか？

　褐かつ色しよくの肌はだに古ぼけた茶色の服。見た目は小さな子供くらい。働き者の妖よう精せいで、人が眠ねむっている間に掃そう除じや農作業を手伝ってくれる。お礼はミルク一杯ぱいでよいけれど、直接あげると自尊心が傷つく模様。部屋の隅すみに「こんがりマリット」と一いつ緒しよに置いておくとよい。

　束そく縛ばくを嫌きらうので、綺き麗れいな服を与あたえると家からいなくなってしまうので注意。











　ブラウニーは害がないからか、【ラズの書】には掲けい載さいされていない。というより、本来お伽話フエアリーテールのみに出てくる生き物だ。文書の内容は、「もしも自分で書くならこんな感じだろう」と想像してみた遊びだ。

　なので、もしも自分で書くならこんな感じだろうと考えてみた。

　アッシュは以前から知られざる幻げん獣じゆうの生態を【ラズの書】に追記していたが、最近は暇ひまを見つけて余白に未み掲けい載さいの幻げん獣じゆうを付記したりもしている。フィジカと見た真実を書き残したいという思いもあるけれど、たぶんこうした作業が本質的に好きなのだ。

　おかげで執しつ務む室しつをノックする前に、アッシュの緊きん張ちようはずいぶんほぐれていた。

「モイズが角つの守もり、アッシュ・アルバーンです。害がい獣じゆう事じ件けんとうかがい馳はせ参さんじました」

　入室をうながす声に応じてドアを開ける。

　室内にはお決まりのようにアーク材の机があり、金糸で刺し繡しゆうの施ほどこされた裾長衣ブリオーを着た恰かつ幅ぷくのよい説教師が着席していた。

　その手前には、アッシュに背を向けて女性が一人座すわっている。鎧よろいを着ているので、この人物が件くだんの角ク笛ラのリ騎オ士ンだろう。最近は女性の登用も増えていると聞く。

「いい折においでくださいました角つの守もり様。実は街中に害がい獣じゆうが出しゆつ没ぼつしましてな」

　言葉とは裏腹に、説教師は実ににこやかに笑っている。アッシュは思わず声を荒らげた。

「なぜ悠ゆう長ちように座すわっているのですか！　すぐに市民を避ひ難なんさせないと！」

「いえいえ。かの害がい獣じゆうは、すでにこちらの角ク笛ラのリ騎オ士ン様が退治してくださったのです」

　説教師が対面に座すわった女性に目を向ける。アッシュの位置からは編みこんだ金きん髪ぱつの後ろ姿しか見えないが、説教師と比べるとかなり背が高い。

　騎き士しが振ふり返かえる様子もないので、アッシュは粛しゆく々しゆくと非礼を詫わびた。

「……出すぎた発言をしてすみませんでした」

　肩かたからがくりと力が抜ぬける。街の平和が保たれたのは喜ばしい。しかし自分はまたも愛あい剣けんに仕事をさせる機会を失ったのだと、アッシュは目立たぬように唇くちびるを嚙かんだ。

「とんでもございません。いまも騎き士し様と嘆なげいていたのですよ。最近は民たみを守るという本分を忘れ、上じよう級きゆう聖せい職しよく者しやに取り入り出世を企たくらむ輩やからばかりだと」

　彼かれらにおもねるつもりはなかったが、出世の野望を見み透すかされたようできまりが悪い。

「ですから、アッシュ様のように心正しきお方であれば、騎き士し様は害がい獣じゆう討とう伐ばつの実じつ績せきを譲ゆずってもいいとおっしゃっています。害がい獣じゆうの遺体が川岸に放置されていますので、それを下流で処分していただければ、アッシュ様のお手て柄がらとして記き録ろくいたしましょう」

　いまだ一言も発していない角ク笛ラのリ騎オ士ンの背中を見る。女おんな騎き士しが何を考えているのか皆かい目もく見当がつかない。

「……お心こころ遣づかい感かん謝しやします。ですが、僕ぼくは出世のために角つの守もりになったわけではありません」

　アッシュにも欲はある。角ク笛ラのリ騎オ士ンになって故郷で待つ母に楽をさせたいと思っている。民たみを守った英えい雄ゆうの父を超こえたいと願っている。アッシュが角つの守もりを志こころざした理由は、人々の笑え顔がおを守りたいからだけではない。

　それでも、角つの守もりとしての矜きよう持じはある。それは騎き士しの未み来らいより遥はるかに尊いものだ。

「くっくっくっ……」

　ふと見ると女おんな騎き士しの肩かたが揺ゆれていた。その前で説教師も口を覆おおいつつ「なんと生き真ま面じ目めな」と目元をにやけさせている。

　何か試ためされているのかと思ったが、どうやら戯たわむれにからかわれていただけらしい。

「僕ぼくがお役に立てることはないようですね。失礼します！」

　憤ふん慨がいのままに執しつ務む室しつを出た。

　──青あお臭くさい奴やつと笑わば笑え。僕ぼくはアッシュ・アルバーン。角ク笛ラのリ騎オ士ンよりずっと英えい雄ゆうだった角つの守もり、《向こう見ずラツシユアレックス》の息子むすこだ！

　角つの守もりの証あかし、首から下げた銀のアミュレットを一度握にぎって執しつ務む室しつを振ふり返かえる。

「害がい獣じゆうの死体はきちんと処理します！　でも実じつ績せきには記き録ろくしていただかないで結構です！」

　勢いよくドアを閉めると、室内から「律りち儀ぎ！　律りち儀ぎ！」と、はばかりのない笑い声が聞こえてきた。

　生き真ま面じ目め律りち儀ぎで何が悪い。要領のよさで人が救えるか。与あたえられた騎き士しの身分なんてこっちから願い下げだ。

　そんな風に昂たかぶったアッシュを、回かい廊ろうにいたシスターが拍はく手しゆで迎むかえてくれた。

「角つの守もりさん、かっこよかったですよー。自尊心大事」

　報ほう酬しゆうより誇ほこりを選んだアッシュを讃たたえるシスターは、本当にブラウニーかもしれない。




　　　　　３




「……つまんない。袖そでの下した損した」

　一通り街の散策を終え、フィジカは恨うらめしい気分で平和な人混みを眺ながめた。

　入り口の厳げん重じゆうな警けい戒かいに反し、中央広場は人と物売り屋台で賑にぎわっている。

　街で何か事件が起こった、すわ金かね儲もうけの機会と、守衛に金まで渡わたしてきたのに、すっかり拍ひよう子し抜ぬけの気分だ。

「……」

　そんなわけで、いまのフィジカは目的もなく街をほっつき歩いている。

「……」

　ぼやぼやしながらうろうろしている。

「……」

　もたもたしながらぶらぶらしている。

「……」

　端たん的てきに言えば退たい屈くつしている。

「……」

　そして、退たい屈くつしている自分が解げせないでいる。

　ハーフエルフの素す性じようを隠かくして生きるフィジカは、いままでなるべく人目を避さけてきた。街に入って宿を取ったら、部屋から一歩も出ずに過ごしていた。しかしあの少年と行動をともにするようになり、市をぶらつく楽しみを覚えてしまった。

　アッシュが自分のパンケーキにかける蜂はち蜜みつを、フィジカに分けてくれたことが嬉うれしかった。

　アッシュがあんまりおいしそうに飲むので、試ためしに煮にビールを舐なめて目を回した。

　アッシュが焼きたての「こんがりマリット」にはアップルバターより先にイチジクジャムを塗ぬるべきだと主張したので、バター先乗せ派として徹てつ底てい的てきに論争した。

「あれ、お互たがいの方法で試食する頃ころには冷め切ってて、どっちも大差なかったっけ」

　思い返してふふっと笑う。そうしてはっと我に返る。

　これではまるで、アッシュがいないからつまらないみたいではないか。

　そんなことがあってたまるかと、フィジカは目に留まった屋台で銀ぎん魚ぎよ焼やきを買おうとする。

「ここで食べていくかね？　おっと、残念だがお金が足りないようだな」

　いつの頃ころからかアッシュが金の管理をするようになり、フィジカは毎日銅貨一枚のお小こ遣づかいしかもらえなくなっていた。へそくりの銀貨は先ほど守衛に握にぎらせたため、もはやフィジカに買えるのは子供のおやつくらいしかない。

　渋しぶ々しぶ屋台で「こんがりマリット」を一つ買い、腹立ちまぎれに大口を開けて柄をかじる。

「まっず……何これ」

　こんがりマリットは、鍛か冶じ屋やの娘むすめが父をからかおうとして焼いたパンだ。鍛か冶じ屋やが仕事をしようと熱い鉄を打ったところ、なぜか手元からこんがりいい匂においがする。よく見れば握にぎった槌つちがパンだった。怒おこった鍛か冶じ屋やはパンでできた槌つちもろとも、娘むすめのマリットを炉ろの中に放ほうり込こんでしまったとさ──。

　親の仕事を邪じや魔まする子供は、みんなこの話を聞かされて大人になるらしい。アッシュから教わったこの残ざん酷こくな逸いつ話わも、金かな槌づち型がたの素そ朴ぼくなパンも、フィジカは結構気に入っている。

　しかしいま食べたマリットは、アップルバターもイチジクジャムもついてこなかった。おまけに生き地じがぼそぼそと粉っぽいばかりか、中にはゆで卵が入っていた。いったい店主は何を考えてこんな余計なことをしたのか。おかげで口の中の水分がすべて失われた。

「なんなの！　どいつもこいつも！」

　フィジカはパサパサしながらぷんすかしていた。それもこれも、すべてアッシュが悪い。

　角つの守もりだ異い端たん者しやだという互たがいの関係はどうでもいい。少年がにっくきエイル教会の犬であることもこの際よしとしよう。

　最近とみに思うのは、アッシュは自分が命を救われたという事実を忘れているのではないかということだ。

　あの少年は言うに事欠き、命の恩人であるフィジカを『おばあちゃん』扱あつかいしたのだ。たかだか剣けんにパンツを干されただけのことを根に持って、「立てばわくわく、座すわればきゅぴん、歩く姿はフィジかわいい」とまで言われたこの美少女を、よりにもよって老女と蔑さげすんだのだ。犬の分際で飼い主への恩を忘れるなど、万ばん死しどころか億死、兆死に値あたいする。

　確かに、フィジカもアッシュに命を救われてはいる。

　冬の洞どう窟くつでくずれの異い端たん者しやに襲おそわれた時、アッシュ──もといアシュリーがくるのが一分遅おそければ、フィジカは自ら命を絶っていただろう。そのことにはもちろん感かん謝しやしている。

　けれど、こっちはきちんと「ご褒ほう美び」をあげているのだ。

　──そう、ご褒ほう美び！

　こんなかわいい女の子にキスされて嬉しくない人間はいない。なのにどういうわけか、アッシュはあの時のことを一いつ切さい口にしないのだ。

　最初は照れているのかと思ったが、別段フィジカのことを意い識しきしている素そ振ぶりもない。今日のように下げ僕ぼくの従順さがまるでない諍いさかいを考えると、もしかしたら本当に喜んでいなかったのかと不安になる。

　──私、そんなにおばあちゃんかな……。

　フィジカのように近きん縁えん種しゆの異い類るい婚こんによって生まれた生命は、外見上は概おおむね両親と同じ特とく徴ちようを持っている。しかし中身まで同じとは限らない。というより、どこかしら異常を抱かかえる方が圧あつ倒とう的てきだ。

　フィジカの場合、エルフであれば一気に背が伸のび始はじめる成長期の年ねん齢れいで、ぴたりと体の発育が止まってしまった。おかげで髪かみ色いろ以外に老化の症しよう状じようは見られない。肌はだなんてそこらの赤ちゃんにも負けないくらいぴちぴちだ。本音を言えばもう少し大人の体になりたかったが、これ以上贅ぜい沢たくを言えば世のマダムたちに嫉しつ妬との炎ほのおで焼かれるだろう。

　つまるところ、フィジカの肉体は決しておばあちゃんなどではない。ないったらない。

　ならば精神はどうだろうか。

　個人の自じ我がなどというものは、概おおむね二は十た歳ち前後で固まってしまう。あとは五十だろうが八十だろうが、そうそう変わるものではない。もちろん百二十二歳さいでもだ。

　確かにフィジカはアッシュよりも年上だが、精せい神しん年ねん齢れい的てきには二は十た歳ちちょっとのおねえさんくらいのつもりだ。それくらいなら十八の少年にだって許きよ容よう範はん囲いといえるはず──。

「……何考えてんの私」

　フィジカは頭を抱かかえた。なぜ自分が下げ僕ぼくに許容されなければならないのか。

　こんな風に心乱されるのも、フィジカがハーフエルフであるせいだ。

　昆こん虫ちゆうは言葉を持たない代わりに、数すう種しゆのフェロモンを分ぶん泌ぴつして同族との交信を行う。元来は寡か黙もくな種しゆであったエルフも虫に似ており、繁はん殖しよく期きである秋から冬にかけて、雄おすを誘ゆう引いんする性フェロモンを分ぶん泌ぴつする。フィジカはいままさに全身で求愛している時期だ。

　幸いフェロモンには選せん択たく性せいがあるため、人間たちには効果がない。そして対象となるエルフも既すでに絶ぜつ滅めつしている。結果的に、フィジカの求愛行動コーリングにはほぼ意味がない。

　だが半分人間であるがゆえ、自身で発情を意い識しきして体が疼うずくのが問題だ。昼行性であるためか、自律神経系が昂たかぶる夜は特にひどい。

　おかげであの少年に触ふれられただけで、体はびくんと反応してしまう。あんなに頼たよりない子供でも、フィジカの性は雄おすとみなしてしまうのだ。

　しかしフィジカは生しよう涯がい子孫を残さないと決めている。人とエルフの間の子──ありえない存在として「ヒポグリフ」と揶や揄ゆされるような子供は、自分の代で終わらせたい。

　けれどそれを拒こばむように、体は「生せい殖しよく可か能のう」を主張してくる──。

「ここは……？」

　無む意い識しきに人混みを避さけていたのだろうか。いつの間にかフィジカは街の外れにいた。

　すぐ目の前に門があるが、厳げん重じゆうに警けい備びされていた橋の方と違ちがって、見張り小屋には守衛もいない。門戸も開け放たれていて、向こう側に夕日を受けてきらきら輝かがやくモウ川が見える。

　都市の防衛としてはいささか不用心だが、おそらくこちらの門からは街かい道どうに出られないのだろう。このまま川沿いを歩いていっても、やがて別の川と合流して行き場がなくなるに違ちがいない。たぶん洗せん濯たく場ばとしてのみ活用される出入り口だ。

　ならちょうどいいと、フィジカは門をくぐった。ゆったり流れるモウ川のほとりで、しばらく火ほ照てった体と頭を冷やしたい。

「フィジカ、ここにいたんだ」

　川べりで腰こし掛かける場所を探していると、耳慣れた声に呼ばれた。

「あ……」

　振ふり返かえると、夕日に輝かがやく川面かわものような、きらきらとしたアッシュの笑え顔がおがそこにある。

「ごめん。待たせちゃったね」

「……は？　なんで私がキミを待たなきゃいけないわけ？　キミ最近ちょっと調子に乗りすぎじゃないの？　私に金貨六万枚の借金があるって忘れてない？　子供じゃないんだからお小こ遣づかい上げて！」

　この際だからと大小様々な不満をぶつけると、アッシュがまた犬の顔で笑った。

「ごめんごめん。僕ぼくには『やっときた』って顔に見えたからさ」

　虚きよを、衝つかれた。

「なっ、何言ってんの？　私がそんな顔するわけないでしょ！　これは『頭の固い角つの守もりが賄わい賂ろのことでお説教しにきた』ってしかめ面つらだから！」

「説教なんてしないよ。でも話したいことがあるから──あの辺りで少し休もうか」

　川のほとりに打ち上げられた流木を指し、アッシュが手を握にぎってくる。

「ちょっと！　さわんないでよスケベニンゲン！」

「フィジカの手、今日はずいぶんあったかいね」

「……なんなの？　私がいまどういう状態か知ってるでしょ！」

　しかしアッシュは笑って取り合わず、流木に腰こし掛かけて空いている隣となりをぽんと叩たたいた。

　何かおかしい。日ひ頃ごろの少年とは明らかに言動が異なる。

　断って立ち去ろうかとも考えた。しかし改まって『話したいことがある』などと言われるとどうも気になる。最近の恩知らずな態度を反省したというなら聞いてやらないこともない。市場で何か買ってくれたら許してやったっていい。何しろ喉のどがカラカラだ。さっさと街へ戻もどってアップルサイダーでも飲みつつ、少年にあのマリットを食べさせて笑おう。

　そうだそうしようとほくそ笑えみつつ、フィジカも流木に腰こし掛かけた。

　とはいえ不承不承の体ていを装よそおうのは忘れない。まずはうんと気だるげに伸のびをしてみせる。

「で、話って何？　私は暇ひまじゃないんだから早くして」

「僕ぼくは、フィジカのことが好きだよ」

　手のひらを前方に突つき出だした姿勢のまま、全身がぴきんと固まった。

　──ななな、何言ってんのこの子！

　だが、二は十た歳ちちょっとのおねえさんが動どう揺ようを悟さとられるわけにはいかない。

「……へ、へぇ。ようやく認める気になったんだ」

「うん。フィジカは自分のために旅をしているけれど、その結果はこの大陸に存在する多くの命を救っている。自分の楽しみを優ゆう先せんすることもなく、稼かせいだお金で薬を買って、それを幻げん獣じゆうたちに還かん元げんしている」

「……は？　いまさら何の話？」

「フィジカがしているのは本当にすごいことなんだよ。でも誰だれも君を褒ほめたりしない。どころか《悪い薬くす師し》と決めつけて弾だん圧あつする。君の真実を知っているのは、ずっとパナキアさんだけだった」

　話が見えない。口ゲンカではかなわないから褒ほめ殺ごろしでからかう算段か。

「フィジカ」

[image: ]

　川面かわもを見つめていたアッシュが、角度を変えてこちらに向き直る。

「自分でも気づいていないだろうけど、君はずっと誰だれかに褒ほめてほしかったんだよ。がんばってるね、えらいねって、優やさしく言ってほしかったんだ」

「……全然そんなこと思ってないけど」

「もう強がらなくていいよ。これからは、僕ぼくがずっとそばにいて君を褒ほめてあげる」

「ふわっ……ちょっと、やめて……」

　アッシュが手を伸のばして頰ほおに触ふれてきた。こちらの熱を冷ますような冷たい手。

「目、閉じて」

「なっ、何する気……？」

「わかってるくせに。フィジカがずっと欲ほしがってたご褒ほう美びだよ。パナキアさんはこのために僕ぼくを君の相手に選んだんだ」

　いつの間にか腰こしに回されていた手に、ぐっと体を引き寄せられた。

　主人を気き遣づかう犬のように優やさしい瞳ひとみが、いまフィジカの目の前にある──。

「ま、待て！　待て！　お座すわり！」

「もう座すわってるよ」

「ききき、キミは忘れたの？　私はおばあちゃんだよ？　いつでも杖つえを突ついているし、耳だってすっごく遠い。髪かみの毛けだってこんなに真っ白。なんてったって百歳さい超こえてるからね。唇くちびるはシワシワだし、口の中はパサパサだよ」

「僕ぼくが間ま違ちがってた。男女の間に歳としの差なんて関係ないんだ」

「関係あるから！　私どう見ても子供でしょ！　こんなちっちゃい子に手を出すとかキミ罪深すぎるよ！　世の紳しん士したちに嫉しつ妬との炎ほのおで焼かれ──きゃっ！」

　いきなり体が宙に浮ういた。軽々と腰こしを持ち上げられ、アッシュの膝ひざに跨またがるようにすとんと座すわらされる。

「僕ぼくの目に、何が見える？」

「な、何って……」

　どれだけ真実を見ても輝かがやきを失わない瞳ひとみには、フィジカが映っていた。

　どこまでも純じゆん粋すいで真まっ直すぐな少年の中に、フィジカが存在している。

「私……」

　クロカは母でありながらも、フィジカとの関係に一線を引いていた。女め神がみパナキアも肌はだの触ふれ合あいを好むくせに、フィジカとはどこか距きよ離りを置いて接してくる。

　だから、フィジカはこんな風に身も心も人と向き合ったことがない。

「フィジカの目には、僕ぼくが映っているよ」

　それはつまり、フィジカの中にもアッシュがいるということだろう。

　──でも、この旅が終わったら……。

　アッシュには角つの守もりという仕事がある。きらきらと目を輝かがやかせて語る夢がある。生き真ま面じ目めバカで要領も悪いけれど、十八歳さいの少年の旅は始まったばかりだ。

　フィジカの旅が終わったら、きっとアッシュとの関係も終わってしまう──。

「僕ぼくは、フィジカを癒いやしてあげたいんだ。君に潤うるおいをあげたいんだよ」

　もう体が耐たえられない。意志の力では拒こばめない。

　アッシュの背中へ両手を回すと、やすらぎが心を満たし始めた。
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「人間の……内ない臓ぞうですか？」

「人間の……内ない臓ぞうなのですよー」

　執しつ務む室しつ前でぱちぱちとアッシュを迎むかえてくれたシスターが、事件の詳しよう細さいを教えてくれた。

　今日の朝、モウ川で銀ぎん魚ぎよを獲とっていた漁師が、水面に何かがぷかぷか浮ういているのを見つけたという。船を寄せて引き上げてみると、驚おどろいたことにそれは人間の内ない臓ぞうだった。

「平和な街に突とつ如じよ起こった猟りよう奇き殺さつ人じんに、関係者は色めき立ちましたー。ところがそこへ騎き士し様が颯さつ爽そうと現れて言ったのです。『東の市門を出た先で、害がい獣じゆうケルピーを討とう伐ばつしたよー』と」

　そんな軽い調子ではないだろうが、適当に話しを合わせて【ラズの書】をめくる。









　名めい称しよう：ケルピー（別名　水みず馬うま、タンギー）　危険度：中　等級：五

　湖こ畔はんや沼ぬま地ちに棲すまう馬の害がい獣じゆう。鰻うなぎに似た尾おを持つ。魅み力りよく的てきな人物の姿をとって現れ、見るものを惑まどわして水の中へ引ひきずり込こむ。駿しゆん馬めの姿で現れた際も、その背に人を跨またがらせてやはり水中へ駆かけ込こむ。いずれにせよ、ケルピーの獲え物ものは溺おぼれながらに骨まで喰くわれる。

　だが臓ぞう物もつだけは食べ残すので、ケルピーの仕し業わざとすぐにわかるだろう。











　なんとも残ざん虐ぎやくな害がい獣じゆうだ。内ない臓ぞうを食べないのは排はい泄せつ物ぶつや苦味を嫌きらってだろうか。

「角ク笛ラのリ騎オ士ン様はケルピーのあやかしをすぐに見破り、ばっさりと切り捨てましたー。おかげで事件はあっという間に解決したのです。あとは角つの守もりさんが害がい獣じゆうの死体を遠くに捨ててくだされば、街はいつも通りですよー」

「待ってくださいシスター。被ひ害がい者しやの特定は済んでいるんですか？」

「終わってませんけど、別にいいかなーと」

　耳を疑ったが、その後に続く言葉を聞いて合点がいく。

「川のほとりに被ひ害がい者しやの遺留品があったのです。革かわ表びよう紙しに五ご芒ぼう星せいが装身された本とか、瓶びんに入った妖あやしげな粉末とかー」

「つまり……被ひ害がい者しやは魔ま女じよだった可能性が高いということですか？」

「ですよー。審しん問もんの手間が省けて司教様もお喜びなのです。ばっちい内ない臓ぞうも全部焼いちゃいましたー」

　エイル教会に所属するものとして、シスターが言っていることは何らおかしくない。異い端たん者しやはあくまで異い端たん者しやだ。彼かれらを人として扱あつかわないことは、異い端たん行こう為いの抑よく制せいにも繫つながる。

　きっと事件は公おおやけにされないどころか、なかったものとして処理されるだろう。門の警けい備びが厳きびしかったのは、おそらく「害がい獣じゆう事じ件けん」とは関係ない。あれは異い端たん者しやを新たに侵しん入にゆうさせないための予よ防ぼう措そ置ちだ。

「では角つの守もりさん、ケルピーの死体処理よろしくおねがいしますねー」

「……了りよう解かいしました」

　シスターがぱたぱたと忙いそがしそうに去っていく。

　アッシュは信しん仰こうを同じくするものの言葉に、違い和わ感かんを覚えることが増えていた。




「ここにもいない……。どこに行ったんだフィジカは」

　通りすがりの角ク笛ラのリ騎オ士ンのおかげで、事件は既すでに解決している。ケルピーの死体が放置された場所も、人の出入りが少ない市門だ。事後処理は後回しにしてもよいだろう。

　となるとアッシュが優ゆう先せんすべきは、異い端たん者しやフィジカの保ほ護ごになる。

　何せこの街には角ク笛ラのリ騎オ士ンがいるのだ。見つかれば異い端たん者しやは問答無用で拘こう束そくされ、一方的な裁きを受けるしかない。なるべく早くフィジカと合流し、早々に街を発たつ必要がある。

　だが、何軒けんか回った街の宿屋には、フィジカが立ち寄った形けい跡せきはなかった。

　いまは中央広場で目を光らせているが、やはり白いローブの少女は見当たらない。

「こっちの気も知らないで……。いったいどこをほっつき歩いているんだ」

　ぶつくさとこぼしつつ、性しよう分ぶんゆえにゴミ箱から溢あふれていた紙くずを片づける。

　こんな木の樽たる一つで、街のゴミがすべて回収できるわけないよと思う。人はみな家の窓から残飯や汚お物ぶつを放り捨てる。自分の家がきれいでありさえすればいいのだ。

「溢あふれるゴミを定期的に収集・焼しよう却きやく・清せい掃そうする役割があれば、病人はいまの半分になるってフィジカが言ってたっけ……」

　それは薬くす師し事じ業ぎようの減益に繫つながるため、おそらく教会は反発するだろう。だが身勝手な人々の衛えい生せい観かん念ねんを変えられるとすれば、それができるのもきっと教会だけだ。

　そんなことを考えつつゴミを拾っていると、周囲の子供が遊び気分で真ま似ねし始はじめた。

「ねえ坊ぼうや、このくらいの背の高さの、機き嫌げんの悪そうな女の子を見なかったかな」

　鳥とり打うち帽ぼうを被かぶった男の子に尋たずねてみると、白いローブを着た女の子が、まずいまずいと、こんがりマリットをかじりながら東の門へ歩いていったという。

「東の門……。ありがとう坊ぼうや。君にはきっとエイル様のご加か護ごがあるよ！」

　子供に礼を言い、アッシュは広場を走り出した。

　街にはぐるりを囲った石積みの壁かべに、合計で六ヶ所の門がある。東は角ク笛ラのリ騎オ士ンがケルピーを退治したという川べりへ出る門だ。嫌いやな予感がする。

　すぐに守衛のいない東門が見えた。その木戸は開け放たれている。

　門を駆かけ抜ぬけて川のほとりに出た。肩で息をしながらぐるぐると辺りを見回す。

　燃えるような夕焼けの下、ゆっくりと上下に揺ゆれている影かげが目に入った。

「……フィジカ？」

　光を遮さえぎって目を細める。ぽけらぽけらと揺ゆれながら川面かわもへ進んでいく影かげは、仔こ馬うまに跨またがったフィジカだった。その目はどこかとろんとしていて、愛いとおしそうに馬の首にすがりついている。

　ばしゃばしゃと川へ入っていく仔こ馬うまの尻しりには、ウナギのような尻しつ尾ぽが揺ゆれていた。

「フィジカ！　そいつはケルピーだ！　人を化ばかして水へ引ひきずり込こむ害がい獣じゆうだ！」

　叫さけび、剣けんを抜ぬき、走る。

　しかしフィジカは振ふり返かえらない。こちらの声がまるで届いていないようだ。おそらく【ラズの書】にあったように、理想的な人の姿で幻げん惑わくされているのだろう。

「気づけフィジカ！　僕ぼくだ！　アッシュだ！」

　アッシュも飛沫しぶきを上げて川へ入った。

　ざばざばと水を蹴けって進むが、腰こしの辺りまで浸つかると思うように進めない。

「目を覚ませ！　君が見ている相手は幻まぼろしだ！」

　前を行くケルピーが足を早めた。もう尻尾まで水に浸つかっている。

　こちらが何度呼んでもフィジカは応こたえない。あの小生意気で小こ癪しやくな小こ娘むすめが、まるで恋こいする乙女おとめのように、うっとりとケルピーの首に抱だきついている。

「くっ……！　ケルピーは角ク笛ラのリ騎オ士ンが討とう伐ばつしたんじゃなかったのか！」

　水の中を行くケルピーに、手負いの様子は見受けられない。ならば考えられるのは、騎き士しが噓うそをついているか──。

　その時、とぷんと音がしてケルピーの体が水中へ沈んだ。

「フィジカ！」

　アッシュは剣けんを投げ捨てた。川底を蹴けって頭から水へ飛とび込こむ。

　モウ川の水は濁にごりが強かった。まるで底が見通せない。折り悪く太陽も沈しずみかけている。

　いったん水面に顔を出すと、フィジカが沈しずんだ辺りに、ぶく、ぶく、と断続的に水すい泡ほうが浮うかんでいた。

　やがてあぶくの中に、ぷかりと何かが浮ういてくる。

「まさか……」

　それはアッシュが懸け念ねんした物ではなかった。フィジカがいつも羽は織おっていた母の形見。子供の体には微び妙みように袖そでが余る白いローブが、水面にゆらゆら揺ゆれている。

「噓うそだ……」

　食べ残された臓ぞう物もつでこそなかったが、それが意味するところはほとんど変わらない。

「……噓うそだ！　《悪い薬くす師し》が害がい獣じゆうに殺されるわけがない！」

　叫んで再び潜もぐろうとしたところ、またもや川底から何かが浮ういてきた。

　脳のう裏りに血ち塗まみれの胃袋や心しん臓ぞうがよぎる。

　今度こそ終わりかと、全身が川面かわもの泡あわに集中する──。

「ぷはっ」

　水に浮うかんで現れたのは、内ない臓ぞう一ひと揃そろいではなくフィジカ本人だった。

「なんなのキミ！　なんで牧羊犬みたいにあの子を追い立てるわけ？　せっかくもっと手前で倒たおれるようにエーテルの量計算したのに！　キミのおかげで私びしょびしょだよ！」

「よかった……無事だった……ぶはっ」

　緊きん張ちようの糸がぷつりと切れ、思わず沈しずみそうになる。

　それは結果的によいことだった。喜びで抱だきつけばまたフィジカの体を苦しめることになるし、ここが水中でなければ安あん堵どの涙なみだをばっちり見られていただろう。

「ちっともよくないよバカ！　早くその子連れて上がってきて！」

　フィジカに言われて水面を見ると、体をだらりと弛し緩かんさせた仔こ馬うまが浮ういていた。水にさらさら揺ゆれる鬣たてがみの間に、注射器が一本刺ささっている。

「フィジカ、ケルピーに幻げん惑わくされてたんじゃなかったの……？」

「されてたよ」

　自分だけさっさと水から上がろうとしていたフィジカが振ふり向むいた。なぜだか両手を腰こしに当て、じろりと怪あやしむ目つきでアッシュを見ている。何も悪いことなどしていないのに、妙みように気まずいのはなぜだろうか。

「と、とりあえず陸に上がって着き替がえよう。このままじゃ二人とも風か邪ぜ引くよ」

　全身ずぶ濡ぬれで下着まで透すけさせたフィジカから目をそらす。

「スケベニンゲン」

　その罵ば倒とうは不ふ思し議ぎと怒いかりの色がなく、飼い犬を「いい子グツボーイ」と褒ほめるような調子だった。




　パチンと爆はぜた炎ほのおの粉が、夕ゆう闇やみに舞まい上あがってぽつんと消える。

　フィジカが焚たき火びで体を温めている間に、アッシュはケルピーのそばへと近づいた。

　川辺に横たわった害がい獣じゆうは、いまはおとなしく眠ねむっている。

　フィジカの説明によると、ケルピーは死んだ母親──クロカの姿で現れたらしい。思わず抱だきついて甘あまえてしまったが、完全に幻げん惑わくされてしまう前に、どうにか相手の首筋にエーテルを打つことができたそうだ。この薬液は生物の体を弛し緩かんさせ、やがて眠ねむりに誘さそう効能を持つ。

　フィジカの計算では、ケルピーは水に潜もぐる前に入にゆう眠みんするはずだった。しかしアッシュが追いかけたことで仔こ馬うまは入じゆ水すいを急ぎ、その結果、こうして全員がフィジカいわく『潤うるおった』ということのようだ。

「キミ、その子を殺すの？」

　火の前で体に毛布を巻きつけながら、フィジカが静かに聞いてくる。

「……そうだね。僕ぼくは角つの守もりで、ケルピーは害がい獣じゆうだ」

「そう」

　それきりフィジカは何も言わなかった。

　アッシュも黙だまってケルピーを見下ろす。

　焚たき火びが燃え移ったように、空がめらめらと赤く染まっていく。

　目に染しみるような夕日の下で、アッシュは覚かく悟ごを決めて剣けんを抜ぬいた。

「一応言っておくよ。ケルピーは気き性しようが激はげしいけど、キミに似て信心深くて、キミと違ちがって頭のいい幻げん獣じゆう。その生態は蜘く蛛もに似ていて、縄なわ張ばりを自衛するために人を襲おそうことはあっても、わざわざ人里に赴おもむいたりはしない。おいしくない人間を食べるのも、『よみがえり』を恐れてるってだけ」

「でも現にケルピーはここにいる。街のすぐそばだ」

「この子はまだ仔こ馬うまだからね。迷子になったか、水に流されたんだよ。だから川を下って支流に戻もどしてあげれば、人に害を及およぼす危険はない」

　それは《摂理の担い手フイジカ》としてのフィジカの意見だ。きっと間ま違ちがってはいないし、できれば尊重したいと思う。しかし今回ばかりは賛成できない。

「……ごめんフィジカ。それでも僕ぼくはケルピーを殺さなければならない」

「別に謝あやまる必要ないよ。昔クロカが言ってた。『命の重みは文明度に比例する』って。本当なら虫も殺せないほど優やさしいキミが、子供の笑え顔がおが何より大好きなキミが、仕事だから危険のない仔こ馬うまの幻げん獣じゆうを殺さなければならない。いまはまだ、そういう時代だからね」

　これはこちらの情に訴うつたえる、《悪い薬くす師し》の策さく謀ぼうだ。害がい獣じゆうを討うとうとするアッシュをフィジカが否定しなかったのは、これが初めてではない。

　以前もアッシュは同じように謀はかられ、コカトリスの首を刎はねたつもりが、救命の一助を担になってしまったことがある。その時は最終的に正しいと思える結果だったが、今回だけは《白衣のペテン師》に言いくるめられるわけにはいかない。

「フィジカ、聞いてくれ。仔こ馬うまだろうと迷子だろうと、このケルピーは既すでに人を喰くい殺ころしているんだ。水に引ひきずり込こまれて骨まで喰くわれ、その上であざ笑うように内ない臓ぞうを吐はき捨すてられた人のことを思うと、僕ぼくはこの害がい獣じゆうを野放しにはできない」

　ケルピーに喰くい殺ころされた魔ま女じよは、魔ま女じよであるがゆえに亡なくなったことすら誰だれにも気づかれない。そんな風に生きた証あかしすら消されてしまう異い端たん者しやに対し、角つの守もりとしてアッシュができるのは、きちんと遺い恨こんを晴らしてやることだけだ。

「ちょっとキミ！　この子が既すでに人を食べてるっていつの話？」

　フィジカが血相を変えて胸むなぐらにつかみかかってきた。

　ぐわぐわと頭を揺ゆすられつつ、アッシュは今け朝さモウ川に人間の内ない臓ぞうが浮うかび上あがったこと、そして偶ぐう然ぜん街に立ち寄った角ク笛ラのリ騎オ士ンがケルピーを討とう伐ばつしたことを聞かせてやる。

「わかっただろう？　僕ぼくはいますぐケルピー退治して、君を安全な場所に避ひ難なんさせる必要があるんだ。だからおとなしく──って、どこ行くんだ！」

　フィジカがいきなり川下へ駆かけ出だした。慌あわてて後を追いかける。

「人の話を聞け！　君は異い端たん者しやなんだぞ。角ク笛ラのリ騎オ士ンに見つかったら終わりなんだ。お願いだから聞く耳を持ってく……れ？」

　水辺で屈かがんだフィジカに追いつくと、その前に一頭の馬が倒たおれていることに気づいた。

「こいつは……ケルピーじゃないか！」

　特とく徴ちよう的てきな尻しつ尾ぽを垂らした馬の体は、先ほどの仔こ馬うまよりも二回りは大きい。

　青みがかった灰色の首筋には、鋭するどく歪ゆがみのない刀傷が走っている。既すでに事切れているところを見ると、どうやらこちらが角ク笛ラのリ騎オ士ンが倒たおしたケルピーらしい。

「ケルピーは、二頭いたのか……」

「……絶対おかしい。ケルピーが親子揃そろって人里に現れるわけがない」

　フィジカが深刻な表情で倒たおれた馬を診みている。確かに二頭は同じ青灰色の毛け艶づやだ。

　だが親子だろうが他人だろうが関係ない。ケルピーは人を喰くった害がい獣じゆうだ。

「フィジカ、いいかげん諦あきらめてくれ。現にケルピーはここにいて二頭とも人を襲おそった。君じゃなければ無残に殺されていたかもしれないんだぞ」

「キミこそ耳の歯石をかっぽじってよく聞いて。仔こ馬うま一頭なら迷子の線もあった。でも二頭、それも親子が揃そろって人里に現れたなら、可能性は一つしかない」

　続くフィジカの一言は、アッシュの背中に戦せん慄りつを走らせた。

「ケルピーは、誰だれかに連れてこられたんだよ」




　　　　　５




　アッシュは身分と事情を明かし、銀ぎん魚ぎよ獲とりの漁師に曳ひき船ぶねを貸してくれと頼たのんだ。

「害がい獣じゆうの死体運びぃ？　……まあいいけど、あんまり汚よごさねぇでくだせぇよ、角つの守もりの旦だん那な」

　嫌いや々いやながらに漁師が貸してくれた曳ひき船ぶねは、彼かれらが閑かん漁りよう期きの荷運び仕事に用いる筏いかだだ。ケルピー「二頭」を載のせるにはやや小さいが、贅ぜい沢たくは言えない。

　そんな筏いかだを曳ひいて東の市門に戻もどってきたが、問題はここからだ。

　アッシュも体が資本の角つの守もりとはいえ、一人で馬二頭を船に載のせるほどの腕わん力りよくはない。先ほどの仔こ馬うまは水に浮ういていたのを押おしてきただけだが、持ち上げるとなると一苦労だろう。

　さてどうしようと腕うで組ぐみしていると、フィジカがいつもの調子で言い放つ。

「キミはさ、自分を『石橋を叩たたいて渡わたる慎しん重ちよう派は』だと思っているんだろうけど、実際は後先考えず行動する自じ己こ犠ぎ牲せいバカだからね。考える前に手を動かした方が早いよ」

　小こ馬ば鹿かにされてむっとしつつも、最近ちょっと自覚のあるアッシュだ。とはいえ人間が一人で馬を持ち上げるなんてできるわけ──。

「……できた。なんでだ」

　自分の怪かい力りきに首を傾かしげる。ケルピーは想像を絶する軽さだった。

　別に仔こ馬うまだからというわけではない。なんと表現したものか難しいが、馬体に比して軽いというより、もっと小さいものを抱かかえた手て応ごたえだった。

「ケルピーはこう見えて妖よう精せい目もくだからね。フェアリーと同じで、見た目の大きさが変化しても体重は変わらないんだよ」

　理り屈くつはさっぱりだが、「そういうもの」らしい。

　幻げん獣じゆうのことはいまだ理解の及およばないことだらけだと、フィジカですらも言う。ならばようやく彼かれらを観かん察さつすることを覚えた自分は、まず偏へん見けんを捨て、相手を「そういうもの」と受け入れることから始めるべきだ。最近のアッシュはそう考えている。

　仔こ馬うまの隣となりにやはり軽い親馬の死し骸がいを乗せると、仕上げに上からボロ布を被かぶせた。

「じゃあ、行こうか」

　水に浮うかべた筏いかだの曳ひき綱づなを握にぎり、フィジカと二人、川沿いを歩き始める。

　モウの流れは緩かん慢まんだった。川面かわもに映った月もほとんど揺ゆれていない。夜の川は朝とは別人のように無口で、フィジカも黙だまっているため静かな川下りだ。

　月夜に乗じて街を離はなれながら、アッシュは先ほどのやり取りを思い返す。

『ケルピーは、誰だれかに連れてこられたんだよ』

　この幻げん獣じゆうは加害者ではなく被ひ害がい者しやだと、フィジカは仔こ馬うまのケルピーを庇かばった。彼かれらが街で人を襲おそった事実より、そうせざるを得なかった理由の方が問題だと。

　本当に何者かがケルピーを街へ誘いざなったのなら、問題どころではなく大事件だ。

　しかしいまのところは憶おく測そくでしかない。フィジカは百と余年の《摂理の担い手フイジカ》の経験からそう判断しているだけだ。

　──でも、フィジカの経験は根こん拠きよに足る。それがいままで僕ぼくが見てきた真実だ。

　アッシュはそう思っている。思ってはいるが、世の中に絶対はありえない。幻げん獣じゆうたちが観かん察さつされた行動しか取らないなら、角つの守もりの仕事は半分で済むだろう。

　だからこうしてフィジカの意思を尊重しつつも、アッシュは決意していた。

　解放したケルピーがまた街に戻もどるようなことがあれば、その時はフィジカを押おし退のけてでも害がい獣じゆうを討とう伐ばつしようと──。

「あの支流の林で、ケルピーを放すから」

　立ち止まったフィジカが杖つえで指した方を見ると、巨きよ大だいなモウの流れから、ささやかに小川が分ぶん岐きしているのが見えた。モウ川は大陸を縦断しながらいくつもに枝分かれ、また別の流れを受け入れてもいる。「母なる流れ」という呼び名には、そうした意味も含ふくまれていた。

「あれは……雑木林だね」

　小川の先にはナラやクヌギの木が整然と並んでいる。察するに、かつての人じん魔ま戦せん争そうで焼けた森に、人々が時間をかけて植林した人工の自然だろう。より奥おくへ進めば、本来の森が広がっているはずだ。

「そういえば、この辺りの幻げん獣じゆうは支流に生息しているって、【ラズの書】に載のってたっけ。じゃあ、親馬の死体はこのまま本流に流そうか」

「は？　何のためにここまで苦労して運んできたと思ってるわけ？　二頭一いつ緒しよじゃなきゃ意味ないって言ったでしょ」

「苦労したのは僕ぼくだ！」

　言ってすぐ、大人気ないことを言ったと反省した。

「いや……別に楽をしたいわけじゃないんだよ。目覚めた仔こ馬うまが真っ先に見るのが自分の親の死体だなんて、ちょっとかわいそうだと思ったんだ」

　アッシュ自身は逆だった。父が谷底に落ちたという報しらせは、剣けんや手紙といった遺品を届けてくれた同どう僚りように聞かされている。父の遺体と対面していない分、その死を受け入れるのには時間がかかった。

　しかし小さかった妹が辛つらい現実と直面せずに済んだことは、よかったと思っている。

「キミ、『心』ってどこにあると思う？」

　なんの脈みやく絡らくもない問いかけに、アッシュは眉まゆをひそめた。

「私は脊せき髄ずいにあると思ってる。時々脳を無視するから」

　質問の意図は不明だが、その答えはとてもフィジカらしいと感じる。

「よくわからないけど……僕ぼくは心しん臓ぞうの辺りにあると思うよ。誰だれかが悲しい目に遭あっているのを見ると、胸むねの奥おくがぎゅっと締しめつけられるから」

「それなら、キミはケルピーと同じだね」

「同じ？　何が？」

「クロカが死んだ時、私は遺体にメスを入れた。死を受け入れられなかったわけじゃない。どこかに『心』が残ってないか探してみたんだよ」

　唐とう突とつな告白に反応できずにいると、フィジカが支流へ向かって歩き出す。

「でも、そんなものどこにもなかった。死んだ人間に心はない。死んじゃった相手が自分のことをどう思っていたかなんて、永遠に知ることができない」

　言葉は頭に入ってくる。だがフィジカが伝えようとしている「感覚」を、アッシュはつかみ取ることができない。

「だから、その仔こ馬うまには親が必要なんだよ。死んでいるからこそね」

　やはりその理り屈くつは腑ふに落とせなかった。もどかしさに曳ひき綱づなを握にぎり締しめる。

　ただ、フィジカは自身とケルピーを重ねているのだろうとは想像できた。

　フィジカはアッシュと違ちがい、親の死に直面している。それもたった一人の家族だ。もしもその死を肉眼で確かく認にんしていなかったら、フィジカは洞どう窟くつの仮宿でずっと母の帰りを待っていたかもしれない。一年、あるいは十年。その死を受け入れられずに。

　ケルピーもフィジカと同じ立場にいる。弱肉強食の世に生きる幻げん獣じゆうたちは、アッシュのように悠ゆう長ちように親の死を受け入れる時間がない。

　肉親の死を自ら確かく認にんするのは、彼かれらが生き延びるために必要な儀ぎ式しきなのだろう。『死んでいるからこそ親が必要』という感覚は、たぶん人間にはまだ理解できないのだ。

　だからアッシュは、「そういうもの」として受け入れることにした。

「フィジカは、偉えらいね」

「そうだよ私は偉えらくてかわいい奇き跡せきの美少女だよ……は？　何の話？」

　意味がわかっていないのに否定しないところがフィジカらしい。

「『いくらか勇気と知ち恵えがあれば、誰だれかの命を救うのは難しいことじゃない。俺おれにだって、おまえにだってできる』──角つの守もりだった父さんが、手紙で僕ぼくに遺のこしてくれた言葉だよ」

　その勇気と知ち恵えを得ることがいかに難しいかを、アッシュは角つの守もりになって痛感した。しかし父は謙けん遜そんしてそんな話を遺ゆい言ごんにしたためたわけではない。

「その後にはこう続くんだ。『本当に難しいのは命を育てることだ。炊すい事じに洗せん濯たく、繕つくろい物ものや子供の世話。日々の暮らしで母さんが当たり前のようにしていることは、決して当たり前なんかじゃない。そのことに感かん謝しやを忘れるな』……父さんは最後にそう教えてくれた」

　フィジカは怪け訝げんを露あらわにアッシュを見ている。「ひとまず話は聞いてやるが、説教が始まったら言い返してやるぞ」と言わんばかりだ。

「フィジカはこんなにちっちゃいのに、僕ぼくの父さんみたいにたくさんの命を救っている。誰だれにも見えないところで、母さんみたいに命を育てる手伝いをしている。それを知っているのは僕ぼくだけだ。だから、僕ぼくがちゃんと褒ほめてあげなきゃって思ったんだよ」

　人と関わらずに生きてきたフィジカは、他人からの純じゆん粋すいな善意に慣れていない。きっとこんな風に返してくるだろう。

『別にキミに褒ほめてほしくてやってるわけじゃないから！』

　子供っぽく照てれ隠かくしで怒おこるフィジカを空想し、アッシュは口元をほころばせた。

「……キミ、ちょっとそこ座すわって」

「え」

　予期していなかった反応に困こん惑わくする。フィジカの顔にはなぜか怒いかりがみなぎっていた。その目は「質問は一いつ切さい受けつけないから」とばかりに据すわっている。

　逆らえない威い圧あつを感じ、アッシュは即そく座ざに正座した。河原かわらの砂じや利りが痛い。

「認めたくないけどさ、私は心の底で誰だれかに感かん謝しやされたかったんだと思うよ。自分に一番都合のいい幻げん影えいを見せてくれるケルピーに言われちゃったんだから、それはもう事実。そこにキミが気づいたってのは素す晴ばらしいよ。進歩だよ。おねえさんちょっと感動したよ」

「フィジカ、酔よっ払ぱらってる……？」

「酔よってないよ！　むしろいますぐ飲みたいよ！　水分補給的な意味で！」

「あ、じゃあこれ。さっき街の広場でフィジカを探すついでに買っておいたんだ」

　荷に袋ぶくろからパイプワインを出して見せると、猛もう烈れつな勢いでひったくられた。

「キミはさ、ちう。こういうのは気が利きくくせにさ、ちう。どうして言葉に気を配れないのかな、ちう。ケンカしたから褒ほめてご機き嫌げんを取ろうって努力は認めるけど、女の子つかまえて『お母さんみたい』ってどういうこと？　おばあちゃんよりマシって言いたいわけ？」

「いや、決してそういうわけじゃ、ない、です、けど……」

　言葉の合間にパイプワインをすするフィジカの迫はく力りよくに、思わず体が萎い縮しゆくする。

「もっとこう、あるでしょ？　簡かん単たんにできて女の子が喜ぶことが」

「簡かん単たんにできて女の子が喜ぶこと」

「なんなの？　オウムガエルなの？　わかんないならお小こ遣づかいあげるから、ちょっと女の子のいるお店で遊んできなさい」

「いやそれは遠えん慮りよするけど……フィジカはそういうことをしてほしかったの？」

　手軽にできて女の子が喜ぶことと聞いて、アッシュが思おもい浮うかべるものは一つしかない。

「そういうことって……い、言っとくけど口じゃないからね！　ほっぺもキミにはまだ早いから！　跪ひざまずいて手ての甲こうとか、靴くつのつま先とか、そういう感じのアレだから！」

「じゃあ、させていただきます」

　正座の姿勢のまま、アッシュは身構えるフィジカのブーツに手を伸のばした。

　そうして、すりすりと表面の革かわを撫なでる。

「……何してんのキミ」

「何って、こうすると妹が喜んだから。靴くつのつま先ではなかったけど」

　ハーフエルフと人では色々違ちがうのだ。少々特とく殊しゆな嗜し好こうだと思ったが、そこに偏へん見けんを持ってはいけない。「そういうもの」と受け入れて、アッシュは真しん摯しな気持ちですりすりした。

「……それなら頭でいいよ、バカ」

　フィジカが顔に疲ひ労ろうを浮うかべ、深く深くため息をつく。

　お気に召めさなかったらしい。ならばとアッシュは立ち上がり、ぽん、ぽんと、二度軽く叩たたいてから銀色の頭を撫なでた。

　フィジカはされるがまま気持ちよさそうに、ふょいんふょいんと首を揺ゆらしている。

　しかし次し第だいに「あっ、あっ」と切なげな声を漏もらし始はじめ、みるみる頰ほおを赤く染めた。

「さっ、さわらないでって言ってるでしょスケベニンゲン！」

　潤うるんだ瞳ひとみできっと睨にらまれる。その小さな体がのっぴきらない状態であることを──おそらく二人ともが忘れていた。

「ご、ごめん。悪気はなかったんだよ」

「いいから早くどっかいって！」

　フィジカがはあはあと息を荒あらげながらブーツをすぽんと放り投げる。たぶんこのまま発情の疼うずきを発散させに走るのだろう。幸いすぐそばには、目立たず駆かけ回まわるのにうってつけの林もある。

　となるとアッシュはしばらくここで、ケルピーの番をすることになりそうだ。もちろん起きた仔こ馬うまに幻げん惑わくされないよう、少し離はなれた場所で。

　──頭を撫でるの、本当は嫌じゃなかったんだ。

　こっそり笑ってフィジカを見送り、筏いかだを近場の岩に舫もやった──時だった。

「動くな、《悪い薬くす師し》」

　凛りんと響ひびいた声に振ふり返かえる。

　雑木林に消えようとしていたフィジカの前に、一人の女が立たっていた。

　都市部で流行している、耳に被かぶせた金色の編あみ髪がみ。

　冷たい印象のする切れ長の目と、塩の結けつ晶しようのように白く輝かがやく肌はだ。

　好きか嫌きらいかは別として、誰だれが見ても美人と形容するであろう気品のある女性。しかし彼かの女じよが身に着けているのは、その美び貌ぼうにそぐわない「鎧よろい」だ。

「《悪い薬くす師し》、フィジカ・クロロッカ。貴様を異い端たん容よう疑ぎで拘こう束そくする」

　首元にかかった三角と剣けんを象かたどったアミュレットを掲かかげると、女は細身の剣けんをフィジカに突つきつけた。

　背の高さから言っても間ま違ちがいない。アッシュが執しつ務む室しつで見た後ろ姿の女おんな角ク笛ラのリ騎オ士ンだ。

「そんな、バカな……」

　予想していた最悪の事態だった。

　にもかかわらず、アッシュはフィジカの前に飛び出すことができずにいる。

「騎き士し様、騎き士し様、誤解でございます。私は異い端たんの者ではございません。私は羊を失った愚おろかな羊飼い。弟の糧かてを探して森をさまよう、憐あわれな旅人にございます」

　フィジカがその場で跪ひざまずき、「どうかお慈じ悲ひを」と胸の前で三角を切る。

「なるほど。必要とあらば神をも欺あざむく《白衣のペテン師》か。確かフィジカ・クロロッカにはそんな二つ名もあったな」

「……お人ひと違ちがいでございます。私の名はマリット。いまだ洗礼も受けていない、姓せいすら持たない卑いやしい身の娘むすめです」

　いまにも泣き出しそうな迫はく真しんの演技で、フィジカは女おんな騎き士しを見上げている。

「ふん。では菓か子しの名を持つ貴様に教えてやろう。仮に人ひと違ちがいであったとしても、貴様は私の目の前で二つの罪を犯おかしている」

　角ク笛ラのリ騎オ士ンはゆっくり川面かわもに近づいてゆき、筏いかだを覆おおっていたボロ布を剝はいだ。

「一つ。害がい獣じゆうを故意に延命させる行こう為いは、これを異い端たんと認にん定ていする」

　声と同時に、細身の剣けんがケルピーに振ふり下おろされた。

　耳をつんざくような馬のいななきが、雑木林に反はん響きようする。

　仔こ馬うまが吹ふき上あげた血しぶきが、アッシュの前にぼたぼたと降り注ぐ。

　女おんな騎き士しは再びフィジカの前へ赴おもむき、その喉のど元もとに剣けんを突つきつけた。

「二つ目は──」

　アッシュはようやく目の前の事実を受け入れ、角ク笛ラのリ騎オ士ンの名を叫さけぶ。

「やめろ……やめてくれ、ロッテ！」

「──我わが兄、アッシュ・アルバーンを拐かどわかした罪だ！」

　巡じゆん礼れいに出てからもずっと手紙のやり取りをしていた妹──。

　先日角つの守もりになったと報告してきたばかりのロッテが、いま角ク笛ラのリ騎オ士ンとしてフィジカに剣けんを振ふり下おろした。
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　猫ねこ、ネズミ、緑の中のフィジカ──。

　すばしっこい生き物を挙げろと言われたら、アッシュはそんな風に答える。

　猫ねこやネズミは言わずもがな、木々の生おい茂しげる場所にいるフィジカも相当に逃にげ足あしが早い。

　アッシュのような並の人間では、「森もりの民たみ」の血を引くハーフエルフを視界に捉とらえることすらままならなかった。

　だから、間かん一いつ髪ぱつでロッテの剣けんをかわし、雑木林へ逃にげ込こんだフィジカの判断は正しい。

　正しい──はずだった。

「異い端たん者しや風情ふぜいが、《見イえンなビいジ剣ブ士ル》の名を持つ私に勝てると思うか？」

　ロッテはまるで狩かりでも楽しむように、緑の中のフィジカを追おい詰つめている。

「なぜだ……？　ロッテ……？　なんで……？　どうして……？」

　アッシュは妹の姿を見て、困こん惑わくを通とおり越こして混乱していた。

　幼い頃ころを思い返しても、ロッテが運動を得意としていた記き憶おくはない。アッシュの妹には剣けんの才どころか、道みち端ばたの棒きれを拾って振ふるう腕わん白ぱくさすらなかった。

　それがいまや、ロッテは「ほら！　ほらぁ！」などと嗜し虐ぎやく的てきな笑えみを浮うかべ、フィジカのローブに無数の穴を開けている。

　体の成長も著いちじるしすぎた。

　アッシュが最後にロッテを見たのは、巡じゆん礼れいの旅に出る前だ。その頃ころから背は伸のびつつあったが、それでもロッテはフィジカとほとんど変わらぬ幼い少女だった。

　だがいまのロッテは、兄が思わず見み惚とれてしまうほどの女ぶりになっている。背の高さだってアッシュと変わらない。この一年で頭二つ分ほど伸のびたのではないだろうか。

　妹の変化はまだある。

　つい先日「角つの守もりになった」と手紙で報告を受けたばかりなのに、いまのロッテはアッシュの上官に当たる角ク笛ラのリ騎オ士ンだ。手紙の授受には時間差があるが、それでもせいぜい二、三ヶ月だろう。その間にいきなり出世するなど、いったい妹は何を成し得たのか。

「どうしたフィジカ・クロロッカ。もっと足あ搔がいた方がいいんじゃないか？　我わが兄をたらしこんだ《銀ぎん髪ぱつの小こ悪あく魔ま》は、楽には死ねないぞ」

　口調も兄の知っているそれとは違ちがう。ここまでくると、もはや別人ではないかと疑念を抱いだかずにいられない。

「本当にロッテなのか？　もしそうなら僕ぼくの話を聞いてくれ！　確かにフィジカは《悪い薬くす師し》で、《白衣のペテン師》で、《銀ぎん髪ぱつの小こ悪あく魔ま》だけど、悪人じゃないんだ！」

「うるさい！　お兄ちゃんは黙だまってて！」

　ロッテは兄を一いつ喝かつした。その声も口調も表情も、間ま違ちがいなくアッシュのよく知る妹だ。

「こっちはいいから、キミは自分の仕事をして！」

　林の中を駆かけながら、フィジカもアッシュを叱しつ咤たする。

　ロッテを止めることもできず、フィジカを守ることもできない。

　そしてそれを悔くやんでいる時間すら、いまのアッシュにはない。

「ダメだ……血が止まらない……」

　ロッテが斬きりつけたケルピーは、すぐに川岸に運び上げていた。血を吹ふき出だす首の傷に巻いた包帯は、既すでに白い部分が一箇か所しよもない。仔こ馬うまの害がい獣じゆうは、ひゅるる、ひゅるると、苦しげに呻うめきながら、人によく似た瞳ひとみで諦あきらめたようにアッシュを見ている。

「自分の死を、悟さとっているのか……？」

　ならいっそ楽にしてやるべきかと思う。フィジカの意見に従いはしたが、ケルピーが人を襲おそった事実が消えたわけではない。アッシュにはこの害がい獣じゆうを葬ほうむる大義と名分がある。角つの守もりの役目は人への脅きよう威いを退しりぞけることだ。

「……『すべては救えない』。僕ぼくは君を救ってやれない。だから……」

　聖ヒルダの教えを口にしながら、剣けんの握にぎりに手をかける。

　鞘さやの中で、刀身がかちゃりと鳴った。

　諦てい観かんしていた仔こ馬うまの目が、怯おびえたようにかっと見開く。

「……やめてくれ。そんな目で僕ぼくを見ないでくれ」

　ケルピーの目には感情が宿っていた。殺さないで、もっと生きたい、そんな子供の哀あい願がんが、アッシュの心に突つき刺ささる。

「くっ……。僕ぼくは角つの守もりなんだ……角つの守もり、なのに……」

　引ひき抜ぬいた剣けんを地面に突つき立たて、アッシュは己おのれの不ふ甲が斐いなさを呪のろった。

　勇んで角つの守もりになったのに、自分は父のように命を救うことも、母のように命を育てることもできない。フィジカのような信念もなく、守るべき妹はいつの間にか前を行っていた。

　それが使命であるというのに、怯おびえた仔こ馬うまを殺すことさえためらってしまう。

　何もかもが中ちゆう途と半はん端ぱで、成し得たことなど一つもない。

「僕ぼくは、なんのために角つの守もりになったんだ……」

　本当は理由なんてないのだと思う。何かをせねばという若さに衝つき動うごかされ、焦あせって村を飛び出しただけだ。

　だから、やれ角つの守もりだ《摂理の担い手フイジカ》の保ほ護ご者しやだと、その時々で都合よく立場を変える。

　手が届きそうな目標を夢と呼び、小さくまとまることを開き直る。

　何かを目指そうとしているだけで、それが何かもわからない。

　いまの自分は何者でもない。角つの守もりという肩かた書がきを持つだけの空っぽの人間だ。

　きっとこの先も、自分は何者にもなれない。父のようになれるはずなどない──。

　悩なやめ悩なやめ。大いに悩なやんでこそ旅というものじゃよ。

　ふいにそんな声が聞こえ、アッシュは辺りを見回した。

　しかし雑木林で争うフィジカとロッテ以外に人の気配はいない。人でないものもケルピーを除けば、離はなれた草むらでひょいと顔を出しているイタチだけだ。

　生きとし生けるものはみな、何かを求めて旅に出る。その探しものが見つかるのは、必ず旅が終わった時じゃ。旅の途と中ちゆうで立ち止まっても、そこには何もありゃあせん。

　しわがれた老人の声は、まるで頭の中に直接響ひびいてくるようだった。

　されど道に迷って引き返すことも、雨に降られて立ち止まることも、どちらも旅じゃよ。

　以前にも、アッシュはこんな経験をしたことがある。聖せい域いき『冬の洞どう窟くつ』で遭そう遇ぐうしたアースドラゴンは、龍脳ボルネオと呼ばれる第二脳を使ってこちらの意い識しきに語りかけてきた。

　おぬしは何者でもないのではなく、若者なんじゃよ。若者は道が正しくても迷うもんじゃ。そんな時は己おのれの方を見失うがよかろう。

「己おのれを見失う……？」

　自然と声の主に問い返していた。

　難しく考えるこたぁない。命は軽かろんずべきではない。しかし過度に重々しく考える必要もない。要はその時の自分にできることをすればよいのじゃ。どうせ正解は旅が終わるまでわかりゃせん。

　その言葉は、頭の中をふわふわと鳥のように舞まいながら、消えることなく脳の止まり木で羽を休めた。

『人生はやり直しがきかないんじゃなくて、やり直す意味がない。だから選せん択たくの失敗を悔くやむのではなく、選んだ答えを正解にする努力が必要』

　かつてフィジカが引用した誰だれかの言葉は、いまもアッシュの心に聖句のように残っている。

　声の主とフィジカが言ったことは、たぶん同じだ。

　いまのアッシュはケルピーに止とどめを刺さすことも、その命を救ってやることもできない。しかしそれを過度に重々しく考える必要もないのだ。できないものは仕方がない。

「……ありがとうございます。迷いが晴れました。あなたはもしや、聖フィヨトルの御み霊たまでいらっしゃるのでしょうか？」

　迷える信徒に道を示すのは、エイル神か聖人たちの御み霊たまだ。場ば所しよ柄がらを考えると、自分が聖フィヨトルのお告げを聞いたとしか思えない。

　懐なつかしい名じゃの。だがワシはフィヨトルではない。まあやつらと同じく、「先生」と呼ばれることは多いがの。

「先生、お導きありがとうございました！」

　名を知れなかったのは残念だが、いまのアッシュにはやるべきことがある。

「思い出せ。フィジカはいつもどうやって幻げん獣じゆうたちを診みていた？」

　アッシュにケルピーの命は救えない。それができるのはフィジカだ。しかしフィジカがケルピーを診みるまでの間、命を繫つなぎ止とめることはできる。

「とりあえず頭を高くだ。それから……首に血が流れないように胸の辺りに止血帯を」

　とにかく裂れつ傷しよう箇か所しよへの血流を止めることが先決だ。

　記き憶おくのフィジカを見よう見まねで処置を施ほどこすと、徐じよ々じよに溢あふれる血の量が減ってきた。

「よし。応急処置以外にもできることをやろう」

　転がっていたフィジカの鞄かばんを漁あさり、目盛りのついた腹巻きのようなものを取り出す。フィジカはいつもこれを使って、「血圧」と呼ばれる数値を読み取っていた。

「フィジカ！　いまケルピーの血圧は八十だ。段々下がってる。呼吸は……荒あらい」

　次いで仔こ馬うまの胸に耳を当て、その脈打ちを数える。十数える間におよそ九回の鼓こ動どう。

「脈みやく拍はく五十四！　……ロッテ、僕ぼくの話を聞いてくれ！」

　ケルピーの容体を見ながら、林に向かって叫さけぶ。

「フィジカは幻げん獣じゆうたちを救うことで、この大陸自体の命を繫つないでいるんだ。《悪い薬くす師し》は誰だれかを傷つけたりなんてしていない。僕ぼくだって何度も命を救われた！」

「お兄ちゃんはこの女に騙だまされてるの！　こういう女はね、純じゆん朴ぼくそうな青年を見つけると近づいてきて、まず子供っぽい言動で庇ひ護ご欲よくを煽あおる。そうして散々お金を貢みつがせてアゴで使っておきながら、男がちょっとでも踏ふみ込こもうとすると、『わたし、そんなつもりじゃなかった』なんて、さもこっちが不純みたいに言うんだよ。そうなったらもう死ぬまで搾しぼり取とられるだけ。いいかげん気づいてお兄ちゃん！」

　実にロッテらしい、生々しいたとえを用いた罵ば倒とうだった。

　しかし妹に言われるまでもなく、アッシュはフィジカがそういう少女だと知っている。他の誰だれより熟知している。だから騙だまされているわけではない。しかし反論の余地もない。

「フィジカ、血圧六十を切った！　脈みやく拍はくは上がってる！」

「死ね！　スケベニンゲンの妹！」

　アッシュが目盛りの数値を読み上げた途と端たん、フィジカが反はん撃げきに出た。

　いまロッテに向かって投げつけた細長い瓶びんは、おそらくトウガラシから抽ちゆう出しゆつした目め潰つぶしの薬液だろう。あれを嗅かぐと相当な時間涙なみだが止まらなくなる。

「貴様が死ね！　兄の『ぽふぽふ』は私だけのものだ！」

　ロッテは瓶びんを避さけるでも叩たたき落おとすでもなく、空中でつかんでフィジカに投げ返した。

「【レインシェルター】、【アンチドーテ】」

　フィジカが手にした歩あるき杖づえが、みるみるうちにその姿を「傘かさ」に変える。

　パリンと割れた瓶びんから溢あふれた薬液は、これまた杖つえから噴ふん霧むされた気体で覆おおわれた。

　あの奇き妙みような歩あるき杖づえ──アスクレピオスは、フィジカの呼びかけで様々な姿に変形し、種しゆ々しゆの効果を引き出すことができる。たぶんフィジカは「消毒」の命令でトウガラシの薬液を中和したのだろう。

「終わりだな、《悪い薬くす師し》。貴様の罪はその魂たましいで浄じよう化かするがいい」

　太いブナの幹に追おい詰つめられたフィジカに、ロッテが剣けんを突つきつけた。

「ロッテ、僕ぼくは騙だまされてなんていない！　頼たのむから説明させてくれ！」

「お兄ちゃんこそロッテを信じて──っ！」

　ロッテが剣けんを振ふり上あげた瞬しゆん間かん、その足あし下もとでちょろりと何かが動いた。

　フィジカが素す早ばやく屈かがみ込こみ、その何かをつまみあげる。

「剣けんを降ろして、スケベニンゲンの妹。さもないとこの子の命はないよ」

　ゆっくり立ち上がったフィジカは、左手でイタチのような生き物の首根をつまんでいた。右手は手術の際に用いる「メス」を握にぎり、ふさりと毛の生えた腹にあてがっている。

「やってみればいい。そんな小動物がどうなろうと私の知ったことではない」

　ロッテが鼻であしらうと、フィジカも負けじとせせら笑った。

「キミ、わかってないね。この子はカーバンクル。キミたちエイル教会が、ありがたーい生き物として保ほ護ごしてる『聖せい獣じゆう』だよ」

「なんだって……！」

　アッシュはその場で【ラズの書】をめくった。









　名めい称しよう：カーバンクル（別名：森の預よ言げん者しや）

　よき隣りん人じんにエイル神の声を伝える聖せい獣じゆう。朝には五本足、昼には二本足、夕べには三本足の姿を取る。顔の中央に二つの瞳ひとみがあり、額ひたいには熱した鉄の如ごとくに紅あかい第三の目を持つ。鼬いたちのように目にも留まらぬ早さで走り、人のように他者の死を嘆なげく。

　悟さとりを求めんとするものは、いずれその姿を目にするだろう。











　相変わらず『朝には』のくだりは意味不明だ。しかしフィジカの手元でぷらぷらと揺ゆれるイタチには、確かに額ひたいに燃える石炭のような輝かがやきがある。

　あのイタチが本当にカーバンクルであれば、角つの守もりであるアッシュはもちろん、ロッテもフィジカの言う通りにせざるを得ない。

　だがおそらくは、《白衣のペテン師》得意の虚きよ説せつだろう。エイル神の使いである聖せい獣じゆうが、あんなとぼけた顔をしているわけがない。

「くっ……卑ひ怯きような！」

　ロッテが悔くやしげに歯を剝むき出だし──すぐにくつくつと笑い始めた。

「……なんて言うと思ったか？　言っただろう。やってみればいいと。カーバンクルの額ひたいの紅石ルビーは、手にしたものに幸運をもたらすと言われている。それはユニコーンの角つのと同じく、教会の大事な収入源だ。だから聖せい獣じゆうの姿は【ラズの書】にも曖あい昧まいに記き載さいされている。貴様がカーバンクルを殺すというなら、手間が省けて感かん謝しやしたいくらいだ」

「なんだって……！」

　アッシュが再び驚きよう愕がくすると、ロッテが兄を叱しかる妹の顔になった。

「お兄ちゃんが家を出る前に言ったでしょ！　教会はコネと政治、そしてお金がものを言う世界だって。ロッテがこんなに早く角ク笛ラのリ騎オ士ンになれた理由を少しは察してよ！」

　エイル教会という組そ織しきの真実を把は握あくしているから、ロッテはこれほど早く角ク笛ラのリ騎オ士ンになれたのだろうか。だとしたら──。

「ロッテは……聖せい獣じゆうを殺して角ク笛ラのリ騎オ士ンになったのか？」

「それは『角つの折おり』の仕事。ロッテは巡じゆん礼れいで知った聖せい獣じゆうの所在を連れん絡らくするだけ。お兄ちゃん、ほんとになんにも知らないんだから！」

　かつて、守るべきユニコーンの角つのを折ろうとしていた老ろう角つの守もりに会ったことがある。おそらくあの老人が角つの折おりと呼ばれる存在なのだろう。教会は保ほ護ごという名目で聖せい獣じゆうを指定し、その裏ではやはり高値で取引される素材を独どく占せんしていたのだ。

　兄きよう妹だいのやり取りを見て旗色の悪さを感じたのか、フィジカがチッと舌打ちする。

　同時に、アッシュの手元で計器の目盛りがカチッと左へ進んだ。

「フィジカ！　ケルピーの血圧が！　呼吸も荒あらくなってる！」

　小さきフィジカ。騎き士しの娘むすめはワシに任せろ。おまえさんはケルピーを救っておくれ。

　アッシュが叫さけぶと同時に、頭の中に「先生」の声が響ひびいた。

　フィジカが指でつまんでいたカーバンクルをぱっと離はなす。

　地面に落ちたイタチのような生き物は、意外やすっくと二本足で立ち上がった。正確に言えば尻しつ尾ぽでも体を支えているため、【ラズの書】の記述にあった「三本足」のように見える。

　騎き士しの娘むすめよ。《見イえンなビいジ剣ブ士ル》とはこういうのを言うんじゃよ。

　カーバンクルの姿がぱっと消えたかと思うと、次の瞬しゆん間かんすぐに現れた。

　そして──。

「貴様、何をし、た……」

　いきなりロッテが地面に倒たおれる。

「ロッテ！」

　案ずるな若者よ。おぬしの妹は眠ねむっておるだけじゃ。

　カーバンクルが短い手でちょんと指したロッテの腕うでに、ケルピーが首筋に打たれたのと同じフィジカの注射器が刺ささっていた。

　注射器はアッシュの傍かたわらの羊飼いの鞄シエパードバツグに入っている。ロッテがいるのは林の中だ。カーバンクルはいまほんの一いつ瞬しゆん消えた隙すきに、この距きよ離りを往復したというのだろうか。

「聴ちよう診しん器き！」

　駆かけ戻もどってきたフィジカに、体内の異音を探さぐる管を投なげ渡わたす。

　診しん察さつを始めたフィジカの横顔は芳かんばしくなかった。しばらくケルピーの体のあちこちに触ふれていたが、やがて《悪い薬くす師し》は首を振ふる。

「……キミ、この子を殺していいよ」

「何を……言ってるんだ？」

　信じられない思いでフィジカを見る。

「キミ、角ク笛ラのリ騎オ士ンになりたいんでしょ。この子に止とどめを刺させばお手て柄がらだよ」

「そんなことを聞いてるんじゃない！　なんで治ち療りようを始めないんだ！」

「もう手て遅おくれなんだよ！　失血が多すぎてどうしようもない！」

　悔くやしげに叫さけんだフィジカの目には、溢あふれんばかりの涙なみだが溜たまっていた。血が出そうなほどに嚙かんだ唇くちびるがぶるぶる震ふるえている。

「せっかく、命を繫つないでもらったのに……」

　フィジカは日ひ頃ごろから頻ひん繁ぱんに涙なみだを流す。しかしそれらはすべて噓うそ泣なきだ。こんな風に感情を剝むき出だして涙なみだする《悪い薬くす師し》を、アッシュはいままで見たことがない。

　──たぶん、初めてなんだ。

　救った命を目の前で殺されたり、見つけた時には手て遅おくれだった命の話は何度か聞かされたことがある。しかし人から託たくされた患かん畜ちくに何もできないという経験はないはずだ。

　フィジカはずっと一人で生きてきた。誰だれにも期待されたことなどなかった。

　だからいま、フィジカは初めて己おのれの無力を痛感しているのだ。

「……キミがやらないなら私がやる。重じゆう篤とくの患かん畜ちくを苦痛から解放してあげるのも、癒いやし系けい美少女の役目だからね」

　フィジカが太ももに巻いたベルトから薬くすり瓶びんを一本抜ぬいた。

「待つんだフィジカ。君はやれることを全部試ためしたのか？」

　瓶びんの栓せんを抜ぬこうとした細い手首をつかむ。

「ケルピーはまだ生きてる。まだ苦痛を受け入れることができる。楽にしてやるなんて格好かつこつけて、命を途中で放り出すな！　本当に《悪い薬くす師し》なら、最後まで患かん畜ちくを治ち療りようして、徹てつ底てい的てきに嫌きらわれろ！」

「……大変暑苦しいご意見をありがとう。でもキミにも教えたでしょ。失った血を戻もどすには輸血以外に方法がないんだよ。残された救いは安楽死だけ」

「だったら、親馬の死体から採血すればいい」

　アッシュは川面かわもに浮うかんでいる筏いかだを振ふり返かえった。

「そんなのとっくに考えた。ケルピーの死し体たい血けつ輸ゆ血けつが可能なのは、ギリギリ死後半日まで」

　時間の経過を思い返す。アッシュたちが街に到とう着ちやくしたのは正午の鐘かねが鳴った頃ころだ。漁師が内ない臓ぞうを見つけたのはおそらく朝で、ロッテが親馬を斬きりつけたのはその後になる。

「ダメだ……。月が出ているいまはもう、死後半日以上経過していることになる」

　諦あきらめかけたその時、頭の中で先生が言った。

　その親馬は、昼過ぎまで生きておったぞ。

「本当ですか先生！」

　うむ。ワシのところまで強い意い識しきが飛んできておったからの。ケルピーは『早く見つけてくれ』と言っておったわい。

　それならば、まだギリギリで輸血がうまくいく可能性はある。

「【ヒーリングワンド】、死し体たい血けつ輸ゆ血けつと同時に患かん部ぶの消毒及および縫ほう合ごうを開始。キミは親馬にドレーン繫つないで！」

　アスクレピオスの杖つえを仔こ馬うまにあてがい、フィジカが即座に術式を開始した。

　アッシュも指示を受けながら親馬と仔こ馬うまの間を往復する。

「仔こ馬うまが回復する可能性は万に一つ。キミもあまり期待しないで」

「それは残念。手術が成功したらお小遣い上げてあげようと思ったのに」

　上等だと言わんばかりに《悪い薬くす師し》がニィと笑った。
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「自分で言うのもなんだけど、奇き跡せきって起こるもんだね……」

　フィジカがぐったりした様子で、遠くにいる仔こ馬うまを見つめている。

　万に一つの可能性で命を取り留めたケルピーは、息を吹ふき返かえすどころか早くも立ち上がっていた。いまはアッシュたちから距きよ離りをおいた水辺で、親馬の亡骸なきがらに鼻をすり寄せている。

「そりゃあ起こるよ。だってここは『水の奇き跡せき』のモウ川なんだから」

　アッシュは笑いながら雑木林を振ふり返かえった。

　先生にエーテルを打たれたロッテは、一本だけ生えていたグミの木の根本で、いまもすやすや眠ねむっている。この再会こそがアッシュにとっては一番の奇き跡せきだ。妹に聞きたいことは色々あるが、事態に収しゆう拾しゆうがつくまでは起こさない方がいいだろう。

「それにしてもよかった。あの仔こ馬うまには『死んでいるからこそ親が必要』ってフィジカは言ってたけど、本当にその通りだったね」

　元々の目的は親の死を報じるためだったが、結果は供血で仔こ馬うまの命を救うものとなった。ここまで苦労して運んで本当によかったと、アッシュも晴れ晴れした気分になる。

「キミ、何か勘かん違ちがいしてるみたいだけど、親の死体が必要なのはこれからだよ」

　ひょっとして自ら埋まい葬そうでもするのだろうか。

　そんな興きよう味みを持って観かん察さつしていると、ケルピーは親の脇わき腹ばらに鼻をすりつけ──そのまま肉を喰くい千ち切ぎった。

「なっ……！　なんで、自分の親を……」

　異様な光景だった。本来草を食はむ馬という生き物が、同族の、それも自分の親の胴どうに鼻柱を突つっ込こみ、ねちゃねちゃと音を立てて内ない臓ぞうを喰くらっているのだ。

「そんな……。【ラズの書】にはケルピーは内ない臓ぞうを食べないって書いてあったのに……」

　アッシュが携たずさえているこの書物は、真実は書かれていないが噓うそも記されていない。それだけは信しん頼らいできる情報だったはずだ。

「言ったでしょ。ケルピーはキミと同じだって」

　どういうことかと尋たずねると、フィジカの話は思わぬ方へ転がった。

「エイル教会がこれだけ普ふ及きゆうしていても、遺体の埋まい葬そう方式は統一されてないでしょ」

「えっ……うん、そうだね。教会は費用の安い土ど葬そうを推すい奨しようしているけど、人の死し生せい観かんは異なるから火か葬そうを採用している地方も多い」

　ここで言う「死し生せい観かん」とは、神の教えよりもっと直接的に恐おそろしいものを指す。

　人が遺体を焼いて葬ほうむるのは、衛生面を考こう慮りよしているわけではない。誰だれもが一度や二度は想像してしまう、死者の「よみがえり」を恐おそれているためだ。

「まあ教会が土ど葬そうを推すい奨しようする真の理由は置いといて、火か葬そう派はの一部は遺骨を食べたりするでしょ。そこに人の『想おもい』が込こめられてるなんて言って。あれは遺体の焼しよう却きやくに意味を持たせる後づけの儀ぎ式しきだけど、一種しゆの共食いとも考えられる」

「共食いって……メスのカマキリがオスを食べるあれのこと？」

「そう。カマキリの場合は交こう尾び後のメスの栄養補給とか、単にオスの体がメスより小さいから捕ほ食しよく対たい象しようなだけだって考えられてる。共食いは種しゆの本能に反する行動だから、増えすぎた個体数の調整とか、優ゆう性せい種しゆの選別とか、それなりの意味がないとやらないわけ」

　同じ種しゆで食い合っていたら、繁はん殖しよく機き会かいが減っていくからだろう。それはわかるが、いま話しているのは、内ない臓ぞうを残すはずのケルピーが親馬のそれを喰くった理由だ。

「ケルピーの共食いは、人間の場合とよく似てるんだよ」

「それは……儀ぎ式しきということ？　それとも『よみがえり』を恐おそれて？」

「後者に近い前者だね。早い話が『信しん仰こう』だよ。あの子たちはキミと同じで、『心』──つまり個体の自じ我がが心しん臓ぞうを含ふくむ内ない臓ぞうにあるって信じてる。だから大切な相手の内ない臓ぞうを、ああやって大切に食べるわけ。たぶん『感情』みたいなものを求めてるんだろうね。『記き憶おく』を欲ほつしているなら脳を食べるはずだから」

　人は死に対して特別な感情を抱いだく。遺骨を食したり喪もに服したりと、日常的ではない行動を起こすことがある。これも以前フィジカが言っていたことだが、婚こん約やくの風習や貨か幣へいに対する執しゆう着ちやくという『人間らしさ』は、元々は動物が持っていた習性らしい。「死し生せい観かん」もまた、人が残している動物性ということかもしれない。

「じゃあ、ケルピーが襲おそった相手の内ない臓ぞうを食べ残すのって……」

「返してるんだよ。それを大切に食べるべき、本来の相手にね」

　ケルピーは自衛のために人を襲い、『よみがえり』を恐れて相手を喰くう。しかし死者や遺族に敬意を払はらい、一番大事な「心」は食べずに返す。

　それは死んだ魔ま女じよの存在を事件ごとなかったことにする教会よりも、よほど死者に対して誠実ではないだろうか。少なくとも、いまのアッシュにはそう感じられた。

「ま、内ない臓ぞうを食べたくらいで相手の気持ちがわかるなら苦労しないよ」

　フィジカは死んだ母を開腹したが、何もできなかったと言った。これほど冷静で賢さといフィジカですら、最後は藁わらにもすがるように母の内ない臓ぞうを探さぐり、愛情の有う無むを知ろうとした。

「結局は、自分の『心』の問題だからね」

　きっとケルピーにとっても、内ない臓ぞうを食べるのは儀ぎ式しきでしかないのだろう。そうすることが決別であり自立なのだ。それを人間の感覚で理解するなら、「自分の心は自分でわからない」と言ったところだろう。

　だから人は答えを求めて旅に出るのかもしれない。そこで出会った人々が、自分に自分の「心」を教えてくれると信じて。

　ならばフィジカに「心」を教えてやれるのは、ともに旅をしてきたアッシュ以外にない。

「僕ぼくは、フィジカの考えてることがわかるよ」

「……へぇ。聞いてあげるよ」

「君は今日、ずっと僕ぼくのことを意い識しきしていた」

「ちょっ、ちょっと何言ってんの？　まさかまた──」

　フィジカがケルピーの方を振ふり返かえって、「あれ？」と首を傾かしげる。

「輸血を始める前、フィジカは僕ぼくにケルピーを殺させようとした。君は僕ぼくに手て柄がらを立てさせようとしていた」

　フィジカの顔からすっと表情が消える。まるでガラスが曇くもるように目の輝かがやきが失うせた。

「自分でも気づいていないだろうけど、フィジカは僕ぼくに罪悪感があったんだよ。自分と一いつ緒しよにいると僕ぼくがいつまでたっても角ク笛ラのリ騎オ士ンになれないって、君は勝手に思おもい込こんでいたんだ」

「……私がそんなに優やさしい人間だと思う？　あの時はケルピーを救う方法がなかったから、気休めで言っただけだよ」

　アッシュは首を横に振ふる。

「街のそばでもフィジカは僕ぼくの行動を咎とがめようとしなかった。それに普ふ段だんのフィジカなら、真っ先に自分で親馬の死亡時刻を確かく認にんしたはずだよ」

「それは……ケルピーの場合、普ふ通つうの馬と体の構造が違ちがうから……」

　珍めずらしく口ごもったフィジカの前で、アッシュは地面に片かた膝ひざをついた。

「だから、僕ぼくはいまここで誓ちかう」

「な、何……？」

「エルフの血を引いているから人間に疎うとまれて。治ち療りようした患かん畜ちくたちにも好かれない。みんなのために頑がん張ばっているのに、フィジカは誰だれからも必要とされない」

　誰だれも真実を知らないから、フィジカはずっと孤こ独どくだった。

「でも、僕ぼくだけは最後まで君を嫌きらいにならないと約束する。フィジカの旅が終わるまで、何があっても僕ぼくは君の味方でいると、この剣けんにかけて誓ちかう」

　鞘さやごと剣けんを前方に差し出す。

「僕ぼくはフィジカに忠実じゃない。何かと言えばケンカばかりだ。それでも僕ぼくはすべてに誠実でいたいんだ。ケンカするのに後ろめたさなんて感じたくないんだよ。僕ぼくはいつでも真まっ直すぐに君と向き合いたい」

　フィジカが再びケルピーの方を向いた。その首がこちらに向き直らない。

「だからもう、救える命を見捨てるような真ま似ねはしないでくれ」

　その願いはアッシュの謝しや罪ざいでもあった。フィジカが無む意い識しきにそんな行動を取ったのは、アッシュの中でくすぶっている騎き士しへの未練を感じ取ったからに他ならない。

　フィジカの気持ちは嬉うれしかった。けれどアッシュは最後までフィジカに《摂理の担い手フイジカ》でいてほしいのだ。自分のために晩節を汚けがすようなことがあっては、いままで救ってきた命に申し訳が立たない。

　だから剣けんを差し出した。自尊心を守りたいわけではなく、純粋にフィジカにそうしてほしいと伝えるために。

「……っ！」

　やっと振ふり向むいてくれたフィジカの目から、ぼたぼたと涙なみだがこぼれ落ちる。

　胸に飛とび込こんできた泣き顔を、アッシュは黙だまって受け止めた。

「ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい……！」

　腕うでの中で泣きじゃくりながら、フィジカは何度も謝あやまった。

　その行動はらしくないように思えたけれど、いままで誰だれにも見せなかっただけで、これが本当のフィジカなのだと思う。きっとパナキアも知らない一面だ。

「私は、キミに謝あやまってるわけじゃないから」

「わかってるよ」

　フィジカが謝あやまっているのは過去の自分だ。カーバンクル先生も言っていた通り、どれだけ長く旅をしていても人は道に迷ってしまう。

「キミのことなんて、なんとも思ってないから」

「知ってるよ」

　フィジカの心は脳の命令を無視する。旅の終わりが近いという寂さびしさから、なんとも思っていないアッシュに妙みような情けをかけてしまっただけだ。

　自分の心は自分でわからない。フィジカが剣けんに下着を干したことも、アッシュがフィジカを老女扱あつかいしたことも、ずっと大きな迷いの一部に過ぎないのだ。

「フィジカが言った通り、僕ぼくは子供だった。でも、君のおかげで少し大人になれたよ。やむを得ないと判断した場合、僕ぼくの剣けんに洗せん濯たく物ものを干してもいい」

「バカ。スケベニンゲン。バカバカバカバカバカ」

　その後もしばらくバカバカバカバカ言われた。その数がおよそ一年分を超こえた頃ころ、頭の中に先生の声が響ひびく。

　若者よ、そろそろ街へ戻もどりたいんじゃないかね。

　足あし下もとでアッシュを見上げているのは、イタチのようなカーバンクルだ。このとぼけた顔の生き物が、自分に啓けい示じをくれた「先生」とはいまだに信じられない。

「はい。漁師に借りた曵き船を返して、それから教会に少し寄りたいと思っています」

　ケルピーの行動を見て、アッシュは失われた命に対して誠実であるとはどういうことか悟さとった。角つの守もりとして異い端たん者しやの死と向き合うなら、魔ま女じよの遺品と遺灰を入手し、彼かの女じよたちの郷さとがあるフィヨトル大たい樹じゆへ届けるべきだろう。

　ならそうするがよかろう。ワシがおれば女おな子ごら二人が争うこともあるまい。諸もろ々もろの積もる話は、若者が戻もどってからでよいじゃろ。

　先生のご厚こう意いに感かん謝しやし、アッシュは曵き船とともに街へ戻もどった。




　街を往復する間、道中で色々と考えた。

　ロッテにいったい何があったのか。

　ケルピーはなぜ錯さく乱らんして街へやってきたのか。

　先生はなぜここまで自分によくしてくれるのか。

　考えても詮せんないことばかりだが、どれもが頭から離はなれない。

　だが、一番気になる、というより気が重いのは、「これから」のことだ。

　アッシュはもうすぐ終わるフィジカの旅を見届けたい。

　しかし角ク笛ラのリ騎オ士ンたるロッテはそれを許さないだろう。既すでにおおよその事情を知っているようだったし、もはや何を言っても妹が聞き入れてくれるとは思えない。

　いっそ林に戻もどったら、すぐにフィジカを連れて旅立つべきだろうか。

　だがそれではロッテに対して不誠実だ。アッシュだってできれば妹との再会を喜びたい。

　しかし現在の状じよう況きようは、決してそれを許してはくれない──。

　葛かつ藤とうのままにアッシュが林へ戻もどると、その「状じよう況きよう」が一変していた。

「おかえり」

　川辺に腰こし掛かけていたフィジカが、これ以上ない邪じや悪あくな笑えみで出で迎むかえてくれた。

　その隣となりには、先ほどまでフィジカと命のやり取りをしていたロッテが、ギリギリと歯は嚙がみしながら座すわっている。

「ロッテ、体は大だい丈じよう夫ぶ？　エーテル薬で痺しびれてるところはない？」

「……平気」

　久しぶりに会ったというのに妹はやけにそっけない。というより、場の空気が明らかにおかしかった。

　二人の足あし下もとのカーバンクル先生も、どこか居い心ごこ地ち悪わるそうにアッシュを見上げている。

「二人とも、何かあったの？」

「あったよ。【震ふるえる杖つえ】」

　フィジカが握にぎったアスクレピオスに命じると、杖つえの先せん端たんがヴぃーんと音を鳴らして高速で震ふるえ始めた。

「ロッテ、肩かた」

「くっ……！」

　驚おどろいたことに、ロッテが振しん動どうする杖つえを受けとってフィジカの肩かたにあてがっている。

「キミがいない間に、私たちは仲よくなったんだよ。それこそ血を分けた姉し妹まいのようにね」

　なんという僥ぎよう倖こうだろうか。アッシュの気がかりは最もつとも理想的な形で解決した──なんて甘あまい話があるわけない。

　その証しよう拠こに、フィジカは《悪い薬くす師し》の顔でニタァと笑っている。ロッテの方は血を流さんばかりに拳こぶしを握にぎって悔くやしげだ。

「ほらロッテ、お兄ちゃんに何か言うことがあったんじゃないの？」

「くっ……！　気安く愛あい称しようで呼ぶな！」

「あれー？　おっかしいなー？　いま全然聞こえなかったなー。まさか私に逆らうようなこと言うわけないよねー？　ロッテ、いまなんて言ったの？」

　ロッテの顎あごを指で持ち上げ、フィジカがニヤニヤ笑っている。

「くっ……！　愛あい称しようで呼ばれて嬉うれしいと言ったのだ！」

　忌いま々いましげに吐はき捨すてた妹を見て、アッシュは確信せざるを得なかった。妹が《悪い薬くす師し》に脅きよう迫はくされているのは、もはや疑う余地もない。

「ロッテ、フィジカに何か弱みを握にぎられたのか？　僕ぼくのことなら屈くつする必要はない」

「お兄ちゃんのことなんてぜっんぜん関係ない！」

「フィジカ、卑ひ怯きようなことはやめるんだ。真実を知ればロッテもきっとわかってくれる」

「これが真実だよ。私たちは血を分けた姉し妹まいのように仲よくなった。ねえ、ロッテ？」

　ロッテは破は裂れつしそうなほどの血管を額ひたいに浮うかべ、頰ほおをひくつかせながらうなずいた。いまにも屈くつ辱じよくに耐たえかね、「くっ……殺せ！」などと言い出しかねない形相だ。

「ほらほらロッテ。さっきの話、早くお兄ちゃんに教えてあげて」

「……お兄ちゃん、ロッテもお兄ちゃんの巡じゆん礼れいに同行するから」

　いきなりの宣言に驚おどろくと、再びフィジカがしゃしゃり出てくる。

「ロッテ、大事なことが抜ぬけてる」

「くっ……！　絶対にフィジカを捕つかまえないって約束する」

「えー？　それだけじゃ、『私は捕つかまえないとは言ったが殺さないとも言ってない！』とか言ってばっさりやられそう。フィジカこわーい。インビジブルこわーい」

「くっ……！　私はフィジカを捕つかまえないし殺しもしない！　エイル神に誓ちかう！」

　すると、えー、ロッテはお兄ちゃんと違ちがって神を信じていないしーと、フィジカがまた難なん癖くせをつけ始めた。

　小さきフィジカよ。殺されかけた恨うらみはわかるが、その辺でやめておくんじゃの。もう夜も更ふけたし、はよう寝ね支じ度たくをせんと、明日の旅に差さし支つかえるぞい。

　二人の足あし下もとで先生が、ワシに免めんじてとばかりに尻しつ尾ぽをひょこひょこ振ふる。

　まだまだ妹と話し足りないが、どうも昔話に花を咲さかせる雰ふん囲い気きでもない。ロッテが巡じゆん礼れいに同行してくれるというなら、この先も話せる時間はあるはずだ。

「二人ともそうしよう。ちょうどここは野営向きだし」

　アッシュの一存で、めいめいが周辺で寝ね支じ度たくを整えた。

　──明日から、どうなるんだろう。

　毛布にくるまりながら目をやると、フィジカもロッテも既すでに寝ね息いきを立てていた。いい気なものというか、この先は案外楽しい旅になったりするのだろうかと思う。

　気がかりなことはいくつもある。けれど今日の一日で迷いが晴れた部分もあった。

　旅の終わりは近づいているが、きっと自分はまだまだ迷うだろう。

　しかしそれでいいと先生は言ってくれた。「答え」は旅が終わった時に見つかるものだと。

　──その時、僕ぼくは何者かになっているのかな。

　ささやかな空想に耽ふけりながら、アッシュの長い一日が終わる。

　おそらくこの数ヶ月で一番、深く心ここ地ちよい眠ねむりだった。







　■アッシュの更こう訂てい









　名めい称しよう：ケルピー（別名　水みず馬うま、タンギー）　危険度：中　等級：五

　性格は凶きよう暴ぼうだが、近づかなければ害はない幻げん獣じゆう。独自の死し生せい観かん──「心」は内ない臓ぞうに宿ると考えているため、襲おそった相手のそれを食べ残す。我々にできるのはその意味をきちんと理解し、死者を手厚く弔とむらうことだろう。

　ケルピーは、「心」を遺のこしてくれたのだ。

















　　　パナケイアブレイク５




　ロッテが夜よ更ふけにそっと起き出すと、兄もフィジカも眠ねむりこけていた。

　害がい獣じゆうのいない地域とはいえ、野宿でまったくの無む警けい戒かいとはあまりにのんき過ぎる。

「だからお兄ちゃんはいつまでたっても角ク笛ラのリ騎オ士ンになれないんだよ。エーテルとかいう薬で散々眠ねむらされたロッテが、いまさら寝ね入いるわけないでしょ」

　寝ねたふりから起き上がり、ロッテは眠ねむるフィジカにそっと近づいた。

　角つの守もりの訓練生時代、兄からの手紙に『フィジカ』という名が頻ひん出しゆつするようになり、ロッテは悶もだえ苦くるしんだ。真ま面じ目め以外に取とり柄えがないゆえ、兄は性しよう悪わる女おんなにたぶらかされたのだ。兄と二人で巡じゆん礼れいするために角つの守もりを目指したロッテにとって、これほど心乱れることはない。

　嫉しつ妬とを努力に変へん換かんし、賄わい賂ろや脅きよう迫はく、色いろ仕じ掛かけなど、あらゆる手段を用いたロッテは、訓練所始まって以来、最短期間で角つの守もりになった。類たぐいまれなる美び貌ぼうを活いかし、「男性信者獲かく得とくのために若く美しい女おんな騎き士しを象徴アイコンにすべき」と自分を売うり込こみ、角ク笛ラのリ騎オ士ンにまで昇しよう進しんした。

　そうして得た権力で調べたところ、フィジカは《悪い薬くす師し》の他、多くの悪名を持つ異い端たん者しやだとわかった。

　あのしちめんどくさいほどに頭の固い兄が、異い端たん者しやと行動をともにするなどありえない。たとえ弱みを握にぎられても、アッシュ・アルバーンは正義を貫つらぬく人だ。

　となると兄は《白衣のペテン師》によって巧こう妙みように騙だまされているのだろうか。

　いや、やはり当初の読み通り、《銀ぎん髪ぱつの小こ悪あく魔ま》に籠ろう絡らくされたのだろう。兄はバカ正直だがバカではない。しかし愛に生きてしまう人だ。

「本当に、情けないよお兄ちゃん……」

　そして今日、兄を狂くるわせた淫いん婦ぷのご面相はと見れば、驚おどろいたことに、フィジカは【ラズの書】の似顔絵通りの子供だった。異い端たん者しや目もく録ろくの情報は古いため、いまはもっと大人だろうと思っていたのに。こんな子供に手玉に取られるなど、兄は情けないを通とおり越こしてもはや罪深い。

　だが、それゆえフィジカを見み逃のがすこともやぶさかではなかった。

　兄はフィジカを『ロッテに似ている』と評したが、冗じよう談だんではない。それはあくまで少女時代の自分だ。ロッテはこの一年ですっかり女らしく成長している。広場で演説するだけで百人単位の信者を獲かく得とくできるし、実は王家の人間にも求きゆう婚こんされていた。もはや自分が女としてフィジカに負ける要素はない。力ずくで引ひき離はなすまでもなく、兄はロッテを旅連れに選ぶだろう。ならばわざわざフィジカを除き、子供好きの兄を悲しませる必要はない。

　兄と違ちがい、ロッテは正義を信条にしていなかった。異い端たん者しやとだって取引するし、必要とあらば聖せい域いきにだって侵入する。エイル神に対する信しん仰こうなど端はなから持もち併あわせていない。

　なぜならロッテが角つの守もりになった理由は、アルバーン家への恩返しだからだ。

　故郷を害がい獣じゆうに滅ほろぼされたロッテは、角つの守もりのアレックスに保ほ護ごされた。アレックスはそのまま養父となり、娘むすめを教会の洗せん礼れい桶おけに浸ひたして「シャーロット」という名まで与あたえてくれた。

　片やアッシュは兄として、過去の衝しよう撃げきで口を利きけなかったロッテを、実に十年笑わせようとし続けた。赤の他人でしかない孤児みなしごを、本当の妹として愛してくれた。

　そんなアルバーン親子に対し、ロッテは一生かけて恩を返したいと思っている。父の仇かたきである害がい獣じゆうを討うち、兄とともに巡じゆん礼れいの旅をする。そのためにロッテは角つの守もりを志こころざし、兄が家を出たその日から、血の滲にじむような鍛たん錬れんをしてきたのだ。努力家の兄を超こえる努力を。

「それを、貴様がすべてぶち壊こわしたのだ……！」

　ロッテは兄を取とり戻もどせればそれでよかった。なのにこの寝ね穢ぎたない性しよう悪わる女おんなは、妹の特権だった兄の頭ぽふぽふまでしてもらった挙句、ロッテの「秘密」を握にぎって脅おどしてきたのだ。

『このことをお兄ちゃんに知られたくなかったら、三つの約束を守ること。一つ、もう少しだけ私に旅を続けさせる。二つ、キミもその旅に同行する』

『……三つ目はなんだ？』

『その時がきたら言うよ。いまは守ってほしくない約束だからね』

　女同士の秘密を打ち明けたような顔でニヒッと笑い、フィジカはロッテを脅きよう迫はくした。

「角ク笛ラのリ騎オ士ンなら約束を反ほ故ごにしないと思ったか？　残念だが、エイル教会にそんな崇すう高こうな精神を持つものはいない」

　いまだくーすか眠ねむっているフィジカの前で、枢すう機き卿きようから賜たまわった剣けんを振ふり上あげる。

「フィジカ・クロロッカ。恨うらむなら、迂う闊かつに眠ねむった自分を恨うらむが、いひィ！」

　剣けんを振ふり下おろそうとした瞬しゆん間かん、何かが胸に触ふれて変な声が出た。

「……けしからん。ちょっとロッテちゃん、このおっぱいどういうこと？」

　背後からぼそぼそと女の声が聞こえる。視線を下げると、しなやかな両手が感かん触しよくを楽しむように、むにむにとロッテの胸を揉もんでいた。

「服はぱっつんぱっつんなのに、触さわったら柔やわらかいって何？　そもそも騎き士しのくせに胸当てしないとかなんなの？　『私の身み丈たけに合う鎧よろいがなくって～』って自じ虐ぎやく風ふう自じ慢まん？」

　しかも、揉もみながら怒おこっていた。

「乳ちち神がみ様にケンカ売るなんていい度胸だよねぇ。おねえさん呪のろっちゃうよ？　奥おく歯ばに挟はさまったもやしが三日間取れない呪のろいかけちゃうよ？」

「貴様は何を言っているんだ！　というか誰だれなん、あっ、ちょっと、こらっ、くはっ……いいかげん揉もむのをやめろぉっ！」

　胸にかかる腕うでを振ふりほどき、振ふり向むきざまに剣けんを向ける。

「貴女あなたは……！」

「やっぱり、ロッテちゃんはわたしのこと知ってるんだね～」

　一枚筒衣キトンを身に着けた女性が、にこにこと屈くつ託たくのない笑え顔がおでロッテを見ていた。
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　ミカにはたくさんの仲間がいる。

　この山にはいないけれど、少し羽ばたいて隣となりの峰みねまでいけば、両親や兄弟、それに同じワイバーンの仲間が大勢いる。ベンゲルクの谷にはアースドラゴンの知り合いもいるし、モウ川沿いの大森林には、みんなが『先生』と呼ぶちっちゃなカーバンクルもいる。

　けれど、インクポットにはいない。

　インクポットは人間のオスだ。いつでもトリカブトの花みたいな頭ず巾きんを被かぶっているので、顔はよく見えない。でもたぶん若いとミカは思っている。だってインクポットの腰こしは曲がっていないから。

　インクポットは一人ぼっちで山頂の小屋に住んでいる。

　そうして何をするでもなく、毎日じいっと暖だん炉ろの炎ほのおを見つめている。

　ミカが遊びにいくと一応は小屋から出てきて、翼つばさや尻しつ尾ぽについた雪を払はらってくれる。その後は小屋の前で火を熾おこし、固くてまずい三月ウサギの肉を焼いてくれる。

　肉に火が通るまでの間、インクポットはやっぱり炎ほのおを見つめるだけだ。ミカに何かを話してくれたりはしない。ミカはもう何ヶ月もこの山頂に通っているけれど、初めて会った時の『迷子か？』という言葉以外、インクポットの声を聞いたことがない。

　今日もインクポットは山小屋の前で、じいっと炎ほのおを見つめている。

　ミカは巨きよ大だいな雪よけ庇びさしの下で、そんな無口な人間のオスをぼんやり眺ながめていた。

　──インクポットは、寂さびしくないのかなあ。

　一度だけ、この山小屋にも人が訪ねてきたことがある。インクポットと同じ、トリカブトの頭ず巾きんを被かぶった人間だ。ミカが空から様子をうかがっていると、訪問者は『インクポット殿どのは拙せつ僧そうが守る』とか、『もう一度正しい書物にしたいのです』とか言っていた。

　ミカは喋しやべることはできないけれど、ちょっとだけ人間の言葉がわかる。訪問者は熱心で、インクポットに対して深い敬意を示していた。

　なのにこの火を見る人は、一言も口を聞かずに訪問者を追い返してしまったのだ。険しい雪山を登ってきてくれた客に、さよならさえ言わずに。

　でも、インクポットは決して意地悪な人間じゃない。

　ミカが吹雪ふぶきに巻まき込こまれて迷子になった時、インクポットは巣が見えるところまで案内してくれた。ワイバーンのミカをまるで怖こわがったりしなかった。

　以来遊びにくるようになったミカのために、こんなに大きな雪よけ庇びさしも作ってくれた。インクポットは偏へん屈くつだけれど、ミカには結構優やさしい。

　──インクポットは、どうすれば喜ぶのかなあ。

　ミカは迷子の時の恩返しをしたいとずっと思っている。けれどこの偏へん屈くつ人間は、ミカが仕留めた羊や牛を決して受け取ってくれない。

　せめて独り言でもつぶやいてくれれば、喜ぶことを類推もできる。しかしインクポットはただじっと火を見るだけなのだから、ミカはどうにも困ってしまう。

　──ほんと、変な人間。

　ため息まじりにその横顔を見つめていると、インクポットはアゴの無ぶ精しよう髭ひげを使ってじょりじょりと手ての甲こうを搔かいた。ミカの頭に閃せん光こうが走る。

　──ひらめいた！　インクポットにメスをあげよう！

　以前、大森林の「先生」が言っていたことがある。『オスなんて、メスがちょっとうなじを見せれば、だらしなく鼻の下を伸のばすもんじゃよ』と。

　インクポットは髭ひげが生えているからオスだ。きっと人間のメスを捕つかまえてくれば、あの無表情の鼻から下が、みょいーんと伸のびるに違ちがいない。見たい。すごく見たい。

　思うが早いか、ミカは雪山を飛び立った。

　どんな人間をあげればいいだろう？　太ったの？　瘦やせたの？　尻しつ尾ぽの長いの短いの？　違ちがうよ人間には尻しつ尾ぽがない。とにかく髭ひげが生えていなくて髪かみの長いのだ。

　モウ川を見下ろしながら北上すると、早さつ速そく集落が見えてきた。地上の人間たちがミカを指さし、「喰くわれるぞ！」なんておろおろしている。

　──バカだなあ。人間なんか食べないよ。三月ウサギより固くてまずいのに。

　ふふんとせせら笑いながら、ミカは連れて帰る人間のメスを見み繕つくろった。

　あれにしようと決めたのは、長い髪かみを背中の辺りで結ゆわえたちっこいやつだ。髭ひげも生えていないからたぶんメスだろう。腰こしも曲がってないからきっと若い。

　ミカは翼つばさを畳たたんで急降下し、地面すれすれで二本の足を伸のばした。

　がしっと握にぎった足の指に、確かな肉の手て応ごたえがある。

「ああ、エイル様……私はどうなっても構いません。どうか病気の母をお守りください……」

　メスはぶつぶつ何かをつぶやいていた。思っていたより活いきがよくて嬉うれしくなる。

　けれど気をつけなければならない。優やさしく扱あつかわないと人間の首はすぐ取れてしまうのだ。獲え物ものを生きたまま巣に持ち帰らなければ、ワイバーンは足なしワイアームとバカにされてしまう。

　その体を傷つけないよう、殺さないよう、ミカは足の力を加減した……つもりだったのに、なぜかメスはぐったりしてしまった。

　──だ、大だい丈じよう夫ぶ。ここから山小屋なんてひとっ飛びだから！

　足先は不器用だったが、ミカは飛ぶことだけなら誰だれにも負けない。

　ぐんと大きく羽ばたいて、雲を断たち切きり風になった。やっぱり早く飛ぶのは気持ちがいい。

　あっという間に山小屋が見えてきた。翼つばさを細く小さく縮ちぢめ、ぐいと大きく胸を張る。

　尻しつ尾ぽの方から地面に近づき、着地の寸前でつかんでいた獲え物ものを離はなす。

　ぐしゃりと雪に埋うもれた人間のメスは、ぴくりとも動かなかった。

　──い、生きてるよね？　ミカがあんまり飛ぶのがうまくて寝ねちゃっただけだよね？

　ミカがよねよね鳴いて騒さわいでいると、小屋の中からインクポットが出てきた。

　偏へん屈くつ人間は転がったメスを見てもやっぱり何も言わない。ミカはものすごくわくわくしていたのに、鼻の下もちっとも伸のびていない。

　インクポットは炎ほのおを見る目を一度ミカに向けると、メスを抱かかえて小屋に入っていった。

　──つまんない！　インクポットの鱗うろこなし！

　ミカは雪よけ庇びさしの下でむすっと鼻息を吹き、そのままぐうぐうとふて寝ねした。




　それからしばらくの間、件くだんのメスはインクポットと暮らしていた。

　ミカの姿を見るとびくびくしていたけれど、麓ふもとの川まで雪どけ水を汲くみにいったり、インクポットが育てている畑に暖だん炉ろの灰を撒まいたり、メスは小さいくせになかなかの働き者だ。

　インクポットは相変わらず一言も喋しやべらない。メスもおどおどするだけで口をきかない。ミカも別に鳴くこともないので、雪の山小屋はいつも静かだった。

　ところがある日、小屋の中からメスの甲かん高だかい悲鳴が聞こえてきた。

　ミカが庇ひさしの下でびっくりしていると、バタンと戸を開けてメスが飛び出してくる。

　メスは足をもつれさせながら必死に走り、うずくまるワイバーンには目もくれず、「お助けを！　エイル様！」なんて喚わめきながら、転がるように雪山を降りていった。

　──どしたんだろ。ケンカでもしたのかな……喋しやべらないのに？

　しばらくするとインクポットも小屋から出てくる。珍めずらしく頭に頭ず巾きんを被かぶっていない。

　初めて見た偏へん屈くつ人間の髪かみの毛けには、意外と白いものが混じっている。あとちょっと、いやずいぶんと耳が長い。なんだか角みたいだ。

　インクポットはまっすぐにミカの下へやってくると、驚おどろいたことに口を開いた。

「俺おれはエルフと呼ばれる種しゆだ。人間とは決して相あい容いれない。わかったか？　わかったら彼かの女じよを元いたところへ返してやれ」
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　ラニェリ連れん峰ぽうは、クロップス地方で一、二を争う標高の山々だ。

　その頂は修道士が頭ず巾きんを被かぶったようにすっぽり雪に覆おおわれているが、裾すそ野のはいまだマツのような針葉樹が青々としている。

　うむ。絶景かな絶景かな。

　陸と空のようにくっきり色調の分かれた山々を見て、アッシュの肩かたの上でイタチに似た生き物がうなった。

　この小動物の名前はカーバンクル。エイル教会が保ほ護ご指し定ていしている貴重な聖せい獣じゆうであり、アッシュのような教会所属の巡じゆん礼れい戦せん士し──「角守つのもり」が守るべき尊い存在だ。

　だからといって、こうして肩かたに乗せて一いつ緒しよに温泉に浸つかるというのは、ちょっと違ちがうかもしれない。

　湯に浸つかりながら連なる山脈を眺ながめる。この非日常こそ旅の醍だい醐ご味みじゃの。

　アッシュ一行の旅の目的地は、『フィヨトル大たい樹じゆ』と呼ばれるところだ。この大陸を縦断するモウ川を下っていけば、そう遠くないうちにたどり着く。

　しかし途と中ちゆうのラニェリ連れん峰ぽうに温泉があると知ると、アッシュの旅連れたちは団結して寄り道を訴うつたえてきた。それまでの不仲が噓うそのように、「温泉！」「入ろう！」と交こう互ごに律動的に。

　そんなわけで、アッシュは渋しぶ々しぶ湯の中に身を沈しずめている。

　まあ急ぐ旅路でもない。多少の遠回りも、先生の言う通り巡じゆん礼れいの醍だい醐ご味みだろう。

「でも、先生はほとんど湯に浸つかってませんね」

　そらそうじゃ。女おな子ごどもが入ってくる前に、のぼせるわけにはいかんからの。

　先生はアッシュの肩かたの上でくふくふと笑った。その見た目のかわいらしさにそぐわず、結構な牙きばが生えていらっしゃったので思わずドキリとする。

「あの、先生。素そ朴ぼくな疑問なんですけど」

　なんじゃい若者。

「先生は、つまりカーバンクルは……ドラゴンなのでしょうか？」

　先ほどから先生は、口を開けて声を発しているわけではない。人の頭の中に直接思念を送おくり込こんでいるのだ。こんな風に脳に直接語りかけてくる存在は、アッシュの知る限り神かドラゴン以外にない。

　そうじゃよ。正確には元ドラゴンじゃな。額ひたいのこれはいわゆる龍脳ボルネオじゃ。

　先生が短い手で指した額ひたいには、まるで第三の眼めのようにして紅石ルビーが埋うまっている。

　龍脳ボルネオは、ドラゴンが頭ず蓋がいの中に持つという宝石に似た第二の脳だ。この脳は本体が冬とう眠みんする間も覚かく醒せいしており、周囲にいる生物の意い識しきを読み取って語りかけることができる。以前出会ったアースドラゴンの友人「レニ」から、アッシュはそんな竜りゆう種しゆの生態を教わった。

「では、先生はドラゴンから進化した存在ということでしょうか？」

　進化というよりは変異じゃな。竜りゆう種しゆが千年生きると人になるという話があるじゃろ。あれは満まん更ざらおとぎ話ばなしでもない。

　先生が言うには、ドラゴンは体を環かん境きように適応変化させる過程で、ほとんど別の生き物といってもいいほどに姿を変えるらしい。おおよそは人型、そしてカーバンクルと段階を経るが、変異にかかる時間も含ふくめて、その辺りは個体差が大きいそうだ。

　ちなみにワシは取り立てて特とく徴ちようのない原げん種しゆのドラゴンじゃったよ。まあトカゲに毛の生えたような生き物じゃな。

　これで一つ謎なぞが解けた。

『朝には五本足、昼には二本足、夕べには三本足の姿を取る』

　角つの守もりの手引きである【ラズの書】には、カーバンクルの姿がそんな風に書かれていた。

　いまアッシュの肩かたに乗っている先生は、尻しつ尾ぽを含ふくめて三本の足で立っている。変異の年月を一日で表すなら、カーバンクルの姿である現在は「夜」だろう。そして生まれたばかりのドラゴンだった「朝」には、やはり尻しつ尾ぽを含ふくめて五本足ということになる。その途と中ちゆうの「昼」に人の姿を取るなら、その足は間ま違ちがいなく二本だ。

　やはり【ラズの書】に噓うそは書かれていない。というより、著者である聖ラーズグリーズはかなり幻げん獣じゆうの生体に詳くわしい人間だったと推察できる。真実をきちんと把は握あくしていなければ、それを隠いん蔽ぺいすることもまた不可能だ。

　それにしても……女おな子ごどもは遅おそいのう。

　先生がそわそわとアッシュの肩かたを往復する。その体はふさふさの毛で覆おおわれているが、内に見えるわずかな皮ひ膚ふには腹を引きずる生き物の片へん鱗りん──まさに鱗うろこがあった。

　トカゲの中には、擬ぎ態たいのために背中にウチワサボテンを生やすものや、コカトリスのように羽を持つものまでいる。『トカゲに毛の生えたような生き物』とはまさに言い得て妙みようだ。

「先生。竜りゆうから人型への変異には、何かコツがあるんでしょうか？」

　はて。なぜ人の子がそんなことを聞きたがる。

　問われてそのわけを話す。アッシュにはレニという竜りゆう種しゆの友がいて、彼かの女じよは人間になることを夢見ながら、水すい晶しよう鉱こう山ざんの奥おく深ふかくで眠ねむっているのだと。

　ふむ。まあ変異のコツもないではないが、まず最低条件として龍脳ボルネオを保持しておらねばならん。レッサードラゴン、たとえばワイバーンなんかは無理じゃよ。

　アッシュは湯に浸つかりつつ、常に携けい帯たいしている【ラズの書】をめくった。









　名めい称しよう：ワイバーン（別名　飛ひ竜りゆう、ワイアーム）　危険度：中　等級：四

　飛行に特化した劣れつ差さ竜りゆう種しゆ。蜥蜴とかげの体に蝙蝠こうもりの羽を与あたえたような外見。水辺に棲すまうものは足先にヒレがある。両足のない種しゆをワイアームと呼ぶことがあるが、ワイバーンとの違ちがいは足の有う無む以外にない。本書では同どう種しゆとして扱あつかう。

　ワイバーンは群れをなして人じん畜ちくを攫さらい、巣に持ち帰ってから分け合って喰くらう。

　柔やわらかい肉を好むため、家か畜ちくの牛馬に毒を仕し込こんだ後に巣を焼くとよい。











　あやつらは個ではなく種しゆとして生き残ることを選せん択たくしたからの。繁はん殖しよく性せいを高めるために、時間のかかる龍脳ボルネオの育成を放ほう棄きしてしまったんじゃ。

　似たような話を、幻げん獣じゆうの生態に詳くわしい連れに聞いたことがあった。進化というものは基本的に不要な機能を捨て去ることであり、新たに何かを獲かく得とくすることは稀まれであるらしい。

　その点、友人のレニは問題なかった。アースドラゴンは飛行能力こそ失ったが、立派に龍脳ボルネオを保持している。ワイバーンとはまさに逆の方向へ進化を遂とげた種しゆだ。

　あとは旅に出ることじゃの。己おのれの知見を深めれば、自分でも気づかぬうちに変わっていくもんじゃ。姿も、頭の中にある世界もな。

「そう……ですか。ありがとうございました」

　アースドラゴンほど巨きよ大だいな種しゆでは、旅に出ることもままならない。残念だがレニがこの大陸で生きていくには、いましばらく冬とう眠みんするしかないようだ。

　がっかりと落らく胆たんのため息をついた時、「おまたせ～」と華はなやいだ声が温泉に響ひびいた。

　アッシュは何の気なしに振ふり返かえり──すぐさまぶんと顔を背そむける。

「なっ、なんでみんな体を隠かくさないんですかっ！」

　湯に現れた女たちは、三人ともが手ぬぐいを持っていた。そのくせみなが頭に撒まいたり肩かたにかついだりで、要所を覆おおう仕事は湯気に任せきりでいる。

「だって妹だし」

　と、アッシュの妹にして上司のロッテが言った。

「キミには見られ慣れてるし」

　と、アッシュの旅連れである異い端たん者しやフィジカが言った。

「どっちかっていうと見られたいし～」

　と、アッシュとの関係性をいま一つ説明しにくい女め神がみパナキアが言った。

　一人であれば恥はじらいもあるのかもしれないが、三人寄れば姦かしましいというやつだろう。こうなると反論するだけ無む駄だになる。

　ところで若者よ。なぜワシまで顔を背そむけさせられておるのじゃ。

「当たり前じゃないですか。先生は過去に人間だったんですから」

　ワシはこう見えてメスじゃぞ？　なんならいますぐ姿を変えてもよいぞ？

「悲しくなる噓うそはやめてください」

　必死に首を捻ひねろうとする先生を押おさえていると、フィジカが呆あきれた声を出す。

「もうお湯に浸つかったからこっち向けば？　温泉で混浴なんて当たり前でしょ。はしたないなんて思ってるのキミだけだよ」

　警けい戒かいしつつちらと見ると、確かに裸ら婦ふの面々は温泉に身を沈しずめていた。

　とはいえ湯がほとんど濁にごっていないので、どうにも目のやり場に困る。アッシュだって男なのだ。健全な十八歳さいなのだ。そこには『はしたない』以前の問題がある。

　うむ、素す晴ばらしい。フィジカは器うつわが大きいの。胸は小さいが。

「まだ子供だからね。これから成長するんだよ」

　そんな皮肉は百年前から言われ慣れているとばかりに、フィジカは口先だけで答えた。

　──つまり、百年成長していないんだね……。

　何を隠かくそうフィジカは人とエルフの混血だ。長ちよう命めいなエルフの血を引いているため、こう見えて既すでに先生といい勝負の年ねん齢れいだったりする。

「大人の体に挟はさまれて居い心ごこ地ちが悪いのはわかるが、叶かなわぬ夢は諦あきらめた方がいいぞ」

　そんな悲しい真実を知らないロッテがフィジカと張り合い出す。この二人はとかくともかく仲が悪い。というより、通常ならば一いつ緒しよに風ふ呂ろに浸つかっていられる間あいだ柄がらではない。

　この大陸で、フィジカは《悪い薬くす師し》だ。

　薬くす師しの腕うでは確かだが、アッシュの歯に巣食った悪あく霊りようを取り除く時も、『痛かったら右手を上げてねー』なんて優やさしく言っておきつつ、実際手を上げても平然と無視する極ごく悪あく人にんだ。おまけに人に牙きば剝むく「害がい獣じゆう」までも治ち療りようするため、エイル教会から異い端たん者しやに認にん定ていされている。

　けれどもそれは「真実」の一面でしかない。フィジカの正体は、人、幻げん獣じゆう、自然──大陸のすべての命に調和をもたらす《摂理の担い手フイジカ》なのだ。

　しかしロッテはその真実を知らない。知ったところで聞き入れなどしない。

　ロッテは兄と同じく教会所属の人間であり、兄より位の高い角ク笛ラのリ騎オ士ンだ。フィジカのような異い端たん者しやを捕とらえるどころか、切り捨て葬ほうむる正義の使し徒とだ。

　そんな二人がいがみ合いつつも、こうして湯の中で肩かたを並べているのは、どうやらフィジカがロッテの弱みを握にぎっているためらしいけれど──。

「ねえお兄ちゃん。子供の頃ころからロッテはフィジカより全然胸大きかったよね？」

「いや、そんなこと聞かれても困るよ……。妹の体なんてまじまじ見ないし」

　噓うそではない。噓うそではないが、ロッテがこの一年で爆ばく発はつ的てきに成長したことはわかる。何せ自分の胸までもなかった身長が、あわや追おい越こされそうな勢いなのだ。

「へー、なるほどねー。思春期真まっ盛さかりで頭の中は常に女の裸はだかを見ることしか考えていない年とし頃ごろのキミにとって、当時の妹は女に値あたいしなかったわけだー。そのくせ子供みたいな私の裸はだかには興きよう味み津しん々しんで、偶ぐう然ぜんを装よそおってもう何度も覗のぞき見みてるのかー。ふっしぎー」

　フィジカはなぜか勝かち誇ほこるようにロッテを見下した。

「そうなの、お兄ちゃん……？」

　そして妹は罪深いものを見る目を兄に向けてくる。

　フィジカの話は前提からしてひどい偏へん見けんだし、結果も巧こう妙みように捏ねつ造ぞうされている。しかし途と中ちゆうだけは正しいのが困りものだ。妹を一人の女性として見るなど、エイル教徒にとっては禁きん忌き中の禁きん忌きだ。いままでロッテに情欲を向けたことなどない。

　ではフィジカにはあるのかと言えば、それは不ふ可か抗こう力りよくというか、健全の証明というか、とにかく精神的にそういう目で見ているわけではない。ないとも。

　アッシュが心の中で必死に言い訳していると、パナキアがぽんと手を打った。

「じゃあ誰だれのおっぱいが一番か、アッシュくんに決めてもらいましょ～」

「いやちょっと何言ってるんですかパナキアさん！」

　パナキアはエイル神と敵対する邪じや神しんだ。しかしこの通り悪意はあっても敵意はない。いつもふらりと現れて、乳ち房ぶさの話題を振ふりまいていなくなる。そんないかがわしいおねえさんだ。

　ロッテが平然としているところを見ると、アッシュが知らぬ間にパナキアと面めん識しきを持ったらしい。相も変わらず乳ちち神がみ様は神しん出しゆつ鬼き没ぼつだと思う。

　ええのう。若者ええのう。お大臣じゃのう。

「ちっともよくありませんよ。先生がさっさとケルピーの話をしてくれないからこうなるんです。なんのためにわざわざ温泉まできたと思ってるんですか」

　先日アッシュたちは、人里に現れるはずのないケルピーと街の中で遭そう遇ぐうした。先生はその理由を知っているという。ぜひにと教えを請こうたところ、それならひとっ風ぷ呂ろ浴びながらなんて話になり、「温泉！」「入ろう！」と多勢に押おされ、現在の状じよう況きようがあるのだ。

　え、ワシのせいなの？　なんか若者感じわるーい。ワシもうへそ曲げちゃったもんね。もうおっぱい見せてくんないと話してやんない。

　先生は拗すねた子供のように擦すれた大人の欲望を述べた。これが命を賭として守るべき聖せい獣じゆうなのだから、角つの守もりのやるせなさたるやだ。

「じゃあ、くっきり見せてあげるよ」

　フィジカの言葉にアッシュは思わず目を向けた。向けてしまった。

　瞬しゆん間かん、《悪い薬くす師し》がパナキアと目を合わせてニタァと笑い……なぜかロッテが悲鳴を上げて湯から立ち上がる。

「ひあああああっ！　何をする貴き様さまらー！」

「丸まる刈がり恥ち骨こつチョップ。大人の体は大変だね」

　フィジカがしれっと意味不明な言葉を返し、先生が絶景かなと感かん嘆たんする。パナキアまでも張り合おうと立ち上がったので、アッシュは肩かたの小動物をひっつかんで温泉から退散した。




　　　　　３




　インクポットにメスをあげよう作戦が失敗し、ミカは庇ひさしの下でしょんぼりしていた。

　──エルフって、人間とどこが違ちがうのかなあ。

　ミカが思うに、両者の違ちがいは耳の長さだけだ。それはワイバーンで言えば太っているか瘦やせているか、あるいは尻しつ尾ぽが長いか短いかといった程度の差でしかない。相あい容いれない種しゆ族ぞくというからには、ワイバーンとワイアームくらいまるきり違ちがう生き物であるべきだ。

　インクポットは今日も焚たき火びの炎ほのおを見つめている。あまり寂さびしそうには見えないけれど、絶対に寂さびしいはずだ。だってインクポットは一人ぼっちなんだから。

　──ひらめいた！　今度はメスをたくさん獲とってこよう！

　人とエルフの区別がつかないなら、インクポットに選んで貰もらえばいいのだ。十人くらいさらってくれば、一人、二人はエルフがいるに違ちがいない。

　思うが早いか、ミカは雪山を飛び立った。

　──でも一応、エルフっぽいのを狙ねらって探そう。

　口と両足で一度に運べるのは三人までだ。苦労して全部ハズレなんて馬ば鹿かげている。

　どこを探せばいいかの手がかりもあった。インクポットは『人とは決して相あい容いれない』と言っていたから、エルフは人がいないところに住んでいるはずだ。ミカは頭がいい。

　手始めにラニェリの山々を探した。しかしその頂いただきに人ひと影かげはまったくない。こんな険しい場所に住んでいるのは、やっぱり偏へん屈くつなインクポットだけのようだ。

　次にモウ川流域に飛んできた。ここには人間たちが集まっている。けれど生き物には水が必要だから、そう遠くない場所にエルフが隠かくれているはずだ。

　──あれ？　なんだろ。

　耳の長い人間を探して飛んでいると、遠くで煙けむりが上っているのに気づいた。

　どうやら川沿いの大森林が燃えているらしい。近づくにつれ、結構な範はん囲いで火の手が上がっているのがわかる。

　あまり目にしない現象に興きよう味みを惹ひかれ、ミカはゆっくり高度を下げた。

　──うわっ！　いまの何？

　森に人ひと影かげを見つけたと思った瞬しゆん間かん、耳元でびゅんと風を切きり裂さく音がした。

　矢でも飛んできたのかと下を見ると、突とつ然ぜん右の翼つばさに衝しよう撃げきが走る。

　ぐらりと体が傾かたむいて、地上でパンと何かが破は裂れつしたような音がした。

　──あいたっ！　痛い！　痛い！　なんなのっ？

　慌あわてふためき翼つばさを見ると、翼よく膜まくにちょうど小石くらいの穴が空いていた。

「もうダメだ！　森は炎ほのおと人の獣けだものが押おし寄よせてる！」

「いま挟はさみ撃うちにされたら保もたない！　なんとしてでも撃うち落おとせ！」

　森の中で、耳の長い人間たちがミカに黒い筒つつを向けている。あれがエルフだろうか。でも肌はだがインクポットに比べて紫むらさきがかっていて気味が悪い。何かいまにも死にそうだ。

　──ぎゃっ！

　いきなり首筋の鱗うろこが弾はじけ飛とんだ。遅おくれて地上で、パンと破は裂れつ音おんが鳴る。

　森を見ると、あのエルフらしきものたちに攻こう撃げきされているようだった。でも相手が使っている武器がまったく見えない。

　ミカの心しん臓ぞうが、どきん、どきんと、大きく鼓こ動どうし始はじめる。

　燃もえ盛さかる森の上を飛んでいるのに、なぜかガタガタ体が震ふるえ出だした。

　──に、にげ、逃にげなきゃ！

　ミカは気流に乗ってなんとか上じよう昇しようした。そのまま勢いよく旋せん回かいしようとすると、突とつ然ぜんがくんと高度が下がる。穴の開いた右う翼よく膜まくがじんじん痛み、翼つばさを水平に保てない。

　──いやだ！　いやだ！

　まるで生まれたての幼竜パピーのように、ミカはがくがくとみっともなく羽ばたいた。

　巣まで戻もどろうともがいてうめいて、必死に腕うでを振ふり続つづけた。

　──いやだ！　痛いよ！　死んじゃう！

　やがて右みぎ肩かたも上がらなくなり、ミカはとうとう地面に墜つい落らくした。




「墨壺インクポツト？　変な名前。その辺にあったものから適当につけたみたい」

「気を悪くしないで。この子、人の名前に必ずケチつけるんだ。自分が名なしだから」

　耳慣れない声で目を覚まし、ミカは仰ぎよう天てんした。

　──ここどこ？　天あまつ国くになの？　ミカ死んじゃったの？

　視界はすべて真っ白で、ただぼんやりとした明るさだけがある。

　体は仰あお向むけの状態になっていて、翼つばさも足もきゅっと縮ちぢこまってまるで動かせない。

　そしてそんな自分の姿さえも見えない。ミカの目が潰つぶれてしまったのか、死んでしまったのかもわからなかった。

「ねえ、起きたみたい」

　すぐそばでさっきの声が聞こえた。二つ聞こえたうちの幼い方、たぶん人間のメスだ。

　しかし声の聞こえる辺りに目を向けても、やっぱりそこには誰だれもいない。視界は変わらずぼんやり明るいだけで、空や太陽も見当たらなかった。

「なぜ、こんなことをしているんだ？」

　興きよう味み深ぶかげな男の声がした。

　──この声、インクポット？　インクポットがいるの？

　声はすれどもやはり姿は見えない。だがあの偏へん屈くつな気配が身近にあるのを感じる。

「トカゲは腹を上に向けさせるとおとなしくなる。鳥は頭に袋ふくろを被かぶせれば暴れない。ワイバーンはどっちかなって、この子と賭かけをしたんだよ。キミ、丸針一つちょって」

　幼い人間とはまた違ちがう、落ち着いた感じのメスの声だ。

「『丸まる刈がり恥ち骨こつチョップ』？　何それ？」

「キミの耳はどんどん甘あまさを増してるね。私は『丸針一つ取って』って言ったんだよ」

「ウソ。絶対チョップって言った」

　人間のメス同士のやり取りがしばらく続いた。痛めた右の翼つばさがなぜかチクチクする。けれどもなんだか温かくて、麓ふもとのお湯にでも浸つかっているみたいに気持ちがいい。

「縫ほう合ごう完かん了りよう。キミ、袋ふくろの端はしを持って。じゃあいくよ、せーの」

　落ち着いた声が合図を促うながすと、ミカのぼんやりしていた世界が一ひと際きわ白く輝かがやいた。

　──うう、まぶしい……。

　目をぎゅっときつく閉じ、ややあってからそろそろと開ける。

　青い空が見えた。その手前には自分を覗のぞき込こんでいる人型の顔が三つある。

　白いローブを羽は織おった人間のメス、もっとちっちゃなメスの子供、それからいつもみたいに頭に頭ず巾きんを被かぶったインクポットだ。

「ほら、おとなしいまんま。私の勝ちだね」

　目をぱちくりさせて固まっているミカの頭上で、小さなメスがニタァと笑った。

「まだそうと決まったわけじゃないよ。今度は腹はら這ばいにして袋ふくろを被かぶせないと、ワイバーンがトカゲ寄りという証明にはならない」

「クロカ、大人げない」

「そんなものになった覚えはないね」

　二人のメスがやいやい言い合う。

「あんたたちの仲がいいのはわかった。墜つい落らくしたワイバーンを見かけて山を登ってきてくれたことにも感かん謝しやする。だがまずは、こいつの傷の具合を聞かせてくれ」

　驚おどろいたことに、あの無口なインクポットが会話に割わり込こんだ。

「首はかすり傷だし、撃うたれた翼よく膜まくも弾たまは貫かん通つうしてる。この子は若いから三日もすればまた飛べるようになるよ。糸も自然と切れるから、抜ばつ糸しも必要ないしね」

　クロカと呼ばれたローブのメスが答えた。ミカは寝ねそべったまま右の翼つばさを見る。小石ほどの穴が開いていた翼よく膜まくが、見えない糸で縫ぬわれたように皺しわを寄せて塞ふさがっていた。

　──うわ、何あれ。

　翼つばさのそばの地面には、蛇へびが巻きついたような不気味な木の棒が突つき立たてられている。その先せん端たんの球体から、なんだか温かくて気持ちのいい空気が流れていた。

「……いまこの子、自分で傷を確かく認にんしたね。キミ、ひょっとして私の言葉がわかるのかい？　名前は？」

　クロカが指に何かを嵌はめながらミカの目を見つめる。

　──わかるよ。名前はミカンキッカー。みんなからはミカって呼ばれてる。

　思わず答えを頭に浮うかべてしまったけれど、喋しやべれないんだから伝わりはしない。

「……驚おどろいた。ワイバーンに龍脳ボルネオはないはずなんだけどな。ミカ、キミの仲間も人間の言葉が理解できるの？」

　──そんなの知らないよ。というかこの人間、なんでミカの考えてることがわかるの？

「おねえさんはキミとは初対面だからチートさせてもらった。普ふ段だんはなるべく使わないようにしてるけど、この山頂ならキミしかいないしね」

　指に嵌はめた黒い石をコツコツ叩たたきながら、クロカがニヤリと笑う。

　ミカはびっくりした。クロカの声が途と中ちゆうから頭の中に直接響ひびいた気がしたのだ。まるでアースドラゴンの知り合いや、大森林のカーバンクル先生と話している時みたいに。

「ミカは賢かしこい子だなー。だから、あとでちょっと解かい剖ぼうさせてくれない？」

　──か、解かい剖ぼうって何？

「いやー、すごいすごい。全然痛くないし、とーっても気持ちのいいことだよ」

　さっきの子供と同じ顔で、クロカがニタァと笑った。

「クロカ、顔に出てるよ。この子をテキトーに言いくるめて解かい剖ぼうしてやろうって」

「……キミは私に恨うらみでもあるの？」

「感かん謝しやの気持ちと同じくらいにね」

　クロカはチッと舌打ちを一つして、赤黒い石のついた指輪を外した。

「ま、こんなもの使わなくても、ずっと一いつ緒しよにいれば幻げん獣じゆうと意思の疎そ通つうはできるよ。インクポッチョさん、この子になんか言ってあげて」

　その場の全員が注目すると、インクポットが渋しぶ々しぶといった様子で口を開く。

「……俺おれに友とも達だちはいらない。たまにワイバーンが遊びにくれば十分だ。だから、もう二度とこんな危ない真ま似ねをするな」

　なぜだかわからないけれど、ミカは急に胸の辺りがほかほかするのを感じた。




　大森林でエルフに負わされた傷が癒いえてからも、ミカの日々は変わらず静かだった。

　インクポットは炎ほのおを見つめ、ミカはその横顔を見つめ、時々ドサリと庇ひさしに積もった雪が落ちる以外、エルフと飛ひ竜りゆうの日々は穏おだやかだった。

　しかし、変化がまったくないわけではない。

　年月に比例してミカは体つきもメスらしくなり、早とちりの性格もしとやかになった。

　インクポットがじっと火を見るのは変わらなかった。けれどあの日以来、ミカに向かってぽつぽつと語りかけてくるようになった。

「あの人間の女──クロカは『フィジカ』という仕事をしていたんだ。人間は傷ついたら薬くす師しに診みてもらうが、俺おれたちはぐれエルフや幻げん獣じゆうはそうもいかない。そういう人と相あい容いれない種しゆを癒いやすために『フィジカ』はいる。《ダルい薬くす師し》なんて名がつくくらいちゃらんぽらんだが、クロカはいい人間だ」

　小屋の前で炎ほのおを見つめるインクポットは、きちんと聞いているか確かく認にんするよう、時々ミカの様子を見る。

「小さい方の女の子はクロカの助手だ。おそらく彼かの女じよがあの杖つえやローブを引ひき継ついで次の『フィジカ』になるんだろう。ミカは人間の言葉がわかるんだから、彼かの女じよが困った時にはまた手を貸してやれ」

　──別にいいけど、たぶんもう頼たのんでこないわよ。

　ミカが怪け我がをした日からしばらくして、クロカと助手が再び訪ねてきた。ベンゲルクの谷で生まれたアースドラゴンの赤ちゃんを遠くに運ぶため、ミカの手を貸りたいのだという。

　ミカは相手が人間だろうと恩を受けたらきちんと返す。アースドラゴンだって知らない仲ではない。もちろん二つ返事で快こころよく引き受けた。

　──あれは、申し訳なかったわ……。

　ミカは張り切って空を飛んだ。飛ぶことだったら誰だれにも負けない。トラパット地方なんて今日中にたどり着いてみせる。

　そんな意い気き込ごみで羽ばたいた結果、文字通り足あし下もとがお留守になった。生まれたばかりのアースドラゴンの赤ちゃんを、ゴツゴツした岩だらけの地面に落としてしまったのだ。

「あの時の失敗を気にしてるのか？　気持ちはわかるがもう何十年も前の話だ。アースドラゴンも腹の傷のことなんて忘れてるさ」

　インクポットは何もわかっていない。ミカは同じメスとして、鱗うろこが傷つく辛つらさは痛いほどわかる。あのアースドラゴンが傷を気に病やむのは、それこそ火を見るより明らかだ。

　できれば顔を見せて謝あやまりたかった。しかしアースドラゴンは『冬の洞どう窟くつ』と呼ばれる水すい晶しよう鉱こう山ざんにいるため、ミカには会いにいけないのが悔くやまれる。

「腹が減った顔だな。なら三月ウサギを焼こう」

　インクポットはミカの顔を見てたいていのことは理解してくれるけれど、すべてがきちんと伝わるわけではない。こんな風に的外れな反応に苦く笑しようすることも多かった。

　──女心に無む頓とん着ちやくなのは、どの生き物のオスも一いつ緒しよね。

　炎ほのおに肉をかざす横顔を見つめ、ミカは当人に気づかれぬようくすくすと笑う。

　エルフもワイバーンも人に比べて寿じゆ命みようが長い。クロカやその助手が死んだ後も、ミカとインクポットとの静かな暮らしはずっと続いていくだろう。

　この幸せな日々を作ってくれた「フィジカ」たちに、ミカは心から感かん謝しやした。




　更さらに長い年月が過ぎ、ミカとインクポットは静かに老いた。

　あの頃ころにたくさんいたミカの仲間はもういない。

　両親と兄弟は毒で体を弱らされ、山頂の巣ごと人間たちに焼やき払はらわれた。大森林はエルフと一いつ緒しよに焼け野原になり、カーバンクル先生も行方ゆくえ不ふ明めいらしい。ベンゲルクの谷のアースドラゴンの母親も、やはり毒と炎ほのおで苦しみながら殺されている。

『人間が種しゆとして生き残るには、人間以外の敵が必要なんだ』

　インクポットはあの惨さん劇げきをそんな風に説明してくれた。

　繁はん殖しよく力りよくの高い生き物は、「共食い」の性質を持つことがある。ワイバーンの場合、生まれて十日も目を開けない幼竜パピーは、他の子供の栄養に供されることが多い。残ざん酷こくかもしれないが、それが種しゆとして生存するための戦略なのだ。弱い個体には強い個体を活いかす役目がある。

　本来なら繁はん殖しよく力りよくの高い人間もそうすべきだが、彼かれらの寿じゆ命みようはエルフやワイバーンに比べてあまりに短い。ゆえに個体の優ゆう劣れつよりも、全体の数を維い持じする『多産戦略』が種しゆの生存に繫つながると人間は考えたそうだ。インクポットは生き物のことにものすごく詳くわしい。

　さておき、そんなはた迷めい惑わくな人間がこの大陸では一番数が多い。このままいけば、未み来らいにはすべての生き物が大陸からいなくなるんじゃないかとミカは思う。

　でも、ミカはどうにか生き残った。この先もがんばって生きていきたい。親兄弟がいなくなったのは寂さびしいけれど、ミカにはインクポットがいる。

　すっかりシワが刻まれたエルフの顔は、今日も炎ほのおを見つめていた。髭ひげも随ずい分ぶん白くなったし、歩くのにもそろそろ杖つえが必要だ。雪の重みで壊こわれそうな庇ひさしも、もうインクポットには直せない。

　けれど、それでいいし、それがいいのだとミカは思う。

　この険しい雪山は、ひとまず地上の人間たちとは無む縁えんだ。ミカは残された時間をいままで通りに過ごしたい。炎ほのおを見つめる横顔を眺ながめながら、ただ静かに、穏おだやかに、ずっと──。

　そんな風に思っていたので、インクポットの提案にミカはびっくりした。

「旅に、出ないか」

　──えっ、旅って？　いまさらどこへ行くの？

「おまえの仲間を探す旅だ」

　──仲間？　探してどうするわけ？

「子を作るんだ。おまえの血を絶やさないように」

　ミカはむっとした。オスってどうしてこう無神経なのかしらと、下した顎あごからにょっきり牙きばがはみ出る。

「不服そうだな。子を持ちたくないのか？」

　──……インクポットこそどうなのよ。

「ミカはわがままだな。しょうがない。おまえの好きな三月ウサギを焼こう」

　百年経たっても変わらない朴ぼく念ねん仁じんに、ミカは思い切り鼻息を吹ふきかけてやった。

　──でも、これでいいのよね。

　雪は目を閉じればうるさくない。炎ほのおは触ふれなければほどよく温かい。

　ミカとインクポットの距きよ離り感かんもそのくらいがいい。ミカはただインクポットと静かに暮らせれば満足だ。種しゆが違ちがうのだからそれ以上は望みようもない。

　インクポットだって昔そう言ったはずだ。『俺おれに友とも達だちはいらない。たまにワイバーンが遊びにくれば十分だ』と。

　なのにいまになって他のオスをあてがおうなんて、いったいインクポットは何を考えているのか。腹が立つというより不安を覚える。

　そんな偏へん屈くつエルフの変化の意味は、三日後にわかった。




　すっかり屋根が傾かたむいた雪よけ庇びさしの下で目を覚まし、ミカはぶるぶると頭を振ふる。

　体に積もった雪がドサドサと落ちた。いつもならその音を合図にインクポットが小屋から出てくる。

　しかしどういうわけか、今け朝さの偏へん屈くつエルフはずっと小屋に篭こもりきりだった。

　──寝ね坊ぼうなんて珍めずらしい。どんな顔して出てくるか楽しみだわ。

　しかし待てど暮らせどインクポットは出てこない。

　いいかげん寒いから火を熾おこしてよと、ミカは窓から小屋の中を覗のぞいてみた。

　──インクポットっ!?　ちょっと！　ねえ！　噓うそでしょ!?

　暖だん炉ろの前の血だまりで、伏ふした老エルフが静かにうめいていた。
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　アッシュたちは温泉を出て、街かい道どうへ戻もどるべく山を降っていた。

　眼福眼福。いやはやこれでようやくケルピーのことを話せるのう。

「……じゃあ早く話してください」

　肩かたの上でふりふりと機き嫌げんよく尻しつ尾ぽを振ふる先生とは逆に、妹のあられもない姿を見られたアッシュは大いに不ふ機き嫌げんだ。

「あのくらいで怒おこるなんて、お兄ちゃんバカじゃないの。別に見られたって減るもんじゃないのに。そんなんだからお兄ちゃんはいつまでたっても角つの守もりなんだよ」

　物言いは相変わらずだが、ロッテはなぜか上じよう機き嫌げんだ。さっきから嬉うれしそうに兄の隣となりにぴたりと寄より添そっている。

「いちいち話の腰こしを折らないで、バカ兄きよう妹だい」

　そしてフィジカは苛いら立だっていた。定位置であるアッシュの隣となりをロッテに譲ゆずり、白いローブの後ろ姿は一人で前方を歩いている。【アルペンストック】の呪じゆ言ごんで起動させたアスクレピオスの杖つえを、ざっしゅ、ざっしゅと、地面に突つき立たてながら。

　こういう空気を和なごませるのにうってつけのパナキアは、ぶらりとやってきて温泉から出ると、いつの間にか湯けむりの中に消えていた。本当に自由な女め神がみ様だと思う。

　ふむ。ならワシはあっちへ移動しようかの。

　不ふ穏おんな空気の調和を取ろうというのか、先生はアッシュの肩かたから飛び降りると、しぱぱと地面を駆かけてフィジカの頭上へ引ひっ越こした。

　さて、ケルピーが錯さく乱らんした理由じゃったな。ごほん。

　声を発しているわけではないのに、先生がもったいぶった咳せきを脳内に響ひびかす。

　あの親子は、ワシがおった雑木林のずっと奥おくにある沼ぬまに住んでおっての。毎日シカやら鳥やらに幻げん影えいを見せては喰くらう、ごくごく普ふ通つうの幻げん獣じゆうじゃった。おそらくはあの「声」が聞こえるまで、人里を襲おそおうなんて思ったことはなかったはずじゃ。

「『声』……ですか？」

　先生はうなずくように、フィジカの頭上で尻しつ尾ぽをふりんと振ふった。

　ワシがこうしておぬしらの意い識しきに語りかけておるように、ある日突とつ然ぜん頭の中に声が聞こえたんじゃよ。聞いた瞬しゆん間かん怖おぞ気けの走る、恨うらみに満ちた声じゃった。

　先生は少し間を置き、声こわ音ねを真ま似ねるように口調を変える。




『人が創つくりし獣けだものどもよ。主あるじが声に応じよ』




　その命を聞いた途と端たん、ケルピー親子は連れ立ってモウ川を遡そ上じようし始はじめたという。

「なるほど……」

　ひとまず相あい槌づちを打ったものの、つかみどころがあるようでない話だ。

　ロッテの様子をうかがうと、無言で虚こ空くうを睨にらんでいる。角ク笛ラのリ騎オ士ンとしては聞き捨てならない話のはずだが、すべて戯ざれ言ごとと思っているのかもしれない。

「その『人が創つくりし獣けだもの』とは、家か畜ちくや家か禽きんのことでしょうか？」

「エ人戦争のきっかけだよ」

　アッシュの問いに答えたのは、先生ではなくフィジカだった。

「エ人って……人じん魔ま戦せん争そうのことだよね？」

　この大陸では、かつて人とエルフが争っていた。山林の資源を我わが物もの顔がおで占せん領りようするエルフたちは、『魔ま法ほう』と呼ばれる技術を用い、人間を一方的に虐ぎやく殺さつしたという。

　それが長きに渡わたった人じん魔ま戦せん争そうのきっかけであり、人がエルフを『悪魔エルフ』と呼ぶ所以ゆえんだ。

「キミが知っているのは人から見た歴史。当時のエルフたちの言い分はこうだった。『人が創つくりし獣けだものどもによって森へ追いやられたため、我らは武器を手に取り戦った』」

「森へ追いやられた……？」

「毒か何かで体を弱らされて、まともに戦えなくなったらしいね。そうして逃にげ込こんだ森に火を放たれて、エルフはそこらの幻げん獣じゆうと一いつ緒しよに焼やき尽つくされた。あの頃ころはこの大陸中の森で、そんな殺さつ戮りくが起こってたんだよ」

　それは史実とは真逆の証言だ。悪魔エルフは死しに際ぎわに毒を撒まき散ちらし、森に火を放ってまで人間に害を与あたえる賤いやしい最さい期ごだったと伝えられている。

　アッシュの出身であるモイズ地方が、まさにそんな悪魔エルフの足あ搔がきで荒こう廃はいした土地だ。資源も朽くち果はて、瘦やせた大地のせいで作物も実らない。おかげでモイズはいつまでたっても貧しさから脱だつ出しゆつできず、アッシュも街の老人たちから、散々に悪魔エルフへの恨うらみを聞かされて育った。

　しかし現代から過去を振ふり返かえっても、歴史の正否は判断できない。いつだって「真実」を知るのは当事者のみだ。自分の価か値ち観かんですべてを推おし量はかってはならないということを、アッシュはこの旅で多く学んでいる。

「言っておくけど、これは伝聞だからね。私もその頃ころとか全然、全然生まれる前だから」

　だからこの歴史も間ま違ちがっている可能性がある──そう聞こえる言い草だったが、フィジカが主張したいのは『私はキミが思ってるほどおばあちゃんじゃないから！』だろう。

　ま、文脈をどう解かい釈しやくするかはさておき、ケルピーにはその声が『神』のように思えたんじゃろう。あやつらは感受性が強いからの。

　いま先生が行っている額ひたいの龍脳ボルネオによる語りかけは、聞き手を選んでできるものらしい。その後の『声』は聞かなかったが、ケルピーたちには別の何かが聞こえていた可能性があると先生は言った。

　ただの、『声』はケルピーに語りかけているような感じではなかった。あやつらはたまたまそこに居合わせて、自分が命令されたと思おもい込こんだんじゃないかのう。

「なるほど。ロッテはどう思う？」

　同どう僚りよう、というより上司としての意見を聞きたかったが、妹は「別に」と言ったきり何も喋しやべらない。だが目つきを見るに何か思うところはあるようだ。

「……そっか。じゃあフィジカは？」

「別に」

　尋たずねる順番が二番手だったことに拗すねたらしい。ならばと荷に袋ぶくろからとっておきの「蜂はち蜜みつ酒しゆのパイプワイン」を出すと、フィジカは目を輝かがやかせて語り出した。

「ありえない話じゃないね。『声』を聞いたケルピーは、一時的な興こう奮ふん状じよう態たいに陥おちいった。ある種しゆの組そ織しきで行われる『洗脳』みたいなものだよ。この時に命令を与あたえれば、それが自分の意思に反することでも夢遊病者みたいに実行しちゃう。どっかの無脳集団の信者みたいにね」

　しかし教義を盲もう信しんするエイル教徒たちと違ちがい、幻げん獣じゆうは興こう奮ふん状じよう態たいから覚めれば元に戻もどるものらしい。またその『声』を聞いたりしない限り、ケルピーが錯さく乱らんすることはないそうだ。

「前頭葉の手術とか、寄生虫の埋うめ込こみとか、人じん為い的てきに脳を破は壊かいして幻げん獣じゆうたちの凶きよう暴ぼう性せいを高める方法はいくらでもある。それを治す方法もね。でもこの場合は『声』の主をどうにかしない限り、また第二、第三のケルピーが現れるよ」

　その通りだ。これ以上、人と幻げん獣じゆう双そう方ほうの被ひ害がいを出さないためには、その元を断たつしかない。

「先生。その『声』の主は、やはりドラゴンなのでしょうか？」

　わからんの。あるいは本当に神なのかもしれん。まあ何か企たくらみを持った輩やからであることは間ま違ちがいなかろう。ワシがおぬしらに伝えたかったのはそれだけじゃよ。

　そう言うと、先生はぴょいんとフィジカの頭から飛び降りた。

　さて、《森の預よ言げん者しや》の役目はこれで終わりじゃ。若者らとはここでお別れじゃの。

「そう……ですか。出会ったばかりなのに残念です」

　なに。悲しむことはない。出会いと別れを繰くり返かえしてこその旅じゃ……よ？

　前方でアッシュを見上げていた先生の顔が、ふいに固まった。

　頭上にただならぬ気配を感じ、アッシュも空を仰あおぎ見みる。

「なんだ……あれ？」

　太陽に浮うかんだ小さな黒い影かげ。それがどんどん大きくなってこちらに迫せまっている。

　次し第だいにはっきりしたその姿は、先ほど【ラズの書】で見たのと同じ──ワイバーンだった。

「みんな伏ふせて！」

　叫さけんでアッシュも身を屈かがめる。

　ワイバーンが旋せん風ぷうを巻き起こし、一いつ瞬しゆんで頭上を通過していった。

　顔を上げて周りを見る。すぐそばにロッテがいた。

　しかし、フィジカと先生の姿がどこにも見当たらない。

「まさか……！」

　遠い山やまの端はに消えていくワイバーンの影かげ。

　その足あし下もとで、白いローブが風にはためいていた。
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　──どこ？　どこにいるの？

　ミカは『フィジカ』を探して大陸中を飛び回っていた。

　インクポットはおそらく何かの病気だ。そして人とは相あい容いれないエルフだ。インクポットを治してくれるのは『フィジカ』しかいない。

　けれど、ミカが知っている『フィジカ』はクロカだけだ。助手が引ひき継ついでいる可能性もあるけれど、あれからもう百年近い月日が経過している。人はそんなに長く生きられない。

　いまの『フィジカ』を知る手がかりは、あの蛇へびが巻きついた気色の悪い棒と、真っ白いローブだけだ。

　そうして三日三晩大陸を飛び回った結果、ミカはとうとう『フィジカ』を見つけた。

　よりにもよって小屋のある山のすぐ麓ふもとに、ざっしゅざっしゅと地面に蛇へびの棒を突つき立たてる白いローブがいたのだ。

　もしもこの人間が『フィジカ』でなければ、ミカにはもう打つ手がない。

　祈いのるような気持ちで急降下し、足の指で『フィジカ』をぐっとつかむ。

「ちょっと、何すんのミカ！　バカ！　降ろせ恩知らず！」

　聞き覚えのある声に名を呼ばれドキリとする。まさかと足あし下もとを見てみると、驚おどろいたことにあの時クロカの助手だった子供だ。

　──なんで人間がそんなに長く生きられるの？　というかなんで成長してないの？

「そんな顔で私を見ても無む駄だだよ。キミのことは覚えてるけど、会ったのは大昔だし、一いつ緒しよに過ごした時間も長くない。私にはキミが何を考えてるかなんてわからない。クロカの持ってたあの指輪もどっかいっちゃったしね……………………指輪？」

　助手は自分で口にした「指輪」という単語が気になったらしく、ミカの足の中でだらんとしたまま何かぶつぶつ言っている。

　そうこうする間に山小屋が見えてきた。

　着陸する寸前で足を開く。クロカの助手が「[image: に゛]ゃっ」と驚おどろいた猫ねこのような声を上げ、ごろごろと雪の上を転がっていった。

「……なんなの？　今いま頃ごろになって袋ふくろを被かぶせられた恨うらみを晴らしたいわけ？」

　──インクポットが病気なの！　助けて！　『フィジカ』の助手でしょ！

　立ち上がった助手に額ひたいをくっつけ、ぐいぐいと小屋へ押おしていく。そこまですればさすがに通じたらしく、助手は戸を開け中に入っていった。

　ミカよ、しばらく会わんうちにメスらしくなったのう。ワシを覚えておるか？

　そわそわと窓から室内をうかがっていると、ふいに頭の中に声がした。

　──この声、まさか『先生』？　大森林の火事で死んじゃったんじゃなかったの？

　見回すと、小屋の窓まど枠わくの隅すみにちょこんとカーバンクルが腰こし掛かけている。

　あそこが戦場になることは事前にわかっておったからの。森の仲間も連れて逃にげておったんじゃ。まあ……すべては救えんかったがの。

　ミカが見えない矢で射い抜ぬかれたあの日、人間はエルフの残党を狩かっていたのだという。燃え上がる大森林と追おい詰つめられたエルフの形相は、いまも忘れられない光景だ。

　そんな記き憶おくに身み震ぶるいしていると、小屋の中から助手が出てきた。

「まさか、インクポットがエルフだったとはね」

　──そんなことどうでもいいから！　結果はどうだったの？

　先生が通訳してくれたらしく、助手はすぐに答えてくれた。

「雑ざつ菌きんが入って肺の機能が低下してる。まあいますぐ死ぬわけじゃないよ」

　──治らないの……？

「歳としも歳としだし、私がどうこうできる話じゃないね。それより問題はキミが私をさらったことだよ。おかげでもうすぐここに人間がやってくる。角つの守もりと角ク笛ラのリ騎オ士ンっていって──」

　話を聞き終える前に、ミカは雪山を飛び立っていた。

　脳のう裏りに燃える森の記き憶おくがよみがえる。人とエルフは相あい容いれない。

　残り少ないインクポットとの時間を静かに過ごすため、ミカにはやらなければならないことがあった。
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　岩いわ肌はだが雪で濡ぬれているため、山の斜しや面めんはひどく歩きにくい。勾こう配ばいもかなり急だ。

　真っ白にそびえる峰みねを見上げ、アッシュは唇くちびるを強く嚙かむ。

　──フィジカ、無事でいてくれ。

　麓ふもとでこのきつさなのだから、積雪の多い山頂に到とう達たつするには半日以上かかるだろう。いまは連れの無事を祈いのりつつ、ワイバーンの影かげが降りた頂上を目指すしかない。

　小一時間ほどの間、アッシュは無言で山を登り続けた。

　地面が白い色に変わり、前方から、ざっ、ざっと雪を踏ふみしめる音が聞こえてくる。アッシュの前を歩くロッテも、さすがに雑木林の中のような速度では歩けていないようだ。

　二人とも疲ひ弊へいしきっていた。しかしいま足を休めるわけにはいかない。

「ロッテは、どうして角つの守もりになったんだ？」

　疲つかれを紛まぎらわそうと妹に問いかける。以前からの疑問だった。

　だが返答はない。

　またしばらく黙だまって登っていると、今度はロッテの方から質問があった。

「お兄ちゃんは、どうして害がい獣じゆうなんかを助けるの？」

「別に……助けてるわけじゃないよ」

　平和を脅おびやかす害がい獣じゆうの駆く除じよは必要だ。フィジカをさらったワイバーンのような相手は、敵として討うたねばならないと思う。

　しかし敵意のない、あるいはそれを失った生き物までも狩かり尽つくすのは、自然の摂せつ理りに反している。いまの人間はそうやって生きていけても、それではアッシュの子孫たちが生きていけない。そんな話を聞かせる。

「だから、僕ぼくはフィジカと旅を続けているんだ。フィジカは人を助けないわけでも、害がい獣じゆうをすべて救おうとしているわけでもない。ただ調和を保っているんだよ。この大陸の未み来らいを繫つなぐ、《摂理の担い手フイジカ》としてね」

「ロッテにはそういうの響ひびかないから。結局お兄ちゃんはあの女に騙だまされてるだけでしょ」

「そうじゃないってば」

「お兄ちゃん、あれが何に見える？」

　ふいにロッテが遠くを指差す。

　山の中腹から見下ろした地上には、昨晩野営した雑木林が広がっていた。

　そこから少し離はなれた場所に、小さな切り石がいくつも集まっているのが見える。

「……墓地だ。小さい墓石が多い」

　おそらくは教会で洗礼を受けていない人々の墓だろう。石の容積は、そのまま下の人間の大きさを表す。悲しいことだが命は若いほど死にやすい。

　その理由は様々ある。たとえばフィジカなら、教会の薬くす師し事じ業ぎようにおける「選別」を槍やり玉だまに挙げるだろう。持たざる子供は薬くす師しにかかれず、病気になったらそれきりだ。捨て子養育院などは一人でも風か邪ぜを引くと、全員の命が危険にさらされる。

　本来の識別診療トリアージは若い命から救うもの──フィジカは自身の強ごう欲よくを差し置いて、よく教会の金満体質を批判している。

「ロッテは許さないよ。たくさんの子供たちや、お父さんを殺した害がい獣じゆうを」

　妹は若い死の理由を害がい獣じゆうに見み出いだしたらしい。それはおそらく、ロッテが害がい獣じゆうに襲おそわれて滅ほろんだ村の生き残りだからだろう。

　崩くずれ果はてた村にぽつんと佇たたずむ女の子を見つけたアッシュの父は、そのまま自分の家に連れ帰った。以来少女はシャーロットという名を与あたえられ、アッシュの妹になったのだ。

「お兄ちゃんは、お父さんの仇かたきを討うちたくないの？」

「父さんは害がい獣じゆうと交戦中に谷に落ちたんだ。特定の相手にやられたわけじゃないよ」

　父の遺品を運んでくれた同どう僚りようには、そんな最さい期ごだったと聞かされている。

「ロッテが角つの守もりになったのは、お兄ちゃんと一いつ緒しよにお父さんの仇かたきを討うつため。角ク笛ラのリ騎オ士ンになったのは、教会の持つ情報を利用してその仇かたきを特定するため」

「ロッテ……」

　妹がそんなことを考えていたなど、いまのいままで知らなかった。

　実を言うと、アッシュも最近父を思い返すことが増えている。たぶん先日父に瓜うり二ふたつな男に出会ったせいだと思うが、あの背中を超こえなければという焦あせりが日々募つのっていた。

　もしも本当に仇かたきがいるなら、それを討うつことで父に肩かたを並べることができる気がする。

「お兄ちゃんは不ふ思し議ぎに思ったことない？　お父さんは遺体も回収できない谷の底に落ちたのに、なんでアミュレットや遺書だけ返ってきたのかって」

　言われてみればその通りだ。角つの守もりであれば、どちらも普ふ通つうは肌はだ身み離はなさず持ち歩く。

「確かに……なんでだろう──っ！」

　ふと見た赤い夕日の中に、先刻と同じ「影かげ」を見つけた。

「話は後だロッテ！　またワイバーンがくる！」

　叫さけんで手近な岩いわ陰かげに身を隠かくす。

　しかしロッテは飛ひ竜りゆうの影かげを睨にらんだまま動かない。

「お兄ちゃん、もうフィジカとの旅やめちゃいなよ。あの女といると、いつかお兄ちゃん死んじゃうよ」

「いいから早くこっちへ！」

「ロッテは死ぬのなんて全然怖こわくない。ロッテが怖こわいのは、自分の周りからみんながいなくなること」

　迫せまりくるワイバーンに怯ひるみもせず、ロッテは前進して剣けんを繰くり出だした。

　二本の足あし爪づめが届くより早く、細身の剣けんが鱗うろこの腹を切きり裂さく──。

「だから、フィジカとの旅なんてやめて一いつ緒しよに角ク笛ラのリ騎オ士ンを目指そうよ。そうすれば、ロッテがずっとお兄ちゃんを守ってあげられる」

　山やまの端はに逃にげ去るワイバーンを見送りながら、全身に返り血を浴びた妹が微笑ほほえんだ。

[image: ]

「害がい獣じゆうを、全部殺してね」

　フィジカを憎む妹が山を登る理由を、アッシュはいまはっきりと悟った。
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　日が沈しずむにつれ、山頂は徐じよ々じよに吹ふ雪ぶいていた。

　ミカの目はもう霞かすんでしまってほとんど見えない。飛ぶ速度も徐じよ々じよに遅おそくなっている。

　人間に斬きられた腹からは血が噴ふき出だし、ぼたぼたと白い大地を赤く染めていた。

　──帰らなきゃ……帰らないと……。

　ミカは必死に吹雪ふぶきの夜を飛んでいた。どうにか小屋へ戻もどりたかった。そうして最後に一目でいいから、炎ほのおを見つめるインクポットの横顔を見たかった。

　自分がインクポットに恋こいしているなんて、百年前から気づいてた。

　あんな偏へん屈くつエルフの何がいいのかさっぱりだけれど、好きになってしまったのだからしょうがない。

　でもエルフとワイバーンは何もかも違ちがう。いちいちあげつらえばキリがないほど。

　だからミカは、ただインクポットのそばにいた。一いつ緒しよに同じ炎ほのおを見つめ、穏おだやかな時間を二人で過ごした。

　正しい愛し方なんて知らない。だってミカはワイバーンだ。できることなんて飛ぶことくらいしかない。エルフの敵である人間を追おい払はらうことすらできなかったのだ。

　──ごめんね、インクポット……。

　ふいに体の力が抜ぬけた。顎あごの先から地面に落下する。もう痛みも感じない。

　目も開かなかった。ここがどこかもわからない。体に雪が積もっていく。

　いますぐインクポットに会いたい。でももう会うこともできない。

　雪と炎ほのおの距きよ離りのまま、何も言わずにあの静けさに浸ひたることは、もう──。

　ミカ、ワシの声が聴きこえるか？

　──先生……？　お願い、インクポットを守ってあげて……。

　眠ねむりにつく前におぬしの望みを叶かなえてやる。いまからワシの言う通りにするんじゃ。
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　夜通し歩いて山頂にたどり着くと、そこにはアッシュの想像と違ちがった光景があった。

　朽くちかけた山小屋。

　雪の重みで倒とう壊かいした巨きよ大だいな庇ひさし。

　その中間には焚たき火びがあり、初めて見る老人とフィジカが屈かがみ込こんでいる。

　消えかけた炎ほのおのそばには、女の子が一人倒たおれていた。ぶかぶかの修道服を羽は織おった少女の胸は、真っ赤な血に染まっている。

「ワイバーンはどこだ！」

　ロッテが荒あら々あらしく老人に詰きつ問もんした。

「言え。私は角ク笛ラのリ騎オ士ンだ。害がい獣じゆうを討とう伐ばつして民たみの平和を守る義務がある」

　血のついた剣けん先さきを向けられても、老人は何も言わない。この寒い中で肌はだ着ぎ一枚しか着ていない老人は、ぼんやり焚たき火びを見つめるように倒たおれた女の子の手を握にぎっている。

「キミたちの目の前で死んでるよ」

　心を失ったような老人に代わり、フィジカが答えた。

「私をさらったワイバーンはこの女の子。名前はミカ。知ってるでしょ。竜りゆうは長く生きると人の姿を取るって。この子はここでインクポットと静かに暮らしてたんだよ。それこそ老いた人間の夫ふう婦ふみたいに、ワイバーンとエルフで途と方ほうもなく長い年月をね」

　吹雪ふぶきではっきり確かく認にんできないが、確かに老人の耳は禍まが々まがしく天に伸のびている。

「でも、インクポットが病気になった。ミカは大おお慌あわてで『フィジカ』を探した。その後にロッテたちの存在に気づいて、自分たちの暮らしを守ろうと戦った」

「あの傷ではそう遠くまで飛べないはずだ。どこに匿かくまっている？」

　ロッテは聞く耳を持つ様子もなく、剣けんを抜ぬいて辺りを見回している。

「でもダメだった。戦いに敗れたミカは、最後の気力を振ふり絞しぼってインクポットの下へ戻もどってきた。そうしてその命が消える寸前に、先生が人型変異の極ごく意いを授さずけた。百年一いつ緒しよにいた二人は、最後にほんの数分だけ種しゆの壁かべを超こえたんだよ」

　アッシュは屈かがんで女の子の首筋に手を当てた。

「……亡なくなってる」

「お兄ちゃんまでそんな与よ太たい信じてるの？　相手はフィジカだよ。この女は《魔ま王おうの手先》なんだよ！」

　それは数あるフィジカの悪名の一つだ。人に害なす獣けものを癒いやし、人を脅おびやかす存在という意味が込こめられている。

「言え、老人！　ワイバーンはどこだ！」

　ロッテが老エルフの胸むなぐらをつかみ上げた。

　インクポットと呼ばれたエルフが咳せき込こみ、肌着の襟えり元もとを赤い血で汚す。

「インクポットに聞いても無む駄だだよ。エルフは愛するものを失うと、その後何十年も言葉を謹つつしんで喪もに服する。キミたちが害がい獣じゆう退たい治じを望むなら、インクポットを殺してあげれば？　たぶんこのお爺じいちゃんは喜ぶよ」

「貴様の話など信用できるか！」

「別に信じなくてもいいよ。ワイバーンのミカは死んだ。インクポットも長くない。私にできることは何もなかった。私は……また救えなかった！」

　涙なみだ声ごえで叫さけんだ後、フィジカは背を向け歩き出す。

「……つつがなく」

　白いローブの後ろ姿は、舞まい散ちる雪に紛まぎれてすぐに見えなくなった。

「ロッテ、僕ぼくたちも行こう。この老人はもう人間の敵じゃない」

　憔しよう悴すいして女の子を見つめる老エルフは、人間どころかウサギの一匹ぴきすら殺せそうにない。この先彼かれが命を殺あやめるとすれば、それは間ま違ちがいなく自分自身だろう。

「貴様は噓うそをついている。エルフがワイバーンなどと暮らすはずがない！」

　剣けんを振ふり上あげたロッテの腕うでをとっさにつかむ。

「やめるんだロッテ！　害がい獣じゆうを殺さなければならない時もある。でもいまはそうじゃない！」

「お兄ちゃんは間ま違ちがってる！」

　アッシュの腕うでを振ふり払はらい、ロッテは老エルフを睨にらみつけた。

「その娘むすめは、最初から人間だったのだ。貴様もただ耳が長いだけの人間だ」

　抜ぬいた剣けんを鞘さやに収め、角ク笛ラのリ騎オ士ンは背を向け去っていく。

「ロッテ……」

　そのまましばらくの間、アッシュは吹雪ふぶきに消える妹を見送っていた。




　そして頃ころ合あいを見て、彼女に声をかける。

「もう大だい丈じよう夫ぶですよ、先生」

　うむと小さく唸うなりながら、老エルフに手を握にぎられた少女の死体がむくりと起き上がった。

「若者よ。ワシに何か言うことはないかの」

　死体の少女がにやつきながら、大きすぎる修道服の裾すそをぴらぴらとめくる。

「先生が雄おすだと疑ったりして、本当にすみませんでした」

「えー、若者感じわるーい。ワシもっと褒ほめられてよいはずじゃが？　『フィジカよりかわいいよ』くらい言われてしかるべきじゃが？」

「この吹雪ふぶきの中、震ふるえることもなく死体を演じきった先生はすごいと思います」

　アッシュは目をそらしながら答えた。ふわふわのイタチがそのまま人型になったような先生は、確かにちょっと目を見張るほどにかわいらしい。

「トカゲは腹を見せると体が硬こう直ちよくする。そうだろう？　先生」

　傍かたわらで座すわっていた老エルフが、笑いながらアッシュに手を伸のばした。その手を引いて立たせてやると、見上げる位置に頭がくる。

「ありがとう、ブラザー。エイル教会に君のような人間がまだいるとは思わなかった」

　口の周りについた三月ウサギの血を雪で拭ぬぐい、老エルフが軽く頭を下げた。

「勘かん違ちがいしないでください。僕ぼくは妹にきちんと命を見み極きわめてほしかっただけです」

　ロッテは害がい獣じゆうを深く憎にくんでいる。そして大おお怪け我がをしたワイバーンのミカは動けない。その体を雪で覆おおって隠かくしただけでは、ロッテは必ず見つけ出して止とどめを刺さすだろう。

　それを防ぐには、ロッテに別のワイバーンの死体を見せる以外にない。

　ロッテはカーバンクルの生態に詳くわしかった。だからドラゴンが人に変異することは知っていると踏ふんだ。龍脳ボルネオを持たないワイバーンは変異できないという事実を知っているかは、完全に賭かけだった。

　フィジカもいつも通り治ち療りようで活かつ躍やくしてくれたが、今回の主役は間ま違ちがいなく先生だろう。先生は龍脳ボルネオでワイバーンのミカに話しかけながら、その裏ではロッテ以外の全員にこの作戦を聞かせてくれていたのだ。「二人」の百年続く恋物語とともに。

「インクポットよ。せっかくの再会じゃが、ワシらはもう行かねばならん。これは返すぞい」

　先生が着ていたぶかぶかの修道服を脱ぬぎ、無む邪じや気きに老エルフに投げた。

「ちょっ、先生！　早くカーバンクルに戻もどってください！」

「どうしたんじゃ若者。なぜそんなに顔を赤らめておる。ほれほれ。ほーれほれほれほれ」

　全ぜん裸らの姿を見せつけるように、先生が腰こしに手を当てふんぞり返る。

　アッシュはその場で踵きびすを返かえし、雪を踏ふみしめ駆かけ出だした。

　少し迷ってエイル様の加か護ごは祈いのらず、背を向けたまま「つつがなく」と叫さけぶ。

　それがアッシュにできる精せい一いつ杯ぱいの譲じよう歩ほだ。この老エルフとワイバーンに敵意がないだけで、彼かれらの種しゆが人に害なす存在である事実は変わらない。

　偏へん見けんだとはわかっている。だが故郷のモイズを腐くさらせたのは悪魔エルフと聞かされてきたし、角つの守もりであった父の背中に歪いびつな勲くん章しようを授さずけ、角ク笛ラのリ騎オ士ンへの道を絶ったのはワイバーンだ。他の害がい獣じゆうたち以上に、「そういうもの」と受け入れるには時間がかかる。

「待てよブラザー。報ほう酬しゆうだ」

　呼び止められて振ふり返かえると、一冊の本が飛んできた。

　赤い背表紙の見慣れた本は、アッシュも持っている【ラズの書】だ。しかしその表紙に書かれた字体が大おお幅はばに違ちがう。パラパラと中を見て驚おどろいた。

「これ、【ラズの書】の原書だ……！」

　いまのように異い端たん者しや目もく録ろくや観かん光こう案あん内ないまで載のっているものではなく、純じゆん粋すいに幻げん獣じゆうの生態だけが綴つづられている。たとえばカーバンクルの項こうには『朝には五本足』などといった紛まぎらわしい描びよう写しやはなく、率そつ直ちよくに二本足で立つ──おそらくは先生の絵が描えがかれていた。害がい獣じゆうの種しゆ類るいもいまより多く、よく見れば「人間」までもが索さく引いんされている。

「俺おれにはもう必要ない。目め利ききに売ればそれなりの金になるはずだ」

「なぜ、あなたが原書を持っているんですか……？」

「さあな。あんたに渡わたすためだったのかもしれない。それより、名なしの『フィジカ』によろしく伝えてくれ。また運び屋が必要なら、いつでもミカを飛んでいかせると」

　吹雪ふぶきの中の老エルフは、まるで憑つき物ものが落ちたような顔ですっきりと笑っていた。




　まあなんじゃ。短い間じゃったが若者と一いつ緒しよに旅ができて楽しかったわい。

　雪山を駆かけ下おりるアッシュの肩かたで、イタチ姿の先生が名残なごり惜おしそうに言った。

「はい。僕ぼくも先生から色々学ばせていただきました」

　最後まで真ま面じ目めじゃのう。ま、ワシの思った通り、若者はあやつらにそっくりじゃった。

「僕ぼくが？　誰だれにですか？」

　おぬしの知っておる名前で言えば、フィヨトルやラーズグリーズじゃの。

「えっ……。先生は、二聖人に会われたことがあるのですか？」

　何をびっくらこいておる。ラーズグリーズならさっきまでおぬしも会っておったじゃろ。

「さっきって……まさかあの老エルフがっ!?」

　ますますびっくらこいたアッシュに、先生は語られぬ聖人の真実を教えてくれた。

　聖ラーズグリーズとなる前の老エルフ──インクポットは学問の徒だったという。エルフでありながら人に紛まぎれ、エイル教会に入信してまで学びたいものが彼かれにはあった。

　インクポットは、心の底から幻げん獣じゆうを愛していたのだ。

　偏へん執しゆう的てきな愛を抑えきれなかったインクポットは、名をごまかして教会に入り、人として振ふる舞まって幻げん獣じゆうの生態を観かん察さつする職しよくを得た。

　彼かれはくる日もくる日も飽あかずに幻げん獣じゆうの行動を記き録ろくし続つづけた。そんな彼かれの日記は、やがて教会が発行する【ラズの書】の原型となる。

　幻げん獣じゆうの──教会内では『害がい獣じゆう』という言葉を用いていたけれど──行こう動どう観かん察さつで貢こう献けんしたインクポットは、順調に階級を上げていった。

　しかしてそれは地位なきものの妬ねたみを買い、やがて彼かれの正体は暴かれ、裁かれる。

　インクポットには家族がおっての。エルフの血を残そうとは思っておらんが、正体を怪あやしまれんように人の子の養子を取っておったんじゃ。

　そのたった一人の家族と暮らす家が、ある日突とつ然ぜん炎ほのおに包まれた。

　幸いインクポットは生き残ったが、死んだこととされて列聖されての。以来あやつは山頂に篭こもって、ずっと息子むすこの喪もに服しておった。

　人は生まれながらに九つの原罪を持っている。ゆえに死後に天あまつ国くにに召めされる資格を持っていない。しかしその原罪を肩かた代がわりしてくれた九人のエイルの使し徒とのおかげで、アッシュたちは死後の安息が約束されている。

　エイル神に忠を尽つくして殉じゆん教きようした九人の使し徒とは、列聖──つまり聖人として新たな名が与あたえられた。それが『水の奇き跡せき』のフィヨトルや、【ラズの書】を編へん纂さんしたラーズグリーズと言われている。

「そんな……。聖人がエルフだったなんて……」

　衝しよう撃げき的てきな真実だったが、ありえない話ではない。インクポットはエイル正教の発展に大いに貢こう献けんしたが、教会が敵であるエルフの名を残すわけにはいかない。

　ひょっとしたら列聖という仕組み自体、最初の聖人であったインクポットの正体を隠いん蔽ぺいするために生まれた可能性もある。

　組そ織しきの中で己おのれを貫つらぬくものたちは、みな同じ目をしておる。じゃからの、あやつらと同じく若者にも預言を与あたえておこう。

　ふいに真しん剣けん味を帯びた先生の声に、体が緊きん張ちようした。




　若者よ、目に見える神を信ずるな。




「それは、どういう意味でしょうか……？」

　信しん仰こうを否定しろという意味かと考えたが、エイル神のお姿を目にしたことなどない。アッシュが見ているのはせいぜい卑ひ猥わいな話題を振ふりまく邪じや神しんくらいだ。

　さあの。答えを見つけるのは若者じゃ。しかし結果は命に関わる。ゆめゆめ忘れるな。

　命と聞いてますます体をこわばらせたアッシュの耳に、前方から罵ば声せいが飛んでくる。

　見れば麓ふもとのフィジカとロッテが「遅おそい」、「バカ」と交こう互ごに喚わめいていた。

　今度こそ、本当にお別れじゃの。ワシもしばらく旅に出ることにしたわい。

　フィジカたちと合流するなり、先生が言った。

「えっと、どちらへ行かれるのでしょうか」

『冬の洞どう窟くつ』に決まっておろう。レニとやらはかわいい娘ドラゴンなんじゃろう？

　先生の気の利きいたセリフのおかげで、フィジカと久しぶりに微笑ほほえみを交かわした気がする。

　出会った地点から山に登り、再び山を降りて別れる──。

　移い動どう距きよ離りでいえば実質ないに等しい旅だったが、先生との邂かい逅こうはアッシュにとって一生忘れられないものとなった。

　若者よ。誰だれかと自分を比べることに意味はない。完かん璧ぺきな人の子などおらん。道に迷ったら自分をうまく懐かい柔じゆうせい。それが生きるということじゃ──ではの。

　それもまた、『選んだ答えを正解にする努力』だろう。

「つつがなく」

　あっという間に消え去ったイタチの後ろ姿に手を振ふり、三人で街かい道どうを歩き始める。

　先生が残した預言。

　ケルピーを錯さく乱らんさせた「声」の主。

　ロッテが口にした、父の仇かたきの存在。

　──きっと、この旅はもうすぐ終りを迎むかえる。

　答えはまるで見つかっていないが、そんな確信めいた「直感」がアッシュにはあった。







　■アッシュの更こう訂てい









　名めい称しよう：ワイバーン（別名　飛ひ竜りゆう、ワイアーム）　危険度：中　等級：四

　個体差が大きいため断定はできないが、人語を解するものもいる。しかし悪意はなくとも結果的に人に害を及およぼす種しゆであり、決して油断してはならない。
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「起きろミカ。俺おれたちは種しゆの長ちよう命めいにあぐらをかいて時間を無む駄だにしすぎた」

　ぐっすり眠ねむっていたミカは、そんなインクポットの声で起こされた。

「あれからもう一週間も経たってるぞ。このまま冬とう眠みんする気か？」

　──うーん……？

　ざっざっと、雪をかき分けるような音。やがてまぶたを刺し激げきする、まばゆい光。

「傷もフィジカの治ち療りようで癒いえただろう？　さあ旅立ちの支し度たくだ。数日中にはここを発たつぞ」

　視界の中にひょいとインクポットの顔が現れて、ミカに優やさしく笑いかけてくる。

　──インクポットっ!?

　がばりと体を起こすと、背中から雪の塊かたまりと雪よけ庇びさしの瓦が礫れきがどさどさ落ちた。

　それをきっかけに思い出す。

　あの日、殺しそびれた人間たちから身を隠かくすため、ミカは先生に言われて尻しつ尾ぽで雪よけ庇びさしを壊こわしたのだ。眠ねむって起きたら世界が変わっていると言われたけれど、見た限りではここはいつもの山頂にしか思えない。

　──って！　インクポット、なんで生きてるの？

　フィジカの助手はインクポットを診みて、『私がどうこうできる話じゃない』と言った。寿じゆ命みようだからどうしようもないと匙さじを投げたはずなのに。

「枝の果実をついばもうとして蹴け飛とばしてしまう。ミカンキッカーというおまえの名は、早い話が《慌あわてもの》だ。おまえというワイバーンは、いつもいつも早とちりして……」

　──う……。いまそんなこといいでしょ！　幽ゆう霊れいじゃないならどういうことなの？

　ミカの顔を見てインクポットがニヤリと笑う。

「クロカの助手だったあの子が、いまのフィジカだそうだ。俺おれも驚おどろいたが、どうやら『ヒポグリフ』らしいな。となると母親はクロカか」

　そんな話は聞いていない。まどろっこしかったが、また《慌あわてもの》呼ばわりされたくないので、ミカはじっと堪こらえる。

「フィジカが言ったように俺おれはもう長くない。ただしそれはエルフやワイバーンの寿じゆ命みようからすればだ。残された三十年、俺おれは人間のようにあくせくと生きるぞ。まずは引ひっ越こしだ。二人で愛の巣を探そう」

　──あ、愛の巣っ!?

「ああ。もう少し気候の穏おだやかな場所で静養すれば、肺機能なんてすぐに回復するらしい。下へ手たに胸を開いて治ち療りようするよりその方がいいとフィジカに言われてな」

　──そうなんだ、よかった……。というか、インクポットずいぶん饒じよう舌ぜつね？

「エルフのオスは本来たらしだからな。まあ発情中のメスに当てられたのもある。だがもうとっくに喪もも明けているし、元の俺おれに戻もどっても息子むすこも怒おこるまい」

　──インクポット、子供いたのっ!?

「養子だよ。ミカはお喋しやべりな俺おれは嫌いやか？」

　そう言われると困ってしまう。ミカが愛していたのはインクポットと過ごす時間だ。雪と炎ほのおの距きよ離り感かんだ。けれどもそれはワイバーンとエルフという、種しゆの違ちがいを踏ふまえた最善だ。

　その感情を読み取ったように、インクポットが顔を寄せて囁ささやく。

「ミカ、俺おれはおまえを愛している。一人の女としてな」

　何を言い出すかと思えば、世にも最悪な冗じよう談だんだった。こんな意地悪なインクポットはインクポットではない。やっぱり嫌いやだ。前のインクポットがいい。

　しかしその思いとは裏腹に、表情は喜びを伝えてしまった。

「もちろん冗じよう談だんじゃないぞ。俺おれは本気だ」

　──い、一応言っておくと、ミカはワイバーン……よ？

「こいつ変態かって顔だな。あいにくそんなことは百年前から言われ慣れてる。何せ俺おれの初はつ恋こい相手はカクタスリザードだからな。背負ったウチワサボテンのような剣けん骨こつを撫なでながら、毎晩愛を囁ささやいたものさ」

　いまになって、インクポットが人間のメスに興きよう味みを示さなかった理由が理解できた。ミカに優やさしかった理由がわかった。インクポットも、たぶん──。

　皺しわの寄った手が顔に伸のびてくる。続いて冷たい唇くちびるが降ってきた。

「過去に妬やくな。俺おれたちはもう夫婦めおとだ。そうだろ？」

　別にトカゲに嫉しつ妬となんてしていないけれど、続けざまに唇くちびるで顔に触ふれられ、ミカは体中が熱くなるのを感じた。いまなら吐はけない炎ほのおも吐はけてしまいそうなほど。

　つまるところ、ミカも『変態』とやらの仲間入りをしてしまったのだろう。

　──嬉うれしすぎる……泣いちゃいそう……。

　先生が言ったように、目が覚めたら本当に世界が変わってしまった。

　きっとこれからは、未経験の出来事がたくさん起こるだろう。

　ものすごく官能的なことをしたりされたり、夫ふう婦ふゲンカでうっかりインクポットを殺してしまったりするかもしれない。

　たった三十年でそれらに対応するためには、いまから準備を始めておくべきだ。

　──ねえ、インクポット。

　めくるめく幸せの日々を夢想し、ミカは最初に言うべきことを表情で伝えた。

　──ミカね、本当は三月ウサギのお肉が嫌きらいなの。

「ああ、知ってた」










　　　パナケイアブレイク６




　旅の連れ合いは増えたというのに、アッシュは今夜も宿で一人だ。

　発情中のフィジカはもちろん別の部屋だし、妹のロッテとは幼い頃ころから同じベッドで眠ねむったこともない。風ふ呂ろや着き替がえの時は平然としているので、よほど兄に寝ね顔がおを見られるのが嫌いやなのだろう。

　少し寂さびしいような気もしたが、おかげで静かに考え事ができる。

「クロップス地方に入った辺りから、どうもおかしなことが続いてる」

　ベッドで寝ねそべりながら、思っていることを口に出してみた。

　誰だれもが知っているけれど存在しなかったはずのワーウルフが実在した。

　沼ぬま地ちにひっそり暮らしていたケルピーが、「声」を聞いて人里に現れた。

　雪山のワイバーンには取り立てておかしいところはなかったが、あれ以来フィジカが物思いに耽ふけるようになったのが気になる。

「旅が終わったら、フィジカはどうするんだろう」

　フィジカの目的はパナキアとの契けい約やくを履り行こうし、母のクロカをよみがえらせることだ。そんなことが実際にできるかどうかは別として、異い邦ほう人じんであったクロカは自分の国へと送そう還かんされるらしい。それはこの大陸の「外」だという。娘むすめであるフィジカを連れていけない場所だ。

「……そうか。旅を終えたら、フィジカは一人ぼっちになるんだ」

　いまだって一人ではあるけれど、一応はクロカの面おも影かげやパナキアがいる。けれど契けい約やくを満まん了りようさせて《摂理の担い手フイジカ》を終えれば、フィジカの周りには誰だれもいなくなる。

「フィジカは異い端たん者しやだ。どうしたって人の中では暮らせない」

　かといって、異い端たん者しやたちが集つどう場所にも留まれない。体の半分にエルフの血を宿すフィジカは、人からもエルフからも忌いみ嫌きらわれる存在だ。フィジカが老後を平へい穏おんに過ごすなら、雪山の聖ラーズグリーズのように幻げん獣じゆう相手に孤こ独どくを慰なぐさめるしかない。

「そうなのよ～。だからフィジカちゃんは、旅を終わらせないようにしてるのよね～」

　いきなり毛布の中からパナキアが現れた。

「どっから出てくるんですか！　誤解されるからそういうのやめてください！」

「ふ～ん。アッシュくんは誤解されると困るんだ～？　誰だれに～？」

　神しん出しゆつ鬼き没ぼつの女め神がみ様が、わざとらしくアッシュに胸を当てながらずりずりと這はい出でてくる。

「それよりさっきのはどういう意味ですか。フィジカが旅を終わらせないようにしているって」

「うふふ。アッシュくんはもう気づいてるんじゃな～い？」

　邪よこしまな女め神がみ様は、この手のことだけは勘かんが鋭するどい。

　ワーウルフと化したアンダーソンに、フィジカは結果的に救いを施ほどこしていない。川べりのケルピーだって二度も見捨てようとした。あわよくばカーバンクルを手にかけようとしたし、雪山で肺を患わずらっていた聖ラーズグリーズにも静養を勧すすめた。

「この旅で、フィジカは積極的に命を救おうとしていません」

　その理由は旅を終わらせたくないからだと察しがつく。そもそもからして今回の目的は薬品の仕入れだ。それもフィジカが旅を続けたがっている裏づけになる。

「けど、フィジカが旅を終わらせたくない理由はわかりません。一人ぼっちになることは承知の上で、フィジカは『フィジカ』になったはずです」

　フィジカはクロカをよみがえらせ、「私は大だい丈じよう夫ぶ」と伝えるためだけに《摂理の担い手フイジカ》という立場を継ついだのだ。エルフが悪魔エルフと忌いみ嫌きらわれるこの大陸に、娘むすめを残して帰国せねばならない母を安心させるために。

「ふふ。それはね、出会っちゃったからだよ。アッシュくんに」

　まるで子供をあやす母のように、パナキアが慈じ愛あいに満ちた笑えみを浮うかべる。

「僕ぼく……ですか？」

「そう、『僕ぼく』です。『僕ぼく』はなんのためにフィジカちゃんと旅をしてる？」

　フィジカと旅を続けることで世界の真実を知りたい──。

　かつて本人にはそんな建前を言ったが、アッシュの本音はフィジカを守りたいからだ。異い端たん者しやでおまけにハーフエルフのフィジカを守れるのは、真実を知る自分しかいない。

　──じゃあ、フィジカの旅が終わったら、僕ぼくはどうするんだ？

　アッシュは角つの守もりだ。この大陸を旅して回り、害がい獣じゆうと異い端たん者しやを追うのが責務だ。

　それはただの生業ではない。アッシュは人々の笑え顔がおを守りたくてこの職しよくに就ついている。だからフィジカが遍た歴びを終えても、アッシュは巡た礼びを続けるつもりだ。

　そこにフィジカが同行する理由はない。アッシュが角つの守もりを続けるのであれば、フィジカとは別の道を行くことになる。

　もう、フィジカを守ってやれなくなる──。

「悩なやんでるねぇ。でもアッシュくん、残念ながらもう時間がないの」

　パナキアが床ゆかに視線を落とす。いつでも笑えみの絶えない口元が、きりと引き結ばれている。

「百年『フィジカ』を続けるか、千の種しゆを次代に繫つなぐか、万の命を救う。それが私とクロカちゃんがした契けい約やく。契けい約やく者しや死亡時は規定で数値が引ひき継つがれないんだけど、それでもフィジカちゃんはあと一種しゆの命を繫つなげば千せん種しゆに到とう達たつしちゃう」

「あと一種しゆ……」

　カーバンクルの先生は、答えが見つかるのは旅が終わった時だと言った。フィジカの旅はもう明日にでも終わってしまう。

　──旅が終わってから見つかった答えを、僕ぼくは受け入れられるのか……？

　パナキアの姿が消えた後も、アッシュは闇やみの中で迷い続けていた。
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「安心しろ牧場主。我らアルバーン兄きよう妹だいがきたからにはもう大だい丈じよう夫ぶだ」

　ロッテが自信たっぷりに宣言した横で、アッシュも任せてくださいとうなずいた。

「ウェラーさん、僕ぼくはただの角つの守もりですが、妹は優ゆう秀しゆうな角ク笛ラのリ騎オ士ンです。こっちの小さい妹も害がい獣じゆうに詳くわしい教会関係者です。絶対に犯人を見つけてみせますよ」

　アッシュたちは『フィヨトル大たい樹じゆ』を目指す旅の途と中ちゆうで、大きな牧場に立ち寄った。

　乳ちち搾しぼりでも手伝って一宿一飯を確保する魂こん胆たんだったが、牧場主のウェラー氏はそんなことせずともぜひ泊とまってくれと言う。聞けば昨晩、家か畜ちくの山や羊ぎが何者かに襲おそわれたらしい。

　まあ十中八九は害がい獣じゆうの仕し業わざだろう。人に牙きば剝むく彼かれらを討うつのは、角つの守もり職しよくの本領だ。

　二つ返事で退治を請うけ負おったアッシュは、早さつ速そく山や羊ぎが襲おそわれた現場へと向かった。

「なんで、私まで教会関係者ってことにされてるわけ？」

　土と牧草しかない平原に出るなり、小さい方の妹役──フィジカが不平を口にする。

　この大陸で、フィジカは《悪い薬くす師し》だ。

　薬くす師しでありながら人を診みない。どころか教会が定めた危険な害がい獣じゆうばかりを治ち療りようする。性格もとことんねじ曲がっていて、アッシュが肩かたを氷柱つららに貫つらぬかれた時など、『いい？　三つ数えたら抜ぬくからね』なんて安心させつつ、一すら数えず引ひっこ抜ぬく鬼き畜ちく娘むすめだ。

　当然エイル教会からは異い端たん認にん定ていされている。しかるに自分を『教会関係者』などと紹しよう介かいされれば、フィジカとしては業ごう腹はらだろう。

「別に噓うそはついてないよ。僕ぼくは角つの守もりでフィジカは異い端たん者しや。僕ぼくらは敵対関係者だからね」

　しいていえば「妹」と説明したことは真実ではない。だが大きい方の妹も血が繫つながっているわけではないのだから、その辺りは気の持ちようだろう。

「はいはい。キミがいっちょまえに屁へ理り屈くつを言えるようになって嬉うれしいよ。始めの頃ころなんて、『僕ぼくはエイル教会とは関係なく個人的にこの女の子をつけ回している、剣けんを持っているけど全然怪あやしくないものです』、なんて自じ己こ紹しよう介かいしてたしね」

　それを言われると面おも映はゆい。だがフィジカの機き嫌げんが治ったようなのでよしとしよう。

　さておき、本来ならば角つの守もりと異い端たん者しやは、こんな風に軽口を叩たたきあえる間あいだ柄がらではない。まして一年近くともに旅するなどあってはならないことだ。

　アッシュはひょんなことからフィジカに命を救われている。その恩返しとして、異い端たん者しやを逃にがさないけど縛しばらないという、保ほ護ご観かん察さつの旅が始まった。

　振ふり返かえってみると、それはこの大陸の「真実」を知る旅だった。様々な出会いと別れを繰くり返かえす中で、アッシュはエイル教会の裏の顔を知り、「敵」と認にん識しきしていた害がい獣じゆうや異い端たん者しやたちの別の側面を見た。

　百年、千せん種しゆ、万命を救うという《摂理の担い手フイジカ》の遍た歴びは、アッシュにとっては自じ我がにも等しい信しん仰こうを見つめ直す巡た礼びだった。もしもフィジカと出会わなければ、アッシュは何も知らぬまま多くの命を軽かろんじていたことだろう。

　角つの守もりとしての成果はいまだ上げられていないが、アッシュはフィジカと旅ができて本当によかったと思っている。それがもうすぐ終わると思うと、やはり寂さびしかった。

　──フィジカも、そう思ってくれていたりするのかな。

　昔話はアッシュをからかう内容ではあったが、二人の中の思い出だ。旅が終わりに近づいているいま、フィジカも多少は名残なごり惜おしさを感じてくれているのかもしれない。

「スケベニンゲンが、またいやらしい目で私を見ている」

　フィジカがじとりとこちらを見返す。そこにロッテが食ってかかった。

「バカを言うな。兄がそんな目を向けるとしたら貴様ではなく私だ」

「僕ぼくはどっちのこともそんな目で見ないよ」

　……なんて受け流したが、実は無む意い識しきに見ていた可能性はある。

　というのも、最近アッシュの枕まくら元もとに邪じや神しんが立つのだ。何を企たくらんでいるつもりなのか、「フィジカちゃん寂さびしそうだった」だの、「あれはアッシュくんの子を産みたがってる顔」だの、邪よこしまな女め神がみは毎晩意味深に囁ささやいてくる。おかげでアッシュも妙みように意い識しきしてしまい、フィジカにあらぬ疑いをかけられる日々だ。

　──平常心平常心。僕ぼくは聖せい職しよく者しや、良りよう識しき派は、真人間、正直者……。

　心を落ち着けつつ歩いていると、程ほどなく牧場の中央に到とう着ちやくした。

「これは……ひどいね」

　地面にできた血ち溜だまりの上に、数匹ひきの山や羊ぎがだらりと力なく倒たおれている。どうやらここが現場のようだ。

「この喰くい方かたは、狼おおかみの仕し業わざだな」

　山や羊ぎたちはみな喉のど笛ぶえに嚙かみ跡あとがあった。死体の太ももや腹などの柔やわらかい部位は、ざっくりと喰くい千ち切ぎられている。ロッテが言った通り、犯人は狼おおかみで間ま違ちがいないだろう。

「うん。とりあえず罠わなを仕し掛かけようか」

　教会に届く被ひ害がい報告で、一番多い害がい獣じゆうは狼おおかみ、その次がグリズリーだ。

　ゆえに角つの守もりは常に一つ二つは鉄てつ製せいの足あし止どめ罠わなを携けい帯たいしている。素す早ばやく賢かしこい狼おおかみには、罠わな以外の方法ではまず太た刀ち打うちできない。

「へー。この山や羊ぎの死体を見て犯人が狼おおかみ？　さすがは無脳集団の一員だね」

　先ほどのお返しのつもりか、フィジカがケンカ腰ごしでロッテを煽あおった。

「貴様、誰だれに物を言っている！」

「姑こ息そくの異名を持ち乳力にゆうりよくを自在に操あやつる滑こつ稽けいなる女じよ性せい騎き士しの《見イえンなビいジ剣ブ士ル》さんに」

「なっ、なっ……！」

　まるで炎ほのおで炙あぶったかのように、ロッテの顔がみるみる紅こう潮ちようしていく。

「狼おおかみは牙きばが目立つけど細かい歯も多いんだよ。あの子たちが獲え物ものを喰くい千ち切ぎる際には、当然牙きば以外の歯型もつく。でもこの山や羊ぎの毛に接する辺りの嚙かみ跡あとは、長い牙きばしか残ってない」

　アッシュも山や羊ぎの死体を見てみたが、正直なところよくわからなかった。しかし害がい獣じゆうに関する《悪い薬くす師し》の見立ては、いままで外れたことがない。

「フッ……面おも白しろい。だったら貴様は何が山や羊ぎを襲おそったと言うのだ」

「さあ？　少なくとも狼おおかみでないことは確かだね」

　フィジカとロッテの間に険悪な空気が立たち込こめる。この二人は角ク笛ラのリ騎オ士ンと異い端たん者しやという関係を差し引いても、犬と猫ねこより仲が悪い。

「この世で確かなことは一つだ。私は貴様よりあらゆる点で優すぐれている」

　ロッテが嘲あざけりの視線をフィジカの胸むな元もとに向けた。

「確かにロッテは大きいね。私のはとっても小さい」

「フフン。私は別に胸の話などしていないが？」

「顔の大きさの話だよ」

「わっ、私の顔は大きくなどない！」

　口ゲンカではフィジカに勝てないと、いいかげん妹にも学んでほしいものだ。

「ほらほら二人ともケンカしないで……あれ？　おかしいな」

　仲ちゆう裁さいしていてふと気づいた。死んだ山や羊ぎたちの周辺に、本来あってしかるべき犯人の手がかり──足あし跡あとがない。

「ようやく気づいたね、お兄ちゃん。ここには誰だれが見てもわかる特とく徴ちよう的てきな山や羊ぎの蹄ひづめの跡あとしかない。これこそ犯人が狼おおかみである証あかしだよ」

　家か畜ちくを襲おそい慣なれた狼おおかみは相当に賢かしこい。無む駄だに血を浴びないように獲え物ものを引きずらないのはもちろん、地面に足あし跡あとをつけずに草の上を選んで移動したりもする。それらは角つの守もりならば経験則として知っている常じよう識しきだとロッテは言った。

「やれやれ。お兄ちゃんよりマシだと思ったけど、やっぱり兄きよう妹だい揃そろってバカだったね」

「貴様！　兄はともかく私を愚ぐ弄ろうするな！」

　僕ぼくはいいのかと落おち込こむアッシュをよそに、二人の口論は白熱していく。

「バカをバカって言って何が悪い？　土がこれだけ見えている場所で、草だけ踏ふむなんてできるわけないでしょ。キミが言う狼おおかみには翼つばさでも生えてるわけ？」

「フッ……浅はかな。狼おおかみには犬と交じって小型化した種しゆがいる。軽いやつらはそれこそ飛ぶように走り、足あし跡あともほとんど残さない」

「『ほとんど』ね。私には一つも見つけられませんけど？　キミ、胸に脂し肪ぼうを蓄たくわえすぎて脳の酸さん素そ濃のう度どが低下してるんじゃない？」

　フィジカは相手の言こと葉ば尻じりをつつくのを好む。それが「お菓か子しのおいしい食べ方」といったことでも、とにかく相手を論破せねば気が済まない。人は年を取ると子供に戻もどるというのが、フィジカを見ているとよくわかる。

「……いいだろう。ならば貴様と私、どちらが先に山や羊ぎを襲おそった相手を捕とらえるかで勝負だ」

「嫌いや」

「さては貴様、私に負けるのが怖こわいのだろう？」

「今時そんなお安い挑ちよう発はつに乗るのは、キミのお兄ちゃんだけだよ」

　なぜフィジカは話の節々でアッシュにまで攻こう撃げきを加えてくるのか。

「では賭かけよう。この勝負に勝った方は、何でも一つ言うことを聞かせられる。兄に」

「なんで僕ぼくなんだ！」

　普ふ通つうは相手に言うことを聞かせるものではないのか。

「……いいよ。その賭かけ乗った。せいぜい首を洗って待っててね。キミが」

　フィジカがくるりとこちらを振ふり向むく。

「だからなんで僕ぼくなのさ……」

　たとえ自分に得がなくとも、フィジカは賭かけ事ごとならなんでもほいほい飛びつく依い存ぞん症しようだ。アッシュが一年がかりで根治した病気が、ロッテのおかげであっさり再発してしまった。

「じゃ、お兄ちゃんは助手ね。ロッテは狼おおかみ用の罠わなを仕し掛かけるから手伝って」

「それは構わないけど……フィジカはどうする？」

「私は寝ねる。夜に見張るからキミはその時手を貸すこと」

　フィジカはニタァと《悪い薬くす師し》の顔で笑い、離はなれの小屋へ歩いていった。何かもう悪い予感しかしないが、とりあえず二人がやる気なのはよいことと前向きに考える。

「ロッテは足あし止どめ罠わなを仕し掛かけておくから、お兄ちゃんは牧場主に穴を掘ほる許可貰もらってきて」

「あれ、毒どく餌えさは使わないの？」

「もう！　そんなんだからお兄ちゃんは万年角つの守もりなんだよ。この手の狼おおかみは毒の臭においを嗅かぎ分わける。だけど穴あな罠わなをたくさん仕し掛かけておけば、一頭二頭は間ま抜ぬけが引っかかる。狼おおかみって仲なか間ま意い識しきが強いでしょ？　だから今晩一頭捕つかまえて、明日はそいつを囮おとりに一いち網もう打だ尽じんにするんだよ。狼おおかみ王おうを捕つかまえる時の常じよう識しき」

「そうなんだ……勉強になります」

　アッシュは素す直なおに感心した。教会は政治とコネの世界なんて言っていたけれど、ロッテは実力も相応にあるのだと知る。

「こんなことも知らないなんて、ロッテは情けなくて涙なみだ出てくるよ。フィジカじゃなくてロッテと巡た礼びをすれば、お兄ちゃんすぐにでも角ク笛ラのリ騎オ士ンになれるのに」

　こちらの反応をうかがうように、ロッテがちらっと横目で見てくる。

「はは……。とりあえず、ウェラーさんに許可を取ってくるよ」

　アッシュはひとまず笑ってごまかし、そそくさと母おも屋やへ移動した。牧場主に用向きを伝えて道具を借り、戻もどってきてロッテの指示に従う。

　ざっくざっくと穴を掘ほりながら、いましがた妹に言われたことを考えた。

　──角ク笛ラのリ騎オ士ンになれる……か。

　これまでのフィジカとの旅で、アッシュは多くの「真実」を知った。それらは時にエイル神の教えに反するものだったが、アッシュにとっては正しいと思えることばかりだ。

　しかし逆に言えば、フィジカと行く旅ではアッシュは角つの守もりの職しよく務むを遂すい行こうできない。おかげで角ク笛ラのリ騎オ士ンになって母を王都に招くという夢からは遠ざかってしまった。

　この迷いは先日も落おち込こんだばかりだが、やはりそう簡かん単たんに踏ふん切ぎりはつけられない。

　──僕ぼくは、どうして角つの守もりになったんだ？

　エイル教会は正しい世の中を作ろうとしている。アッシュは人々の笑え顔がおを守りたかった。だから教会で成人の洗礼を受けたし、角つの守もりを志こころざした。

　騎き士しになって母に楽をさせたい、あるいは英えい雄ゆうだった父を超こえたいという想おもいはある。それらはあくまで副次的な目標にすぎない。

　だが、手が届く範はん囲いにある現実的な「夢」でもあった。

　片やフィジカと行く旅は、大陸の未み来らいを繫つなぐことが目的となる。それはあまりにも壮そう大だい過ぎて、正直なところアッシュの手に余るものだ。自分が何を目標にすればいいのかわからず、現状はただフィジカにくっついているだけになっている。

　──僕ぼくがエルフではなく人間だから、そう感じるのかな……。

　人間から見ると、動物の寿じゆ命みようはとても短い。それはそのままエルフから見た人間にも当てはまる。人とエルフでは寿じゆ命みようが違ちがうため、ものの見方が大きく異なる。だから自分には旅が茫ぼう洋ようと感じられ、成果を得られず焦あせっているのではないか──。

「お兄ちゃん掘ほりすぎ！　罠わななんだからちゃんと考えてやってよ！」

　気がつけば、アッシュの周囲は穴だらけになっていた。これではうっかり家か畜ちくの山や羊ぎまで捕とらえてしまいかねない。

「……ごめん。すぐ埋うめるよ」

「お兄ちゃんはいっつもそう！　自分で穴を掘ほって、掘ほりすぎたからまた埋うめるなんてバカバカしいと思わない？　もっと要領よくやんないから出世できないんだよ」

　苦笑いしつつも、その通りだと思った。自分には角つの守もりの適性があったのだろうが、騎き士しになるまでの才覚も嗅きゆう覚かくもない。

　仮にロッテと巡じゆん礼れいしたなら、妹はきっと要領よく兄を騎き士しへと導いてくれるだろう。それはフィジカと行く旅よりも、アッシュの身みの丈たけにあったものになるはずだ。

「……でも、ロッテはそういう不器用なお兄ちゃんが好きだけどね」

　小声でぼそりとつぶやいて、妹はごまかすようにそっぽを向いた。

「ありがとう。僕ぼくもロッテが大好きだよ。君の兄でいられることを誇ほこりに思う」

「ううん、なんでもない……って、なんでお兄ちゃん返事してるの！　いまのは『えっ、何か言った？』って聞こえてないフリするところでしょ！」

　顔を真っ赤にして怒おこるロッテに、アッシュは笑いながら言う。

「ロッテの言葉は一つ残らずちゃんと聞いてるよ。何しろ君は十年ほとんど口を利きかなかったからね。ロッテが喋しやべってくれるなら、それが耳を塞ふさぎたくなる罵ば倒とうだって僕ぼくは嬉うれしい」

　ロッテは害がい獣じゆうに滅ほろぼされた村の生き残りだ。角つの守もりだったアッシュの父が連れ帰って家族となったが、辛つらい過去のせいかほとんど口を開かなかった。

　アッシュはそんな妹を、十年めげずに笑わせようとし続けた。その甲か斐いあっていまのロッテはこの通り、兄に対しては小こ憎にくらしいほどお喋しやべりになってくれた。

「お兄ちゃん……」

「それに、僕ぼくはフィジカと違ちがって耳はいいからね」

「……最っ低！　なんでここであの女の名前出すの？　お兄ちゃんのバカ！」

　ロッテがきっとアッシュを睨にらみつけ、肩かたを怒いからせ去っていく。

「あ、待って。そっちは僕ぼくが掘ほった落とし穴が──」

　兄の警けい告こくも虚むなしく、妹は飼い葉と小枝で作った蓋ふたを粉ふん砕さいし、狼おおかみ用の穴あな罠わなに落ちた。

「いった……最低！　お兄ちゃんのバカ！」

　しかしそれほど深く掘ほったわけではないので、ひとまず怪け我がの心配はなさそうだ。

　騎き士しらしからぬ悪態をつくロッテに、笑いをかみ殺しつつ手を差さし伸のべる。

　が、逆にぐいっと手を引かれ、アッシュも妹の待つ穴へと落下した。

「いたた……。ロッテ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　自分の下になった妹を気き遣づかうと、その顔が思った以上に近いところにある。

「大だい丈じよう夫ぶじゃない。責任取って」

　言葉の意味はすぐにわかった。右手がロッテの胸に触ふれている。

「ごっ、ごめん。でも兄きよう妹だいなんだから、そんなに怖こわい顔しないでも……」

「本当の兄きよう妹だいじゃないから、責任取ってほしいんだよ」

「ロッテ……？」

　首の後ろに手が回ってきた。顔がゆっくり引き寄せられる。

「ロッテには、もうお兄ちゃんしかいないの。だから……」

　そのままじっと見つめ合う。

　互いの息が顔にかかる。

　しかし、何も起こらなかった。

　アッシュはもちろん、ロッテもどうしていいかわからないといった顔だった。

　二人ともが道に迷った旅人のように、進むことも引き返すこともできず、穴の中で見つめ合いつつ途と方ほうに暮れていた。

「別に、禁断の愛を止めるつもりはないけど──」

　ふいに頭上から声が降りてくる。

「かれこれ見つめ合ったまま半はん刻とき経たったし、そろそろ諦あきらめたら？」

　穴の底から見上げた空に、夕日とフィジカの呆あきれ顔がおがあった。
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　牧場の中ほどに積み上げられた飼い葉の陰かげで、アッシュは息を潜ひそめていた。

　月が昇のぼってだいぶ経たつが、いまのところ狼おおかみの遠とお吠ぼえは聞こえない。特に重点的に罠わなを仕し掛かけておいた家か畜ちく小ご屋やの方も静かだ。

「キミと出会ってすぐの頃ころ、こんな風にコカトリスの巣で張はり込こみしたっけ」

　一向に現れない害がい獣じゆうに退たい屈くつしたのか、フィジカがあの晩と同じ丸い月を見上げて言った。

「そうだね。あの時からずっと、僕ぼくは君に騙だまされっぱなしだ」

　コカトリスを治ち療りようするための踏ふみ台だいにされ、ユニコーンを呼び寄せる囮おとりにされ、本当にいままで何度死にかけたかわからない。本来異い端たん者しやを追いかけるはずのアッシュは、ずっとこの《悪い薬くす師し》に翻ほん弄ろうされ続つづけてきた。

「こっちこそ。キミのおかげで収入は激げき減げんだし、着き替がえは毎度のように覗のぞかれるし、おまけに賭かけ事ごともできなくなるしで散々だよ」

　減らず口を叩たたきながらも、フィジカの口元は笑っている。

「でも、楽しかったよ。一いつ緒しよに屋台を巡めぐって変なものを食べたり、何度騙だまされても私の噓うそを信じたり。キミと過ごした時間は短いけれど、たぶん一生忘れない。ありがとね」

　らしくない素す直なおな言葉に当とう惑わくする。同時に経験が危機を察知した。

「……はっ！　これは僕ぼくが言いくるめられて囮おとりにされる流れ……？」

　猜さい疑ぎと恐おそれの視線を向けると、フィジカはやけに清すが々すがしい微笑ほほえみを返してきた。

「別に何も企たくらんでないよ。私は子供じゃないから、負けを認める余よ裕ゆうがあるだけ」

　負けが何を指すのかは不明だ。そして疑ぎ惑わくが晴れたわけでもない。

　ただ、人がこんな風に昔話を語り出すのは、何かを終えようとしている時だと思う。

「フィジカは、パナキアさんとの契けい約やくを果たしたらどうするの？」

「言っとくけど、私はキミと子作りする気なんてないから」

　予想だにしなかった返答に、アッシュは銀ぎん魚ぎよの如ごとくに口をぱくぱくさせて声を失う。

「どうせパナキアに吹ふきこまれたんでしょ。クロカの時とおんなじで、契けい約やくを破は棄きして履り行こうを実子に引ひき継つげば、私は後見人として旅を続けられるって」

「……う、うん。そうらしいね」

　もちろん初耳だったが、とっさに話を合わせた。

「私のことが大好きなキミのために言ってあげると、別に相手の問題じゃないから。『ヒポグリフ』なんて呼ばれる子供は、私の代で終わりにしたいだけ」

　つまり、子を設けるつもり自体ないということだろう。エルフの血を引くフィジカに子供ができたなら、その子は親と同じく、人からもエルフからも受け入れられない存在になる。

　少しだけ、話の糸口が見えた。

「でも、生まれた子供は一人じゃない。フィジカがそばにいてずっと守ってあげられる」

「そう考えるのは人間だけだよ。この大陸で生きていくなら、自分の命は自分で守るもの」

「それは幻げん獣じゆうの考え方だよ。フィジカは人間だ」

「人間じゃないから幻げん獣じゆうと同じなんだよ。私は自分の面めん倒どうを見るので精せい一いつ杯ぱいだからね」

　エルフは人類の敵だ。人とは相あい容いれない存在だ。だからフィジカはこれまで一人で生きてきた。耳を隠かくして宿から出ず、孤こ独どくに百年を過ごしてきた。

　そんなフィジカが、アッシュとともに過ごした時間を楽しいと言ってくれた。

　あの悪名高き《悪い薬くす師し》が、打算もなしに微笑ほほえんだ。

　そういえば先日も、フィジカは旅を続けるために幻げん獣じゆうを見捨て、後にそんな自分を責めて涙なみだしている。

　──本当に、僕ぼくはどうしようもないバカだ……。

　フィジカが旅を終えたがらない理由に、どうしてもっと早く気づいてあげられなかったのかと悔くやまれる。

　将来家族を作るつもりがないのなら、《摂理の担い手フイジカ》でなくなったフィジカには、アッシュ以外に自分を認めてくれる存在がいないのだ。

「フィジカ。パナキアさんとの契けい約やくを終えた後も、僕ぼくと一いつ緒しよに旅を続けないか？」

　父の背中への想おもい、故郷の母への郷きよう愁しゆう、ともに巡じゆん礼れいしようというロッテの誘さそい──迷いは様々にあるけれど、フィジカと旅を続けたいという思いが、いまアッシュの中にある。

「……その言葉、ずっと待ってた」

　うつむいたフィジカの肩かたが、小刻みに震ふるえている。

　ごめんとアッシュが手を伸のばしかけたところ、ぱしんと思い切り振ふり払はらわれた。

「──なんて言うわけないでしょ！　バッカじゃないの？　教会の犬コロの分際で私を憐あわれまないで！」

「僕ぼくはそんなつもりで言ったんじゃない！　僕ぼくはフィジカを守りたいだけだ！」

「世間ではそれを求きゆう婚こんって言うんだよ！　キミはそこまで考えて言ってるわけ？」

　顔にためらいが浮うかんでしまったのだろう。フィジカがニヤリと笑った。

「そう。キミはその『お預けくらった犬みたいな顔』が一番似合ってる。さっきみたいにかっこいい顔はロッテにしてあげて」

「何を……僕ぼくは本気でフィジカを守りたいと思ってる！」

「軽いよ。何を言っても所しよ詮せんキミはスケベニンゲン。ま、こんなにかわいいハーフエルフの女の子を忘れるのは大変だろうけど、がんばって」

　わざわざ種しゆの違いを強調し、フィジカがくるりと背を向ける。

　その肩かたがいまも震ふるえているのに気づいた瞬しゆん間かん、牧場に獣けものの吠ほえ声ごえが響ひびき渡わたった。

「狼だ！」

「違ちがうよ。これは牧羊犬の鳴き声。飼育小屋の方で何かあったね」

　飼い葉の陰かげから立ち上がり、フィジカと二人で声のした方へ走る。

　次し第だいに血の臭においが漂ただよってきた。同時に煙けむりと焦こげ臭くささも感じる。

「……っ！　ひどいことを……！」

　アッシュたちが飼い葉の陰かげに隠かくれる前、家か畜ちく小ご屋やに入りきらなかった山や羊ぎたちは、その周辺で身を寄せ合って眠ねむっていた。

　その山や羊ぎたちがいま、小屋の周囲で死んでいる。

　何匹びきかはアッシュが掘ほった穴あな罠わなに落ちていたが、大半は体を喰くい千ち切ぎられて血ち溜だまりに倒たおれていた。なぜか草地の地面がぶすぶす燻くすぶっており、その光景はさながら戦火のようだ。

「何があったんだ……？」

　まったく状じよう況きようが把は握あくできない。とりあえず残り火を消そうと水みず汲くみ桶おけを探した時だった。

「ロッテ！」

　羊たちに紛まぎれ、焦こげた地面にロッテが倒たおれていた。

「ロッテしっかりしろ！」

　駆かけ寄よって体を抱かかえ起おこす。ぐったりしているが息はあった。

　見たところ大きな怪け我がをしている様子はない。しかし出血こそないが、腕うでの辺りがうっ血したように紫むらさきに腫はれている。

「なんだ……？　まるで毒どく蛇じやにでも嚙かまれたみたいな……」

「たぶんその通りだよ。【アンチドーテ】」

　フィジカが歩あるき杖づえに命じ、先せん端たんをロッテの腕うでにあてがった。

　この異い邦ほうの杖つえ──アスクレピオスは、持ち主の命で様々な効果を引き起こす。いまフィジカが口にした【アンチドーテ】は、確か「消毒」の効果だ。

「……強い毒だね。アスクレピオスじゃ毒の回りを抑おさえるのが精せい一いつ杯ぱい」

「何か方法は！」

「血けつ清せいがいる。抗こう毒どく血けつ清せいは、同どう種しゆの毒を持つ生き物の血からしか作れない」

「わかった。僕ぼくがそいつを探してくる。フィジカはロッテを頼たのむ！」

　勢い牧草地を駆かける。周囲に生き物の気配はない。立ち止まって地面を探したが、見つかったのは混乱をうかがわせる山や羊ぎの蹄ひづめの跡あとだけだ。

「足あし跡あとがないということは……」

　それこそ敵は空を飛んでいるのかもしれない。近きん隣りんに生息する幻げん獣じゆうで言えば、山頂に住まうワイバーンという可能性がある。しかしワイバーンは毒など持っていない。その生態から言っても、ワイバーンなら獲え物ものをその場で喰くい散ちらかしたりせず、巣へと連れ去るはずだ。

　ならば相手は蛇へびだろうか。その牙きばには毒があるし、地面が砂地でもない限り蛇へびの移い動どう跡あとは発見しにくい。だが蛇へびは普ふ通つう獲え物ものを丸まる吞のみにする。あの細い牙きばでは肉を喰くい千ち切ぎれない。

「肉にく食しよく獣じゆうの牙きばを持ち、獲え物ものに毒を注入し、足あし跡あとを残さない害がい獣じゆう……」

　心当たりはない。果たしてそんな生き物がいるのだろうか。

　どんな敵を探せばいいのかわからぬまま、アッシュは牧場をひた走る。

　──何かいる！

　前方の草地に、牛ほどの大きさの影かげが蠢うごめいていた。

　ウェラー氏が所有する家か畜ちくは、山や羊ぎとラバだけだと聞いている。他にいるのは、手に乗りそうなほどに小さい牧羊犬だけのはずだ。

　アッシュの足音に気づいた影かげが、草地から月の下へと姿を現す。

「なんだ……こいつは……？」

　その生き物には、「獅し子し」の頭があった。

　四本の足は、蹄ひづめを持った「山や羊ぎ」のそれだった。

　背中の後ろで揺ゆれている尾おは、「蛇へび」の頭そのものだった。

　そんなめちゃくちゃな姿の害がい獣じゆうは、【ラズの書】にも載のっていない。

　しかし著者の聖ラーズグリーズから直接手て渡わたされ、アッシュが夢中で読よみ耽ふけった「原書」にはこう載のっている。









　名めい称しよう：キメラ（別名　キマイラ、奇き想そう天てん外がい）　危険度：高　等級：一

　獅し子しの頭に山や羊ぎの体、そして蛇へびの尾おを持つ獣けもの。口から龍りゆうの如ごときの炎ほのおを吐はき、尾おの蛇へびの毒は地ち竜りゆうをも屠ほふる。だがその姿は一定せず、背中に山や羊ぎの頭部を持ったものや、前まえ脚あしが獅し子しのものもいる。しかし体は必ず雌めすの山や羊ぎであり、雄おす獅じ子しの頭部であっても性別は雌めすとなる。

　自然界には存在しない。錬れん金きん術じゆつによって生み出された合ごう成せい獣じゆうである。











　本来の【ラズの書】の場合、一等級に属する害がい獣じゆうは「害がい獣じゆうの王」と呼ばれるドラゴンぐらいしか載のっていない。キメラはおそらく禁きん忌きの生物として抹まつ消しようされたのだろう。

　しかるにキメラは、この大陸で一番危険な存在ということになる。そんな禁きん忌きの存在が、なぜこんなところにいるのか──。

「フィジカ……あの賭かけは、無効だ……」

　声に振ふり向むくと、フィジカの肩かたを借りてロッテが苦しげに歩いてきた。

「山や羊ぎの足あし跡あとしか残っていない謎なぞを推理していたのに、犯人が山や羊ぎそのものだったなど間ま抜ぬけにもほどがあるからな……くっ」

「ロッテ！　無理するな！」

　アッシュが駆かけ寄より肩かたを貸そうとすると、妹は兄の体を押おし留とどめた。

「……大だい丈じよう夫ぶだよ、お兄ちゃん。さっきは三匹びきいて手に負えなかったけど、いまはこっちが三人いる。相手も一匹ぴきだし……ね」

　明らかにやせ我が慢まんの顔だったが、ロッテは歯を食いしばって剣けんを抜ぬいた。

「キメラは雌めすしかいないから繁はん殖しよくできない。大陸の未み来らいにも寄き与よしない。キミたちの言葉でいうところの、完全なる害がい獣じゆうだよ。だから安心して殺して、角つの守もり様」

　フィジカがふっと笑って、アスクレピオスを両手で構えた。

　相手は一級害がい獣じゆうだ。こちらが三人いるからといって決して有利な状じよう況きようではない。少しでも油断すれば一いつ瞬しゆんで全ぜん滅めつさせられてしまうだろう。

　──でも、やるしかない。

　自分より強い妹を守るため、アッシュも剣けんを抜ぬいて構えた。

「二人とも、ダメだと思ったらすぐ逃にげるんだ！」

　盾たてになるべく二人より一歩前へ出る。

　ほぼ同時に、キメラがカッと獅し子しの口を開いた。

「そこの自じ己こ犠ぎ牲せいバカどいて！　【レインシェルター】」

　フィジカがアッシュの更さらに前へと躍おどり出でた。前方に突つき出だしたアスクレピオスから、金属の骨が無数に飛び出す。

　合わせてキメラの口からうなり声と炎ほのおが吐はき出だされた。

　しかしフィジカが持った「傘かさ」の覆おおいが、熱風を二ふた股またに裂さいて退しりぞける。

「レニの炎ほのおに比べたら、こんなの全然、全然たいしたことないね！」

　ものすごくたいしたことありそうだ。とはいえフィジカと一いつ緒しよに戦ったアースドラゴンは、キメラ以上に勝ち目のない相手だった。そんな強敵もいまでは友になっている。こんな暴れ牛程度の小さな害がい獣じゆうに敗やぶれたら、山より大きいレニは大いに憤ふん慨がいするだろう。

「ロッテが半殺しにするから、お兄ちゃんは止とどめだけ刺さして！」

　炎ほのおが衰おとろえた隙すきを見て、ロッテが傘かさの中から飛び出した。

《見イえンなビいジ剣ブ士ル》の名を持つ角ク笛ラのリ騎オ士ンが、獅し子しの頭部をめがけて目にも留まらぬ速さで剣けんを突つき出だす。

　しかしキメラは小刻みに後方へ飛び、ロッテの連れん撃げきを華か麗れいにかわした。

「僕ぼくにだって、人を守れる力はある！」

　アッシュも傘から躍り出て、キメラの着地に合わせて横腹に剣けんを叩たたき込こむ。

「……っ！　人間のような真ま似ねを！」

　アッシュが振ふるった剣けん先さきは、キメラが繰くり出だした蹄ひづめの蹴けりで押おし返かえされていた。

　動物や幻げん獣じゆうたちには見られない戦い方だ。そう考えてはっとなる。

「『人が創つくりし獣けだもの』……！」

　カーバンクルの先生とフィジカから聞いた、かつてのエルフたちが遺のこした言葉。

　エルフを弱らせ森へ追おい込こんだ毒と、それらをすべて焼きつくした炎ほのお。

　人じん魔ま戦せん争そうのきっかけは、人である錬れん金きん術じゆつ士したちが創つくり出だした、合ごう成せい獣じゆうの手によるものだったのではないか。

「【モーニングスター】」

　杖つえの先せん端たんを棘とげのついた金属球に変え、フィジカがキメラに襲おそいかかった。

　横に飛んでかわした害がい獣じゆうに、息をもつかせずロッテの追つい撃げきが閃ひらめく。

「いまだよ、お兄ちゃん！」

　ロッテの剣けんを避さけたキメラの動きが止まっていた。

　その山や羊ぎの体の前まえ脚あしに、昼間にロッテが仕し掛かけた足あし止どめ罠わなががっちり嚙かんでいる。

　千せん載ざい一いち遇ぐうの好機に、アッシュは大きく跳ちよう躍やくした。

「はああああっ！」

　獅し子しの顔面をめがけ、思い切り両りよう腕うでを振ふり下おろす──。

　そう見せかけ、後方で泳いでいた蛇へびの尾おに目標を変えた。

　頭部を守るように蹄ひづめの足を掲かかげていたキメラは、為なす術すべもなくその尾おを失う。

「よし！　これで血けつ清せいが作れる！」

　害がい獣じゆうを倒たおすことが最さい優ゆう先せんではない。角つの守もりの剣けんは人を守るものだ。

「ゴガァァァァァッ！」

　怒いかりをはらんだ獅し子しの咆ほう哮こうが、牧場全体にびりびりとこだました。

　その雄お叫たけびに呼ばれたように、キメラの背後から一人の男が現れる。

「一頭だけ餌えさ場ばからの帰りが遅おそいと思えば……。この世にはまだまだ想ロ像マ力ンを超こえた出来事が起こるものだな、アッシュくん」

　マントを翻ひるがえし近づいてくるのは、ワインの村で出会ったあの錬れん金きん術じゆつ士しだった。

「なぜ、バトラーがここに……？」

　驚おどろき戸と惑まどうアッシュの隣となりで、フィジカが杖つえを構え直した。

「ワーウルフ、ケルピー、キメラ。最近のありえない幻げん獣じゆう騒さわぎは、全部この男の仕し業わざだよ」

　巨きよ漢かんの錬れん金きん術じゆつ士しを睨にらんだフィジカに続き、今度はロッテが衝しよう撃げきの事実を口にする。

「害がい獣じゆうを操あやつってお父さんを殺したのもこの男だよ、お兄ちゃん」

　父に生き写しのバトラーを見ても、妹はまるで驚おどろいた様子もない。

　アッシュはこれ以上ないほどに衝しよう撃げきを受けていたが、「真実」にはまだ驚きよう愕がくの面があった。

「初めましてと言うべきだろうね。でも私はおまえなんかと話したくない。さっさとクロカの指輪を返せ、クソ親おや父じ！」

[image: ]

　フィジカの罵ば声せいを浴び、バトラーは高笑いした。

「素晴らしいアメージング！　さすが我わが娘むすめだ。類たぐいまれなる想ロ像マ力ンを持っている」

「バカな……！　だってフィジカのお父さんは……」

　フィジカはハーフエルフであり、母のクロカは人間だ。当然父親はエルフでなければならない。しかしバトラーの耳はアッシュがよく知る父のもの──人間のそれにしか見えない。

「私のクソ親おや父じは中身だけ。たぶんこの男はキミのお父さんの体を奪うばい、山や羊ぎの体に獅し子しの頭をくっつけるみたいにして、自分の脳を移植したんだよ。どうやったかなんて考えたくもない、おぞましい方法でね」

「そうだよお兄ちゃん。【ラズの書】に載のっているフードを被かぶった錬れん金きん術じゆつ士しの似顔絵が、バトラーの本当の姿。いまフィジカが言った通り、体はロッテたちのお父さんだよ」

　二人の会話を受けてバトラーがまた高笑う。

「なんと！　まったく運命というものは面おも白しろい。我わが輩はいとアッシュくんは何年も前に会っていたのだな。遺品を届けに行った時に」

「……っ！　あなたは……父さんの死を報じてくれたあの同どう僚りようだというのか！」

　はっきりと顔を覚えているわけではない。だが【ラズの書】の異い端たん者しや目もく録ろくでバトラーの似顔絵を見た時、アッシュはその青い瞳ひとみを確かに知っていると感じた。

「そうとも。きちんと死んだことにしておかないと、色々と面倒なのでな」

　それが事実であるならば、これほど許せないことはない。大切な相手に心を返すケルピーとは逆に、バトラーは父の心だけを捨てたのだ。

「さて。そこまでわかっているなら、我わが輩はいの目的も知っているだろう」

　バトラーがパチンと指を弾はじいた。

「気をつけて！　『ソロモンの指輪』はたぶん龍脳ボルネオでできてる！」

　バトラーの手に嵌はめられたいくつもの指輪。その中で一ひと際きわ禍まが々まがしさを放つそれには、まるで先生の額ひたいにあった紅石ルビーを凝ぎよう縮しゆくさせたような赤黒い石が嵌はまっている。

「ガァァァウ！」

　キメラが大きく吠ほえたかと思うと、足あし止どめ罠わなに挟はさまれた自分の脚あしを喰くい千ち切ぎった。

「これは再生に時間がかかるな。諸君らにとっては朗ろう報ほうだろう。我わが輩はいが到とう着ちやくするまで、せいぜい準備しておきたまえ」

　バトラーが闇やみへと歩き出す。その背後に、ひょこひょこと前ぜん肢しを失ったキメラが続いた。

「待て、バトラー！」

　父の背中を追おうとすると、きゃんきゃんと犬の吠ほえ声ごえが聞こえてくる。

　かつてワインの村でバトラーを追いかけた時と同じだった。キメラを恐おそれて身を隠かくしていた牧羊犬や羊たちが集つどい、アッシュの行く手を阻はばんでいる。

「くそっ……！　許さない！　僕ぼくは絶対許さないぞバトラー！」

　怒いかりに我を忘れ、アッシュは大声を張り上げた。

「【震ふるえる杖つえ】、遠心分ぶん離りモード」

　そんな猛たけるアッシュの傍かたわらで、フィジカが杖つえを高速で振しん動どうさせて血けつ清せいを作っている。《悪い薬くす師し》はどこまでも冷静だと思ったが、注射器を握にぎる手はかすかに震ふるえていた。

「よりにもよって、最後がロッテとはね……」
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　アッシュはロッテを抱かかえて牧場主の母おも屋やを訪おとずれた。

　ウェラー氏に客間を借り、清せい潔けつなベッドに妹を寝ねかせる。抗こう毒どく血けつ清せいのおかげでロッテは無事だが、丸一日は安静が必要とフィジカは診しん断だんした。

「フィジカ、教えてくれ！　バトラーの目的はなんなんだ！」

　アッシュの憤いきどおりはまだ収まっていない。バトラーは父の心だけを捨てたのだ。死後に自分の体が辱はずかしめられている父の無念を想おもうと、全身の血液が沸ふつ騰とうしそうだ。

「不老不死でしょ。錬れん金きん術じゆつ士しなんだから」

　湿しつ布ぷ薬やくの在庫がもうないのだろう。フィジカはロッテの腕うでにキャベツの葉を貼はりつけながらさも当然のように答えた。

「そういうことじゃない！　僕ぼくはバトラー自身の目的を聞いてるんだ！」

「そういうことだよ。あの男はたぶん人間に復ふく讐しゆうしたい。でも大陸から人間を根絶やしにするには途と方ほうもない時間が必要。そのためにはエルフの寿じゆ命みようでも足らない。だから不老不死を追い求めて、自分の脳、あるいは記き憶おくや自じ我がを別人に移植する」

　そういえば、アッシュと夜の散歩をした時、バトラーはしきりに「少数」の不ふ遇ぐうを訴うつたえていた。それは錬れん金きん術じゆつ士しのことだと思っていたが、エルフであっても話は通じる。

「人間への復ふく讐しゆう……フィジカはバトラーのことを知っていたのか？」

　ワインの村で会った際は、「会ったような気がするけど覚えてない」と言った。しかしバトラーの方はフィジカに気づいている節があった。

「知るわけないでしょ。全部状じよう況きようから推測しただけ。中身がクソ親おや父じだって気づいたのはただの勘かん。生前のクロカは、お酒を飲む度たびにあの男の悪口言ってたからね。私の母親は典型的な『利用された女』だよ」

　身み振ぶりや口調や髭ひげの生やし方。元もと夫おつとの何もかもをぐちぐち呪のろう一方、娘むすめには『男を見たらすべてスケベニンゲンと思え』と教おしえ込こむ。クロカは初代『フィジカ』として立派な精神を持っていたが、聞けば聞くほど人としてはどうにもさもしい。

「異邦人ビジターだったクロカは、クソ親おや父じにたらしこまれて知ち識しきを利用された。でも途と中ちゆうで騙だまされていることに気づいて離はなれた。私が生まれたのはその後なんだろうね。あの男の記き憶おくなんて全然ないから」

　その後、クロカは娘むすめを「拾った子供」と言い聞かせて育てた。それは愛する娘むすめの将来を思ってゆえのことだったが、母の心中には複雑な思いもあっただろう。

「けれどあの男は、『ソロモンの指輪』が必要になって再びクロカに接せつ触しよくした。指輪を手に入れるにはクロカが邪じや魔まだったけど、異い邦ほう人じんの知ち識しきを捨てるのは惜おしい。だからあの男は、クロカを殺さずに心だけを捨てたんだよ。肉体や臓ぞう器き、ひいては脳の腐ふ敗はいを防止する錬れん金きん術じゆつの薬かなんかで。後々別の機会に利用できるようにするためにね」

　おそらくバトラーは、その防ぼう腐ふ処しよ置ちの際に子供のフィジカを見たのだろう。年月を経て成長したアッシュと違ちがい、フィジカの外見はその頃ころから変化がない。

「貴様の推測は間ま違ちがっていない」

　ベッドに寝ねていたロッテが上半身を起こした。

「バトラーはフードを被かぶってエルフの耳を覆おおい、人に混じって錬れん金きん術じゆつを学んでいた。だがずっと正体を隠かくしおおせるものでもない。エルフであることがバレる度たびに、あいつは仲間の錬れん金きん術じゆつ士しを薬殺していた。それが《無む縁えんの錬れん金きん術じゆつ士し》と呼ばれる所以ゆえんだ」

　ロッテの話で雪山のラーズグリーズを思い出した。かの聖人もまた同じく人間、それもエルフを忌いみ嫌きらうエイル教会に混じり、幻げん獣じゆうの生態を記き録ろくしていた。エルフという種しゆは目的のためなら手段を選ばないものらしい。

「その昔、とある角つの守もりがバトラーの隠かくれ家がを突つき止とめることに成功した。室内には巨きよ大だいなガラス壺つぼがいくつもあり、中身は百年以上前に行方ゆくえ不ふ明めいになった人間だった。みな死んではいたが肉体はまったく朽くちていなかった。それ以来、あの男には《死し霊りよう術じゆつ師しの錬れん金きん術じゆつ士し》という二つ名もつけられた」

　ロッテの言葉は、かつてアッシュが見たクロカの遺体を連想させた。山中の仮宿に横たえられた体は、まるで眠ねむっているようだった。腐ふ敗はいが進行しないのは女め神がみパナキアが契けい約やくで縛しばっているせいと聞いていたが、さっきのフィジカの話によれば、バトラーがクロカを殺したことになるのではないか。

「まさか……」

　恐おそるべき事実に気づいてしまい、アッシュは確かめずにはいられなかった。

「フィジカ、君が契けい約やくを満まん了りようした暁あかつきには、クロカさんはよみがえるんだよね……？」

「死んだ人間が生き返るわけないでしょ。あれは腐くさらないクロカの死体を見たパナキアが、私に『フィジカ』を継つがせるために利用したでっち上げだよ」

　平然と告げられた事実に、アッシュは二の句が継つげなかった。

「だから契けい約やくの満まん了りようが近づいてパナキアは焦あせってたわけ。死体に命を吹ふき込こむなんてできないからね。でもいまさら噓うそでしたなんて言えない。結果、パナキアはキミを唆そそのかして私と子作りするように迫せまった。契けい約やくを反ほ故ごにさせて、なおかつ次の『フィジカ』を繫つなぐためにね」

　アッシュの脳のう裏りに、カーバンクル先生の預言がよみがえる。




　目に見える神を信ずるな。




「そんな……それじゃフィジカはなんのために旅を……」

　契けい約やくを満まん了りようしてクロカをよみがえらせる。そうしてたった一言「私は一人で大だい丈じよう夫ぶ」と伝えるためだけに、フィジカは遍た歴びを続けてきたのだ。百年近くも、千の種しゆを繫つなぎ、万の命を救ってきたのだ。その途と方ほうもない旅の終わりに見つけた答えが、まったくの無意味だったなどあまりにも残ざん酷こくすぎる。

「別に……理由なんてどうだっていいでしょ。パナキアに悪気がないのだってわかってる。きっと今いま頃ごろどう謝あやまろうか必死に考えてるよ。もう契けい約やくは満まん了りようしたのに、姿を現さないのが何よりの証しよう拠こだね」

「……ちょっと待ってフィジカ。いま『契けい約やくは満まん了りようした』って言った？」

　アッシュの問いかけに、フィジカはしまったというような顔をした。

「きっ、キミのせいで話が大おお幅はばにそれてるよ！　いまはあのクソ親おや父じが問題でしょ！」

　目が猛もう烈れつに泳いでいる。フィジカがこれほど挙きよ動どう不ふ審しんになるのは珍めずらしい。あからさまに怪あやしかったが、問とい詰つめようとする前にロッテが話題を切きり替かえた。

「その通りだ。あの男の企くわだてには途と方ほうもない時間が必要になる。その次は金と場所だろう。本来ならば仲間も必要だが、身内を殺してきた《無む縁えんの錬れん金きん術じゆつ士し》にはそれが望めない。だからあの男は仲間を創つくった。【ラズの書】に掲けい載さいされていないキメラを」

　言われてみれば、バトラーは『錬れん金きん術じゆつに興きよう味みはないか？』と、勧かん誘ゆうじみた決まり文句をやたらと口にしていた気がする。

「そういうこと。そして言葉の通じない幻げん獣じゆうを支配するには『ソロモンの指輪』が必要」

　フィジカが言っているのは、バトラーの指に嵌はまっていたあの赤黒い指輪のことらしい。あれはアスクレピオスの杖つえと同じく、異い邦ほうの技術で製せい造ぞうされたもののようだ。

「あの指輪は、龍脳ボルネオみたいに相手の意い識しきに直接語りかけるだけでなく、行動を支配することもできるのか……？」

　動物たちが集つどって逃とう走そうするバトラーを守ったことを思い出す。

「私が知る限り、クロカがあれを使っているのなんて一回しか見たことがない。たぶん干かん渉しよう力が強すぎるんだろうね。だから狙ねらった相手以外にも思わぬ影えい響きようが出ちゃう。ケルピーの親子がそうだよ」

　川辺のケルピーたちは『声』を聞いて錯さく乱らんしたと、カーバンクルの先生から聞いた。その際の呼びかけだった『人の創つくりし獣けだもの』という言葉は、バトラーがキメラを操あやつるべく発したものなのだろう。ケルピーはその信心深さゆえに、指輪の影えい響きようを受けてしまったのだ。

「でも、あの指輪は人間やエルフには効果がない。影えい響きよう範はん囲いも広くはなくて、制せい御ぎよできる対象に限りがある」

「……そうか。人間を操あやつれるならバトラーは容易に目的を達成できる」

　アンダーソンの場合はワーウルフ──人から亜あ人じんへと姿を変えたことで、指輪の管理下におかれたのだろう。フィジカの言う通り、バトラーが一いつ定てい距きよ離りまで逃とう走そうすると、行く手を阻はばんでいた動物たちは落ち着きを取とり戻もどした。そして指輪で管理できる数が少ないからこそ、バトラーはともに行動する精せい鋭えいを選んでいる。

「バトラーは、キメラを連れてどこに『到とう着ちやく』しようとしているんだろう？」

「『魔ま女じよの郷さと』だろうね。群れを追放された弱い狼おおかみは、更さらに弱い犬を従えるもの。教会の手が及およばない『聖せい域いき』を拠きよ点てんにして、自分より弱い魔ま女じよたちを半分殺して半分従える。そうして金と場所と手て駒ごまを得て、第二次エ人戦争でも企たくらんでるんでしょ」

　途と方ほうもない時間をかけて準備をし、更さらに途と方ほうもない時間をかけて復ふく讐しゆうを始める。

　そのために、バトラーは錬れん金きん術じゆつを学ぶ必要があった。それがエルフを滅ほろぼしたキメラを創つくった技術と知っていても、手段としての不老不死を手に入れなければならなかった。

　たった一人で全人類を滅ほろぼすには、他に方法がない。

「急ごう！　まず教会に応おう援えんを頼たのんで、魔ま女じよの郷さとで住民を避ひ難なんさせるんだ！」

「教会は動かないよお兄ちゃん。角ク笛ラのリ騎オ士ンはバトラーの目的を知ってて放置してるから」

「なんだって……？」

「もういいかげんわかってよ！　バトラーは厄やつ介かいな存在だけど、教会にとっては薬くす師し事じ業ぎようを脅おびやかす魔ま女じよたちの方がよっぽど邪じや魔ま。だから表立って関かん与よしないことで、教会は逆にバトラーを利用して魔ま女じよの一いつ掃そうを目もく論ろんでる。お兄ちゃんが報告したワーウルフの件も、『上』ではとっくに揉もみ消けされてるよ」

　アッシュは今日何度目かの罰ばち当あたりな言葉を吐はいた。

　それがエイル正教という組そ織しきだ。聖ヒルダが残した『すべては救えない』という選別の概がい念ねんを掲かかげ、「少数」を切り捨てて封ふう殺さつする。おそらくバトラーも教会が動かないことを見み越こし、魔ま女じよたちを標的に選んでいるのだろう。

「人間は目先のことしか考えないからね。バトラーが気の長い復ふく讐しゆうを達成する頃ころには、自分たちはもうとっくにこの世にいない。教会の人間なら絶対そう考えるよ」

　それもまた種しゆの違ちがいだと悟さとった。人がエルフと同じ寿じゆ命みようを持っていれば、人じん魔ま戦争なんて起こらなかったのかもしれない。

「……もう僕ぼくたちでバトラーを止めるしかない。すぐに出発しよう」

　バトラーの野望を打うち砕くだき、父の体をきちんと土に還かえす。それができるのは、「真実」を知るアッシュたちだけだ。

「却きやつ下か。ロッテは一日絶対安静」

　フィジカが杖つえで部屋の入り口を塞ふさいだ。

「わかってる。魔ま女じよの郷さとへは僕ぼくが行く。フィジカはロッテの看病を頼たのむ」

「魔ま女じよの郷さとがある『フィヨトル大たい樹じゆ』は、角つの守もりが入れない聖せい域いきだよ。キミはまたアシュリーにでもなるつもり？」

「誰だれかを守るのになりふりなんて構っていられない」

「そんな面おも白しろいことしたら、ロッテが見たがってキミについてくよ。だから……私が魔ま女じよたちを避ひ難なんさせにいく。あの子たちには恩があるからね」

　言ってフィジカは背を向けた。

「待てフィジカ！　僕ぼくが行く。君を危険な目に遭あわせるわけにはいかない」

「私はもう『フィジカ』じゃない。いまの私はただのかわいすぎる名なしの女の子。これからは幻げん獣じゆうを助けることもないし、キミと敵対もしない。私たちは完全無欠の無関係」

「どういう……意味だ？」

「ロッテから聞いたよ。キミのお母さん、体の具合がよくないんだってね」

　初耳だった。母からの手紙にそんなことは書かれていない。

「ここらが潮しお時どきってことだよ。これから私とキミは別々の道を行く。孝行したい時に親はなしって言うでしょ。キミは一刻も早く角ク笛ラのリ騎オ士ンになるべき」

　フィジカはふっと微笑ほほえんで、ベッドのロッテを見下ろした。

「ロッテ、約束の『三つ目』聞いてくれる？」

「……『いまは守ってほしくない約束』か？」

　フィジカがへへっと少年のように鼻をこすり、それでいて母親のような眼差まなざしを見せた。

「アッシュのこと、ちゃんと守ってあげて。この子、目を離はなすとすぐ死んじゃうから」

　めったに呼ばないアッシュの名を口にし、フィジカは最後にあの言葉を告げた。

「じゃ、つつがなく」

「待て……待ってくれフィジカ！　くっ……！」

　追いかけようとしたアッシュの腕うでを、妹がぐっとつかんだ。

「魔ま女じよなんて放っておいていいよお兄ちゃん。元々『聖せい域いき』は異い端たん者しや同士で殺し合いをさせるための場所。名前が違ちがうだけで本当は檻おりなんだから」

　聞きたくなかった真実を、アッシュは唇くちびるを嚙かんで受け入れる。

「それでも僕ぼくは──」

「避ひ難なん勧かん告こくなんてフィジカに行かせればいいでしょ。見失わないでお兄ちゃん。ロッテたちの目的は、お父さんの仇かたきを取ることだよ」

「それはわかってる！　でもフィジカが！」

「お兄ちゃん、フィジカが好きなの？」

「──っ！　そういうことじゃない！　フィジカは……エルフの血を引いているんだ！　だからフィジカは異い端たん者しやでなくても、誰だれからも受け入れられない存在なんだよ。僕ぼくがいないと、フィジカは一人ぼっちになってしまうんだ！」

　いまのロッテなら受け入れられると判断し、フィジカの「真実」を聞かせた。

「……お兄ちゃん。ロッテとフィジカ、どっちが好き？」

　アッシュの腕をつかむ手に、更に強い力がこもる。

「こんな時に何を……。いったいどうしたんだロッテ」

「いいから答えて！」

　妹の目は真しん剣けんだった。しかしアッシュは手を振ふりほどく。

「どっちが好きだとか関係ない！　フィジカはエルフなんだ！　僕ぼくがいないと──」




「そんなにエルフを守りたいなら、ロッテを守ってよ！」




　ロッテがうなじに手をやって、編あみ込こんだ髪かみを振ふりほどいた。

　視界の中にふわりと金色の毛先が舞まう。

　その下に、泣き出しそうな妹の瞳ひとみと、悪魔エルフのように尖とがって上を向いた耳があった。

「ロッテだって、もうお兄ちゃんしかいないんだよ……。お兄ちゃんがいなかったら、ロッテも一人ぼっちになるんだよ……」

「ロッテ、君は……」

　ベッドに泣なき崩くずれた妹を見て、アッシュはすべてを悟さとった。

　雪山で出会った聖ラーズグリーズは、百年もの間、喪もに服して言葉を謹つつしんだと言う。それがエルフの特性なのだとフィジカは言った。

　ロッテも父が家に連れてきた時から、十年ほとんど喋しやべらなかった。雪の山頂で老エルフを討うたなかった理由も、森の中でフィジカ以上に素す早ばやく動けたのも、血の繫つながらない妹がエルフだったと知れば合点がいく。

　アッシュたちが育ったモイズ地方は、とりわけエルフへの恨うらみが強い土地だ。ロッテはそんな場所で自分の正体をひた隠かくして生きてきた。父が亡なくなった後は、人々が自分の種しゆを悪魔エルフと蔑さげすむのを聞きながら、頼たよりない兄にすがるしかなかった。それゆえ兄が角つの守もりになるのを必死で止め、それが叶かなわぬと自らも角つの守もりになった。

「お兄ちゃん、お願い。フィジカとも、頑がん張ばって仲よくするから……」

　すすり泣く妹を見て、フィジカとロッテの密約も朧おぼろ気げに理解する。

　おそらくロッテが林で眠ねむらされていた時、フィジカはエルフの耳に気づいたのだろう。そして『言うこと聞かないと、キミのお兄ちゃんにバラすから』と脅おどしたに違ちがいない。

　けれど、それは悪質なものではなかったはずだ。

　フィジカはさっき『契けい約やくを満まん了りようした』と言ったが、それを指し摘てきすると大いに狼ろう狽ばいした。

　今夜のフィジカが救ったのはロッテだけだ。アッシュを始め、フィジカはいままでにも人間を多く救っている。だからロッテを救って契けい約やくが満まん了りようになるなら、それはアッシュの妹が人間ではないことを意味してしまう。それゆえフィジカは慌あわただしく話をそらし、ロッテもそれに便乗したのだ。

　ケンカばかりしているように見えたけれど、アッシュの知らないところで二人はそれなりに関係を築いていたのだ。とても健全とは言えないけれど──。

「泣かないでロッテ。君の真実を知っても僕ぼくは何も変わらないよ」

　嗚お咽えつを上げる妹の頭に手を載のせ、ぽんぽんと二度軽く叩たたく。

「ロッテは僕ぼくの妹だ。君は一人ぼっちなんかじゃない。たとえ教会やこの大陸の全部を敵に回しても、僕ぼくは絶対に君を守る。僕ぼくはずっとロッテの味方だ。だから──」

「やだ！　行かないでお兄ちゃん！　もうロッテを置いていかないで！」

　アッシュは妹の手を取り、泣き顔に向けて笑え顔がおを見せた。

「ロッテ、一いつ緒しよに行こう。もう一人の家族を迎むかえに」
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「お疲つかれ様さま。ありがとう、ブルース」

　三人乗せて一昼夜を駆かけたラバをねぎらい、アッシュは優やさしくその背を撫なでた。

「これが『フィヨトル大たい樹じゆ』か……。山より大きいって噂うわさは本当だ」

　見上げた空を覆おおい尽つくすような巨きよ大だいな緑。その世界爺セコイヤ杉すぎから張り出した根は、端はしから端はしまで歩く間に、三月ウサギが頃ころ合いに焼けそうなほど長い。

「樹じゆ齢れい万年なんて言われてるからね。そのくせこんなに青々と葉を茂しげらせてるんだから、もはや霊れい樹じゆを通とおり越こしてちょっとした幻げん獣じゆうだよ」

　まだ少し機き嫌げんが悪いのか、フィジカは言葉の終わりにふんと鼻を鳴らした。

　フィジカが牧場を去った後、アッシュは牧場主に事情を話してラバを一頭借りた。

『小一時間寝ねたんだからもう絶対安静じゃない。ぼちぼち安静くらいだよ』

　そんな無茶を言うロッテを後ろに乗せ、モウ川沿いの街かい道どうを疾しつ駆くする。

　やがて白いローブの後ろ姿に追いついた。

　振ふり返かえったフィジカの顔は、なんというか、ちょっともにょもにょしていた。一生会わないつもりで置き去りにした相手とほんの数時間で再会したのだから、バツは悪いだろう。

　その上、いきなり説教されたのだから機き嫌げんを損そこねるのも無理はない。

『フィジカ、いくら相手のためを思ってとはいえ、言っていい噓うそと悪い噓うそがある』

　後にロッテを問とい詰つめたところ、母はピンピンしているとわかった。ロッテがついた噓うそではなかったが、すぐに否定しなかったのは同罪として、二人ともこってり油を搾しぼってやった。

「しかし、すごいところだね……」

　アッシュが見み渡わたした巨きよ木ぼくの下には、放射状に木造の小屋が建っている。その隙すき間まを埋うめるようにひしめく茅かや葺ぶきの円えん錐すいは、宴サバトに備えて魔ま女じよが掘ほっ建たてた仮の宿だろう。

　日中でも木こ漏もれ日び程度の光しかない集落には、その薄うす暗ぐらさに似つかわしい黒いローブを着た魔ま女じよが大勢いた。屋台では得体のしれない薬草や不気味な何かの黒焼きが売られ、そこかしこに腰こしを下ろした三さん角かく帽ぼう子しの間からは、怪あやしげな紫むらさきの煙けむりが立ち上っている。そこら中で下品な歌が聞こえ、いたるところでみなが手を叩たたき笑っていた。

「自分たちに危険が迫せまっているというのに、いい気なものだ」

　ロッテは呆あきれただけだったが、アッシュからすると魔ま女じよたちの淫いん猥わいさは目に余る。ほとんど裸はだかで箒ほうきに跨またがった女たちの狂きよう乱らんから目をそらし、ロッテとフィジカにもなるべく見ないようにと指導した。

「この程度でそんなお固いこと言ってたら、本番の三日目にはキミ腰こし抜ぬかすよ。まさに乱らん痴ち気き騒さわぎだからね。女性不信になること請うけ合あい」

　その内容はさておき、フィジカが言った通り魔ま女じよたちの宴サバトは始まったばかりだ。

　バトラーの目的が街の乗っ取り、すなわち魔ま女じよたちを支配することであるならば、一番人出の多い三日目に狙ねらいを定めてくるだろう。それまでにどうにかして住民を避ひ難なんさせなければならない。

「代表者のところへ行こう。ところで僕ぼくの格好大だい丈じよう夫ぶかな？　おかしくない？」

　目下のアッシュは金色のかつらを被かぶり、道中で手に入れた黒いローブを身に着けていた。

　そもそもフィヨトル大たい樹じゅ下は「聖せい域いき」であり、何なん人ぴとたりとも立ち入ってはならないと教会に定められている。その禁は角つの守もりや角ク笛ラのリ騎オ士ンにも及およぶため、魔ま女じよたちはそれを逆手に取って安全地帯として占せん拠きよしているのだ。

　それゆえ魔ま女じよを救うという名分があっても、アッシュは聖せい域いきに入れない。

　だが女装して自らを「乙女おとめアシュリー」という別人に変えることで、アッシュは教会の禁に背そむく勇気を持てるのだ。

「おかしいのはお兄ちゃんの頭だよ！　いつの間にそんな変へん態たい趣しゆ味みを覚えたの？　足の毛まで剃そって恥はずかしい！」

　妹に軽けい蔑べつされてもアッシュは動じなかった。本気で誰だれかを救いたいなら、なりふりなんて構っていられない。ようやく生えてきた脛すねの毛を剃そるのだって躊ちゆう躇ちよしなかった。

　まあ通算三度目の女装なので、慣れてしまったということもある。

「相変わらず男にしておくのはもったいないね。パナキアもキミの魔ま女じよっ子こ姿すがたを見たかっただろうに」

「パナキアさん……どうしてるのかな」

　たとえ悪意はなくとも、パナキアは結果的にフィジカを騙だましていた。契けい約やくは既すでに満まん了りようしているが、素知らぬ顔で出てこられるほど邪じや神しんの面つらの皮かわは厚くないらしい。

「別に私は怒おこってないけどね。呆あきれるほど長い間一いつ緒しよにいるんだから、パナキアの考えてることなんて全部お見通しだよ」

　実際そうなのだろう。立場がまったく異なる神と人であっても、パナキアはフィジカにとってたった一人の友人だったはずだ。この大陸でパナキアを最もつとも理解しているのは、女め神がみを信しん仰こうしていたエルフたちではなくフィジカだろう。

「パナケイアは、ロッテたちにとっても別に神様じゃなかったよ。親しみやすいおねえさんみたいな愛され方だったって。男たちは女の子そっちのけで夢中になってたらしいけど」

　ロッテはエルフであったため、子供の頃ころにパナキアの存在を伝え聞いていたようだ。人間からは邪じや神しんと恐おそれられていたが、パナキアはやはりどこでもパナキアだったらしい。

　どうにも人にん間げん臭くさい女め神がみの話で笑いつつ、三人で魔ま女じよの郷さとを歩く。

「ここが郷さと長おさの館やかただよ」

　古めかしい二階建ての家屋の前で立ち止まると、フィジカは懐なつかしそうに目を細めた。それでいて顔も見たくない相手を呼ぶような手つきで、心底嫌いやそうに扉とびらを叩たたく。

「おやまあ二代目だ。相変わらずちっこい」

　陽気に戸を開け出で迎むかえてくれたのは、やはり黒いローブに身を包んだ少女だった。まだ顔にそばかすの残るあどけない魔ま女じよは、フィジカを見てあははと軽かろやかに笑っている。

　だが、アッシュは少女の姿を見て怯ひるんでいた。

　笑う少女の顔にはそばかすだけでなく、返り血と思おぼしき赤い点が散っている。右手には鈍にぶく輝かがやくナイフを握にぎり、左の肩かたには……つぶらな瞳ひとみのカエルを乗せているのだ。

「キミは育ち過ぎだよ《萌ほう芽がのメラニー》。使つかい魔まも元気そうだね」

「ソダネー」

　──しゃ、喋しやべった！

　メラニーと呼ばれた少女の肩かたで、緑のカエルが明らかに言葉を発した。

「えへー。入って入って。仕入れにきたんでしょ？　後ろの子たちはお友とも達だち？」

「どっちの質問も答えは『いいえ』。キムはいる？」

　フィジカに続いておっかなびっくり入った室内には、ぐつぐつと何かを煮にる釜かまや、乾かん燥そうした草花を並べた棚たながあった。作業台の上には首の取れかけたコウモリが横たわっている。

　どうやらここは怪あやしい品物を商あきなう店らしい。メラニーと呼ばれた幼い魔ま女じよは、コウモリの血抜ぬき作業をしていたようだ。魔ま女じよは『昔から村に一人はいた物知りおばあちゃんの末まつ裔えい』と聞かされていたけれど、はたしてそれを信じていいのか疑わしい光景だった。

「おばーちゃーん、二代目きてるよー」

　メラニーが奥おくに向かって声をかけると、しばらくしてすらりと背の高い美女が階段を降りてきた。その肩かたには孫と同じく動物が乗っている。こちらは妙みようにおどおどしたイタチだ。

　しかしそれより目につくのは、女性のありえないほどの若々しさだ。スリットの入った黒いローブを羽は織おったメラニーの祖母は、少なくとも世間が言うところの「おばあちゃん」要素を一つも持っていない。ともするとアッシュの母より若いくらいだ。

「おやまあ二代目だ。相変わらずちっこい」

　美女は孫と同じセリフを言い、咥くわえた煙管きせるの煙けむりをぷかりと吐はいた。額ひたいに抉えぐれた傷を持つイタチが、魔ま女じよの肩かたの上で煙けむたそうに目をこする。

「単刀直入に言うよ。魔ま女じよの郷さとの長おさ、《大たい樹じゆのキム》。いますぐ宴サバトを中止して」

「なんだいなんだい、あらたまった上で藪やぶから棒ぼうに。二代目、あんたそんなんだからいつまでたっても男ができないんだよ。いいかい？　見た目はちっこくても、あんた中身はすっかり薹とうが立ってるんだ。薹とうってわかるかい？　植物の茎くきだよ。育ちすぎた蕗ふきはいくら時間をかけて煮にても固くてまずい。女も同じさ。あたしは先代にあんたのことを頼たのまれてるんだからね」

「『私のツケはあの子から取り立てて』でしょ。お金はそのうち払はらうし、今度はお見合いも逃にげないから、黙だまって私の言うことを聞いて」

　二人の会話から、クロロッカ親子と魔ま女じよたちの関わりがうかがえた。恩義があると言いながらも、フィジカがノックをためらった理由がよくわかる。

　それにしても娘むすめに負ふ債さいばかり遺のこす母だとアッシュは苦く笑しようし、同時に百年前の初代フィジカを知るキムの正体をぼんやり感じ取った。

「そうはいかないね。あたしらはこの宴サバトを楽しみにして、一年ずっと迫はく害がいに耐たえてるんだ。飲んで歌って、愛と平和を語り合って。最後にみんなでカンナビを喫やってぷかぷか空を飛ぶ時に、魔ま女じよは日ひ頃ごろの苦痛から解放されるんだよ。いまも大陸中から、大勢ここへ集まっているところさ」

「そんなのわかってる。でもキミたちのために言ってるんだよ。とち狂くるった錬れん金きん術じゆつ士しが、キメラとワーウルフを連れてここへ向かってる」

　そう聞いても、魔ま女じよの長おさは顔色一つ変えなかった。

「あたしはいつかこんな日がくると思ってたよ。エルフを森で焼いた日から、エイル教会はずっと敵を作って殺しての繰くり返かえしだからね。魔ま女じよを滅ほろぼしたら次は誰だれを敵にするんだい？　肌はだの色や住んでるところで切り分けるのさ！　そうして最後に残った男女が、血ち塗まみれの楽園で『最初の人間』になるんだよ！」

　突とつ然ぜん錯さく乱らんしたようなキムの言葉を、孫のメラニーが補った。

「……大たい樹じゆの周りで、角ク笛ラのリ騎オ士ンたちを見かけたの」

　角ク笛ラのリ騎オ士ンは聖せい域いきにこそ踏ふみ入いれないが、いったん外に出た異い端たん者しやたちには容よう赦しやしない。禁きん忌きを冒おかすことはないながらも、教会は間接的にバトラーに協力しているのだろう。

　かつての人じん魔ま戦せん争そうの「きっかけ」がキメラだったとすると、教会と錬れん金きん術じゆつ士しは昔から癒ゆ着ちやく関係にあるのかもしれない。

「あたしらは魔ま女じよだ。薬を煎せんじるだけで戦う力なんてありゃしない。なら最後は笑って迎むかえたいじゃないか。そうだろう、メラニー？」

　祖母に問われて孫まご娘むすめはえへへと笑った。どうも魔ま女じよたちはすでに状じよう況きようを理解し、その上で覚かく悟ごを決めていたらしい。

　ならば、アッシュに言えることは一つだ。

「キムさん。人々を守るのは僕ぼくたちの仕事です。みなさんに戦えとは言いません。でも、決して生きることを諦あきらめないでください」

「あんた魔ま女じよの格好してるけど男だね。何者だい？」

　束つかの間ま躊ちゆう躇ちよしたが、アッシュも覚かく悟ごを決めて打ち明けた。

「僕ぼくはエイル教会の角つの守もりです。でもいまは何者でもありません。これを届けにきました」

　荷に袋ぶくろの中から、表紙に五ご芒ぼう星せいが刻印された本と遺灰の入った袋ふくろを取り出す。

「おばあちゃん、これドナの調合書だよ！」

「……あの子は死んだのかい？」

　孫が受け取った書物を横目に見ながら、キムがわずかに狼狽の様子を見せた。

　アッシュは魔ま女じよがケルピーに襲おそわれた事件の顚てん末まつを伝える。キムは黙だまって目を閉じ聞いていたが、やがてぷかりと煙けむりの輪を作ると表情を和やわらげた。

「魔ま女じよはみんなそうだけど、ドナは特に宴サバトが好きな子でね。きっとここにこられて喜んでるはずだよ。あんた、名前は？」

「アッシュ・アルバーンです。こっちは妹のシャーロットで、角ク笛ラのリ騎オ士ンです」

「アルバーン兄きよう妹だい、魔ま女じよの郷さとを代表して礼を言うよ。ありがとう。心から感かん謝しやする」

《大たい樹じゆのキム》が深々と頭を下げ、《萌ほう芽がのメラニー》も遅おくれてぴょこんと頭を下げた。

「昔から時々いるよ。あんたたちみたいな教会の跳はねっ返かえりが。この郷さとを作った魔ま女じよも、元は教会のシスターだった。死後はフィヨトルなんて名で呼ばれてるけどね」

「聖フィヨトルが……」

　驚おどろいたが、【ラズの書】を記した聖ラーズグリーズもエルフだった。薬くす師しは魔ま女じよを敬うべきとフィジカも言っていたが、実際に薬くす師しの祖が魔ま女じよであるなら、それは教会にとって隠かくしたい事実だろう。やはり列聖という仕組み自体、巧こう妙みように真実を覆おおう偶ぐう像ぞうなのだ。

「ま、二代目と一いつ緒しよにいる時点であんたたちの性格は察しがつくよ。それで、あたしらに何をしてほしいんだい？　悪いけど、魔ま女じよは魔ま術じゆつや魔ま法ほうなんて使えやしないよ」

　自じ嘲ちようめいた言い方をしつつも、キムは実にうまそうに煙けむりを吐はいた。

「敵は僕ぼくたちがなんとかします。みなさんは安全な場所へ避ひ難なんしてください」

　道中に三人で話し合った作戦を、時間をかけてキムに解説した。

「……なるほどね。面おも白しろい作戦だとは思うけど、それじゃあんたたちの命がいくつあっても足りないよ」

「……ええ。でも大だい丈じよう夫ぶです。フィジカといると命が増えますから」

　アッシュがため息まじりに答えると、キムがくつくつ笑ってフィジカを呼んだ。

「二代目、あんたちゃんといい男捕つかまえてるじゃないか。絶対逃にがすんじゃないよ。もしも逃にげたらあたしがあの子を呪のろってやる。一生いまの女の姿で過ごすようにね」

　聞えよがしな耳打ちの内容を、アッシュは十分肝きもに銘めいじた。
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　バトラーを迎むかえ撃うつために、魔ま女じよたち総出で二日を準備に費ついやした。

　もちろんアッシュ自身も郷さとの防備を固めたり、「作戦」のために編み物の得意な魔ま女じよを探したりと、あちこち奔ほん走そうしている。

　その際にアシュリーの格好はしていなかった。《大たい樹じゆのキム》に呼ばれて茶を飲まされたところ、突とつ然ぜん『エイル神はこの聖せい域いき侵しん入にゆうだけはお見み逃のがしくださる！』と啓けい示じを得たのだ。

　──いよいよ、明日だ。

　キムが用意してくれた宿のベッドに転がり、アッシュは明日の決戦に思いを馳はせる。

　敵はキメラ三匹びきにおそらくアンダーソン──ワーウルフと化した少年だろう。バトラーは例の指輪で幻げん獣じゆうたちを操あやつれるが、効果を及およぼせる数や範はん囲いには限界がある。それ以上の敵はいないと見ていいはずだ。

　しかしキメラは一匹ぴきでもたやすく街を滅ほろぼす力がある。決して油断はできない。徹てつ底てい的てきに準備はしたが、それでも不安は払ふつ拭しよくできない。

　──明日、僕ぼくは本当に死ぬかもしれない。

　父は一人でワイバーンの群れを蹴け散ちらしたというが、残念ながらアッシュにはその才が受うけ継つがれていない。だが気き概がいだけなら父にも劣おとらぬ自負がある。しかし気き概がいだけではどうしようもない。明日自分が生きている保証などどこにもないのだ。

「……やっぱり、いまのうちに言いにいこう」

　念には念を入れる性格のアッシュは、最悪の可能性を考えて結論を出した。

　ベッドから抜ぬけ出でて宿の廊ろう下かに出る。向かいのフィジカの部屋の前に立つ。

　大きく深呼吸をした。

　ノックする勇気は出なかった。

　もう一度深呼吸をした。

　少しだけ緊きん張ちようがほぐれた。

　軽い柔じゆう軟なん体たい操そうをしてみた。

　まだまだ勇気が足りない。

　花か瓶びんにあったグラジオラスの花を、愛剣グラデイウスに見立ててぶんぶんと素す振ぶりを始めた──。

「いつまで待たせるの！」

　戸の向こうからフィジカの怒ど鳴なり声ごえが聞こえてきた。

「き、気づいてたの？」

「スケベニンゲンの考えなんてお見通しだよ。危機に備えて子孫を残そうとするのは生物の本能だからね。開いてるから早く入ってバカ」

　言葉は辛しん辣らつだったが拒こばまれたわけではないようだ。ならばと勇気を出して戸を開ける。

　室内は月明かりすらない闇やみだった。窓の鎧戸が閉められ、カーテン幕も下ろされている。

「聞くまでもないけど、一応ご用件をどうぞ」

　ベッドがあるであろう辺りからフィジカの声が聞こえた。なけなしの勇気を振ふり絞しぼる。

「ぼっ、僕ぼくは明日死ぬかもしれない。けれどフィジカのことは必ず守る！」

「早さつ速そくの矛む盾じゆんは指し摘てきしないであげるよ。それで？」

「だっ、だからそうなる前に、僕ぼくはフィジカに、かっ、かっ、家族を作ってあげたい。君がこの先、一人ぼっちにならないように」

　闇やみに向かって一世一代の求きゆう婚こんをした。

「要約すると、『未経験のまま死にたくないから手近な女に声をかけました。いますごく緊きん張ちようしてます』ってとこだね。キミは最後まで清すが々すがしいほどのスケベニンゲンだよ」

　アッシュが真しん剣けんであればあるほど、茶化してくるのがフィジカという少女だ。その態度を改めさせるには、こちらが更さらに真しん摯しに気持ちを伝えるしかない。

「『エルフの血を引く人間は自分で終わらせたい』ってフィジカは言ったね。でもロッテだってエルフだし、インクポットさんもそうだった。僕ぼくが見えていなかっただけで、きっとこの大陸には他にもエルフがいる。ずっと旅をしてきたフィジカはそれを知っていたはずだ」

　魔ま女じよの長おさのキムだってそうかもしれない。

　だからフィジカの行いに関係なく、エルフの血を引く子供はこれからも生まれていく。ならばフィジカが家族を持ちたくない理由は、エルフの血を絶やしたいだけではない。

「フィジカは恐おそれているんだ。自分が再び家族を失うことを」

　たとえ孤こ独どくを埋うめる相手を見つけても、フィジカはすぐに喪そう失しつを味わうことになる。

　人間はエルフの半分も生きられない。その長い寿じゆ命みようの中では、束つかの間ま過ごす家族の幸せよりも、残される悲しみの方がずっと辛つらいのだ。それは喪もに服して十年以上も口を閉ざしていたロッテや聖ラーズグリーズの行動を見ればわかる。

「僕ぼくは人間だ。だからフィジカよりも絶対に早く死ぬ。それでも僕ぼくは君に家族を作ってあげたい。ほんの僅わずかな時間だけでも、フィジカを孤こ独どくから救ってあげたいんだ」

「……バカじゃないの！　そんな上から目線の憐あわれみいらないから！　……もう帰って」

　闇やみの中からバカバカバカバカほんとにバカと、追加の呪じゆ詛そが聞こえてくる。

　この瞬しゆん間かん、アッシュは旅が終わったのだと感じた。

　ずっと探していた大切な何かを、失うことでやっと見つけられた。

　その皮肉は笑えるようで笑えなかった。自然と口から後こう悔かいが溢あふれる。

「……ごめん、フィジカ。僕ぼくは旅の中で君を尊敬したり、嫉しつ妬としたり、ケンカしたりしてきた。そして旅が終わろうとしているいま、君が愛いとおしくてたまらなくなった。でも君は僕ぼくのことが好きじゃないから、どうにかずっと一緒にいられる理由を考えたんだけど、結局……下心を見透かされちゃったね」

　言い終えた途と端たん、フィジカが叫さけんだ。

「逆だから！　それ大事なの下心の方だから！」

「えっ」

　闇やみの中から「どんだけ頭が固いの……」と、ため息まじりのぼやきが聞こえてくる。

「キミに期待した私がバカだったよ。もうこのまま繰くり返かえして──」

　フィジカが続けた言葉を、そっくりそのまま復唱する。

「えっと……僕ぼくはフィジカが好きです。初めて会った時からずっと君に恋こいしていました。だからエルフの血も異い端たん者しやであることも関係なく、君を妻にしたいと思っています」

「はい次」

「病やめる時も、健すこやかなる時も、リンゴチップスにミルクをかけて幸せな時も、ダブルアップに失敗して腹立たしい時も、君を愛し、敬い、傅かしずき、跪ひざまずき、命ある限り忠誠を誓ちかい、二度とおばあちゃん扱あつかいせず、それでいて子供扱あつかいもせず、なるべくお説教しないことを誓ちかいます。だから、僕ぼくと結けつ婚こんしてください」

「えー、どうしよっかなー。キミケチだからなー」

　自分で言わせたくせにと出かかった文句を、ぐっと飲のみ込こむ。

「す、少しくらいならお小こ遣づかいを上げることも検討します」

「必死だね。やっぱりクロカが言ってた通り、『男』はみんな盛さかりのついた狼おおかみだった」

　あっと気づいた。ワーウルフを決める議ぎ論ろんの際、ずっと『男』と書いて投票していたのはフィジカだったのだ。

「ま、普ふ通つうの狼おおかみみたいに弱者を叩たたかずに守るキミは、犬の血が濃こいんだろうけどね」

「そうかもしれない。僕ぼくは『溺おぼれた猫ねこを助ける犬』だから」

　少しの間、二人で声を出して笑った。

　やがて静かになった闇やみの中に、ぐすっとすすり泣く声が聞こえる。

「フィジカ？」

「……お風ふ呂ろ入ってきた？」

「え？　う、うん」

　涙なみだ声ごえで聞かれ、思わず眉まゆをひそめた。

「手の爪つめ切ってある？」

「えっと、フィジカの手術を手伝うようになってからは、結構まめに切ってるけど……」

「枕まくら元もとの水差しで口ゆすいで」

「……なんか診しん療りようが始まりそうだ」

「本来このくらいきちんと準備すべきことなんだよ。早くして。風か邪ぜひいちゃう」

　声を頼たよりに闇やみの中を歩き、枕まくら元もとへ向かう。

　手て探さぐりしているとランプに触ふれたので、勘かんを頼たよりに火ひ打うち金がねを打った。

　暗くら闇やみに橙だいだい色いろの明かりがぼうっと広がる。フィジカの姿が浮うかび上あがった。

　ベッドに横たわった少女の体は、衣服はおろか下着すらも身に着けていない。いつもなら裸足はだしで外を走り回る時間なのだろう。だからたぶん、風か邪ぜを引くほど寒くはないはずだ。

「一つだけお願い聞いて」

　両手で胸と下腹を押おさえたフィジカは、珍めずらしく恥はずかしそうに視線をそらしている。

「私がキミの名前を呼んでも、絶対に笑わないで」

　アッシュはうなずき、その後も一つでは済まなかったお願いに真しん摯しに対応した。
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「おや、その様子だと昨夜ゆうべはお楽しみ──」

　何か言いかけた《大たい樹じゆのキム》の口を、フィジカが小さな手で必死に覆おおう。

「さっさと上に行って！　じゃないとメラニーの母親が本当は誰だれかバラすよ」

　複雑な家庭事情をネタに強ね請だられ、キムは大たい樹じゆに架かけられたハシゴを昇のぼっていった。しかしその口元はゆるんでいたので、アッシュの想像よりも幸せな真実があるのかもしれない。

「じゃ、頼たのんだよ。《灰届けアツシユブリンガー》」

「がんばって、二代目！　終わったら宴サバトで一いつ緒しよに飲もうね！」

　キムとメラニーの声せい援えんに応こたえ、アッシュは頭上の枝葉を見上げて手を振ふった。

　キメラ三匹びきに蹂じゆう躙りんされれば、地上の木造家屋はひとたまりもない。しかしかの害がい獣じゆうたちも木の上までは登れないだろう。魔ま女じよには突とつ貫かんで作った樹じゆ上じようの避ひ難なん所じよに逃にげてもらい、アッシュたちは無人の郷さとでバトラーを迎むかえ撃うつ算段だ。

「なんとかなったね。これでキメラの炎ほのおでもそう簡かん単たんには燃えない」

　隣となりで大たい樹じゆを見上げている妹に声をかける。

　巨きよ大だいな世界爺セコイヤ杉すぎの幹は、分厚い雪の壁かべで覆おおわれていた。寒くはあるがまだ雪の降る季節ではない。この雪はアッシュがラニェリ連れん峰ぽうまでラバを飛ばし、旅たび支じ度たくをしていた聖ラーズグリーズに頼たのんで、ワイバーンのミカに運んでもらったものだ。

　その際ミカのことを『妻』と呼んだ老エルフを見て、アッシュは「聖人とはなるべくして聖人なのだ」と、偏へん見けんにまみれた俗ぞくな自分を恥はじている。

「どうしたのロッテ──うわっ」

　反応がない妹の様子を見ようとしたところ、凍こおった地面に足を取られて尻しり餅もちをついた。

　昨晩魔ま女じよたちが総出で水を撒まいたため、郷さとは一面に薄うすい氷が張っている。これもバトラーたちを迎むかえ撃うつための流々たる細工の一つだ。

　それはともかく、転んだアッシュに誰だれも手を貸してくれなかった。どころかフィジカなどはじっとりとした目で、「失敗した」などとつぶやいている。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ。フィジカのことはちゃんと守るから」

「わかってないね。キミの仕事はあくまで囮おとり。下へ手たにキメラ連れてこっちこないでよ」

　昨日の求きゆう婚こんのことなどおくびにも出さず、フィジカは常と同じようにアッシュを捨て駒ごま扱あつかいした。昨夜は何度も名前を呼んでくれたのに、今け朝さになったら呼び方も『キミ』に戻もどっていて悲しい。

　アッシュはとほほと一人で立ち上がり、首の襟えり巻まきで手の水気を拭ぬぐった。

「……お兄ちゃんは、フィジカを選んじゃったんだね」

　アッシュと同じ襟えり巻まきをしたロッテが、思いつめた様子で下を向いている。

　今日が終わるまで言うなとフィジカに釘くぎを差されていたが、妹は敏びん感かんに兄の変化を察知したようだ。それならごまかしたりしない方がいい。

「ロッテ、僕ぼくはフィジカを妻にする。でもこの先も君はずっと僕ぼくの妹だ」

「……っ！　当たり前でしょ！　お兄ちゃんのバカ！」

　涙なみだぐんだロッテにしたたかに頰ほおを張られた。大たい樹じゆの上でやんやと魔ま女じよたちが囃はやし立たてる。

「そうだね。ロッテの言う通り、僕ぼくはどうしようもないバカだ。だからこれからも情けないお兄ちゃんを叱しかってほしい。僕ぼくが死ぬまで、ずっと」

　背の高い妹を抱だき寄よせ、宝物のように頭を撫なでた。

「……バカ！　お兄ちゃんのバカ！　よりにもよって『ヒポグリフ』なんて……バカ！」

　頰ほおがロッテの涙なみだで濡ぬれていく。背中には爪つめ痕あとがついているだろう。

　ずっとバカバカ罵ののしってくるところは、やっぱりフィジカに似ているなと思う。

　けれどもシャーロット・アルバーンは、この大陸でたった一人の、アッシュの大事な妹だ。

「ロッテ、二人で父さんの仇かたきを討うとう」

「……お兄ちゃんなんて足手まといだから」

　妹らしい言葉を残し、ロッテは自分の持ち場へ去っていった。

「キミはさ、いままで無自覚にたくさんの人を傷つけてきたんだろうね」

　フィジカが首を左右に振ふりながらため息をつく。

「自覚はあるよ。だから、僕ぼくは言わなければならなかったんだ」

　さすがのアッシュも妹の気持ちには気づいている。その上でなおフィジカを選んだのだ。ならばそれを自分の口から伝えてこそ、アッシュはロッテの「兄」でいられる。

　それはユニコーンの角つの折おりと同じ、妻への誓ちかいの儀ぎ式しきだ。アッシュにとっては選んだ選せん択たく肢しを正解に近づける努力でもある。

「……その顔禁止」

　フィジカがぷいと顔を背そむけた。なぜだか頰ほおがちょっぴり赤い。いったい自分はどんな顔をしていたのかと不安になる。

「そうだフィジカ。この戦いが終わったら、僕ぼくはきちんと君に指輪を──もがっ」

　いきなり口の中にアスクレピオスを突つっ込こまれた。

「戦いくさの前にそういうこと言うと死ぬんだよ！　キミは一日で私を未亡人にする気？」

　フィジカがぷりぷりと肩かたを怒いからせ、自分の持ち場へ歩いていく。

「僕ぼくは死なないよ。フィジカがいるから」

　見慣れた白いローブの背中に向け、そんな言葉をつぶやいた。戦いに赴おもむく男らしいセリフではあるけれど、一いつ般ぱん的てきなそれとは大きく意味が違ちがっていると苦笑する。

　その時、樹じゆ上じようで誰だれかが叫さけんだ。

「きたよ！」

　郷さとの入り口を顧かえりみると、三頭のキメラを従えた人ひと影かげが近づいてくる。

「これはいい。家探しをする手間が大いに省けた」

　大たい樹じゆの上に避ひ難なんした魔ま女じよたちを見上げ、バトラーが例のごとくにかっかと笑った。

「《無む縁えんの錬れん金きん術じゆつ士し》バトラー！　モイズが角つの守もり、アッシュ・アルバーンが、あなたを異い端たん容よう疑ぎで断罪する！」

「では問おうアッシュくん。我わが輩はいの容疑はなんだね？　言っておくがここに連れているのはただのキメラだ。諸君らの教典には『害がい獣じゆう』として記き載さいされていない」

「罪を裁くのは角つの守もりの仕事じゃない！　僕ぼくたちの使命は人々の平和を守ることだ！」

　バトラーがニヤリと口くちの端はを吊つり上あげた。

「聖せい域いきに侵しん入にゆうした君は、もう角つの守もりとは言えないのではないかね？」

「教義だけが正しいことじゃない。『真実』はそれを見たものにしかわからない。僕ぼくたちの正しさとあなたの悪行を証明する『当事者』は、ここに大勢いる！」

　頭上に大きく手を掲かかげ、樹じゆ上じようの魔ま女じよたちを指差した。

「愚おろかしいぞアッシュくん。少数に正義などない。歴史がそれを証明している。だから我わが輩はいは数を得るのだよ。ここを拠きよ点てんに百年、千年かけて、エルフの繁はん栄えいを再び築いてみせよう！」

　バトラーが黒い指輪をはめた指をパチンと鳴らした。

　キメラのうちの一頭が、猛もう然ぜんとアッシュに駆かけ寄よってくる──。

　が、土の地面が氷に切きり替かわった辺りで、キメラは足を滑すべらせ四し肢しを大きく開かい脚きやくした。そのままの姿勢で、山や羊ぎの体がつつーと氷の上を滑すべっていく。

「なんだと……？　どういうことだ！」

　冬の水辺でよく見る光景だった。山や羊ぎの蹄ひづめは爪つめと違ちがい、氷ひよう上じようでの踏ふん張ばりがきかない。

　そこへ、建物の陰かげに潜ひそんでいた影かげが飛び出してきた。

「こういうことだ！　害がい獣じゆうは無様な姿のまま無様に死ね！」

　かつてのエルフたちを滅ほろぼした獣けだものを、ロッテは動かなくなるまで何度も突ついた。

「《無む縁えんの錬れん金きん術じゆつ士し》バトラー！　私は純血のエルフだ。人に滅ほろぼされた村の生き残りだ。だがモイズが角ク笛ラのリ騎オ士ンシャーロット・アルバーンは、養父の仇かたきとして貴様を討うつ！」

　ロッテが名乗りを上げる間に、二匹ひき目のキメラがアッシュに駆かけ寄よってきた。

「無脳の獣けだものが醜しゆう態たいを晒さらしおって……。もう小細工は通用せんぞ！」

　バトラーが指を鳴らす。キメラが氷に乗る直前で、口から大たい炎えんを吐はいた。

「くっ……！」

　アッシュはたまらず後ろへ飛んだ。そのまま振ふり返かえって氷ひよう上じようを走る。

　背中が熱い。足あし下もとの氷が溶とけてぬかるみに変わった。振ふり返かえる。

　刹せつ那な、キメラが跳ちよう躍やくしてアッシュに飛びかかってきた。

「がっ……はっ……」

　人の指より太い牙きばが、ぎちりと喉のどに食くい込こんだ。

　そのまま喉のど笛ぶえを喰くい千ち切ぎろうと、キメラが頭を左右に振ふる。

　だが、アッシュが死に至る前に、人が創つくりし獣けだものはその場にぺたんと座すわり込こんだ。

「フェロモンと同じで、薬効には選せん択たく性せいっていうものがあってね。人間には無害でも虫には効果てきめんな殺さつ虫ちゆう剤ざいとか、ネコ科の生き物だけ酔よっ払ぱらわせる木天蓼キヤツトニツプとか色々あるんだよ」

　目を見開いて痙けい攣れんしているキメラに、フィジカが憐あわれみの目を向ける。

　牧場で喰くわれた山や羊ぎたちを見て、フィジカは獅し子しの頭こそキメラの脳だと確信した。

　肉にく食しよく獣じゆうは獲え物ものを仕留める際、まず喉のど笛ぶえに嚙かみついて息の根を止める。それを見み越こしてアッシュたちが首を覆おおった襟えり巻まきには、獅し子しの快楽中枢にのみ作用する薬液をたっぷりと染しみ込こませてあった。

　魔ま女じよたちが釜かまで煮に詰つめて精せい製せいしたこの薬液は、本質的には「使つかい魔ま」を飼いならすために断続的に投与するものらしい。逆に過度に摂取させた場合は、絶え間ない性せい的てき刺し激げきを受けているのと同じ状態に陥おちいるという。キメラはこのまま餓が死しするまで、苦痛は一切感じないそうだ。

　──ここまでは、僕ぼくたちの作戦通りだ。

　しかし氷での陽動や襟えり巻まきでの騙だまし討うちは、二度と通用しないだろう。残る一匹ぴきのキメラはロッテを信じて任せるしかない。

　その間にバトラーを討うつのはアッシュの仕事だ。訓練場で何度も戦った人間相手なら、アッシュもロッテに劣おとらぬ自信がある。

「バトラー！　己おのれの罪を悔くい改あらためろ！」

　ここにきて剣けんを抜ぬき、アッシュはキメラが溶とかしたぬかるみを駆かけた。

「大した想ロ像マ力ンだアッシュくん！　こうもたやすくキメラがやられるとは思ってもみなかったぞ。だが……彼かれはどうかね？」

　あと数歩だった。高笑いするバトラーに剣けんを叩たたき込こめる寸前で、アッシュの体は大きく吹ふき飛とばされていた。

「くっ……！　アンダーソン……！」

　二本の足で立ち上がったワーウルフが、バトラーを守るように立たち塞ふさがっている。

「アッシュくん。君はワーウルフを殺すというのか？　あのいたいけな説教師だった少年を」

「角つの守もりの剣けんは殺す剣けんじゃない。人を守るための剣けんだ！　……ミカ！」

　アッシュの声を合図に、バトラーの頭上に大きな雪の塊かたまりが落ちてきた。

「何っ！」

　上空からワイバーンのミカが落とした雪に、バトラーの姿が埋うもれていく。

　仕事を終えるとミカは即そく座ざに飛び去った。ワイバーンはバトラーに操あやつられてしまう可能性があるため、長居はさせられない。この作戦も他と同じく使えるのは一度きりだ。

　雪の衝しよう撃げきでバトラーの意い識しきが混こん濁だくしたのだろう。指輪からの指示が不ふ明めい瞭りようになった結果、アンダーソンは怯ひるんでいる。いまなら強きよう靭じんな肉体にも刃やいばが通るはずだ。

「アンダーソン！　君は必ずフィジカが救ってくれる！」

　戸と惑まどうワーウルフの肩かた口ぐちめがけ、アッシュは剣けんを斜ななめに振ふり下おろした。

　赤い鮮せん血けつが迸ほとばしり、獣けものの断だん末まつ魔まが郷さとに響ひびく。巨きよ大だいな狼おおかみだったその姿が、みるみるあどけない少年に戻もどっていく。

「蘇そ生せい限げん界かいまで四十五秒。それまでに止とどめを刺さして！」

　アンダーソンの傍かたわらに跪ひざまずき、フィジカが手早く術式の準備を始めた。

　アッシュがワーウルフの体に与えた一いち撃げきは、人間の子供であるアンダーソンにはそのまま致命傷となってしまう。それをわかった上でアッシュはフィジカを信じた。

　それがこの旅で見つけた、アッシュの答えだ。

「バトラー、僕ぼくはあなたを許さない。角つの守もりとして、アレックス・アルバーンの息子むすことして、僕ぼくはあなたを断罪する！」

　雪の中から這はい出でた錬れん金きん術じゆつ士しが、怯おびえた様子で立ち上がった。

「わ、我わが輩はいを殺すというのか？　この体は君の父上だぞ？　いまも生きているのだぞ？」

「父さんは死んだ！　心は僕ぼくたち兄きよう妹だいの中にある！　僕ぼくはあなたの心を追い出して、死んだ父さんを土へ還かえす！」

「……もはやこれまでか」

　バトラー観かん念ねんしたようにうつむき──。

「幻げん獣じゆうの生態を知しり尽つくした見事な策だアッシュくん！　だが君にはやはり想ロ像マ力ンが足りない。我わが輩はいが万年の野望をこんなところで終わらせるものか！　うおおおおおお！」

　叫んで全身に力をみなぎらせた。

　上半身の衣服が引ひき裂さけ、たくましい筋肉と歪いびつな勲くん章しようが刻まれた背中が現れる。

「ただの錬れん金きん術じゆつ士し相手なら勝てると思ったか？　まだまだまだまだ想ロ像マ力ンが足りない！　我わが輩はいがなんのためにこの器うつわを手に入れたと思っている！　グォォォォォ！」

　獣けもののような声で吠ほえるバトラーの肉体が、むく、むく、と段階的に膨ぼう張ちようしていた。この光景には見覚えがある。

「まさか、アンダーソンと同じ『病気』なのか……？」

　やがて肌はだがうっすら緑に色づき、腹の辺りに「鱗うろこ」が現れた。

　変へん貌ぼうが全身に行ゆき渡わたったバトラーは、顔を残して手足を「竜りゆう」のように変えていた。

「まだ……ここまでか。だが脆ぜい弱じやくな人の体には十分だろう。さあ思い知るがいい！　まずはエルフの面つら汚よごしからだ！」

　半身を竜りゆうに変えたバトラーが、キメラと交戦中のロッテに腕うでを伸のばす──。

「ロッテ！」

　アッシュは剣けんを打ち捨てて、二人の間に飛とび込こんだ。

「がっ……はっ……」

　バトラーの鋭するどい爪つめが背中を抉えぐった。削けずり取とられた肉がびちゃびちゃと雪に埋うもれる。

　もしかしたら背中に大きな穴でも開いているのかもしれない。心しん臓ぞうに直接風が当たるような冷たさが、アッシュの鼓動を徐じよ々じよに凍こおらせていく。

「アッシュ！」

「お兄ちゃん！」

　妻と妹の悲鳴を聞きながら、アッシュは短い人た生びを終えた。




　そして、一分と経たたないうちに呼よび戻もどされた。

「かはっ……げほっ……うう……」

「お兄ちゃん！」

　咳せき込こみながら目を開けると、涙なみだでぐしゃぐしゃになったロッテの顔がある。

　妹に抱だき締しめられつつ辺りを見ると、裸はだかのアンダーソンに接せつ吻ぷんを施ほどこすフィジカの顔が飛とび込こんできた。

「【ライトニングスタッフ】」

　少年の胸にアスクレピオスの先せん端たんを当て、フィジカが呪じゆ言ごんを口にする。

　杖つえの球体からバチッと青い光が迸ほとばしり、アンダーソンの体がびくんと仰のけ反ぞった。

　すぐさまフィジカが少年の胸を強く叩たたき、拍はく動どうを促うながす。それが何度も繰くり返かえされた。

「かはっ」

　口から体液を吐はきながら、アンダーソンがぜいぜいと息を吹ふき返かえす。

　きっと自分も同じ方法で蘇生させられたのだろう。そう考えて、アッシュはまた金貨一万枚の借りが増えたと心で笑った。

「二人とも清せい潔けつな場所に運んで！　クソ親おや父じの死体も一いつ緒しよに！」

　死体と聞いて目を動かす。

　ミカがばらまいた雪の上に、バトラーが横たわっていた。その体は既すでに人間の姿に戻もどっていて、喉のど元もとから激はげしく血を流している。

　目を見開き、悔しげに雪をつかんだまま、《無む縁えんの錬れん金きん術じゆつ士し》は絶命していた。

「お兄ちゃんごめん。お父さんの仇かたきは取れなかった。あいつは自分が創つくった獣けだものに勝手に倒たおされちゃったよ……」

　アッシュの視線を気取ったロッテが、口く惜やしそうにつぶやく。

　あの時バトラーは、体を竜りゆうのように変化させていた。その際に衣服と同じく『ソロモンの指輪』も破は壊かいされている。バトラーはそれを見み越こしていたようだが、指輪の代わりにアッシュを腕うでに嵌はめた状態では、反旗を翻ひるがえした配下に思うように対応できなかったのだろう。

　キメラが嚙かみつく相手にバトラーを選んだのは、「襟えり巻まきをしていなかったから」というだけではない気がする。恩を感じない獣けものでも、恨うらみは決して忘れない。自らの足を喰くい千ち切ぎれと命令する錬れん金きん術じゆつ士しは、指輪がなければ敵でしかないはずだ。

　辺りにキメラの姿はなかった。けれど長くは生きられないだろう。魔ま女じよメラニーの目もく撃げき談だん通りなら、聖せい域いきの周囲には角ク笛ラのリ騎オ士ンが控ひかえている。

「いいんだ、ロッテ。この郷さとが守れたならそれでいい。父さんもそう言ってくれるよ……」

　目を閉じている間にすべて終わっていたと思うと情けない。

　しかし誰だれが討うち取とったかなど関係ないのだ。バトラーはフィジカにとっても父であり、母クロカの仇かたきでもあった。けれどフィジカはそんなこと一いつ切さい口にせず、「いま自分ができること」を必死にやっている。

「そんなんだから、お兄ちゃんはいつまでたっても角つの守もりなんだよ。バカ。大好き」

　いまのアッシュに、それは最高の褒ほめ言こと葉ばだった。
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　魔ま女じよたちの宴サバトは極きわめて淫いん靡びだった。

　郷さとの広場には火が焚たかれ、ぐるりを取り囲む魔ま女じよたちの間には紫むらさきの煙けむりが立たち込こめている。

　病やみ上あがり、というかほぼ死にかけた、いやむしろ実際に一度死んで蘇そ生せいしたといっていいアッシュは、容よう赦しやなく叩たたき起おこされて女装させられていた。

　そうしてもうかれこれ三日ほど、半はん裸らの魔ま女じよたちの玩がん具ぐにされている。

「散れ、異い端たん者しやども！　毒々しい手で兄に触さわるな！」

　ロッテがしっしと魔ま女じよを追おい払はらう横では、フィジカが燃もえ尽つきたように呆ほうけていた。

　フィジカは長い旅を終えたのだ。女め神がみパナキアと交かわした、百年、千せん種しゆ、万命の契けい約やくは果たされ、フィジカはもう《摂理の担い手フイジカ》ではなくなった。

　そしてクロカがよみがえることは永遠にない。いまのフィジカには、やるべきことが何一つない。旅をしていない自分を経験するのは初めてのことだろう。

　だが、虚きよ無むの理由はそれだけではないとアッシュは思う。

「フィジカ、君のお父さんのことだけど──」

「私は元から天てん涯がい孤こ独どく。だからお悔くやみなんていらない。お墓もいらないし、結けつ婚こんの報告だってしなくていい。『心』に必要なのは血の縁ゆかりじゃないからね」

　ぴしゃりと言われてしまい、アッシュは嬉うれしくなった。

　フィジカは血の繫つながったクロカを赤の他人として敬うやまってきた。アッシュは血の繫つながらないロッテを妹としてこよなく愛した。

　アッシュとフィジカはこれから家族になるが、子が生まれても夫ふう婦ふ自体は永遠に血で結ばれない。たとえ血の縁ゆかりがあっても、心を通わせていなければただの《無む縁えん》な人だ。

「フィジカ、僕ぼくはこれからも角つの守もりを続ける。僕ぼくは父さんのような角つの守もりでいたいんだ。巡じゆん礼れいの旅を続けながら、ロッテやレニ、そしてフィジカのような命を守っていきたい」

「つまりキミは、私に一生貧びん乏ぼうを強しいるってことだね」

「どう……かな。いまから一年は巡じゆん礼れいをしながら積極的に害がい獣じゆう討とう伐ばつと異い端たん者しや拘こう束そくをするつもりだし、フィジカには遍へん歴れきの薬くす師しとして人を診みてもらうつもりだよ。そして子供が生まれたら落ち着く場所を探して、三～四年は一箇か所しよに留まろうと思ってる。万一のことを考えると、僕ぼくの出身のモイズがいいんじゃないかな。エルフが恨うらまれている土地だから居い心ごこ地ち悪いかもしれないけど、エルフの娘むすめを育てた母さんを頼たよることができる。でもフィジカの安全を考えると、やっぱり滞たい在ざいは数年間になるだろうね。それまでにある程度貯ちよ蓄ちくしておいて、その後は親子三人で旅に出よう。だから……やっぱりフィジカには苦労を強しいると思う」

　アッシュの長ちよう広こう舌ぜつを聞き、フィジカが目を見開いて怯おびえている。

「き、キミ、事前にそこまで考えて夜よ這ばいにきたわけ？」

「夜よ這ばいって……。でも考えてたよ。角つの守もりはお金を稼かせげる仕事じゃないからね。その分、子育てはきちんと手伝うつもりでいるよ。自分で言うのもなんだけど、僕ぼくは子供に懐なつかれるから子こ守もりは向いてるんじゃないかな」

　命を「救う」のはこれからもフィジカの仕事だ。ならばアッシュは「育てる」ことで協力すればいい。その二人の働きこそが、命を「守る」ことになる。

「キミさ、動物の幸せってなんだと思う？」

　また唐とう突とつに難しい話題が降ってきた。

「なんだろう……？　おいしいものを食べたり、ぐっすり眠ねむれた時とか？」

「それもまあ間ま違ちがいではないけど、正解はもっと単純だよ。動物は毎日生きてるだけで幸せを感じるからね」

「生きているだけで……うん、そうだね」

　朝起きて、食事を摂とってまた眠ねむる。餌えさがなければ移動を始める。

　それが動物の暮らしだ。アッシュたちの旅もそれに似ている。そして広義の動物には人もエルフも含ふくまれる。

　相変わらずの持って回った言い方で、フィジカは自分が幸せだと伝えてくれているようだ。

「僕ぼくも、幸せだよ」

　アッシュが存外早く気づいたからか、フィジカはぷいと顔を背そむけた。その反応が嬉うれしくもあり、照れくさくもあり、つられて頰ほおが熱を持つ。

「うおっほん！　げほっ、げはっ」

　やにわにロッテが咳せき払ばらいし、失敗し、むせた。

「ろ、ロッテは、これからどうするの？」

　兄とともに父の仇かたきを討うつという妹の目的はほぼ果たされた。フィジカと同じくロッテも目標を失っている状態に近い。

「安心して。ロッテはお兄ちゃんの巡じゆん礼れいについていったりしないから」

「角ク笛ラのリ騎オ士ンを続けるのか？」

「それはわかんない。ただ、旅に出たいなって思ってるよ」

　父アレックスも、兄アッシュも、ロッテをエルフと知りながら命がけで助けてくれた。その心情が自分にはまだ斟しん酌しやくできないとロッテは言う。

「人間はエルフと見ればすべて殺してきた。ロッテは戦争よりずっと後に生まれたけど、それでもバトラーの気持ちが少しわかるよ」

　ロッテがフィジカの方を向いて、「貴様だってわかるだろう？」と同意を求めた。

　半分エルフの義理の姉は、「まあね」と珍めずらしく意見を合わせる。

「お父さんやお兄ちゃんみたいにエルフと接してくれる人なんていない。この大陸のどこかで生き残っているエルフたちは、きっと誰だれにも助けてもらえない。だから──」

「いいんじゃない。なんの得にもならない人助けに精を出す変人一家なんだから。そのうちロッテも背中にこんな傷作っちゃうんだろうね。あーやだやだ自己満足の自じ己こ犠ぎ牲せい」

　フィジカが杖つえでアッシュの背中をぐりぐり押した。

　バトラーに抉えぐられた傷は、《悪い薬くす師し》にかかればたやすく消きえ失うせる。

　だからアッシュはあえて整形しないでくれと頼たのんでいた。この傷が目に見える兄きよう妹だいの絆きずなになればいい。そんな願いを体に背負いたかった。

「……ふん。兄の治ち療りようには感かん謝しやする。私の毒どく抜ぬきもまあ礼を言ってやる。でも貴様のことは一生お姉ちゃんなんて呼ばないからな！」

　その『一生』は、きっと途と方ほうもなく長い。アッシュが死んで百年先も、ロッテとフィジカは仲よくケンカしているだろう。

　二人の間にそんな関係を作れたことが、アッシュは心の底から嬉うれしかった。

「やあやあ。みんな、飲んでるー？」

　酒さか瓶びん片手にふらふらとやってきたのは、かつてワインの村で知り合った魔ま女じよのジャスティーンだ。ワーウルフに襲おそわれた怪け我がも癒いえ、他にも色々あってご満まん悦えつらしい。

「ジャス子、あの子の具合は？」

「全ぜん裸らで鎖くさりに繫つながれてるけど元気。坊ぼうやとフィジカによろしく言ってたよ」

　茶と十八歳さい以下の男子を愛めでる魔ま女じよが、ヴェールの下で艶あでやかに笑う。

　ジャスティーンのお茶、『ウルフズベイン』はなかなかの評判を呼び、この宴サバトで一財産を築けたという。その金で魔ま女じよは郷さとに地下室つきの家を買い、アンダーソンを引き取ったのだ。鎖くさりに繫つながれることは少年自身が望んだという。

「『僕ぼくはもう二度とジャスティーンさんを傷つけたくないんです！』だって。くふ。くふふ」

「言っとくけど、その変へん態たい趣しゆ味みも五、六年が関の山だからね。どこかの魔ま女じよか錬れん金きん術じゆつ士しが、必ず人狼病の治ち療りよう薬やくを作るから」

　恍こう惚こつの笑えみを浮うかべるジャスティーンにフィジカが忠告した。

「いいんじゃない？　その頃ころにはあの子も十八歳さいを超こえてるから興きよう味みないわ」

　発言内容は問題だらけだが、ワーウルフという「病」を患わずらうアンダーソンを守れるのは、少年のすべてを受け入れたジャスティーンしかいない。この魔ま女じよはきっと責任をもってアンダーソンを育てるだろう──十八歳さいまでは。

「あんたたちは郷さとの英えい雄ゆうだよ、アルバーン兄きよう妹だい」

　ジャスティーンと入いれ替かわりに、《大たい樹じゆのキム》が孫を伴ともないやってきた。

「す、すみません、キムさん。いまの言葉、もう一度言ってもらえませんか？」

「なんだい二代目じゃあるまいし。あんた耳はまだ遠くないだろう？　それよりこれを受け取っておくれ」

　キムは金貨がたくさん詰つまっていると思おぼしき袋ふくろを放ってきた。

「い、いえ、お気持ちだけ受け取っておきます。ですからさっきの言葉をもう一回──」

「キミは本当に子供だね。こういうのは断ると逆に失礼なんだよ」

　フィジカが金の袋ふくろをひったくって懐ふところにしまおうとする。それを横から《萌ほう芽がのメラニー》がひょいと奪うばった。

「ごめんね、二代目。初代からのツケ、すっごい溜たまってるから」

「ちょっと！　それとこれとは話が別でしょ！」

「あ、そうそう二代目。パナキアって女の人知ってる？」

　話をそらすようにメラニーが口にした名を聞き、フィジカと顔を見合わせる。

「なんかね、二代目を呼んでほしいって、あそこで泣いてるんだよね」

　メラニーが指差す方を見ると、宴サバトの喧けん騒そうから遠く離はなれた木の根の隅すみで、邪じや神しんがしゅんとしょぼくれていた。




「フィジカちゃん、本当にごめんなさい」

　女め神がみパナキアが大地にひれ伏ふし、うるうると目元をにじませている。

「あの、パナキアさん。クロカさんは本当に元に戻もどらないんですか？」

　アッシュが不ふ憫びんに思って尋たずねると、パナキアはぼたぼたと涙なみだをこぼして首しゆ肯こうした。

「なぜ、そんな噓うそをつかねばならなかったんでしょうか？」

「うう……。だってそうでもしないと、フィジカちゃんが《摂理の担い手フイジカ》を途中でやめちゃうかと思って……。でもフィジカちゃんが存外にやる気で、引ひっ込こみがつかなくなって噓うそを重ねて……ああ、フィジカちゃんごめんなさい～」

　アッシュには、フィジカが『存外やる気』だった理由がわかる。

　クロカがよみがえらないと知りながらも《摂理の担い手フイジカ》を続けていたのは、なんだかんだでフィジカが幻げん獣じゆうたちを好きだからだ。そうでなければこんな大義が務まるはずがない。

「別にいいよ。神様だって色々あるんでしょ」

「うう……。フィジカちゃん絶対わかってて言ってる～。そうです。わたしは本当は神様なんかじゃありません～」

「えっ……。では、パナキアさんは何者なのですか？」

「ごめんね、アッシュくん。わたしには二つの役目があるけど、どちらもあまり詳くわしくは言えないの。でも一つ言えるのは、わたしの中身はごくごく普ふ通つうの人間です。あなたたちとは遠く離はなれた場所にいて、このウィンクルランド大陸をず～っと見守っているの」

　つまるところ、それはいつものパナキアではないのか。

「華岡はなおか黒くろ華か博士……つまりはクロカちゃんだけど、彼かの女じよがわたしたちのプロジェクトの創始者でね。その時の担当だった初代から数えて、わたしは八人目のパナケイア。ギリシャ神話の神様と同じ名前で、錬れん金きん術じゆつ士しが追い求める不老不死薬とも同じ呼び名だけれど、わたしたちのパナケイア計画はなるべく自然の摂理フイジカに根ざしていて──」

「……フィジカ、パナキアさんが言ってることわかる？」

「わかんないし、どうでもいい」

　むすっと不ふ機き嫌げんに答えたフィジカを見て、パナキアがまたわっと泣き出す。

「もういいから！　私は別に怒おこってないから！」

　誰だれが見てもフィジカは怒おこっている。ここはよき夫の出番だろう。

「あの、パナキアさん。フィジカは誰だれにも真ま似ねできないことを成なし遂とげました。せめて……何かご褒ほう美びをあげられないでしょうか？」

　そして声を潜ひそめ、「フィジカはパナキアさんを友達と思っていたので拗すねているんです。ひとまず子供が喜びそうなものでいいので、何かごまかせるものを」とつけ加えた。

「それならまかせて！　とっておきの極ごく秘ひ情報をあげましょ～」

　やっといつもに戻もどったように、パナキアがぐいと体を反そらせて胸を強調した。

「なんと、三代目の『フィジカ』が決定しました～」

「だ、誰だれですか？　僕ぼくたちの知っている人ですか？」

　パナキアはうふふと優やさしく微笑ほほえんで、フィジカの方を指差す。

「え、また私？」

　ちょっと嬉うれしそうな声を上げたフィジカに向け、女め神がみがちっちと指を振ふる。

「フィジカちゃんは後見人。三代目はあなたが生むそのお腹なかの子です。その子はわたしたちにとっても希望の赤ちゃん。この大陸とわたしたちのいる場所は、決して普ふ通つうの方法では行き来できません。それでも間ま違ちがいなく繫つながっているの。あなたたちの未み来らいが、わたしたちの未み来らいに繫つながっているから」

　パナキアが慈じ愛あいに満ちた笑えみを浮うかべる。

　その言葉をアッシュはうっすら理解できた。以前、クロカは滅ほろびの未み来らいを見てきたような人だと思ったことがある。おそらくその感覚は間ま違ちがっていなかったのではないか。

　クロカはこの大陸から遠く離はなれた、滅ほろびの経験を持つ場所からやってきた。だからこそ、エルフであるバトラーの子であっても、フィジカをきちんと産み育てたのだと思う。

　それはともかく、「おめでた」だ。

　アッシュは喜びを満面に表したが、フィジカは不信感丸出しでパナキアを見ている。そんなに早く妊にん娠しんがわかるわけがないと言いたいのか、あるいは単純に金目の物をよこせと思っているのかは微び妙みようなところだ。

「今回は信用して大だい丈じよう夫ぶよ～。カーバンクルが言ってたでしょう？　『目に見える神を信じるな』って。『その結果は命に関わる』って。アッシュくんもフィジカちゃんも、わたしを神様扱あつかいしなかったから、こうやって新しい命が生まれたのよ～」

「『命に関わる』って、そういう意味だったんですか……？」

　もしもフィジカが契けい約やくの報ほう酬しゆう──クロカはよみがえると信じていたら、確かにアッシュとは結ばれなかったかもしれない。

　この慈じ愛あいというより自愛に満ちた乳ちち神がみ様は、本当にまったくもって信用できない。

　けれどもいつでもふいに現れて、多くのことを見通していた。何よりパナキアは、アッシュよりも前からずっとフィジカを見守っている。

　だからフィジカがパナキアのことを何でも知っているなら、その逆もまたしかりだろう。

　──やっぱり、パナキアさんはパナキアさんだ。

　目に見える神様なんていない。この世に神はエイル様しかいらっしゃらない。

　そんな信しん仰こうを一層強め、アッシュは胸の前で三角を切った。







　■アッシュの更こう訂てい









　名めい称しよう：キメラ（別名　キマイラ、奇き想そう天てん外がい）　危険度：高　等級：一

　獅し子しの頭に山や羊ぎの体、そして蛇へびの尾おを持つ獣けもの。それゆえ各動物の弱点も備えている。錬れん金きん術じゆつ士しが創つくり出だした合ごう成せい獣じゆうで、繁はん殖しよくをすることができない。

　命は育てて守るもので、作るだけでは意味を持たない。

















　　　エピローグ　もう一人の遍た歴びの始まり




『親愛なるフィジカ。君がこの手紙を読んでいる頃ころには、僕ぼくはもう隣となりにいないだろう』

　そんな書き出しで始めた手紙は、フィジカに見つかってビリビリに破かれた。

　角つの守もりはいつ死んでもいいように、家族へ宛あてた手紙を持ち歩く。だからといって結けつ婚こん式しきを挙げた日の夜に書くものではないと、アッシュは見送りの人々全員にお叱しかりを受けた。

「じゃ、つつがなく」

　魔ま女じよの郷さとを振ふり返かえり、フィジカが小さく手を上げた。その指には銀色の輪が輝かがやいている。アッシュがなけなしのへそくりで買い求め、昨日ジャスティーンの家の地下で贈おくった指輪だ。

『お二人に、エイル様の祝福があらんことを』

　鎖くさりに繫つながれたアンダーソンの前で愛を誓ちかい、アッシュとフィジカは夫婦めおとになった。

　結けつ婚こんとはエイル様に「家」を認めていただく洗礼の儀ぎ式しきだ。こういうことはきっちりしておかなければならない。

　フィジカは面めん倒どうくさがっていたけれど、ぶかぶかな純白のドレス──それはアッシュがアシュリーになるために必要な衣い装しようだ──に袖そでを通すと、最後は満まん更ざらでもない様子だった。

「新しい旅立ちなんだから、あの木も桜の花くらい咲さかるせるべき」

　魔ま女じよの郷さとに屋根する大たい樹じゆを振ふり仰あおぎ、フィジカがひどい無茶を言う。

「貴様の発想は胸と同じく貧しいな。フィヨトル大たい樹じゆは杉すぎの木だ」

　返すロッテは義理の姉にまったく敬意を払はらう様子がない。

「いちいちうるさいなあ、《見イえンなビいジ剣ブ士ル》さんは」

「わっ、私を二つ名で呼ぶな！」

「《見イえンなビいジ剣ブ士ル》さん」

「……やめろ」

「《見イえンなビいジ剣ブ士ル》さん」

「やめて」

「《見イえンなビいジ剣ブ士ル》さん」

「ああ、フィヨトル大たい樹じゆに桜が咲さけばいいのになあ！」

　ロッテはやけくそのように樹じゆ影えいに向かって叫さけんだ。

　アッシュも薄うす々うす思っていたけれど、《竜殺しドラゴンスレイヤー》やら《甲羅砕きシエルブレイカー》といった二つ名で呼び合う角ク笛ラのリ騎オ士ンの文化は、やっぱりちょっと恥はずかしいらしい。

　姉し妹まいゲンカは姉の方に分がありそうだ。とはいえロッテが本気になれば、フィジカを教会に突つき出だすことなどわけもない。その辺り、一応は姉を立てているということだろう。

　そんな三人旅も悪くなかったが、残念ながら街かい道どうの分かれ道に差さし掛かかってしまった。

　アッシュが別れの抱ほう擁ようを交かわすと、妹の手が背中の傷を探さぐるように動く。

「ロッテ、僕ぼくは一生君を愛しているよ。兄として」

「──っ！　お兄ちゃんはどうして入れちゃいけないとこに念を入れるの？　ロッテに誤解させないよう、かつフィジカにも配はい慮りよしてつけ足したその『兄として』が、どんだけロッテの頭にくるかわかる？　結けつ婚こん式しきにまで参加させられて、『それでもお兄ちゃんが好き』なんてロッテが言うと思ってるの？　【ラズの書】ばっかり読んでるから変な気配りしちゃうんだよ！　じゃあロッテも念には念を入れて言ってあげる。お兄ちゃんなんか大だいっ嫌きらい！　バカ！」

　ロッテはアッシュを突つき飛とばし、今度はフィジカと向き合った。

「貴様もだ！　祝福なんてしないからな！　賭かけ事ごとで負け続けろ！　未み来らい永えい劫ごう奥おく歯ばにもやし挟はさまれ！　一生を角つの守もりのまま終える兄と、細々惨みじめたらしく暮らすがいい！　バーカ！」

　角ク笛ラのリ騎オ士ンの威い厳げんなど微み塵じんも感じさせず、妹は街かい道どうを駆かけていった。最後はケンカ別れのようになってしまったが、ロッテなりに祝福してくれたのだろう。

「私の妹は、バカだけどかわいいね」

　フィジカと並んで「つつがなく」と手を振ふり、アッシュはロッテと別の道を行く。

　角ク笛ラのリ騎オ士ンになって母に楽をさせたいという夢は、妹のロッテがかなえてくれた。できれば自分でそうしたかったが、アッシュにはアッシュのやるべきことがきっとある。

「さて。フィジカ、まずはどこへ向かう？」

　旅の目的地となる候補は多い。

　父の遺灰を家へ連れ帰るのはもちろん、よみがえらないクロカへ結婚の報告もしたい。水すい晶しよう鉱こう山ざんにいるレニと先生の様子だって見たいし、ヘンルーダの咲くコカトリスの村でカボチャのミルク粥がゆも飲みたい。

「森の泉かな。そろそろあの子たちの子供が生まれるはずだから」

　かつて二人で世話をした、ユニコーンと芦あし毛げの馬の夫婦のことだろう。先日は『もう幻げん獣じゆうを治療することもない』などと言っていたけれど、結局フィジカは《摂理の担い手フイジカ》で居続けることを選んだ。

　たとえアッシュと結ばれなくても、そうしていただろうなと思う。




　そうして再び始まったフィジカとの二人旅も、一週間ほどが過ぎた。

　基本的には以前とまったく同じだが、一点大きく変わったところがある──。

「大体フィジカは洗せん濯たくしすぎなんだよ。普ふ通つう、下着はあんなに毎日洗うものじゃない。布地が早く傷いたんですぐにほつれちゃうからね」

　話題は「家計に占しめる高額出費の削さく減げん」についてだ。大きな街に着くとフィジカは必ず下着を買う。それがまたべらぼうに高いのだ。アッシュの下着なら優ゆうに一年分は買えてしまう。

「キミに二つ言っておくよ。一つ、今日から着ていた衣類は毎日洗うこと。なぜなら不ふ潔けつにしていると病気になるから。キミのくたくたパンツももう捨てて」

「毎日洗せん濯たくするなんて現実的じゃない。早く傷いたむとそれだけ無む駄だな出費が増える」

「これも、生まれてくる子供のためだよ」

「わかった。毎日洗う」

　即そく座ざに方針を改めた。

「二つ。キミは誓ちかったよね。あんまりお説教しないって。これからはお説教する度たびにお小こ遣づかい上げて貰もらうから」

「これはお説教じゃない。僕ぼくがフィジカにうるさく言うのは、君を愛しているからだ。【ラズの書】にはこうある。『親から叱しかりを受けない子供は、それが不幸と気づかない』と」

「世間はそれをお説教って言うんだよ。あとそんな歪ゆがんだ愛いらないから。愛これすなわち猫ねこかわいがり。キミはもっと私を甘あまやかすべき。生まれてくる子供のためにも」

「わかった。お小こ遣づかい上げる」

　フィジカは魔ま法ほうの言葉を振ふりかざし、アッシュを完全に支配していた。

　それもやむを得ない。本質的に子供好きということもあるけれど、生まれてくる命はアッシュが唯ゆい一いつ「願い」を託たくせる存在なのだ。

　人の寿じゆ命みようを考えた場合、十八歳さいのアッシュはあと三十年ほどで土に還かえるだろう。角つの守もりという職しよくを考えればもっと早い。運が悪ければ明日にでも天に召めされてしまう。

　以前のフィジカは再び家族を失うことを恐おそれ、アッシュを受け入れることを拒こばんだ。

　だが、いまは新たに生まれてくる子供がいる。その子がフィジカを孤こ独どくから救ってくれる。

　それゆえにいまのアッシュには、自分よりも子の命の方が大切なのだ。多少フィジカを甘あまやかしてしまうのはしょうがない。妻には元気な子を産んで貰もらわねば困る。

「あ、そうだ。フィジカ、子供の名前どうする？」

「なんだっていいよ。名前なんてなくても子は立派に育つからね」

　実際フィジカはそうだった。そう思っていた。

　しかし実のところ、クロカは娘むすめに名をつけなかったわけではない。

『人は愛情を感じると相手に固有の名前をつけたくなるの。もちろんクロカちゃんもそう。うっかり呼んでしまってもバレない名前を、フィジカちゃんにつけてたのよ～』

　旅立ちに際してパナキアがそう教えてくれた。フィジカはため息をつき、そんな気がしてたと呆あきれた。その後すぐに『世界爺セコイヤ杉すぎの花粉が入った』と、いつまでも目をこすっていた。

「男の子だったらアレクサンダー、女の子だったらクロカでどうかな」

「はぁ……キミの好きにすれば」

　フィジカはたぶん、自分の名前を好きだろうと思う。

「男の子でも女の子でもどっちでもいいけど、できれば男がいいな」

　なぜなら女の子は既すでに隣となりにいる。たぶんこの先もずっと女の子のままで。だからアッシュはなるべく早く自分の味方が欲ほしい。

　願わくは、生まれてくる子が祖父アレックスのように人々に愛されてほしい。

　叔お母ばのロッテのように、自分の名を愛する子であってほしい。

　そして両親のように旅立って、迷ったり悩なやんだりしてほしい。

　これからアッシュがフィジカと行く旅には、そうした未み来らいへ繫つながる出会いが待っているかもしれない。お腹なかの子供だって既すでに旅を始めているのだ。

　だから、先々で人と別れる際には、相手を思いやってあの言葉を口にしようと思う──。




　通りすがった麦畑で、農作業をしていた夫ふう婦ふに道を尋たずねた。

　二人は丁てい寧ねいに教えてくれた上に、土産みやげに野菜まで持たせてくれる。

　アッシュは手を振ふるフィジカの隣となりに立ち、声を揃そろえて別れの挨あい拶さつを告げた。

「つつがなく」







[image: 最終話　桜トレント]
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　その墓石は大陸の果て、モイズ地方の海を見下ろす岬みさきにあった。

　もうずっと潮風に晒さらされているはずだが、手入れはきちんと行き届いている。働き者の妖よう精せいブラウニーが、せっせと掃そう除じをしてくれているのかもしれない。

　少女は毅き然ぜんと黙もく禱とうを捧ささげている間、実はそんな空想に耽ふけっていた。

「……さて。今年はお父様が列聖されて三十年目ですね」

　墓前から顔を上げ、少女は隣となりで花を供えているもう一人の少女に尋たずねる。

「そうだっけ。まだ先週くらいだった気がする」

「もう！　お母様はどうしてそんなにテキトーなんですか！」

「もう！　キミはどうしてそんなにお父さんに似ちゃったんですか！」

「子供みたいに真ま似ねしないでください！」

　くわっと目をむいて抗こう議ぎすると、自分とよく似た少女がふふんと笑った。

　性格は全然違ちがうけれど、双ふた子ごのように瓜うり二ふたつな自分たちは親子だ。七十年前なら誰だれも信じなかっただろうけど、長ちよう命めい種しゆの血が混じった若々しい老人は最近結構見かける。

　それはそれとして、少女の母はとにかく子供っぽい。こんな人と一いつ緒しよになった父は、さぞかし苦労しただろうなと思う。

　少女は墓石の周りの落ち葉を拾いながら、若かりし頃ころの父を思い返した。

「……そういえば、昔お父様が言ってました。『人は誰だれでもいつかは死ぬ』って。ボクにはその意味がよくわかりませんでした」

「エルフは寿じゆ命みようが長いからね。人の死し生せい観かんは理解しにくいよ」

　少女の母は半身にエルフの血を宿している。その娘にも長命な性質は受うけ継つがれた。もちろんエルフとて寿じゆ命みようが尽つきないわけではないが、いつまでも子供のような母を見ていると、加か齢れいに付ふ随ずいする死というものの実感が湧わきにくい。

「でも、その後にお父様はこう言いました。『人間はたった五十年の命を精せい一いつ杯ぱい生きる。だから自分以外の命に無責任になるのはしょうがない』って。最初にその話を聞いた時、ボクはとっても怒おこりました。『それでもお父様はフィジカの助手なんですか！』って」

「怒おこってたね。お父さんそっくりに」

「いちいち茶化さないでください！」

　少女は再びくわっと目を剝むき、子供じみた母を叱しかった。

「ボクが抗こう議ぎすると、次にお父様はこう言いました。『人間が命の尊さを得心するには、もう少し寿じゆ命みようをのばす必要があるんだ』って。いま思えば、それが始まりだったんです」

　そして少女の父は、長い年月をかけて人の長ちよう寿じゆ化かを推おし進すすめた。

　ゴミで溢あふれかえる街の清せい掃そうを教会の業務とし、そのための財源を王都から取りつけた。

　教会内での土ど葬そうを廃はい止しさせ、衛生的な火か葬そうに一本化することに成功した。

　小さな農村へも積極的に教会堂を建設し、幅はば広ひろく治安と健康の維い持じに取り組んだ。

　児童の診しん療りよう費ひを角ク笛ラのリ騎オ士ンや司教たちの私財で賄まかなう、「持てるものの義務ノーブル・オブリゲーシヨン」の精神を育てた。

　害がい獣じゆうと呼ばれていた幻げん獣じゆうたちと人の棲すみ分わけに取とり掛かかり、命の浪ろう費ひを回かい避ひした。それに伴ともない「角折つのおり」と呼ばれる教会内の秘ひ密みつ組そ織しきも解散した。

　父の根気強い活動により、エイル教会という組そ織しきは大きく変革した。【新約・ラズの書】の前文には、こんな言葉が記されている。

『自然の生き物たちは手を取り合って生きているわけではない。互たがいに喰くい合あい殺し合った結果、調和が取れているにすぎない。その摂せつ理りを乱す唯ゆい一いつの存在が人間である。しかし逆に言えば、人は自然を回復することもできるのだ』

　少女はその後に続く、『人は誰だれでも《摂理の担い手フイジカ》になれる』という聖句が大好きだ。母の跡あとを継ついで『フィジカ』になってからも、自分の患かん者じやたちによく聞かせている。

「そうしてお父様が教会内で粉ふん骨こつ砕さい身しんした結果、人の寿じゆ命みようは飛ひ躍やく的てきに伸のびました。生きることに余よ裕ゆうができ、人々は自分たち以外の生き物に責任を持つように……ちょっと、聞いてるんですかお母様！」

「うるさいなあ。どうしてキミはそんなに説教臭くさいの。本当に私の子？」

「魔ま女じよの患かん者じやさんたちによく言われます。三代目は絶対ブラウニーの取り替え子チエンジリングだって」

「ありえるね。キミのお父さん妖よう精せいに好かれてたから」

「そうです。いまはお父様がいかに愛されていたかという話をしているんです。まだまだ続きますよ。次はお父様が変えた大陸の価か値ち観かんについてです」

　原始のエイル教会は、救きゆう貧ひん活かつ動どうを主として行う組そ織しきだったという。

　しかし病人を収容できる数には限界があり、識別診療トリアージの一いつ環かんとして、聖ヒルダが『すべては救えない』という「選別」の概がい念ねんを掲かかげた。

　その結果、「博愛」を志こころざしていた聖フィヨトルは追放され、「選別」は拡大解かい釈しやくされるようになる。エイル教会は害がい獣じゆうや異い端たん者しやという、「敵」を作って発展する組そ織しきになった。

「でも、常に勝ち続けなければならない戦略は、長期的に見れば危険度が高いのです。敵を作り過ぎればいつかは返かえり討うちに合います。そこでお父様は、『博愛』と『選別』の中道を模も索さくしました」

　その時代の魔ま女じよや薬くす師しは異い端たん者しやとして問答無用で殺されていた。そこで少女の父はまず死し刑けいを労ろう役えきに変へん更こうさせた。教会は用地所有権、通行税の免めん除じよ、森林の伐ばつ採さい権けんと、数々の経済特権を持っているものの、それを活いかす労働力が不足していた。そこで父は懺ざん悔げの名目で労ろう役えきに処すことで、教会と異い端たん者しや双そう方ほうに利益が得られる仕組みを作ったのだ。

「けれど死し刑けいを廃はい止しした結果、異い端たん者しやたちの数は増えました。『聖せい域いき』で幻げん獣じゆうたちと生きるか死ぬかの暮らしをしていたくずれの異い端たん者しやたちも、労ろう役えきの方がましと考えて街に溢あふれ出だしたのです。いわゆる『混こん沌とんの時代』の到とう来らいでした」

　おかげで教会の薬くす師し事じ業ぎようは大おお幅はばに減益した。しかし父のような角つの守もりたちが根気よく異い端たん者しやを拘こう束そくして労働力とすることで、魔ま女じよと錬れん金きん術じゆつ士しと薬くす師しの交流が盛さかんになった。そうして薬くす師しの技術は飛ひ躍やく的てきに進歩し、最終的に施せ療りよう院いんは莫ばく大だいな収益を得られるようになった。

「一時的に不利益を被こうむっても、それを上回る利益があれば最終的な収支は黒字になる。そんな当たり前のことを、生きる時間の短い人間は理解できなかったのです──おいで」

　少女は足あし下もとで穴を掘ほっていた子供のカクタスリザードを抱だき抱かかえた。背中のウチワサボテンのような剣けん骨こつはまだ柔やわらかいので、意外と抱だき心ごこ地ちがいい。

「このトカゲもかつては『害がい獣じゆう』と呼ばれていた生き物ですよね。でも実際は人に害なんて与あたえないおとなしい性格で、少量のキノコを与あたえておけば室内で簡かん単たんに飼えます。そのまま観かん葉よう植しよく物ぶつにもなるし、いまではボクみたいに連れ歩く人も増えました」

　これは魔ま女じよたちが流りゆう行こうさせた「使つかい魔ま」という文化だ。

「お父様が推おし進すすめた宗教改革は、こんな風にすべての命に生きる意味を与あたえたのです。その根底にあったのは、『命の重さは文明度に比例する』という考え方でした。ボクの患かん畜ちくたちがこの大陸で気ままに生きていけるのは、お父様のおかげなのです」

『フィジカ』として百年、千せん種しゆ、万命を救う少女にとって、父はまさしく憧あこがれの存在だ。

「そんなお父様が列聖されてはや三十年。ボクはとっても誇ほこらしい気分ですよ」

　少女がえへんと胸を張ると、母がこれみよがしに肩かたをすくめた。

「鼻高々なところ申し訳ないけど、キミのお父さんは別に何もしてないよ。ただ私にひっついてじたばたしてただけ」

「そんなことありません！　ボクたちがこんな風に耳を出して生活できるのは、お父様の功こう績せきだと【ラズの書】に書いてあります！」

　母に向けて人よりちょっぴり長い耳を見せつけた。この耳の出る髪かみ型がたを、母は『馬の尻しつ尾ぽみたい』と言ってよくからかってくる。

　エルフが迫害されなくなったいまも、少女の母はなぜかかたくなに耳を隠していた。理由を尋たずねても教えてもらえない。きっと何か秘密があるのだと思う。

「その本はね、昔から都合のいいことしか書いてないことで有名だったんだよ。だいたいそれ書いたの本人だし。カクタスリザードの項こうに『与あたえるキノコは少量にすべし』って、しつこく書いてあるでしょ？　昔それでキミのお父さん死にかけたからね。大量のキノコに興こう奮ふんしたトカゲに追いつめられて、吊つり橋ばしから『ぬわーーっっ！』て落ちたんだよ」

「バカ言わないでください。《灰届けアツシユブリンガー》の二つ名を持つ聖スクルドともあろうお人が、そんな間ま抜ぬけなことをするわけないじゃないですか」

　話にならないと少女が首を振ふると、母がニタァと性格の悪そうな笑えみを浮うかべた。

「キミはその時に生まれてもいないでしょ。私は実際この目で見たし、『金ならいくらでも払はらうから助けろ』って剣けんを突つきつけられて脅おどされたよ。その後に着き替がえまで覗のぞかれた」

「お、お父様がそんなスケベニンゲンみたいなことするはずありません！」

「いつだって真実を知っているのは当事者のみ。そもそも『命の重みは文明度に比例する』って言葉も、キミのおばあちゃんのセリフだしね。聖人の正体なんてこんなもんだよ」

「違ちがうもん！　お父様はこの大陸の英えい雄ゆうだもん！　お母様は自分が異い端たん者しやだったから拗すねてるだけ──あ、ロッテおば様」

　べそをかきながら反論する少女の前に、すらりと背の高い女性が現れた。

　美しい金色の髪かみを肩かたに垂らした叔お母ばは、少女や母よりも更さらに長い耳を見せている。

「久しぶりだなクロカ。見た目以外は相変わらず父親にそっくりか」

「ロッテ、おねえちゃんに挨あい拶さつは？」

「おば様もなんとか言ってください！　お母様がお父様をバカにするんです！」

　いつものことじゃないかと叔お母ばは苦く笑しようした。

「ロッテ、おねえちゃんに挨あい拶さつは？」

「よく聞けクロカ。兄は声こわ高だかに何かを叫さけんだりはしていない。ただ人々やエルフ、そして幻げん獣じゆうたちを笑え顔がおにしようとしただけだ」

　その結果、父は種しゆを問わず多くの友人を得て、数々の困難を乗のり越こえたのだと叔お母ばは言う。

「考えてもみろ。一いつ介かいの角つの守もりが王に直じき訴そなどできると思うか？　あれも私のコネがあってこそだ。だいたい兄より私の方が【ラズの書】によく名が出てくるだろう？」

「でもお父様は、絶対絶対英雄なんです！」

「《見イえンなビいジ剣ブ士ル》さん」

「ごきげんよう義あ姉ね上うえ！」

　母と叔お母ばがいつものやり取りを繰くり返かえすのを見て、クロカはむきーと怒いかりを爆ばく発はつさせた。

「もう！　どうして二人ともお父様のかっこよさがわからないんですか！」

　少女が胸の前できゅっとトカゲを抱だき締しめ叫さけぶと、母と叔お母ばが顔を見合わせ吹ふき出だした。やがて二人は盛せい大だいに笑い始める。

「くくっ……クロカ、もういいかげん父ちち離ばなれした方がいいぞ。見た目は子供でも、おまえも中身は薹とうのたった七十歳さいだ。そんなことだからいつまでたっても嫁よめの貰もらい手てがないんだ」

「行き遅おくれのおば様に言われたくありません」

「くっ……！　言っておくが私は貴様と十六歳さいしか違ちがわないんだからな！」

　クロカの母がくつくつ笑い出し、何がおかしいと叔お母ばが食くって掛かかる。

　いったいこの人たちはあと何十年この寸劇を繰くり返かえすのだろうと呆あきれていると、ふっと頭の中に声が響ひびいた。

　英えい雄ゆうなんてものは他方から見ればただの蛮ばん族ぞくじゃ。おぬしの父とてそれは変わらん。

　丘おかの向こうから、肩かたに小動物を乗せた目つきの悪い少女が近づいてくる。

「だが、我われが人型ドラゴメイドに変異できたのはお兄ちゃんのおかげだ。我われはクロカを支持するぞ」

「わあ、レニちゃん久しぶり！　先生もご無ぶ沙さ汰たしています」

　この三白眼の少女はクロカの親友だ。レニは元々アースドラゴンという竜りゆう種しゆで、父や母と縁えんがあった人だ。しかし少女の姿に変異してからは、クロカと一いつ緒しよに屋や台たい巡めぐりなどをすることが多い。その時は肩かたに乗せたイタチのようなカーバンクルの「先生」も一いつ緒しよだ。

「確かに兄は敵を増やしたな。アルケミスト派は徐じよ々じよに勢力を拡大している。自分たちが異い端たん者しやとして扱あつかわれた旧時代に回帰するのは、皮肉という他ないがな」

　叔お母ばが言ったように、父の宗教改革はエイル正教内に別の派は閥ばつを生んだ。アルケミスト派は旧約の【ラズの書】を聖せい典てんとし、時代と逆行する差別主義者の集まりだ。

　まあ今日は小難しい話をせんでよいじゃろ。ところでおぬしら、なぜ当の本人を省いて話しておるのじゃ？　せっかくみなでアレックスの墓参りだというのに。

　先生がレニの肩かたの上でひょいと背を伸のばし、岩いわ陰かげを覗のぞき込こむ。

　えっとクロカも見てみると、そこにごまかし笑いを浮うかべる父の姿があった。




　　　　　２




　全員がこちらを覗のぞき込こんできたので、アッシュはやむなく岩の陰かげから立ち上がった。

「……お父様、ずっとそこにいたんですか？」

　娘むすめのクロカが母親そっくりに片かた眉まゆを上げて睨にらんでくる。

「いや、なんだか僕ぼくの話をしているみたいだったから、出るに出られなくて……」

　こうなったのは、そもそもフィジカのわがままに端たんを発する。

　両親の墓参りをする前、アッシュはモイズの街中で「パイプワインを買ってきて」と妻に頼たのまれた。その前に二人で観かん劇げきしたところ、「すみれの花の絞しぼり汁じるに媚び薬やく効こう果かなんてない。そもそも妖よう精せい王おうの器うつわが小さい」などと、フィジカはフェアリーたちの舞ぶ台たいにたいそうお冠かんむりだったため、仕方なく機き嫌げんを取ることにした。

　さてと市場を探したが、パイプワインを売っている店がまったく見つからない。考えてみれば当たり前だ。七十年前ですら骨こつ董とう品ひん扱あつかいだったのだから、いまの時代にそんなものがそうそう見つかるはずがない。

　やむを得ず街の入り口に戻もどると、フィジカの姿は既すでになかった。守衛に尋たずねると、棒つきキャンディを舐なめながら乗り合いコカトリスで岬みさきへ向かったという。

　自分勝手な妻を追うべく厩うまやに赴おもむくと、ワイバーンやヒポグリフはみな出で払はらっていた。残っていたのはユニコーンだけだったので、アッシュはやむなく長年封ふう印いんしていたアシュリーの衣い装しように袖そでを通す。昔に比べて人慣れしたくせに、この聖せい獣じゆうはいまだに処女しか背中に乗せてくれないのだ。

　そうしてハイヨーと一いつ角かく獣じゆうを飛ばし、父母の墓がある岬みさきに到とう着ちやくした。しかし娘むすめの前でこんな姿を見せるわけにはいかない。そこで岩いわ陰かげでごそごそ着き替がえていたところ、クロカとフィジカが自分の話を始めてしまい、出ていく機会を逸いつしてしまった──という按あん配ばいだった。

「お兄ちゃん久しぶり、でもないか。この前『院』にきてくれたもんね」

「そうだねロッテ。みんな元気にやってる？」

　妹のロッテはもう角ク笛ラのリ騎オ士ンではない。いまのロッテはアレクサンダー養育院の院長先生だ。そこには親を失ったエルフや人間の子供たちが大勢いる。アッシュも時々訪おとずれては、温泉のような露ろ天てん風ぶ呂ろで小さな背中をたくさん流していた。

　久しぶりじゃの、若者。

　カーバンクルの先生が、アッシュの足あし下もとでふぁさりと尻しつ尾ぽを振ふった。

「お久しぶりです。先生もご息災のようで」

　うむ。おぬしもあの頃ころと変わらん少年のままじゃ。あの似合わん髭ひげはやめたのか？

　アッシュは頭を搔かいて照れ笑った。亡なき父を真ま似ねようと生やした口ひげは、この場の全員に不評だった。体たい軀くのせいもあるかもしれないが、齢よわい八十を過ぎても父のような貫かん禄ろくが一向に出てこないのだから仕方がない。

「久しぶりだな、お兄ちゃん。我われは元気だ。思う存分常とこ世よの春を満まん喫きつしているぞ。お兄ちゃんはフィジカにいじめられてないか？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。レニはすっかりかわいい女の子になったね」

「おっ、愚おろかな種しゆが戯ざれ言ごとを！」

　アースドラゴンから変異を遂とげた少女が、小さな黒目を泳がせ顔を赤らめる。

　七十年前に比べると、この大陸も巨きよ大だい種しゆが旅をできる程度に変へん貌ぼうを遂とげた。餌えさの確保というよりは、人の目が変わったというべきだろう。

　アッシュが把は握あくしている限りで、アースドラゴンは三頭確かく認にんされている。しかし暗い洞ほら穴あなに居を構えているものは一頭もいない。二頭は海沿いに暮らして人魚や漁師たちと魚を分け合い、一頭は火山で近い種しゆのサラマンダーたちと仲よくやっているようだ。

「レニ。前から言おうと思っていたんだが、私の兄は貴様の兄ではない」

　ロッテが不ふ機き嫌げんな様子でレニにからむ。

「黙だまれ小こ童わつぱ。喰くらうぞ？　貴様の方こそ、たった十年ばかり同じ家で暮らしただけで、お兄ちゃんと血が繫つながっているわけでもあるまい。喰くらうぞ？　血という意味では、お兄ちゃんはむしろ我われの眷けん属ぞくと言えよう」

　先ほどアッシュに褒ほめられた動どう揺ようが収まらないのかもしれない。レニは龍脳ボルネオでロッテにだけ囁ささやいたつもりだろうが、その凄すさまじい脅きよう迫はくは全員の頭の中に響ひびいていた。

　そうじゃのう。まさか若者がアレックスの息子むすこだとは思わんかったわい。

　場の空気を和なごませようとして、先生が二人の間に入る。

　驚おどろいたことに、先生はアッシュの父と知ち己きの間あいだ柄がらだった。それも二百年以上前にだ。それが判明したきっかけは、数十年前に遡さかのぼる。

　フィジカと結けつ婚こんして三十年が過ぎた頃ころ、アッシュはこんなことを言われた。

『私が言うのもなんだけど、キミ老ふけなさすぎじゃない？』

　当時の人間の寿じゆ命みようは五十年ほどだったが、アッシュはその歳としに近づいても、まるで若者のような精せい悍かんさのままだった。さすがにおかしいと調べたところ、体に流れる血が人間よりも竜りゆう種しゆに近いものだと判明する。

　いまこの墓の下で眠ねむっている父は、七十年前には錬れん金きん術じゆつ士しバトラーの魂たましいを宿していた。アッシュはバトラーの野望を打うち砕くだくべく戦ったが、そのさなかに錬れん金きん術じゆつ士しは体をまるでドラゴンのように変異させている。

　その時はワーウルフを創つくったのと同じ錬れん金きん術じゆつの秘法だと思っていたが、よくよく思い返してみると、バトラーはこんなことを言っていた。

『──我わが輩はいがなんのためにこの器うつわを手に入れたと思っている』

　屈くつ強きような角つの守もりなら父以外にも大勢いる。バトラーがわざわざ父の体を欲ほつした理由は、アッシュの父アレックスが、レニと同じくドラゴンから変異した人型ドラゴニユートだったためだ。









　名めい称しよう：ドラゴニュート　／　ドラゴメイド

　竜りゆう種しゆが変異によって人型となった際の名めい称しよう。雌し雄ゆうでその呼び方が異なる。多くはカーバンクルに変異し、任意で竜りゆうの姿に戻もどることができる。腕わん力りよくに秀ひいでるものが多く、鍛か冶じ、粉こな挽ひき夫、角つの守もりなどに向く。また知能も人より高い傾けい向こうにあり、説教師や学者に適している。かくいう筆者もドラゴニュートである。

　しかし竜りゆう種しゆは個体差が大きいため、ドラゴ族も姿や性質が一様ではない。











　いまの【ラズの書】にはそんな風に掲けい載さいされている、というかアッシュが書いたのが、ドラゴニュートという種しゆだ。

　先生が父と知り合ったのは、二人ともがドラゴンだった時代まで遡さかのぼる。

　何度も袖そでにしてやったのに、あれはしつこいオスじゃった。

　先生がこの昔話をしてくれる度たび、アッシュはいたたまれない気持ちになる。

　古いにしえの先生を見み初そめた若きドラゴンの父は、それはもう勇ゆう猛もう果か敢かんに口説いたらしい。

　何度断ってもつきまとわれるので、先生はとうとう「オスよりメスが好き」というような意味のことを言ったそうだ。

　ここまでの逸いつ話わで、アッシュは父と自分は似ていないと思ったが、その後の行動を聞き、血は争えないという事実を痛感させられた。

　父アレックスは、その日から雌めす竜りゆうとして振ふる舞まい始はじめたのだという。

　あの筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの体で、じゃからの。消したくても消せない記き憶おくというやつじゃよ……。

　そんな記き憶おくのおすそ分けをされたが、父とアッシュが似ていたのは性せい癖へきだけではない。

　残念ながらアッシュは腕わん力りよくも知性も人並みで、おまけに竜りゆうの姿に戻もどる能力もない。ほぼ人間と変わらない存在だったが、バトラーとの戦せん闘とう後に失われた血を父の遺体から補ったため、長ちよう命めいの性質だけが活性化したのだろう──というのがフィジカの所見だった。

　つまるところ、アッシュはフィジカとまったく同じ存在だったのだ。

　八代目パナキアがアッシュをフィジカの旅連れに選んだ本当の理由──それが人ひと柄がらや立場ではなく「種しゆ」だと聞かされたのは、随ずい分ぶん後のことになる。

『だってフィジカちゃんより先に死ぬ子なんてありえないし～』

　だそうだ。やはり目に見える神は信じてはいけない。

「でも、おじい様譲ゆずりの血のおかげで、お父様は本来人なら諦あきらめざるを得ないような、気の長い改革を成し得ました。それはやっぱり運命だと思います。お父様はエイル様が地上に遣つかわした英えい雄ゆうなんです」

　確かにクロカの言うことは一部正しい。アッシュが短命であったなら、大陸はいまのように多くの命に溢あふれていないだろう。だがそれを驕おごるつもりはない。

「クロカ、僕ぼくたちが長ちよう命めいな種しゆであることは、本当にたまたまなんだ。こうしてみんなで集まっておじいちゃんとおばあちゃんの墓参りをするのも、そのことを確かく認にんするためだよ」

　その昔、聖ラーズグリーズに託たくされた【ラズの書】の原書には人間の項こうがあった。









　名めい称しよう：人間　危険度：高　等級：一

　短命だが繁はん殖しよく力りよくの高い種しゆ。それ以外に取り立てて特とく徴ちようはない。種しゆ全体で見れば多た産さん傾けい向こうだが、本質的には少数保ほ護ごに向いていると思われる。











　フィジカに聞いたところによると、生物が卵を産む数は環かん境きようによって変化するという。たとえば栄養を豊富に摂せつ取しゆできる海の生き物は一度に産む子供の数が多く、ドラゴンのような元々の生命力が高い種しゆは、子供の数は少なくてもそれぞれの生存率が高い。

　社会環かん境きようが整ったことにより、人間の生存戦略は多産から少数保ほ護ごへと変化した。命が軽く扱あつかわれることがなくなったため、子供の死亡率はぐんと下がった。

　だが、それは現代において適性が保たれているに過ぎない。社会環かん境きようが悪化すれば、やがては出生率の低下が悪あく影えい響きようを及およぼすこともあるだろう。逆に人口が増えすぎれば、食料が足らなくなるという問題も発生する。

　人という種しゆも他の多くの生き物と同じく、環かん境きようによって生き方を変えるべきなのだ。もちろんハーフエルフやドラゴニュートもしかり。

「だからまあ、お説教するわけじゃないけど、種しゆの長ちよう命めいにあぐらをかかず、娘むすめがそろそろ家庭を築いてくれると、僕ぼくもフィジカも安心です」

「う……痛い。持病の癪しやくが……」

　クロカが腹を押おさえつつ、ちらとアッシュの様子をうかがった。

「癪しやくなんて病名はないよ。私がちゃんと診みてあげる。もし仮け病びようだったら──」

「き、気のせいでした！　ボクは全然、全然健康です！」

　母の触しよく診しんが余よ程ほど恐おそろしいのか、三代目フィジカがぶんぶん首を振ふった。

　見た目はきちんと女の子なのに、クロカが自分のことを『ボク』などと言ってしまうのは明らかにアッシュの影えい響きようだ。もう七十過ぎなのだから、いいかげん父ちち離ばなれしてほしい。

「ほら。笑ってるけどロッテとレニもだよ。僕ぼくだっていつまでも兄として二人を見守っていられないんだから」

　クロカの左右でロッテとレニがしゅんと肩かたを落とす。

　ま、この女おな子ごらに相手が見つからんのは、若者のせいじゃと思うがの。

　先生の言葉に首を傾かしげていると、名前の出た三人がわあわあ喚わめいてイタチを追い回した。




　　　　　３




「七十年前に、こんな未み来らいが私に待ってるとは思わなかったよ」

　遠ざかるイタチと三人娘むすめを眺ながめながら、フィジカがふっと微笑ほほえんだ。

　その横顔は出会った頃ころとまったく変わらない。いまでもフィジカは少女のようで、実際今日の観かん劇げきも子供料金で入場しようとしていた。

「そうだね。僕ぼくも生きたまま列聖されるとは思わなかった」

　アッシュは聖スクルド、ロッテは聖レギンレイヴと名づけられ、とうの昔に死んだことになっている。

　先生が言ったように、英えい雄ゆうは他方から見れば蛮ばん族ぞくだ。人の寿じゆ命みようを伸のばそうと奮ふん闘とうしたアッシュたちは、教会内の保守派から命を狙ねらわれるようになった。日ひ和よった改革派はアルバーン兄きよう妹だいの殉じゆん教きようを発表し、教会の分ぶん裂れつを防ぐことに腐ふ心しんした。

　結局保守派はアルケミスト派として独立したので、潮しお時どきではあったのだろう。

　しかしアッシュは自分のやるべきことを達成した実感があった。だから教会に戻もどろうとは思わない。いまはすっかり隠いん居きよして、こっそり日曜礼拝に参加するくらいだ。

「私は出会ったばかりの頃ころに言ったよ。キミは将来聖人になるって」

「そうだったね。でも結局騎き士しにはなれなかった。父さんと同じく」

　そこに不満があるわけではない。その選せん択たく肢しはアッシュが選び、正解へと近づけてきた結果だ。旅の終わりに見つかった答えは、どれも間ま違ちがいではない。

　この人生を振ふり返かえって後こう悔かいはない。後こう悔かいはないが、いまでも角ク笛ラのリ騎オ士ンに対する憧あこがれはあったりする。男子とはそういうものなのだ。

「キミは八十過ぎても子供のままだね。別にいいでしょ。私の騎き士しになれたんだから」

「それもあんまり自信ないけどね」

　父を尊敬してくれる娘むすめには申し訳ないが、アッシュは本当にフィジカの旅にくっついてじたばたしていただけだ。ただそのじたばたが人より長く続いたにすぎない。

「でも、私はキミに会えてよかったよ。パナキアに感かん謝しやしないとね」

「ど、どうしたのフィジカ？」

　妻がこんなに優やさしい時は、たいてい何かを企たくらんでいる。

「手、握にぎって」

　そのくらいならと小さな手を握にぎったところ、フィジカのかわいらしい目もく論ろ見みに気づいた。

「しょうがないでしょ。こういう体なんだから」

　手のひらに伝わってくる熱は、七十年前にも感じたものだ。例年よりも遅おそいのは、この大陸の命の在り方が変化したからだろう。フィジカはそう自己の体質変化を分ぶん析せきしている。

　アッシュはそんな妻に手を伸ばし、銀色の髪かみを耳の上にかけてやった。

　現れた人より少し長い耳は、イチゴの汁でも塗ったみたいにつやつや赤く輝いている。

「キミは私の耳が好きだね」

「君と違って素直ないい子だからね」

　あの頃ころうっかり着替えを見てしまっても、フィジカはいつも平然としていた。実際は髪かみで隠した耳をこんな風に真っ赤にしていたと知ったのは、ともに長く暮らしてからになる。

「スケベニンゲン」

「人間じゃないけどね。さて、そろそろ支し度たくをしようか……お」

　ふいに空からふわり、ふわりと、桜の花びらが一枚降ってきた。

　鼻の頭にくっついたそれを摘つまんで風に流し、《悪い薬くす師し》がニタァと笑う。

「本当に、素直ないい子なのは耳だけだよ……」

　頭上にそびえる大たい樹じゆを見上げ、アッシュは大きなため息をついた。

　それは、遥はるか遠くのクロップス地方から歩いてきたフィヨトル大たい樹じゆだ。









　名めい称しよう：トレント

　樹じゆ齢れい万年を誇ほこるクロップス地方の霊れい樹じゆ。普ふ段だんは「魔ま女じよの郷さと」に根を張っているが、毎年春になると桜の花を咲さかせ、長ちよう距きよ離りを移動する。なぜそんな現象が起こるかは一いつ切さい不明。一説には免疫過剰反応アレルギー体質の人々が世界爺セコイヤ杉すぎの花粉を嫌きらい、怨えん嗟さの言葉を吐はき続けたためと言われている。

　本書では幻げん獣じゆうとして扱あつかうが、トレントは気弱な性格なため調査は進んでいない。











　アッシュが【ラズの書】の編へん纂さんに関わっていた頃ころに書いた文章だ。実際に自分で執しつ筆ぴつしてみると、噓うそはともかく真実もなかなか記せないものだと思う。

　この七十年の間に、アッシュたちは何度か魔ま女じよの郷さとへ寄っている。その度たびに、フィジカは「桜を咲さかせろ」とフィヨトル大たい樹じゆに触れながら恫どう喝かつしていた。

　木というのは不ふ思し議ぎなもので、切るぞと脅おどして刺激を与えると、翌年には実や花を多くつける。そんな脅きよう迫はくを続けるうち、世界爺セコイヤ杉すぎの大たい樹じゆは本当に桜の花を咲さかせてしまったのだ。

　味をしめたフィジカは以降も幹に囁ささやいて、こうして墓参りをする際は、そのまま花見に移行できるよう大たい樹じゆに歩いてこさせていた。

　身内の恥はじを書くことはもちろん、アッシュ自身もいまだにそんなバカなと思っている事実を、書物で広めることなどできなかった。
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「フィジカちゃ～ん、準備できてるわよ～」

　懐なつかしい間延びした声に振り返ると、神しん出しゆつ鬼き没ぼつの女め神がみ様──二十二期のパナキアたちが、トレントの根本に弁当を広げている。

　以前、八代目のパナキアは自身が『二つの役目』を持つと言っていた。その一つはこの大陸に干かん渉しようせず、ただ観かん察さつを続けることだ。

　もう一つの役目はまったく逆で、神というより偶像アイドルとして崇あがめられることにより、人やエルフのような繁はん殖しよく力りよくの高い雄おすに「精神的な去勢」を施ほどこす目的があるという。

　過去にも増えすぎた人魚の雄おすたちを骨ほね抜ぬきにし、平和的に個体数を調整したこともあったらしい。パナキアがやたらと性的かつ母性的であったのは、ケルピーの被ひ害がい者しやたちを分ぶん析せきし、雄おすにとって最もつとも理想的な女性像を追求した結果だそうだ。

「アッシュのおにいちゃ～ん、パナおなかすいたよ～。はやく～」

　昨今のパナキアは、数が増えつつある人口を危き惧ぐし、未み来らいに備えてエイル神に取って代わろうと目もく論ろんでいる。多様化した人の嗜し好こうに対応すべく、いまのパナキアは八代目のようなおねえさんだけでなく、妹っぽいのから、亜あ人じんや幻げん獣じゆうまで複数いた。

「ごめんなさい、お父様。ボクそろそろ行かなければならないんです。ヘンルーダの村に住むおばあさんの回かい診しん日びなので」

　パナキアたちに小さく手を振ふり、クロカがすまなそうに告げてくる。

「そっか、残念だね。気をつけていくんだよ」

「はい！　行くよ、アッシュ。じゃあみなさんつつがなく！」

　この大陸で、『フィジカ』はよい薬くす師しだ。

　クロカは遍へん歴れきの薬くす師しとして僻へき地ちにばかり遠えん征せいし、多くの人と幻げん獣じゆうに感かん謝しやされている。親が言うのもなんだけれど、見た目もかわいらしく性格もまっすぐで、どこに出しても恥はずかしくない自じ慢まんの娘むすめだ。しかし使つかい魔まのトカゲに父の名をつけるのだけはやめてほしい。

　一方、母親の方はいまでも相変わらず──。

「待ちなさいクロカ。ヘンルーダの村の患かん者じやってコニーの婆ばあさんでしょ？　あの子村長になったんだから相当貯ためこんでるよ。どうせ老い先短いんだからたっぷり搾しぼり取とってきなさい。あとお土産みやげのカボチャは三十個。忘れたら晩ごはん抜ぬきだからね。お父さんの」

　この大陸で、フィジカは悪い薬くす師しだった。


（完）









　　　　　あとがき




　おはようございます、鳩はと見みすたです。

「異世界でブラックジャックやりましょう！　モンスター治ち療りようしましょう！」

　担当編集さんにそんなことを言われたのは二〇一五年の夏でした。ちょうど僕の方でも「ファンタジー版シートン動物記」を書きたいと思っていたので、その間を取るような形でできあがったのが本作、『この大陸で、フィジカは悪い薬くす師しだった』になります。

　いつもはあとがきに日記を書いているのですが、頭の固い少年と《悪い薬くす師し》の旅もこれで終わりですので、少しだけ一巻の思い出語りをさせてください。

　一話　コカトリス……バジリスクの別名である「バジリコック」から鶏にわとりのイメージが付随するようになったという説があります。そこに首を切断されて一年以上生きていた「首なし鶏にわとりマイク」の話を混ぜてみたところ、あのような滑こつ稽けい話ばなしとなりました。

　四話　人魚……一番書きたかった話なのですが、他と比べて浮いているため何度もボツになりかけています。お話の中でちょこっと出てくるアキ坊と美人で高慢ちきな女房の行方が気になった方は、ぜひ『ひとつ海のパラスアテナ』も読んでみてくださいね（宣伝）。

　五話　ドラゴン……レニがデレる際のセリフだけリテイクが三回ありました。




　謝しや辞じです。

　物語を書くきっかけをいただいた担当編集者様、ショートカットだけど耳隠してという無理難題に、最強のフィジカで応こたえてくださったイラストレーターのアマガイタロー様（『続』はこのフィジカがいてこその物語だったと思います）、その他、本書の出版に関わっていただいたすべてのみなさまにお礼を申し上げます。

　最後に、本書をお手にとっていただいたみなさまへ。

『この大陸で、フィジカは悪い薬くす師しだった』をお読みいただきありがとうございました。

　日ひ頃ごろゲームで遊ぶ人なら、誰しも「お気に入りのモンスター」がいると思います。少し名前は違っているかもしれませんが、彼らの多くにはモデルとなった幻げん獣じゆうがいるはずです。機会があったら本やネットで彼らのことを調べてみてください。ゲーム内の短いテキストだけではわからない生態や伝説を知ると、その世界が一層楽しめるようになると思います。

　さて、この物語はアッシュとフィジカが中心にいますが、二人はあくまで幻げん獣じゆうたちのナビゲーターという位置づけでした。彼らの旅が読者の皆様にとって、真の主役である幻獣たちへ興きよう味みを持つきっかけとなれば、作者としてはこの上ない喜びです。

　それでは、つつがなく。


二〇一六年　八月吉日　鳩はと見みすた
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鳩はと見みすた

一巻作業中に生まれた長男が七ヶ月に。彼は主に執筆を邪魔してくれる存在でしたが、本作のテーマとして多くの影響も受けました。ユニコーンに跨がれるような立派な美少女に育てます。
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イラスト／アマガイタロー

東京都在住のイラストレーターです。普段の仕事ではあまり温泉シーンなど描く機会がありませんので、すごく楽しく描かせて頂きました。ありがたやありがたや……







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「鳩見すた先生」係

「アマガイタロー先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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続ぞく この大たい陸りくで、フィジカは悪わるい薬くす師しだった








鳩はと見みすた
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